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はじめに

「看護実践カブロッサム開花プロジェタトJ (平成21年度文部科学省大学改革推進事業「看護

師の人材養成システムの確立J採択)は、チーム医療の推進や医療の高度化等、日々変化している

医療環境の中、病院看護部と保健学科看護学専攻、多職種多部門が組織横断的な交流を深め、協働

して体系的教育プログラムを構築することで、学生時からの看護実践能力の質を保証し、臨床現場

で継続的に看護実践能力の質を向上させ、生涯にEり医療を支える専門職を育成し、社会貢献する
ことを目指しています。

取組み開始から3か年が経過し、急性期の医療を担う医療従事者として、静脈注射や身体侵襲の

大きな医療機器(輸液ポンプ・シリンジポンプ・レスピレーター)操作など、即効性の高い薬剤投

与方法を用いて看護師が実施する看護業務の質を組織的に担保する教育プログラムを開発・実施す

ることで、安全で安心な医療を行う看護師の看護実践能力の質を、 iIVナース」や「輸液ポンプ・
シリンジポンプ指導者Jといった可視化できる形で育成してきました。

看護基礎教育課程の学びと臨床現場で求められる看護実践カの君離によるリアリティショック

が問題となっている新人看護師育成においては、彼らに求められる看護実践能力を段階的に修得で

きる看護技術実践研修と同期看護師同士が悩みを共有し、ストレスマネジメントを学ぶフォローア

ップ研修を盛り込んだ新人看護師育成プログラムを提供し、 1年目看護師に求められる看護実践能
力の定着と大学病院看護師に求められるキャリア像形成を支援しています。特に教育プログラム開

発では、大学病院でチーム医療を提供する一員として自律した専門職業人として自ら成長できるよ

うeラーニング教材の開発やシミュレーシヨン・トレーニングの提供等、効果的・効率的な学習環

境を整備し、活用を促進しています。

本取組みでは、保健学科看護学専攻部門とともに、上記教育プログラムを構築することで「確実

な看護実践能力をもっ看護職員」を育成し、その後の「質の高いジェネラリストJ iスベシャリス

トJ i看護管理者J r看護教育者」、 「地域での活動者」などのキャリアパスをモデルとして掲げ
ています。

平成23年度は、高度化する医療を支え続ける高い看護実践能力を持った持滋哉として持続してい

くために欠かすことのできない、後輩を指導する臨床看護師の「教育指導に関する実践カ向上」を

意識した人材育成にも注力しました。基本的看護実践能力育成プログラムとして学生の臨地実習の

質を向上させるための実習担当教育指導者育成、彼らによる実習指導要項開発と運用開始、教育指

導者育成、人事交流は、臨床看護師の教育力向上を目指す取組みですロまた、教育指導者としての

役割を学部教育や実習指導時に実践することで、学生にとっては身近な臨床看護実践者のロールモ

デルとして、後輩看護師にとっては、指導者役割を担うメンターとしての効果も期待され、キャリ

アパス構築の実践的キャリア像としても貢献しています。

安全・安心な医療の提供とともに、 「豊かな人間性と高度な専門的知識・技術を持ち、適格に判

断し実践できる看護師の育成、専門職としての自己研鎖、看護・教育・研究を通した地域への貢献」

を使命とする九州大学病院看護部として、より良いプログラム構築と実践、効果検証に努力を重ね

ており、社会全体の看護の発展に繋がるよう取組み事業を詳細に情報発信し、本事業成果の社会還

元を図っていきたいと考えています。

この報告書は、本プロジェクトの中間年度にあたる平成23年度を終え、 3か年の事業成果をま

とめたものです。

平成 24年 3月

九州大学病院

看護部長事業推進責任者

中畑高子
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I 平成23年度プロジェクト概要

プログラム名称
平成21年度文部科学省大学改革推進事業採択

看護師の人材養成システムの確立

事業名称 看護実践力プロッサム開花プロジェクト

事業推進責任者 九州大学病院看護部長中畑高子

1.取組みの概要

【1】九州大学病院看護部の現状

平成 19年度以降、九州大学病

院看護職員数は 1，000人を超

えており、高度で先進的な医

療を担う大学病院として、質

の高い看護実践能力を保有す

る看護職員の育成、キャリア

パス構築のできる体制、シス

テムづくりが急務となってい

る。

従前より、九州大学病院看

護部では、クりニカルラダー

システムを活用した看護実践

能力の明確化、人材育成、キ

ャリア開発支援を行っている

が、前述システムの構築には

至っていない。

九州大学病院看護部の看護

職経験年数別構成比をみると、

経験年数5年未満の看護職員

が、看護部全体の半数近くを

占めており、若年層のスムー

スな職場定着、 キャリア構築

を支え、成長指標の lつであ

るクリニカルラダーE取得を

推進できるよう確実な看護実

践力の修得を支援する体制づ

くりが必要不可欠となってい

る。

表九州太学病院看臨職員数推移

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

全宥霞.員数 1084 1135 1145 1151 1175 

t年未到{単位上段:人下段:96'

新率看瞳.員数 239 124 76 85 101 

全宥蹟暢貝散に占める割合 22.0" 10.9" 6.6弛 7.4!事 8.6" 

官年以主-3年朱B簡(単位よ慮:人下.:96'

人数 142 345 352 190 149 

全看.・員敏に占める割合 13.1事 30A" 30.7事 18.5" 12.7岨

3年以上自5年未満(単位上段:人下段:96'

人数 143 109 137 279 282 

全看盛暢員数に占める割合 13.2弛 9.6" 12.0弛 24.2" 24.0岨

通

• 5隼以上向7隼未滴(単位よ段:人下履:96'宥

• • 人数 136 115 108 109 112 

経 金者..員数に占める割合 12.5" 10.1司 9A" 9.5弛 9.5" 
官量
年
?隼以上向唱O年末泊{単位上段:人 下級:96)

敏
~IJ 
人 人数 121 126 141 158 158 

Ik 
構 全看護鴎員数に占める割合 11.2事 11.1" 12.3事 13.7" 13.4軸
成

10年以上-16年来週町{単位上段:人下段:96】

人像 95 107 122 139 159 

全看護鵬員数に占める割合 8.8弛 9A覧 10.7弛 12.1也 13.5" 

16年以上-20年来自陣{単位主段:人下段:96'

人数 62 66 67 58 73 

全看a・員数に占める割合 5.7" 5.8略 5.9事 5.0% 6.2首

20年以』巳 {単位よ段:人下段:96)

人数 14自 143 142 133 141 

全看.・貝散に占める割合 13.5弛 12.6" 12A" 11.6" 12.0軸

*各年度の職員数は6月1日時点での人数とする。

*各年度の職員数は、パートタイム等フルタイム以外の就業形態の職員数及び産休・育児休業

中の者を除く.
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九州大学病院看護職員の離職

状況をみると、毎年看護職員数

の100名(全体の 10%)程度

が退職し、新たなキャリアを選

択している。

退職者の在職年数をみると、

直近である平成21年度、 22年

度は i3年以上""'5年未満」で

の退職者が最も多くなってい

る。

九州大学病院人材教育方針

と5年程度で退職する看護職

員が多いという現状から、入職

から 5年を目途に、確実な看護

実践能力を発揮できる質の高

い専門職従事者を育成し、彼ら

が志向するキャリアパスへ活

躍の場を移行した後も、彼らの

活躍を通して、地域や社会に貢

献することも大学病院の果た

すべき役割の1つとなってい

る。

また年度により差異がある

ものの、入職する新卒看護職員

の1割程度が1年以内に退職し

ている。

新卒入職者によっては、職業

人としての第一歩であると同

時に、医療従事者としてのキャ

リアをスタートさせる重要な

時期でもあるため、長期的なキ

ャリア形成を志向できるよう

支援していくことも重要であ

る。

表 九州大学病院看護職員離職状混

平成19:年度 平成20:年度 平成21年産 平成221車庫 平成23年産

全看臨職員数(※1) 10110 1139 1147 1154 1184 

各年度職員数(※2) 112.5 日関 1163 11関 1173 

人敏 115 12.8 108 103 138 

'邑 各年度・員散に占める割合 10.2.' 11.0事 9.1' 8.9' 11.6' 
職

状
〔 。 。 。 。

況 再 障膿宥のうち宥..  

縄 自体を雌.. 
0.0' 0.8弛 0.0略 0.0略 0.0弧

〕

新卒者.1職員数 2ω 119 77 85 99 

陸新 人敏 32 15 。 9 e 
験車
4走者

斬事者..員数に占める劃台 12.3' 12.6' 。目0' 10目6' 6.1' 混の

'隼朱鏑(単位上段;人下段:96)

人数 21 9 。 5 g 

各年度看瞳.員数に直める割合 18.3' 7.0鴨 0.0' 4.9' 8.8' 

官隼以上司S隼.-(単位上段:人下康:96)

人敏 33 58 2.4 2.5 2.4 

各年度宥陣・員散に占める割合 28.7弛 45.3鴨 22.6鴨 24.3弛 17.6拡

3隼以上国S隼朱翁{単位上限:人下限:96)

人敏 19 2.5 41 45 31 

各年度看陣・員数に占める割合 16.5' 19.5' 38.7' 43.7' 22.8' 
九
州
E年以上-10年来週‘{単位上段:人下段:96)

文
掌

人数病 2.3 2.0 2.2 17 58 

院
在 各年度宥..員数に占める割合 20.0' 15.8' 20.8' 18.5' 41.2.' 

‘ 年曹民 官O隼以よ四20隼*濁〈単位よ.:人下.:96)

l!U 人敏 7 8 8 4 12 
'邑• 各年度看値・員数に占める割合 曲目l' 6.3' 7.5' 3田島鴨 8.8' 状

混
20年以上回30年来週I(単位上段:人下段:96)

人数 2 2 。

各年度看瞳・員数に占める割合 0.9' 1.6輯 1.9' 0.0' 。.7'

30年以上(単位上殿:人下殿:96)

人散 2 2 2 。

各年度宥直腸員敢に占める割合 0.9' 1.6' 1.9‘ 1.9' 0.0弛

定年による温鴎(単位よ段:人下段:96)

人数 10 e s 5 3 

各年度宥直腸員数に占める割合 B目7' 4.7' 7.5' 4田島鴨 2.2' 

※1: r全看護職員数」は各年度4月1日時点での人数とする。
※2: r各年度職員数」は各年度4月1日時点での在職者(新採用者含む)に各
年度内の中途採用者数を合計した人数とする。

*年度ごとの退職者データは、年度途中の退職者数、年度末退職者数を合計した
各年度3月31日時点の人数とする。
ただし平成23年度のみ3月1日時点の退職予定人数とする。
*産休、育児休業中の退職者は上記データから除く。
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本プロジェクトは、大学病院看護部単独ではなく、保健学科看護学専攻と連携して推進する事業であ

り、看護基礎教育課程から臨床現場へ入職するまで連続性のある教育システムや生涯にEるキャリアパ

スを開発することは、学生時からの長期的キャリア形成の動機づけ、質の高い医療従事者育成への寄与

に繋がる。事業として取組んでいる教育指導者(実習担当指導者、教育担当指導者、教育指導者)育成

では、保健学科教員と協同して開催する育成研修により臨床看護職員に教育指導力を実践的に修得させ、

指導者としての資質を向上させている。

教育指導者は、身につけた教育指導力を、看護基礎教育課程で講義や演習を担当することで実践的に

研鎖させており、臨床現場と看護基礎教育課程の組織横断的育成取組みである。また、看護学生にとっ

て、臨床実践で活躍する教育指導者の姿は、臨床看護師としてのキャリアモデルにもなりうる。 4年制

大学化した平成 18年度以降の九州大学医学部保健学科看護学専攻から、自大学病院への就職者数は、

年々上昇しており、平成22年度には卒業者の半数以上を占め、置近の平成23年度の進路予定では55.9%

を占めている。本取組み事業により、育成された教育指導者効果が、看護学生の進路先選択にも影響を

与えていると恩われ、持続的な取り組み継続が必要である。

表 九州太学医学部保健学科看護学専攻卒業後進路

平成18年度 平成19年度 平成2α年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

保健学科卒業者数 73 81 75 76 67 68 

九州大学病院への蹴職

人数 26 35 35 36 35 38 

卒業者数に占める割合 35.6% 43.2% 46.7% 47.4首 52.2% 55.9% 

九州文学痢院以外へ就職

人数 45 30 36 27 28 27 

卒
業 卒業者数に占める割合 61.6% 37.0% 48.0% 35.5% 41.8% 39.7% 

後
進 進学者数
路

人数 2 5 4 2 5 

卒業者数に占める割合 2.7% 6.2% 5.3首 2.6% 7.5% 1.5% 

その他(看瞳師や助産師、保健師以外の職種に就職、または進路不明者)

人数 。 11 。 10 。 2 

卒業者数に占める割合 0.0% 13.6% 0.0% 13.2% 0.0% 2.9% 

*平成23年度進路は平成23年 2月 28日時点での内定者数とする。
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【2】プロジェクトの目的
~ 
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教育プログラム開発 I} 
【看醸実践能力定着 ・向上プログラム】
①静脈注射教育プログラム
⑧医療機器操作強化プログラム
③新入者霞師育成プログラム

• eラーニング教材開発
-シミュレーション研修
-シミュレーション・トレーニング

【基本的宥醸実践能力育成プログラム】
④実習指導者育成プログラム
⑤実習指導要項開発プログラム

九州大学病院

看橿部
教育担当
【育成本部】
看橿キャリアセンター
プロジェクト事務周

医癒安全管理部

医療按衛部

他惨寵部門

連5携
九州大学

保健学科
署橿学専政

教育学部

情報基盤研究
開発センター

看護実践力ブロッサム開花プロジェクトでは、九州大学病院看護部と九州大学医学部保健学科看護学

専攻が連携し、教育プログラムや教育体制を開発・整備することで、看護学生の看護実践能力の質を保

証し、看護職員の看護実践能力の質の持続的な向上を図り、生涯を通じて看護職として活躍できるよう、

キャリアパス構築を支援する。

また、看護部職員と保健学科教員を相互に研修させる人事交流や教育連携体制を整備することにより、

それぞれが教育的に補完しあい、それぞれの所属場所における実践的で教育的な関わりのできる人材の

養成を目指す。

具体的には、急性期の医療を担う医療従事者として、静脈注射や身体侵襲の大きな医療機器(輸液ポ

ンプ・シリンジポンプ・レスピレーター)操作など、即効性の高い薬剤投与方法を用いて看護師が実施

する看護業務の質を組織的に担保する教育プログラムを開発・実施することで、安全で安心な医療を行

う看護師の看護実践能力の持続的向上を図り、 iIVナース」や「輸液ポンプ・シリンジポンプ指導者」

といった可視化できる成果として育成する。看護基礎教育課程の学びと臨床現場で求められる看護実践

力車離によるリアリティショックや、臨床での教育指導者にかかる多大な負担が問題となっている新人

看護師育成においては、新人看護師に求められる看護実践能力を段階的に修得できる看護技術実践研修

と同期看護師同士が悩みを共有し、ストレスマネジメントを学ぶフォローアップ研修を盛り込んだ新人

看護師育成プログラムを構築し、 1年目看護師に求められる看護実践能力の定着と大学病院看護師に求

められるキャリア像形成を支援する。特に教育プログラム開発では、 eラーニング教材の開発やシミュ

レーション・トレーニングを提供し、集合研修と自己研鎖をバランスよく整備し、大学病院でチーム医

療を提供する一員として自律した専門職業人として自ら成長できるよう学習環境やプログラムを整備

し、活用を進めている。
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平成23年度プロジ工クト概要

本プロジェクトは、自律した看護職従事者として、個々の看護職員のキャリア構築支援を行うととも

に、高度で先端的な医療を担う高い看護実践能力を持った臨床看護師の教育指導力を向上させ、これか

らの看護を担う看護学生や後輩看護師の指導者、身近な将来キャリア像としてのキャリアパスに貢献す

る。

具体的には臨地実習の質を向上させるための実習担当指導者育成と実習指導要項開発、教育指導者育

成、人事交流の事業取組みを通して、臨床看護師の教育力向上を目指している。

本プロジェクトにより「確実な看護実践能力を持つ看護職員」として看護職員 1人ひとりが成長した

後、 「質の高いジェネラリストJ ["スペシャリストJ ["看護管理者J ["看護教育者」、地域や海外、生

活に密着した医療現場など大学病院とは異なるフィールドで活躍するキャリアパス等、自らが志向する

キャリアを実現できるよう支援を行い、取組み事業による成果を社会還元するものである。

平成21年度

fAMU aID I 
言 寄 布 アセンター設置(H2q

看護キャリアシステム
運営実行委員会設置(H21)

プログラムを推進するワーキング
グループ設置(H2l)

スペシャルプロジ‘工クトワーキング
グループ設置(H21)

-四・厩liiJl.司自f:!:t

r看護実践能力定着・向上プログラム

①静脈注射教育プログラム

②医療機器操作強化プログラム

③新人看護師育成プログラム

-z手!嵐長医書主事1."
・圏三重荷針置

看護職員→保健学科(1年)
(年1-2人)
教員→病院(適宜) 等

E孟司Jø~宮配者s・

看護職に対する人材育成、能力評価、

人材活用等を含めたキャリアパスを
構築・提示・管理・支援

J:[平成22年度 )

計画立案

ーー→'

平成23年度 !(平臨時)

平成23年度は、 「看護師の人材養成システムの確立」事業の中間評価年度であり、平成 21年度から

の「看護実践力ブロッサム開花プロジェクト」取組み事業の進捗状況を客観的に評価される年度となっ

た。そのため、本年度は、過去 2か年継続実施してきた教育開発プログラム事業の実施強化を行うと同

時に、事業内容を科学的・学術的に分析・評価した。また、準備・計画段階であった医療機器操作強化

プログラム事業実践や後輩や看護学生を指導する教育指導力育成に注力し、取組み事業を推進させた。

それとともに、本プロジェクトの活動内容や活動により期待される効果・成果を、誰にでもわかりやす

いようまとめ、広報活動やプロジェクトの普及に努める。
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I 平成23年度プロジ工クト概要

【3】取組み事業

取組みによる成果:チーム医療の一端を担う高度な技術・知識を持つ看護職員を賛成

取組みによる刻果:社会の期待に苅応レた安J~\ • 安全な質の高い看護・医療の提供

EE  

-看護職の効果的・継続的な看護実践能力の持続的質向上を図る看護実践能力定着・向上プログラム

・臨地実習における看護実践能力の質向上を図る基本的看護実践能力育成プログラム

|2.教育指導者賛成113.人事交流|
・看護部と保健学科の連携体制のもと、研修や人事交流で教育原理や教育技法を実践的に学び、臨床にお

ける看護学生の実習指導や看護職員の教育指導を効果的に実施する指導者を養成する。

|4.キャリアパス構築|

・看護職員が自らの「目標とする看護職像」を志向し、目標実現に向けて自発的に学び、その履歴を管

理するナビゲーションシステムを提供し、キャリアパス構築を支援する。

-生涯を通じて看護職が活躍できるキャリアパスを明示する。

-ナビゲーションシステムを活用し、組織と個人が双方向の情報共有を行うことで、個人のキャリア構

築を組織的に支援する。

・育児休業中の看護職員に対する復帰支援サポート体制を整備、提供する。

本プロジェクトでは、上記4本柱から構成される取組み事業により、九州大学病院看護部で体系立て

た教育プログラムを開発・提供することで質の高い看護職員を養成する人材養成システムを構築する。

システム構築により、看護職員の看護実践能力の質向上を図ることで、チーム医療の推進、地域医療へ

の貢献を目指す。次ページからは、各取組み事業概要を一覧に示している。
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教育プログラム開発
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国益 ・看護学生の看護実践能力の質の保証・看護職員の看護実践能力の質の概蜘向上、
回3 →社会の期待に対応した安全・安心な看護・医療の提供 4 

九州大学病院看護部では、従前より教育担当副看護部長、専従の教育看護師長、副看護師長を中心とした教育

体制を整備し、クリニカルラダーを基盤とした看護部院内教育プログラムを提供してきた。しかしながら、集

合教育での研修と現場の実践を結びつける継続的かつ学術的な検討を加えた体系的教育システムの確立には至

っていない。特に薬剤を直接血管内に投与する静脈注射や身体侵襲の大きな医療機器操作は、他の薬剤投与方

法と比較して即効性が高く、用量や操作を誤ると患者の生命を脅かす危険性を包括しているが、日進月歩で高

度化が求められる看護業務を安全・安心に提供できる可視化された教育プログラムの開発には至っていない。

九州大学病院【看護部、医療安全管理部、医療技術部、他診察部門(医師、薬剤師)】と、九州大学【保健学

科看護学専攻、教育学部、医療系統合教育研究センタ一、情報基盤研究開発センター】の多分野多職種が連携

して教育プログラムを開発する。開発する教育プログラムは、大学と連携することにより、学術的な検討・検

証を行い、看護学生の看護実践能力の質の保証、看護職員の看護実践能力の質の持続的な向上を図るプログラ

ムとして展開する。

教育プログラム開発では看護職員向けの【看護実践能力定着・向上プログラム】と、看護学生向けの【基

本的看護実践能力育成プログラム】を開発する。

【看護実践能力定着・向上プログラム】

1 .安全に実施する静脈注射教育プログラム

九州大学病院看護職員の静脈注射の質を保証する看護実践能力の標準・均てん化、成果の可視化を目指す。

2. インシデントからみた医療機器操作強化プログラム

身体侵襲の大きい特定の医療機器(輸液ポンプ、シリンジポンプ、レスピレーター)操作に関する教育研修

プログラム、教育学習ツールを開発し、 「患者の生命を守る」看護職員の医療機器操作・管理能力の向上・

均てん化、成果の可視化を目指す。

3.確実な看護実践能力定着のための新人看護師育成プログラム

九州大学病院看護部における入職1年目新卒看護職員に求められる看護実践力の効果的修得支援を目指す。

①安全・安心に患者に提供できる基本的看護実践技術を修得させる。

②日常看護業務の中で「患者のアセスメントJ r自己の力量判断J r看護ケアの優先順位決定」
フへの協力依頼」ができる気付く力を育成する。

③主体的な自己学習を支える学習ツールを提供する。

「他スタッ

【基本的看護実践能力育成プログラム】

4.実習指導者育成プログラム

看護部と保健学科・教育学部協働の下、教育原理や教育技法を学んだ臨床における実習指導者を育成する。

5.臨床による実習指導要項開発プログラム

「実習指導者会議」において、保健学科より示される実習要項を元に、実習指導のガイドラインとなる実習

指導要項を開発・導入するとともに、活動を通して実習指導者相互が研鑓され、実習指導者としての資質

を向上させる。
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I 平成23年度プロジェクト概要

【看護実践能力定着・向よプログラム】

1 .安全に実施する静脈注射教育プログラム

平成23年度育成対象者1012名中769名 (76.0%)が静脈注射認定(通称:IVナース)看霞師として育成さ
れた。(平成24年2月末日時点)また静脈注射に闘する看護実蹟能力を IVナースとして可視化できる形で
保有した後、 60人の看護職員が活置の場を文学病院以外へと移行し、社会貢献している。
静脈注射教育プログラムでは、自己学習ツールとして平成22年度より「講義肉容のeラーニング教材化Jr筆
記試験対策棋揖試験問題」を、九州大学情報基盤研寛開発センター教員と連携して作成し、九州大学Web学

習システムを通じて提供した。学習ツールは、学習対象者の9割が活用している。
学習ツールの一環として作成した「筆記鼠験対策槙擬鼠験問題」は、項目応答理論を活用して問題精度を向

上させた結果、模揖試験問題活用と筆記試験合否には正の相関関係があることが分かり、有効な学習ツール

であることを実Eした。
問題精度を向よさせた「筆記鼠験対策模提鼠験問題』を活用したeラーニングシステムでの学習ツールは、
平成23年12月に『第8回日本e-Learning大賞』にて奨励賞を受賞した。
本プログラム提供により、知識修得の向上、静脈注射に対する自信や不安感は統計的にも有意に肯定的変

化をもたらしている。また、プログラムにより育成された IVナースについて、医師からは『教育された看瞳
師が行うので安心して任せられ、患者に向かう診療時聞が増えた。』と評価されている。患者さんからは『丁

寧な説明と安全な手控で信頼できる」と評価を得ている.

2.インシヂントからみた医療機器操作強化プログラム

平成20年度-22年度のME機器に関連したインシデントレポートを要因別に分析し、患者の生命に直結して
いる「過量投与』が最も多〈発生していることが明らかになった。レポート報告者は経験年数3年目以上が
過半数を占めていた。看護師経験年数や輸液・シリンジポンプ操作の自信と知識修得度には関連がない己と

も調査結果より明らかになった。これらの結果を踏まえ、身体但襲の大きい特定の医療機器(輸液ポンプ、
シリンジポンプ、レスピレーター)操作に閲する医療機器操作・管理能力を周知徹底させる研修を医療機器

操作強化附で検討し、プログラム開発を困っている。平成23年度はプログラムの1っとして行う研修を匡
癒機器操作強化附とともに検討・企画立案するファシリテーター7名と各部署で医療機器操作を指導するイ

ンストラクター40名を育成した。
3.確実な看護実践能力定着のための新人看護師育成プログラム

高性能なシミュレーターや、医療系統合教育センターと連揮したクリニカルスキルトレーニングセンター等
演習教育環境の整備や、情報基盤研究開発センターと協同した九州大学Web学習システムを活用したeラー

ヱング学習環境開発など看護職員の教育環境整備を推進した。

新人看霞職員の成長や臨床現場で必要とされる看種技術修得時期を勘案した上で、聾備したシミュレーター
やクリニカルスキルトレーニングセンターを活用した集合研修を少人数制、実践に近い演習環境で提供する

ζとにより、新人看護職員の看護技術修得度が21年度、 22年度と比較して向上した。
集合教育の振り返り学習教材として22年度に開発したeラーニング教材を看霞実践研修参加前の事前学習教
材として活用することで、主体的な学習と集合教育に連続性を持たせ提供した.

1回の集合研修や部暑での臨床実践では修得できない看護技術の補完を目指してプロジェクト専属インスト

ラクターによるシミュレーシヨン・トレーニンゲ(看種技術自主演習)を提供した。トレーニング肉容は、

九州大学病院看謹部看置手順をペースにニーズの高い看置技術、看置ケアを複数のコースで準備した。また

トレーヱング内容は、参加者や部暑の看護師長、副看護師長と相離し、具体的な状況を設定するなど臨機応

変に対応し、より看霞実躍に役立つトレーニングを心がけ提供した。
ポートフォリオを活用した研修置歴管理、目標管理を23年度より導入した。ポートフォリオは学習内容や実
践の記録を保存し、自己の成長過程を客観的に評価できる資料として残すことができる。研修参加後には研

修肉容を振り返り、自己の課題を明らかにし、課題解決のための目標設定、部暑の先輩からの助言をもとに
目的達成を通して自己教育カを高めることを目的に導入した。

【基本的看護実践能力育成プログラム】

4.実習指導者育成プログラム

臨床において実習指尊者になる看謹職員は、実習指導者として定期的に集合し、実習指導者としての教育原

理や教育技法を学ぶ構会が確保されていなかった。 21年度のプロジェクト開始以降は、保健学科、教育学部
教員協働の下、教育原理や教育技法を学ぶ実習指導者研修会を1年聞を通じて複数回開催した。研修に参加

した実習指導者は、教育学的理詰を学ぶとともに、実習指導者の体験践、指導者同士のグループ討議を通じ

て、指導者としての基本的な知識修得を行い、実習指導者像を具体的に描けるようになった。研修参加前に

不安や指導者としての役割、自己の役割遂行能力に否定的なイメージを抱いている研修参加者は、 1年聞の

研修参加と実障の実習指噂を体験することで不安が軽減され、任される役割を肯定的に捉え、看種学生の実

習指導を効果的に実施できるように変化した。

5.臨床による実習指導要項開発プログラム

看謹部教育担当、実習指尊者、保健学科実習指噂担当教員で構成した実習指導者会識で検討を重ねた臨床現

場での実習指導ガイドラインとなる「実習指導要項」を23年9月に完成、 23年10月からの看護学臨地実習
で運用を開始した。運用開始後は、実習指導者会語、実習指導要項開発附でその効果、課題を検置し、 24
年度版実習指導要項作成の準備を行った。
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I 平成23年度プロジェクト概要

【看護実践能力定着・向上プログラム】
1 .安全に実施する静脈注射教育プログラム

静脈注射教育プログラムに基づき教育された2年目以上の看護職員の80%以上が IVナースとして認定され、

安心・安全に実施する静脈注射の質を担保する。

2. インシデントからみた医療機器操作強化プログラム

身体侵襲の大きい特定の医療機器(輸液ポンプ、シリンジポンプ、レスピレータ一等)を安全かつ正確に操

作できる人材を育成する。

3.確実な看護実践能力定着のための新人看護師育成プログラム

厚生労働省「新人看護職員の臨床実践能力」に基づいた新人看護職員の 1年後の看護技術の到達度評価を行

い、プログラム開発以前の新卒採用者と比較して全看護技術項目において到達度が向上する。

クリニカルスキルトレーニングセンターを活用する看護職員が50%以上増加する。

【基本的看護実践能力育成プログラム】
4.実習指導者育成プログラム

病院内外で開催される実習指導者を対象とした研修を通して、教育原理や教育技法を学び、効果的に実習指

導ができる実習指導者を養成し、各病棟2名以上配置する。
5.臨床による実習指導要項開発プログラム

看護部、保健学科看護学専攻、各病棟の実習指導者で構成する「実習指導者会議」において、実習指導のガ

イドラインとなる実習指導要項を開発するとともに、実習指導者相互の研績により実習指導者としての資質

が向上する。

安全で安心な看護・医療を提供できる確実な看護実践能力を担保された看護職員が養成され、チーム医療の一

端を担う専門職として社会に貢献する。

2. 教育指導者養成

臨床現場における指導者役割の多くは、従来、指導者役割を担う看護職員自らが培ってきた看護実践力や、

指導を受けた経験則をもとに、後輩看護職員指導や臨地実習指導を行っていた。 r教育」についての学術的
知識や教育プロセスを学ぶことなく後輩指導業務にあたることは、大きな不安や困難感を抱え、大きな負担

となっていた。

教育原理や教育技法などを実践的に学ぶことにより、臨床における看護実践能力を保有しつつ教育マイン

ドを持った人材を「教育指導者」として育成する。教育指導者養成では、院内外の教育指導に関連した研修

を受講することで教育に関する知識を修得させ、臨床現場と教育現場それぞれで講義や演習、指導を行い、

教育指導者としての看護実践力を向上させる。

看護教育に関する円滑な連携と、看護学生の教育の質ならびに臨床看護力の質の向上を図るため、看護教

育運営委員会を設置し、教育支援体制を強化する。定期的な委員会開催により、教育や研修に関する看護職

員・教員それぞれの視点からの課題や意見を活発に討議し、交流を図るとともに、効果的な教育体制を整備

する。

看護部と保健学科看護学専攻が連携して教育指導者を育成することで、看護基礎教育から臨床現場まで連

続性のある指導ができる人材を育成する。また、育成された教育指導者が看護基礎教育課程の中で講義や演

習を担当、臨床現場での教育指導者として実践活動を重ねることで、指導を受ける看護学生や後輩看護職員

にとっては、自分が将来担う教育指導者像を学ぶことができ、キャリアパス構築のロールモデルとなる。

本プロジェクトにおいては下記教育指導者を養成する。

1 .教育指導者:修士修了の副看護師長等を保健学科への 1年間の人事交流に参加させ、保健学科カリ

キュラム、講義・演習、臨地実習運営方法を TA(ティーチング・アシスタント)等の

活動や学習を通じて実践的に学び、教育指導者を育成する

:千葉大学「教育一研究一実践をつなぐ臨地実習施設の看護学教育指導者研修」に参加

させ、教育指導者を育成する。

2.教育担当指導者:臨床現場で必要とされる看護実践能力と看護基礎教育で習得するその能力の事離か

らくる新人看護職員のリアリティショックを軽減させ、新人教育効果を促進させる各

部署の新人看護職員育成の中心的役割を担う教育担当指導者を育成する。

3.実習担当指導者:経験則に基づいた実習指導による指導者不安・負担の軽減と指導者役割を積極的に担

い、臨地実習学生理解と効果的臨時実習の学びを支援できる実習指導担当者を育成す

る。
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I 平成23年度プロジェクト概要

1 教育指導者

3か年で保健学科への人事交流2名、千葉大学主催研修参加1名合計3名の教育指導者を育成した。
人事交涜者は、 1年間という長期に亘り、保健学科看麗学専攻部門に常駐している.捜業や演習、実習運営
で学生と直接支涜し、学生1人ひとりに個別に助言や指導ができる教育指導をTAとして実践することで、
提出物には表出されない学生の抱える不安や困難感が把握でき、臨地実習参加前の学生の事前学習や準備の

状混が理解できている。また、人事交流ではよ毘活動に留まらず、ゼミや委員会・学会に参加するζとで看

護教員との交流も漂めている。その結果、看護教員・看護学生両方に臨床現場実践での経験や実態をもとに

した相韻対応が可能となり、臨床ー教育課程の垣根を超えた問題解決の窟口・調整役として貢献している。

また、人事交涜活動の中で情報収集した学生の状混を、随時実習担当指導者や実習部暑にフィー|ごパック

を行ったり、実習指導者と教員の情報共有の橋渡し役を担うことで、効果的な実習量歯や基礎教育と臨床現

場の事離を埋める役割として貢献している。

2.教育担当指導者

保健学科教員と看霞部教育部門が連携して立案・実施する「教育担当者研修』を平成22年度から開始した。
研修には、各部暑の教育担当副看護師長が研修を受講し、平成22年度目23年度までの2か年で合計51名の
教育担当指導者を育成した。

研修では新卒看霞職員の受け入れ前から「基礎教育の理解」、 「教育担当指導者の役割』、 「職場適応とメ

ンタルケア」、部暑での受け入れ態"の整備など、講義やワークショッブを通して理論的に学び、自部暑の

新人看蹟職員育成計画作成に役立てた。研修肉のワークショップで「新人看瞳職員看瞳技術到達度目安」を

作成し、九州大学病院看謹都新卒看謹職員の技術修得指導や把握に役立てている。また、育成された教育担

当指導者は平成22年度から延べ35園、臨床実践の実情を踏まえた講誌を行い、教育課程から臨床現場まで
継続性のある教育提供を行うとともに、臨床で実際に活躍する身近なロールモデルとして貢献している。

3.実習担当指導者

保健学科・教育学部教員と協同で「実習指導者研修会』を実習指導者役割を初めて担う看謹職員を対象に

実施し、 3か年で100名の実習担当指導者を育成した。研修参加により、実習担当指導者の実習指導に閲す

る基礎的知融、指導技術が有意に向上し、効果的な実習指導に貢献している。また、研修の中で行われる実

習指導者体験甑やグループワークによる交流を通じて指導者としての相互研舗が園られ、実習担当指導者と

しての資質向上をもたらされ、指導者役割に対する震鶴として不安や負担感が有意に減少し、自信をもった

実習指導を行える指導者として活動している.また、平成23年度は育成された実習担当指埠者5名が学部
での講義を担当した.

1 教育指導者

・看護部から保健学科看護学専攻への1年聞の研修に5か年で合計6名以上参加させる.
・千葉大学「教育ー研究一実践をつなぐ臨地実習施設の看種学教育指導者研修』に年間1名を参加応募する。
.福岡県主催の実習指導者講習会に年間2......3名を推薦する固

2.教育担当指導者

・保健学科教員と看霞部教育部門が連揖して「教育担当者研修」を立案・実施する

(新規目標)教育担当指導者を平成24年度......25年度の2か年で10名育成する。

3.実習担当指導者

・保健学科・教育学部教員と協同で実習指導者研修会を定期開催する。

(新規目標)実習担当指導者を平成24年度......25年度の2か年で40名育成する。

優れた教育学的知践をもった教育指導者を臨床現場に増やし、教育指導者として後輩や学生指導の実毘活動

を通してメンターとしてのキャリア像を身近に示す.臨床現場での実躍と教育指導者としての人材育成・実

践活動が並行して行える育成体制を系統立てて構築する。

10 



I 平成23年度プロジェクト概要

3. 人事交流

看護部 I 「 保健学科 l 
1年間の教育に関する
研修による教育技術習得

0リンパ浮腫外来での看護ケア
0専門分野での実践カブラッシユ
アップ

病練で教育担当をしている
副看護師長等

人事交流後の効果

看護職員教育の中心的役割を
果たす教育マインドをちった
教育指導者として活動

人事交流後の効果

基礎教育へのフィードパック
.教育方法の改翼

従前より、九州大学病院看護部看護職員が、保健学科看護学専攻教育科目の中で、専門分野での臨床実践者

として 1コマ講義を行う交流は行っていた。しかし、保健学科看護学科教員の看護実践能力向上や看護学科

で講義を行う看護職員の教育者としてのキャリアを系統立てて支援する交流体制は整備していなかった。

臨床で直接看護を実践する看護職員の弱みである学生指導のための系統的な教育技術知識、保健学科看護学

専攻教員の弱みである現場の臨床看護実践能力等、双方の弱みを補い、教育に関する看護実践能力強化を図

る人事交流を実施する。教育支援体制強化・看護教育に関する円滑な連携と看護学生の教育の質ならびに臨

床看護力の質の向上を図るため設置した看護教育運営委員会で、人事交流の目標達成度や満足度状況を把握

し、必要に応じて人事交流内容の見直しを図ることで、系統立てた人事交流を継続的に実施する。

人事交流として下記内容に取組む。

1 .看護部から保健学科看護学専攻への人事交流

看護部からは、 1年間の教育に関する研修を行い、教育現場で教員とともに活動することを通して、教育
技術を修得する。

2.保健学科看護学専攻から看護部への人事交流

保健学科看護学専攻教員が自分の専門とする分野の研修を行い、看護実践能力のブラッシュアップを図

り、看護基礎教育にフィードバックする。また、リンパ浮腫外来にて、資格を有する教員が臨床看護職員と

ともに看護ケアを提供する。

教員の人事交流は、教員自身の看護実践能力のブラッシュアップとともに、ともに働く臨床看護職員の専

門知識や技術の看護実践能力の向上に寄与する。
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1 .看護部から保健学科看護学専攻への人事交流

保健学科看護学専攻教授立案の人事交流研修プログラムに基づき、看護部職員の 1年間の人事交流に平成

22年度から本年度まで合計2名を参画させた。人事交流者は、看護基礎教育の運営及び看護学生を取り巻く
学習環境等を理解する講義や、またTA (ティーチング・アシスタント)や実習を担当し、実践的に教育技

法を習得する。また、教員の行う講義・演習・実習指導を一部担当することで看護基礎教育課程や看護学生

の理解を深め、交流後の臨床における看護学生や看護職員養成の教育力を向上させている。また、保健学科

へ常駐することにより、看護教員や看護学生と交流を深め、臨床現場と教育課程を繋ぐ窓口として継続教育

に貢献している。

2.保健学科看護学専攻から看護部への人事交流

保健学科看護学専攻教員のリンパ浮腫外来での活動では、平成22年度から 23年度の2か年間で合計24日
問、臨床看護職員と協働し、看護ケアにあたっている。活動では、看護ケア提供に留まらず協働で治療方法

を決定するなど、より質の高いリンパ浮腫外来での看護ケア提供に貢献している。また、看護ケアに留まら

ず、研究分野についても協同研究を行うことで、看護ケアの科学的根拠・視点からの振り返りなど、臨床看

護職員の研究に関する看護実践能力の向上に寄与している。

教員の臨床におけるブラッシュアップ研修では、延べ9人、 67日間の各専門分野における臨床研修に参加
した。ブラッシュアップ研修では、目的に掲げている教員の看護実践能力向上の後に、教育課程において学

生にその成果をフィードバックし、教育内容の最新化、実習内容の精選化、臨床実践に即した看護研究指導

等の看護基礎教育の質向上に貢献している。研修に参加した教員は単年度に留まらず、継続的な研修参加に

意欲的であり、持続的な人事交流体制が推進されている。

また、人事交流体制が活発化したことにより、看護研究についての連携強化として教育研究推進附を立ち

上げ、看護部と保健学科の看護研究に関する指導や相談についても検討を行った。連携体制を明確にするこ

とで、副次的に臨床現場の研究に対する教員の指導も促進され、平成23年度には、 8件の臨床看護師による
看護研究に携わっている。

1 .看護部から保健学科看護学専攻への人事交流

.5か年で6人以上を研修参加させる。保健学科で講義をする看護職員が30%増加する。

(新規目標)看護職員の保健学科での講義や演習などを行う人事交流を平成24年度-25年度の2か年で
30名程度参画させる。

2.保健学科看護学専攻から看護部への人事交流

-保健学科教員の定期的な臨床でのブラッシュアップ研修を計画・実施し、看護基礎教育に活用する。

(新規目標)自大学看護学教員に留まらず、他大学の教員も含め、ブラッシュアップ研修に平成24年度
-25年度の2か年で 16名程度参加させる。
-特定の資格を持つ教員によるリンパ浮腫外来での看護ケア提供を実施し、看護基礎教育に活用する。

看護部職員と保健学科看護学教員を一定期間人事交流させ、それぞれが自分の役割やスキルの重要さに気づ

き、教育者としての資質をレベルアップさせる。人事交流での学びを教育現場、臨床現場での教育にフィー

ドパックすることで、教育の質向上に貢献する。

4. キャリアパス構築

-・三巴区主主a~a)道If扇帰盃~'mill~禁書E・R・-

レベル別研修

(日本看護協会)

認定看護師管理者研修

管理者研修
レベルE

認定看護師 専門看護師 レベルE
企経済的 全長期研修制度
支援 による支援

福岡県看護実智指導者講智会

院内認定看護師育成研修 レベルE

専門看護分野研修

ブリセプター研修 レベルI

確実な看護実践能力

を持つ看護職員

中
録
業
登
休
修
児
研
害

百
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I 平成23年度プロジェクト概要

九州大学病院看謹部では、クリニ力ルラダーシステムを基盤とした看謹職員の看置実践能力の明確化、実麗能

力の向上を目指し、人材育成、キャリア開発支援を行っている。しかし、 『教育J r研虫J r診療J r地域社
会貢献』を使命とする太学病院として、 1，000人以上の看護職員を包括したキャリア支援体制の構築には至っ
ていなかった。

看護職員 1人ひとりが、看謹聴としてのキャリアをスタートさせ、確実な看護実践能力を持つ人材へと成長し

た後、 「賓の高いジェネラリストJ rスペシャリストJ r看置管理者J r看謹教育者』として従事し、社会へ
その能力を還元できるよう、学生時から臨床看護職員まで連続性のある系統立てられたキャリアパス構築を支

揮する。

キャリアパス構築を支援するため、看謹職員1人ひとりが確実な看麗実践能力を獲得し、自己の目指すキャリ
ア構築に向けて目標管理、自己実現を支援するキャリアパスナピゲーションシステムを開発する。

開発するキャリアパスナピゲーションシステムは下配肉容に取り組む。

1 .キャリアナピゲーションシステム開発

1，000人を超える看麗職員全員の看謹実践能力、キャリアを一元管理でき、システムよで管理されている情
報が個人と看瞳部双方向での共有ができるシステムを導入する。
2.キャリアパス構築支援

生涯にわたり、看護に携わった活動を継続できるよう、自分が培ってきたキャリアの匝明となる資格取得や

研修参加履歴、教育・研寛履歴や、 「自分が目指すキャリア像」実現に向けた目標管理や中・長期キャリア軒

画が管理できるシステム機能を構築し、看瞳職員1人ひとりのニーズに即したキャリアパス構築支援を行う。
3.復帰支援

結婚・出産・育児といったライフイベントにより、看謹職としてのキャリアを中断しても、安全・安心な看

謹ケアを提供できる医療従事者として復帰できるよう復帰支援プログラムを開発し、持続的なキャリア形成を

支援する。

1 .キャリアナピゲーシヨンシステム開発
キャリアパス構築支援に必要な効率的・効果的なシステムを開発するため、看置部教育部門と各部署を管理

する被散の看護師長で構成するナピゲーションシステム開発WGを立ちょげ、開発システムを検討し、平成23
年度に一部導入・運用を開始した。

2.キャリアパス構築支援

システム開発時に、実際に各部署を管理する看護師長にヱーズ調査を行い、キャリアパス構築支撮に必要な

櫨能を洗い出し、各看謹職員の培ってきたキャリアを保存するだけでなく、情報を可視化、共有するニとで、

キャリアパス構築支援ができるシステムを実現させた。

3.復帰支援

直近で育児休業を取得、また育児休業取得後に職場復帰した宥撞職員を対象に復帰支援プログラムに闘する

ニーズ調査を行った。その結果、復帰支援プログラムとして「最新の匡癒安全・感染防止」についての情報、

「電子力ルテの使い方J r看護控術の復習』等、休業中の現場の変化や看護実践能力の補完を行うプログラム
ニーズが高いことが明らかとなった。結果をもとに、ナピゲーションシステム開発WGでプログラム開発を検

討し、本プロジzクトで取り組んでいるシミュレーション・トレーニングやeラーニング教材等を活用した効
率の良い技術復習機会の提供や、ヱーズに即した情報提供のできるシステムづくりを行うこととした。

キャリアパス構築支援のための環境整備として、本事業取組み以前に看護部で別々に管理・運用されていた

クリニカルラダ一、研修申し込み管理、看霞技術修得度チェック、個人目標などを、院肉ネットワーク上で一
括管理できるキャリアナピゲーションシステムの開発、キャリアパス明示を行う。システムは、院肉・外の研

修参加や学会発表置厘を畳録し、自らが培ってきた「看護職として歩んだ軌跡』の自己管理ツールとして活用

できる。また、院内ネットワークで共有化された看霞技術習得度結果から自分の成長段階を数値データとして
客観的に確認することや、登録されたキャリア毛デルのキャリア形成プロセス(r看謹聴として歩んだ軌跡J) 
を参考に、将来なりたい看護職員像を具体的に描き、その実現に向け必要な看護実践能力の向上を計画、実践

できる。ナピゲーシヨンシステムで共有した情報をもとに、管理者は、職員1人ひとりの志向するキャリアデ
ザインや看瞳実践での強み、冒みを把握し、目標実現を支援、弱みを強化する方策を組織的にザポートする。

また、地域医療での自己実現をキャリアとして目標としている看護職員にとっては、キャリアパスナピゲー

シヨンシステムで蓄積された自己の看謹実践能力を客観的に評価、エンプロイアピリティの自己甚明として提
示することにより、地域医療に移行した際にも看盟実践能力の高い看瞳職従事者として継続した活躍が可能と

なり、地域医療の質向上への貢献が期待できる。

キャリアパスナピゲーションシステムを活用して、看檀職員自らが志向するキャリアを実現するために必要な

看瞳実践能力を向よさせ、キャリアパスを構築することで、大学病院組織の一員として、買の高い安心・安全

な看謹の提供に貢献する。
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E 平成23年度取組みの概要

1 .本年度の取組みの概要

【1】平成23年度の目標

本補助事業の本年度の目的は、安全に実施する静脈注射プログラムの継続的推進、身体侵襲の大きい

特定の医療機器に関するインシデントの分析調査後の教育プログラムの開発、新人看護師育成プログラ

ムの実施・検証、実習指導要項の開発と一部運用、保健学科との人事交流の継続、ナピゲーションシス

テム開発・導入・部分運用開始等、昨年度から継続しているプログラムの実施強化と新たな事業の開発

と一部運用を行うことで、事業をさらに促進させることを目的とする。

本年度は、当プロジェクトが、文部科学省大学改革推進事業として、大学病院看護部に求められてい

る看護実践能力を醸成する教育体制、教育力、キャリア形成に関するプログラム構築を国民に分かりや

すい可視化できる成果を上げ、医療従事者として社会貢献できているか、取り組み開始から 3か年が経

過した中間評価を行う。

1 )実施体制

取組み事業の実施体制は、看護キャリアシステム運営実行委員会の構成員をコアにしたプログラム推

進ワーキンググ、ループ(以下、プログラム推進WGと言う)を月 1回開催し、内容・工程・実施方法等

各プログラムの開発を行い、上位委員会である運営実行委員会で検討する。検討されたプログラムは、

関係部署等と調整し、実施・推進する。また、各プログラム開発を推進するために、看護部、保健学科、

看護キャリアセンター構成員が参画する、スペシャルプロジェクトワーキンググループ(以下、 SPWGと

言う)をはじめとする 6つの小ワーキンググループ(以下、 WGと言う)で各プログラムを検討し、活動

を促進させる。

スペシャルプロジ、エクト

WG 
【議長】

看護部長中畑高子

【役割]

全取組み事業の進捗状況、

情報共有を行うとともに、

素案の作成、基礎資料の準

備を行う。

本WGでは、以下事業につ

いて、具体的に検討する。

①安全に実施する静脈注射

教育プログラムの開発・検iiI

②確実な看護実践能力定着の

ための新人看護師育成プロ

グラムの実施・検証

③広報活動、まとめ

[構成員1

0看護部 4名

0看護キャリアセンヲー
スヲッフ 4名

看護キャリアシステム運営実行委員会
看護部長中畑高子
「看護実践カブロッサム開花プロジェク卜」取組み事業肉容や進行を確認し、計画的に推進するよう、学問的視点から
の分析や検討について助言を行う。

0看護部 5名 (中畑看護部長、松本教育担当副看護部長、山崎教育看護師長、山口教育il]看護師長、杉本情報担当看護師長)

O保健学科教員 4名 (川本教授、中尾講師、藤野講師、末次助教)
0医療系統合教育セン合一教員 2名 (大池教授、吉田教授)

0看護キャリアセン安一ス9ッフ 4名 (白井、蕨野、吉川、野上)

プログラム推進WG
【議長】看護部長中畑高子
【役 割】 「看護実践カブロッサム開花プロジェクトJの各プログラム開発の内容や工程、実施方法を協議、

検討を行う。

[f育成員】 O看護部 4名 O保健学科教員 4名 O看護キャリアセン9ースヲッフ 4名

医療機器操作強化
WG 

【WG長】

看護師白井ひろ子

【役割】

身体侵襲の大きい特定の医

療機器(繍液ポンプ、シリ

ンジポンプ、レスピレ-?

一等)に関する医療安全を

縫進するための方略の検討、

実施、評価を行う。

[構成員]

0看護部
中畑看護部長

山口副看護師長

看護師 3名

0医療安全管理部 2名
OMEセンヲー 1名

O看護キャリアセンヲー
スヲッフ 1名 (吉)1])

連E携

ナビゲーション
システム開発WG
[WG長】

教育担当副看護部長

松本裕子

【役割】

キャリアパス構築における

キャリアナピゲーションシ

ステムの開発・導入に関す

る協議・検討を行い、導入

後の検証を行う。

【構成員]

Oil]看護部長 2名

O看護師長 6名

Oil]看護師長 2名

OMICセンヲー1名

0看護キャリアセンヲー

スヲッフ 1名 (野上)

15 

実習指導者研修
検討WG

【WG長】

看護師長山崎雅代

【役割】

大学病院において新たに

実習指導者の役割を担う

職員を対象に実施してい

る「実習指導者研修会』

に関する企画・運営・実

施及び評価を行う。

【構成員】

O保健学科

川本利恵子教綬

藤野成美講師

0看護部

山口副看護師長

0看護キャリアセン骨一

スヲッフ 1名 (白井)

実習指導要項作成
WG 

【議長]

看護部長中畑高子

【役割]

臨地実習における臨床側

の実習指導ガイドライン

となる実習指導要項を完

成させるため、実習指導

者会議で提出された議案

をもとに、指導要項の完

成に向けた協議、検討、

効果検証を行う。

【構成員1
0看護部
松本副看護部長

山口副看護師長

看護師長・副看護師長3，g1
b保健学科
新小田春美准教授

富国真美助教

O看護キャリアセンヲー
スヲッフ 1名 (白井)

教育研究推進
WG 

【議長]

保健学科教授川本利恵子

【役割】

人事交流計画、研修計画

の検討を行うとともに、

臨床と保健学科が連携し

た看護研修を推進させる

効果検起のための研究肉

の検討などを行う

[構成員]

0保健学科
中尾富士子講師

藤野成美講師

末次美子助教

金岡麻希助教

O看護部
松本副看護部長

O人事交流者
大村由紀美

O教育委員会メンバー
0看護キャリアセンヲー
ス之ぷユ.L，g_j~聖竪i



E 平成23年度取組みの概要

2)教育プログラム開発

く看護実践能力定着・向上プログラム>

け〉安全に実施する静脈注射教育プログラム

平成23年度静脈注射認定教育プログラムの実施

プログラム効果検証のための調査実施

開発したeラーニング教材の学問的妥当性検証、問題精度の向上

(2)インシデントからみた医療機器操作強化プログラム

医療機器操作強化ワーキンググル}プの設置

医療機器操作強化鴨での教育研修プログラム、教育学習ツール効果測定の設計

(3)確実な看護実践能力定着のだめの新人看護師育成プログラム

平成23年度新人看護職員教育プログラムに沿った研修会実施

新人看護職員の看護技術修得度チェック項目、評価基準の改訂

新人看護職員の看護技術修得度チェックの実施(入職時、入職6か月後、入職 12か月後)と修得

度結果の分析

eラーェング教材の継続開発

平成23年度シミュレーション研修の企画・立案・開催

シミュレーション・トレーニング(平成22年度「看護技術自主演習Jを名称変更)の提供

クリニカルスキルトレーニングセンターとシミュレーターの活用

2年目看護職員(平成22年度新人看護職員)の看護技術修得度チェックと部署間研修

新人看護職員を育成する指導体制(プリセプター研修、教育担当者研修)継続実施

<基本的看護実践能力育成プログラム>

(4)実習指導者育成プログラム

保健学科・教育学部教員協同の実習指導者研修会定期開催による実習指導者育成

(5)臨床による実習指導要項開発プログラム

実習指導要項の開発と一部運用

3)教育指導者養成・人事交流

千葉大学「教育ー研究一実践をつなぐ臨地実習施設の看護学教育指導者研修」参加による教育指導者

養成

看護部から保健学科への看護職員の人事交流による教育指導者養成

保健学科看護学専攻教員と看護部職員の人事交流

4)キャリアパス構築

キャリアパスナピゲーションシステム開発・導入・部分運用開始
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E 平成23年度取組みの概要

【2】平成23年度年間スケジュール

前述の年間目標を計画的に推進・達成するため、平成23年4月から平成24年3月までの取組み年間タイムスケジュールを作成し、スケジューノレに沿って取組みを推進させている。

補助事案 具体的肉容 4}! 

上 中 下

晴眼キヤリ7システム軍首奥行費員会 定期開催何回/年}

l抑ラム紬~WG 定期開催(原剛毎月第1火咽日} -節目回開催

...  鯛
SPWG 1固/1週間

肝価体制

..翼.・カ定稽・向Aプログーι

平成鈎年庫

5月 e月 7月 B且 -月 10月 11月 12月 1月 2月 事月

上 上 中 ，. 上 中 下 上 中 圃F 上|申 下 土 中 ，. 上 申 圃F 上 上 申 τ 上|中|下|上|申 |τ

-第7回開催 -鱒S開催 -第自国開催 ..10回開催
難

-節目回開催 -第14回開催
週間

-第15回開催 ..1・回開催
習量 rE署員会時間関値 |・第咽開催」ヒ但曇員会と合同開催 土記震員会と合同開催 よ毘曇員会と合同開催

一一一一一 r一一一一一一1 十一一一一一一 r一一一一一一一 一一一一一一 r

温1固定期開催 〉

陸自認禽時間開催
医肉制御阿
土毘蟹且舎と合同開催

マ慨物慨忠問問明惣z脱】 |い作一炉…ス…
I~~円つW\}4 耐 IJ 1 r 11 n 山+ーグ 刻 印+トレザ ~rrrrl トトrr 1 
T一J叩士:L由血 -i l 「一呆鳩箪慨記一蜘一ξ司羽一グ竹汽TTh戚 |汽「立〉λ|輔闘脚柿舵 同三VI …聞日山録叩町間聞附 同②…… |1陵1聖竺忠;…元汁1卜い叫…立ち砧一よ

糊叶拘弘 陣:静静獣f ;竹?九j古I ".'_!i!tlt ...~一戸戸品厩γlハ(一一，刊閉一円
| 輔 ~.ヶシ輔| 時 間 同

e… {ω色シ埠，屯量bユtレ~←-→豊活用した宥.怯術自劇，.シ邑a:..レ圃->.ßシ.ト仙tレ，，-.ニUグ
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2.各事業の実施状況と成果【実施体制】

【1】実施体制

F 、
看「の看重分護部析実長や践検カ中討ブ畑にロ高つッ子いサてム助開言花をブ行ロうジ看.ェ謹クキトャリアシステム運営実行委員会【【議役 長割】】 」取組み事業肉容や進行を確認 し、計画的に推進するよう、学問的視点から

r[構成員】 O看護部 5名 (中畑看護部長、松本教育担当副看護部長、 山崎教育看護師長、 山口教育富崎謹師長、杉本情報担当看護師長)
0保健学科教員 4名 (川本教授、 中尾講師、藤野講師、末次助教)

0医療系統合教育セン合一教員 2名 (大池教授、 吉田教授)、、、 0看護キャリアセン安一ス9ッフ 4名 (白井、蕨野、 吉JlI、野上)

スペ

【議
看護部
【役

全

情報共
素
備
本W
いT
①安
教官
②確
た
グ
③広

。。

概要
Cコ は、お年度より新規に設置川G

本プロジェクト取組み実施体制として、個々の事業取組みをそれぞれで推進させるため、平成 23年

度より新たに「医療機器操作強化WGj ["実習指導者研修検討WGj ["実習指導要項作成WGj ["教育研究

推進WGjの4つの WGを立ち上げた。

プロジェクト目的に沿った各プログラムの効果的な開発内容や実施計画を6つの WGで個別に検討し

た後、プログラム推進WGでプログラム開発全体を協議、検討した上で実施し、実施結果や効果を検証

する。プログラム計画、実施、目標達成度の確認・評価、改善の一連の流れを上位委員会で報告し、学

術的な分析や検討について助言を得ている。

次頁からは、看護キャリアシステム運営実行委員会、プログラム推進WG、SPWG開催状況をまとめて

し、る。
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2.各事業の実施状況と成果【実施体制】

実施状況

1 )看護キャリアシステム運営実行委員会

看護キャリアシステム運営実行委員会は、年度4固定期開催している。平成21年度 10月のプロジェ

クトスタート時から平成22年度末まで通算6回の委員会開催が終了している。年度途中の委員会開催

時には内部評価委員会を、年度末の委員会開催時には内部・外部評価委員会を合同開催している。

以下は、平成23年度初回である第7回委員会開催からの概要をまとめている。

0平成23年5月 17日(火)14: 00""'15 : 30 

第7回看護キャリアシステム運営実行委員会開催

【主な議題】

-平成22年度活動報告

-平成23年度事業計画、スケジューノレの発表

0平成23年9月6日(火)14: 00""'15 : 30 

第8回看護キャリアシステム運営実行委員会開催

【主な議題】

-平成23年度プロジェクト進捗状況、活動報告

0平成23年 12月 13日(火)14: 00""'15 : 45 

第9回看護キャリアシステム運営実行委員会

及び内部評価委員会合同開催

【主な議題】

・平成23年度プロジェクトの活動報告及び中間内部評価

0平成24年2月9日(木)14: 00""'15 : 30 

第 10回看護キャリアシステム運営実行委員会

及び外部・内部評価委員会合同開催

【主な議題】

・平成23年度プロジェクトの活動報告及び内部・外部評価
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2.各事業の実施状況と成果[実施体制]

2)プログラム推進ワーキンググループ

プログラム推進胃GI士、毎月 l固定期開催している。平成21年度から 22年度末まで通算 11回の船

を開催した。以下は平成23年度に実施した第 12回からの概要をまとめている。

0平成23年4月 12日(火)15: 00~16 : 00 

第 12回プログラム推進拠開催

I主な議題1
・平成22年度活動報告

-平成23年度事業計画、スケジューノレの検討

・その他(平成23年度会議開催計画の発案・検討)

O平成23年6月 14日(火)15: 00-16 : 00 

第 13回プログラム推進拠開催

I主な議題1
・平成23年度活動進捗状況報告

・その他(次回会議開催日程の報告)

0平成23年 7月 12日(火)15: 00~16 : 00 

第 14困プログラム推進協開催

I主な議題1
・平成23年度活動進捗状況報告

・その他(平成22年度実績調書報告、東京医科歯科大学主催情報交換会開催連絡、次回会議開催

日程)

0平成23年 10月4日(火)15: 00-16 : 00 

第 15回プログラム推進恥開催

I主な議題1

・平成23年度活動進捗状況報告

・その他(平成23年度看護実践カブロッサム開花プロジェクト講演会開催(案)連絡、次回会議

開催日程の報告)

0平成23年 11月8日(火)15: 00-16 : 00 

第 16回プログラム推進恥開催

I主な議題1
・平成23年度活動進捗状況報告

・その他(平成23年度看護実践カブロッサム開花プロジェクト講演会参加申込状況報告、岡山大

学主催ネットワーク強化会議、公開フォーラム開催連絡、フジサンケイグループ主催 re
ラーニングアワードフォーラム」第自国大賞応募、奨励賞受賞報告)

O平成24年3月 13日(火)15: 00~16 : 00 

第 17回プログラム推進拠開催

I主な議題1

・平成23年度活動進捗状況報告

.その他

次頁より前述実施体制構成メンパーをまとめている。
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2.各事業の実施状況と成果【実施体制]

【看醸キャリアシステム運営実行委員会及ぴプログラム推進附構成メンバー表1

※プログラム推進鴨構成員には下記表の右端に「※」印を示している。

所属 職位 氏名

委員長
中畑高子 ※ 

看護部長

教育担当
松本裕子 ※ 

副看護部長

病院 教育
看護部 看護師長

山崎雅代 ※ 

副看教護育師長 山口千夏 ※ 

情報担当
杉本明美

看護師長

医臨床学健研康究院支線援健学部門
看護学領域

副教委員授長 川本利恵子 ※ 

医学研究院線健学部門

臨医床療健系康統支援看育研護学領域 教授 大池美也子
合教 究センター

医学研究院医学教育学部門

医医療学教系育統学合教育研究センター
教授 吉田素文

医臨床学健研究康院支線援看健護学部学領門域 講師
中尾富士子
(平成23年12月まで ※ 
委員として活動)

広医域学研生涯究発院線達健看護学部学領門域 講師 藤野成美 ※ 

広医域学研生涯究発院線達健看護学部学領門域 助教 末次美子 ※ 

〈フロッサム事務局>

所属 職位 氏名

看護師 白井ひろ子 ※ 

プロジェクト
看護師 藤野ユリ子 ※ 

事務局
看護師 吉川由香里 ※ 

事務員 野上千穂 ※ 

〈陪席メンバー>

所属 職位 氏名

病院事務部
課長補佐 阿部朱美

総務課

病院事務部
係 員 原野 浩

戦略企画課

医療系統合教育研究センター 事務員 柴田理恵
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2.各事業の実施状況と成果[実施体制]

3)スペシャルプロジェクトワーキンググループ

プログラム推進鴨の看護部とプロジェクト事務局メンバーを中心に、毎週火曜日午前に開催してい

る。平成 23年度より各プログラム開発事業毎に鴨を立ち上げたため、この SPWGではそれぞれの陥の

進捗状況について報告を行い、情報共有や意見交換を行った。また、看護部が主体となって行っている

「静脈注射教育プログラムJ r新人看護師育成プログラムJやプロジェクト全体の広報活動やまとめに

ついては、従来同様に本WGで具体的検討やプログラム計画の素案を作成し、事業を進捗させた。

平成 21 年度~22 年度までに通算 56 回の SPWG を開催した。以下には平成 23 年度に実施した第 57 回

からの概要をまとめている。

回 数 日 時 開催内容(議題)

0平成22年度末取組み事業実績(年度末締め集計データ)報告

0平成23年度事業進捗状況報告
平成23年4月12日(火) 0第12回プ口グラム推進WG議事次第案検討

第57回
。その他11: ∞~12 : 15 
-日本臨S学会提出予定抄録案検討

-平成23年度人事交流者報告日日程報告

0平成23年度人事交流者紹介・ 4月の人事交流報告

0平成23年度事業進捗状況報告
平成23年4月19日(火) 05月 12日、17日開催予定 ブロッサムプロジェタト進捗状況報告会タイムス

第四回
ケジューノレ(案)提案11 : 00-12 : 00 
0その他

-日本看護学教育学会一般演目採用報告

平成23年4月26日(火) 0平成23年度事業進捗状況報告

第59回 0その他
11 : 00-11 : 40 .0ラーニングシステム更新について進捗状況報告

。平成23年度事業進捗状況報告

0その他
平成23年5月10日(火) .0ラーニングシステム更新について進捗状況報告

第60回
-各WG進捗状況報告11 : 00~12 : 20 
.5月 12日プロッサムプロジ且タト進捗状況報告会スライド案検討

-プロジェクトダイジェスト版配布状況報告

平成23年5月17日(火) 。平成23年度事業進捗状況報告

第61回 0その他
11 : 00~12 : 00 ー平成23年度調書について検討

平成23年5月24日(火) 00ラーニングシステム更新について検討結果報告
第62回

0平成23年度事業進捗状況報告14: 00-15 : 06 

0平成23年度事業進捗状況報告

平成23年5月31日(火) 。その他

第63回 「ナーシングスキル」情報収集結果報告
11 : 00-12 : 10 -日本医療マネジメント学会ポスター案検討

-全国看護部長会議での情報収集報告

0平成23年度事業進捗状況報告

。広報活動状況報告

平成23年6月7日(火) 。その他

第64同 -第 13回プログラム推進WG議事次第(案)検討
11 : OO~12 : 15 -研修医採血演習支援デモンストレーション開催日検討

-人事交流計画報告

ー採択大学主催情報交換会連絡

。平成23年度事業進捗状況報告

。広報活動状況報告

平成23年6月14日(火) 0その他

第65回 「医療現場における教育最前線」受講報告
11・00-12・。。 -第 13回プログラム推進鵬議事進行について報告

-医療安全管理部よりの eラーニング協力依頼報告

-平成23年度講演会検討
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2.各事業の実施状況と成果【実施体制]

回数 日 時 開催内容(議題)

0平成23年度事業進捗状況報告

平成23年6月21日(火) 。その他
第66回 • 6月 16日開催「臨床教育センタ」研修医採血演習J実施報告

11 ・∞~11 ・ 50 -採択大学年度末報告書到着報告

-平成23年度講演会検討

。平成23年度事業進捗状況報告
。その他

平成23年6月2813 (火) -日本医療マネジメント学会発表報告
第67回

-日本看護学教育学会交流セッション企画提案11 : OO~l1 : 50 
-平成22年度実績調書案報告
-平成23年度講演会検討

。平成23年度事業進捗状況報告

平成23年7月5日(火) 0その他
第68回 -シミュレークー機器の保健学科貸し出し規定書類検討

14 : 00~15 : 15 -第14岡プログラム推進恥議事次第(案)検討

「行動変容する研修の作り方・見極め方J研修参加報告

0平成23年度事業進捗状況報告
平成23年7月12日(火) 。その他

第69同
圏第14回プログラム推進WG配布資料(案)検討11・00-11・31
-採択大学主催情報交換会参加内容について報告

0平成23年度事業進捗状況報告

平成23年7月19日(火) 。その他
第70図 .8月のSPWG開催日程調整

13: 00-13 : 55 -採択大学主催情報交換会資料(案)について検討

-日本医療マネジメント学会ポスタ}案検討

0平成23年度事業進捗状況報告
。広報活動状況報告

平成23年7月26A (火) 0その他
第71回 -平成22年度実績調書再修正報告

11 : 00-12 : 20 「アジアメデイカルショ-J参加報告

「教育効果測定に関する研修」参加報告

'採択大学主催情報交換会資料(案)検討依頼

0平成23年度事業進捗状況報告
。その他

平成23年日月 2日 ω() -採択大学主催情報交換会資料(案)修正指示

第72図 -プロジェクトダイジェスト版増刷報告
11 : 00-12 : 05 -プロジェタト予算執行状況報告

-ホ}ムベ」ージアクセス数報告

-管理学会陶教育学会ポスター(案)提示

0平成23年度事業進捗状況報告
。その他

平成23年8月23日(火) -採択大学主催情報交換会参加報告
第73回

• eラ」ニングシステム更新作業予定連絡10 : 00-12 : 25 
-平成23年度講演会開催準備進捗状況報告

-第8岡看護キャリアシステム運営実行委員会議事次第・資料(案)検討

0平成23年度事業進捗状況報告
0その他

平成23年9月6日 ω() • eラーニングシステム更新作業予定日連絡
第74回 -日本看護学教育学会第21回学術集会報告

11 : 00-12 : 25 -ホームページアクセス数報告

-第8回看護キャリアシステム運営実行委員会議事・出欠確認
陶キャリアナピゲーションシステム育児支援ニーズ調査実施計画報告

。平成23年度事業進捗状況報告
0その他

平成23年9月13日(火) -平成23年度講演会開催準備進捗状況報告
第75回

-日本看護科学学会ポスタ-(案)提案11 : 00-12 : 00 
-実習指導要項進捗状況報告

z次年度学会日程と発表の有無検討
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2.各事業の実施状況と成果[実施体制]

回 数 日 時 関催内容(議題)

平成23年9月初日(火) 0平成23年度事業進捗状況報告
第76回 。その他

11 : 00~12 : 00 -平成23年度講演会開催準備進捗状況報告

。平成23年度事業進捗状況報告
0その他

平成23年9月27日ω() -岡111大学公開フォーラムについて
第77困

-第15回プログラム推進鵬議事次第(案)検討11: ∞~12 : 30 
-平成23年度講演会開催準備進捗状況報告
ー国立国際医療研究センタ-rシミュレーション研修J見学依頼報告
。平成23年度事業進捗状況報告

平成23年 10月4日ω。 。その他
第78回 -ホームベージアクセス数報告

11 : 15~12 : 00 -国立国際医療研究センター「シミュレーション研修」見学日程検討

-平成23年度講演会ポスタ}案検討

0平成23年度事業進捗状況報告

平成23年 10月11日(火) 。その他

第79阿 -平成23年度講演会開催準備進捗状況報告
10 : 00-10 : 45 剛プロジェタト予算執行状況報告

-広報情報お知らせ

0平成23年度事業進捗状況報告

平成23年 10月18日(火) 。その他

第80回 -平成23年度講演会開催準備進捗状況報告
11 : 00-12 : 20 -プ口ジェタト予算執行予定変更報告

.11月3日岡山大学主催公開フォーラム発表スライド案検討

0平成23年度事業進捗状況報告
。その他

平成23年 10月初日(火) -平成23年度講演会広報・申込み状況報告
第81回

-人事交流追加計画報告11 : 00-12 : 20 
ー予算執行 z運用についての事務連絡報告

-国立国際医療研究センタ-rシミュレ]ション研修」視察詳細検討
0平成23年度事業進捗状況報告
。その他

-平成23年度講演会広報圃申込み状況報告、事業報告時間配分検討
平成23年 11月8日ωο -ホ」ームベ」ジアクセス数報告

第82回
.11月3R岡山大学主催「ネットワーク強化会議・公開フォーラム」報告13 : 00-14 : 10 
-第16回プログラム推進恥議事次第(案)検討

-第8回日本e-Learning大賞奨励賞受賞報告
-国立国際医療研究センタ-rシミュレ]ション研修」視察報告
O平成23年度事業進捗状況報告

平成23年 11月15日(火) 。その他
第83回

-平成23年度講演会開催詳細検討13 : 00-14 : 00 
-職務満足度調査結呆速報報告

0平成23年度事業進捗状況報告

平成23年 11月22日(火) 。その他
第84阿 -職務満足度調査結果続報報告

13 : 30-16 : 00 闘中間評価シート様式質疑検討

-平成23年度講演会参加申込み状況報告、発表リハーサノレ実施

平成23年 11月29日(火) 0平成23年度事業進捗状況報告
第85回 0その他

11 : OO~ l1 : 45 -平成23年度講演会参加申込み状況報告、開催準備報告

0平成23年度事業進捗状況報告
。その他

平成23年 12月6日ωく) -第31回日本看護科学学会学術集会発表報告
第86回 -平成23年度講演会開催報告

15 : 00~15 : 30 -ホームページアクセス数報告

圏第9囲看護キャリアシステム運営実行委員会及び内部評価委員会議事次第

(案)検討
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2.各事業の実施状況と成果【実施体制]

回 数 日 時 関催内容(議題)

0平成23年度事業進捗状況報告
。その他

平成23年 12月 1313 (火) -看護部ヒアリング内容について情報共有
第87回

-中間評価シ}ト(素案)検討11 : OO~l1 : 48 
-第9困看護キャリアシステム運営実行委員会及び内部評価委員会議事検討

-採択大学即日ンク貼り付けについて

。平成23年度事業進捗状況報告

平成23年 12月初日(火) 0その他
第88回 -保健学科主催「看護実践カ向上に向けたキャリアパス構築のための講演会J

11 ・ 00~12 ・ 50 開催について

-中間評価シート(第2稿)検討

平成23年 12月27日(火) 。検討事項資料確認掲示
第89回

。提出用中間評価シート検討10 ・ OO~12 ・∞

0平成23年度事業進捗状況報告

平成24年 1月 10日(火) 0その他
第90回 -平成23年度外部評価委員会開催準備について

13 : 30~14 : 18 -平成24年度事業調書(案)作成準備について

-次回SPWG開催検討
0平成23年度事業進捗状況報告

平成24年 1月 17日(火) 0その他
第91回

-平成23年度講演会質疑回答案検討14 ・ 00~15 ・ 30
-プロジェクト予算執行状況報告

。平成23年度事業進捗状況報告

0その他
平成24年 1月24日(火) 圏平成23年度講演会質疑回答修正案報告

第92回
-プロジェクト資料(案)検討11 ・ OO~12 ・。。

-中間評価決定時期について情報共有

ー外部評価委員会開催国出欠予定報告

平成24年 1月31日(火) 0平成23年度事業進捗状況報告
第93回 0その他

11 ・∞~11 ・ 40 -平成23年度外部評価委員会議事次第(案)検討

。平成23年度事業進捗状況報告

0その他
平成24年2月7日(火) -平成23年度講演会質疑対応進捗状況

第94阿
-平成23年度外部評価委員会会議資料確認11 : 00~12 : 00 
副官'eb学習シ月テムのパージョンアップについて

-フォーラム等報告

0平成23年度事業進捗状況報告
0その他

平成24年2月 14日(火) -年度末報告書完成までのタイムスケジューノレ確認
第95回

-平成23年度予算執行状況報告11 ・ OO~12 ・。。

-平成23年度会議開催予定確認

-平成24年度プロジェ乙タト外部評価委員の委任について

0平成23年度事業進捗状況報告

平成24年2月2113 (火) 0その他
第96回 -平成24年度学会等発表計画について

11 : OO~12 : 15 -宵'eb学習システム入れ替えについて

-ホームページでの広報活動について

0平成23年度事業進捗状況報告
0その他

平成24年2月28日(火) -年度末報告書原稿案について

第97回 -文部科学省報告書類纏認
11 ・ 00~12 ・ 15 -平成24年度年度計画について

-平成24年度教育指導者研修参加者について

-次回会議予定について
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2.各事業の実施状況と成果[実施体制]

回 数 日 時 関催内容(議題)

0平成23年度事業進捗状況報告

平成24年3月7日(水) 。その他
第 98回 -平成23年度末報告書(案)について

11 ・ 00~12 ・ 20 -平成24年度文部科学省提出調書について
-第 17図プログラム推進鵬開催について

第 99阿 平成24年3月13s (火) 0平成23年度事業進捗状況報告

(予定) 11 : 00~12 : 0。 。その他

第 100回 平成24年3月27日(火) 0平成23年度事業進捗状況報告

{予定) 11 : 00~12 : 00 0その他

(平成M年度の方向性課題)

毎週 1回の盟関での事業内容報告や進捗状況確認、月 l回開催のプログラム推進 WG開催によるプロ

グラム開発内容の検討・実施・改善、年4回の看護キャリアシステム運営実行委員会での開発したプロ

グラム内容の学術的検討・分析への助言を得る体制を継続して実施し、事業を円滑に推進する。
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2.各事業の実施状況と成果【IVナース】

【2】教育プログラム開発

【看護実践能力定着・向上プログラム】

1〉安全に実施する静脈注射教育プログラム

(平成昨度実施結果評価 ) 

平成22年度静脈注射教育プログラムでは、年度2回の講義(受講者合計393名)、 3回の実技演習(参

加者合計 125名)を開催した。筆記試験には延べ526名が受験をした結果、年度末までの IVナース認

定者数は561名、 IVナース認定率は 67.9%となり、平成 22年度の育成目標 60%を達成した。

【平成22年度静脈注射教育プログラム】

合計:393名

既に静脈注射を実施している

第 1回

第2回

第3固

第4回

合計

第5回:6/21 64名

: 7/12 4名

第6回:8/31 57名

合計:125名

IVナース毘定

【平成21年度静脈注射教育プログラム開催実績】

講義 演習

平成21年 10月 9日 68名
平成21年 11月13日 28名

平成21年 11月 9日 85名

平成21年 12月18日 86名
平成22年 1月25日 37名

平成22年 1月22日 96名

335名 65名
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[ 平成時度実施計画 l 
平成23年度からは、どの部署に所属する看護職員であっても、九州大学病院看護職員に必要とされ

る「成人愚者に安心・安全に静脈注射を実施できる知識と技術」レベルを有するように、育成対象部署

を全ての部署へと拡大した。平成23年度は育成対象者の80%の認定を目標にプログラムを推進させる。

圃圃年度育成Wナース数

• IVナース認定(計画)

2.各事業の実施状況と成果【IVナース】

【マーカ
l
】
認
定
率

100.0% 

75.0% 

50.0% 

25.0% 

0.0% 

ー園前年度累計認定者数

ート附ナース認定(実績)
1200 

1000 

棒
グ
ラ
フ

認
定
者
数

800 

600 

400 

200 

。

平成21年度

※: IVナース育成者数は、年度毎の人数ではなく、平成21年度からの累計実績を報管している。平成21年度は、 22年度の静脈注射教

育プログラム(講義、実技演習、筆記試験)合格者が発生する直前の7月末までの認定者数を平成21年度の認定者実績として扱っ
ている。

平成22年度末では年度目標である 60%を超える 67.9%のIVナース認定者数(グラフ rIVナース育

成計画と実績」マーカー数値参照)となっていたが、年度末退職者数を精査した結果、平成23年度は

じめの当院に在籍する IVナース認定者累計数は501人となった。当院で静脈注射を安全・安心に実施

できる看護実践能力を IVナースとして可視化された60名の看護職従事者は、大学病院を離れ、活躍の

場の地域医療施設等に移行しており、質の高い静脈注射の知識、安全・安心な手技を持って活屈するこ

とで、社会に貢献していると思われる。

平成23年度静脈注射教育プログラムは、育成予定看護職員数 1012人中501人、認定率49.5%からの

スタートとなり、育成対象者の 80%の認定を目標にプログラムを提供する。

平成23年度プログラムでは、具体的に以下取組みを行う。

(1 )平成23年度静脈注射認定教育プログラム(講義・実技演習・ 筆記試験・実技試験〉の実施

(2)プログラム刻果検証のための調査実施

(3)筆記試験苅策eラ一二ング模擬試験の活用

(4) IVナース取得推進者会議設置による育成促進体制の整備
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2.各事業の実施状況と成果【IVナース】

|(1 )平成23年度静脈注射認定教育プログラムの実施|

( 実施内容 ) 

既に静脈注射を実施している

平成23年度成果

第7固:3/15 (150人)
第8固:6/29 (190人)
第9固:8/25 (84人)
第10回:3/15 (※向上)

IVナース寵定

第7固:3/4 (71人)
※平成22年度新卒採用者

第8固:6/18 (160人)
第9固:8/6 ( 84人)
第10固:3/2 (112人)

※平成23年度新卒採用者対象

合格

(71人)
(82人)
(59人)
(104人)

平成23年度静脈注射教育プログラム実施評価は、以下にまとめているプログラム受講者からの評価

と目標達成状況で可視化できる評価としてまとめている。

(1 )平成23年度静脈注射教育プログラムの評価(プログラム受講者アンケート結果〉

①アンケート調査概要

調査時期 調査対象者
調査回答者

回答率 人数
調査方法

講義前 平成23年度静脈注射教 99.4% 315名中 313名
講義開始前にアンケート用紙を配布、回答
後、その場で回収。

育プログラム「講義j

講義直後 参加者 315名 100.0% 315名中 315名
講義終了後にアンケート用紙を配布、回答

後、その場で回収。
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2.各事業の実施状況と成果【IVナース】

調査回答者
調査時期 調査対象者

回答率 人数
調査方法

筆記試験後
「筆記試験」受験者 筆記試験終了後にアンケート用紙を配布

100.0% 286名中 286名
し、回答してもらい、その場で回収。286名

「実技試験」終了者 実技試験を終え、 IVナース認定パッチ申

実技試験後 93.1% 276名中 257名 請書類提出時にアンケート用紙を配布し、
276名※ 記入後看護部へ提出してもらい、回収。

※平成23年度「実技試験」終了者とは、平成23年 3月~平成24年2月までに実技試験を終了したものとする。

②プログラム受講者属性

平成21年度プログラム

参加者(N=328)

平成22年度プログラム

参加者(N=369)

平成23年度プログラム

参加者(N=313)

0% 

圃5年以下 ・6......10年 圃11......15年 ・16......20年 ・21年以上 園無回答

プログラム参加者の経験年数比較

0.3% 

0.8% 

0.3% 

100% 

取組み初年度である21年度は、各部暑のリーダークラス以上の看護職員がプログラムに優先的に

受講していたため、参加者の経験年数が高めだった。平成22年度は IVナース育成が浸透したた

めか、九州大学病院看護部看護職員の経験年数構成比と一致した。

平成23年度は、入職1年目の新卒看護職員のプログラム参加71名(全体の22.7%)の参加によ

り r5年以下」の構成比が61.7%にまで上昇している。

平成22年度プログラム

参加者(N=369) 

平成23年度プログラム

参加者(N=313)

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

静脈注射実施状況比較

平成23年度プログラム参加者の実施状況では、「全く行っていなしリ割合が54.6%

と半数以上を占めている。本年度より、プログラム対象が全部署へ拡大したことか

ら、業務として静脈注射を実施していない部署からの参加が増え、 1年目看護師71

名 (22.7%)を除いた約3割が業務でも静脈注射未実施者となっている。
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2.各事業の実施状況と成果【IVナース】

③九州大学病院静脈注射教育プログラム取組みへの理解と必要性

.r理解有り』狼 .r理解.I..J旗 園練回答
-必要性肯定縄 -必要性否定規 園緑回答

同嘩附(悼-l13) .~，‘ 
1 

m・前(N='日}

'‘直後(昨祖母 1.1" .. 直後(N=担司

.Ie試.後(酔舗日 ...，‘ 
筆記猷醜笹川4岡

実技鼠・・0同 5刀
実盤鼠醜笹川4冒】

。，‘ '''' 岨'‘ 6明‘ 801‘ 1()(別

盟‘ '01‘ ..，‘ .'"‘ 801‘ 
静脈注射教育プログラム取組み理解 静脈注射教育プログラム必要性

なぜ、静脈注射教育プログラムが『病院の取組みとして行われているのか』、プログラム実施の必要性への理解では、

プログラムの工程段階が進むにつれ、 肯定的に評価する受講者が増えている。

④静脈注射手技自信

静脈注射実施の自信

ート21年度 4ト22年度 『炉23年度

2.47 

前議前 語義直後 筆E院験後 実技院験後

⑤静脈注射実施の不安

| 静脈注射実施への不安感

圃ト21年度 4・-22年度 『炉23年度

ar冨:=一一一-一一一一一一 昌 a

_ L臼a訓， 
2.53 2.56 

3.30 高

Z且口

自
慣

2.30 
摩

プログラム受講前である「講義

前」と全4工程を終え、 IVナ

ースとして認定された「実按属

験後』を比較すると、全工程を

1.80 I I 終了した後には、静脈注射実施

低

4.閃

寓

3.50 

不
3.田安

• 2.50 

2.00 

• 1.50 

への不安感は低くなり、豊監主

射実施への自信は高くなって

いる.

鵡議前 講義直後 筆肥鼠験後 実技鼠験後

⑥静脈注射実施に聞する不安事項

不安に感じる事象では、実技鼠験終了後では

『静脈注射の経験機会がないζと」や「薬剤に

聞する知識不足・危険性」に関連した不安要因

が半滅している。

各専門分野の講師による静脈注射に聞する講

蓋や九州大学病院看謹手l匝に基づいた手技・手

l匝の確盟、評価者による実技評価を受け‘ IVナ

ースとして理宣されることが‘静脈注射実胞で

の不安最少に役立っていると恩われる。

。 100 200 

リスク・影響不安

事E厳後会欠如不安

筏術・手技不安

患者への影響不安

薬剤知識不足・危険陸

その他

静脈注射実施での不安事項
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2.各事業の実施状況と成果【IVナース】

⑦静脈注射教育プログラム受講による知識変化

あまりない

講義前(N=313) 講義前

講義直後(N障315)

筆記賦験後(N時間)

実技賦験後(N障257) 実技院験後(N=257)

①静脈注射知識・理解度「解剖生理』 ②静脈注射知識・理解度「薬剤の作用・副作用』

講義前{倖313) 1.3% 。目6% 講義前(N=313)

講義直後(N=315) 講義置後(悼315)

筆記賦験後(N=2B6) 筆記院験後(N=2B6)

実故障験後(N=257) 実技鼠取後(N=257)

③静脈注射知識・理解度「静脈注射の合併症』 ④静脈注射知識・理解度「感染対策知識』

講義前(N=313)
講義前(N=313)

講義車後{悼315) 講義直後(N=31S) 0.3% ー

筆lalot験後{昨日6) 筆肥鼠取後(N=2B6)

実技賦酸後(N同 57)
実技鼠取後(N=2S7)

0% 20% 40% 60% BO% 100% 

⑤静脈注射知識・理解度「安全対策と事故防止』 ⑥静脈注射知識・理解度「法規・看護職に対する法的責任』

講義による知識変化では、大学病院で特に注力している「感染対策知識J r安全対策と事故防止」の知識修得が高

三室生している。

⑧自己学習ツール活用状況と評価

IVナース研修資料

eラ一二グ

病棟以外の書籍 ・ 5

病棟関連書籍 I3 

その他 圃圃12

N=541 
50 100 150 200 250 300 

自宅

職場

図書館

無回答

N=350 

自己学習に活用した学習教材(複数回答)

圃とてもそう思う

(不具合は全くなかった)
0% 

講義有用性(N=248) 

-ややそう思う

(不具合はほどんどなかった)
20% 

あまりそう思わない

(不具合はまれにあった)
40% 60% 

18 

150 200 

自己学習場所(複数回答)

全くそう思わない

(不具合はいつもあった)
80% 

-無回答

100% 

模擬試験問題を

参加者の88.3%が

0.3% 

0.4% 

『役に立つ』 と評価
模擬試験有用性(N=248)

eラ一二ング不具合頻度

(N=248) 

eラーニング推奨(N=286)

参加者の77.3%が
『推奨する』 と評価

eラーニングに対する評価
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2.各事業の実施状況と成果【IVナース】

⑨静脈注射教育プログラム満足度推移

圃満足派 ・普通 園不満足派 園無回答

平成21年度(N=203)

平成22年度(N=312)

平成23年度(N=257)

。% 20% 40% 60% 

静脈注射教育プログラム満足度比較

【プログラム評価まとめ】

80% 100% 

0.5% 

年々 垂担重豆
満足度lま向上
している。

①平成23年度静脈注射教育プログラム受講者は、経験年数5年未満が6割を占めている。またこのう

ちの2割は平成22年度の新卒看護職員が占めている。新卒看護職員を除く受講者のうち 31.9%は、

業務として静脈注射を「全く行っていなしリ。

②「九州大学病院における採血および静脈注射のガイドラインに沿って静脈注射教育プログラム」が実

施されていることについて、講義前には、 3割近くの受講者が理解していなかったが、全工程終了後

には、理解していない受講者割合は20ポイント以上減少し、プログラムの必要性も肯定的に捉えて

し、る。

③プログラム前とプログラム全工程終了後では、 「不安感」が軽減され、 「静脈注射手技への自信」が

増える傾向がみられた。各専門分野の講師による静脈注射に関する講義を受け、筆記試験でその知識

修得状況を客観的に評価されていること、九州大学病院看護手順に基づいた手技・手順の確認、評価

者に実技評価を得ていることが、受講者の自信や安心感に繋がり、静脈注射実施の不安減少と自信獲

得に役立つている。

④プログラム【講義】受講後には、 「解制生理J i薬剤の作用・副作用J i静脈注射の合併症J i感染

対策知識J i安全対策と事故防止J i法規・看護職に対する法的責任」の全領域において、知識修得

度が向上している。特に、 「感染対策知識J i安全対策と事故防止」の知識修得が高い。

⑤筆記試験にむけての自己学習ツールとしては、 「研修時資料」を94.1%(286名中269名)が、 ie 

ラーニングJを86.7%(286名中248名)が活用している。

⑥eラーニングを活用した受講者の 8割が、模擬試験問題の自己学習ツールとしての有用性を評価して

し、る。

⑦筆記試験受験者の7割が、自己学習ツールとしてeラーエングを推奨すると評価している。
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2.各事業の実施状況と成果【IVナース】

(2)プログラム目標達成状況

E 

平成21年度 平成22年度
平成23年度

(2月末目時点)

IVナース育成予定者重職員数 852 826 1012 

目標IVナース認定者数(0=8)(D) 255 495 810 

目標IVナース認定率 30% 60% 80% 

前年度までの取得者数 210 501 

IVナース認定者数 新規取得者数 210 351 268 

累計認定者数 210 561 769 

IVナースiI定率(F=ε-:-8) 24.6% 67.9% 76.0% 

年度末退臓IVナース認定者数 一 60 

年度末Wナース認定者数 一 501 

B 

c 

D 

F 

圃園前年度累計認定者数

ー←IVナース認定(実績)
-・年度育成IVナース敏・IVナース認定(計画)

。

100.0% 1200 

【 1000
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0.0% 

平成21年度 平成22年度 平成23年度

平成23年度wナース育成軒面と実績

平成24年2月末日時点での当院在籍の IVナース育成者数は769名、認定率76.0%となっている。

平成23年度は育成対象者のうち 80%の認定を目指し、当初年間計画では、年度初めの累計認定者数561

名に新規249名が IVナースに認定されると、目標達成が可能となる予定であった。しかし、 22年度末

に、育成した IVナース 60名が退職し、活躍の場を九州大学病院以外へと移行したことにより、平成23

年度は49.5%の認定率からスタートした。平成 23年度の新規育成目標である 249名を超える 268名が

現在まで育成され、年度末の3月末日までには、目標である 80%に至る見込みである。

l平成24年度の方向性課題)
平成23年度静脈注射教育プログラムに対する評価をもとに、平成24年度プログラム提供時期、内容

を再度検討した上で実施する。
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2.各事業の実施状況と成果【IVナース】

|(2)プログラム効果検証のための調査実施|

静脈注射教育プログラムでは、下記に示すように看護職員が実施する静脈注射の質を担保するため、

4段階から構成される教育プログラムを提供してきた。しかし、平成22年度までの課題として、本プロ

グラム提供により、静脈注射に関する看護師の看護実践能力や現場がどのように変革するのか、また実

際の臨床現場において、チーム医療を提供する医師やサービスを提供される立場にある患者さんにどう

いうふうに評価されているのか等、取組みによる社会貢献度を明示することが求められていた。そのた

め、平成23年度は次のような学術的検討を行うこととした。

STEP4 :実技試験による安全・安Is¥な実践力確認、
評価音による客観的他者評価

筆記試験による知識修得状況確認・客観的評価

イ:講義(患者看護、薬剤知識、解剖生理、感染管理、安全管理、法的責任等〉に
よる静脈注射に閲した専門知識jl多得、再確認

実施内容

|IVナース取得による看護師・病院組織風土変容|

1.調査目的

プログラム

効果測定

1) IVナース育成プログラム過程における看護職員の知識と技術の変容の有無について明確にする

2) IVナース育成フ。ログラムによる病棟組織風土変革のフ。ロセスを K.Lewinの変革理論

(changing theory) を用いて明確にする

3) 1)および 2)の結果から、 IVナース育成フ。ログラムの有効性やフ。ログラム内容の妥当性を検討す

ることで今後の課題を明確にする

2.調査対象

1) 平成23年度に IVナース育成フ。ログラムを受講予定の看護職員 約 50名

2) 各病棟の IVナース取得推進責任者38名と看護師長および副看護師長 134名

3.調査方法

1) 腕モデルを用いた静脈注射手技の評価および質問紙調査

調査対象1)の者に対し、腕モデルを用いた静脈注射の実演および質問紙調査を実施する。看護キ

ャリアセンターにおいて、腕モデルを用いた静脈注射の実演の様子をビデオカメラにて撮影し、

iIVナース育成プログラム」過程の第4段階で使用しているチェックリストを活用し実技の評価

を行う。実演後は、静脈注射を実践する上で神経損傷を発生しやすい部位を質問し知識面での評

価を行う。実施時期は、プログラム参加前、筆記試験合格後、実技試験合格後、 IVナース認定取

得 1年後の合計4回を予定している。

36 



2.各事業の実施状況と成果【IVナース】

2) 組織変革に関する調査

調査対象2)の者に対しK.Lewinの変革理論の 3段階に沿って、変革の推進力や抑止力と考えられ

る「プログラムの必要性の認識や理解、看護師の技術や知識面の必要性、安全な医療の提供、他

職種との協働Jを構成要素とした 32項目からなる質問紙調査を実施する。回答は4段階で求め、

点数が高いほど変革の推進が高くなるように設定し、変革理論の3段階に相当すると考えられる

時期に調査を実施する。

平成23年度成果

4.調査の進捗状況

1) 腕モデルを用いた静脈注射手技の評価および質問紙調査(平成24年2月29日現在)

1 プログラム参加前|筆記試験合格後| 実技試験合格後 1

参加者(人) 48 11 13 

*質問紙調査の結果

本ビデオデ

ータは現在分

析中

静脈留置針に関しては、約8割近い者が週に 1回以上の実施をしており、 8割を超える者が、これま

でに数十回以上の経験があると回答している。

《神経損傷部位の正解率》

プログラム参加前

10名 (20.飢)

筆記猷験合格後

7名 (63.6目)

((IVナース育成研修プログラム参加後の認識や行動の変化》

096 2096 4096 

lVナース限定後

11名 (84.6弘)

6096 8096 10096 

筆1Ia1it_舗t _ ・E・・E ・・E ・・E ・ 1 0 

十 I I I I I 
IVナース窟E霊峰 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・E

ー と可ごも童画~iヒし才と ・_iヒし才と ・_iヒa_句ごし、主主し、 . 雷量~<_iヒ」可ごし、右;:L、

認定後の群は、 5割が大きな変化を感じており、全員が変化したことを認識していた。

「どのような点でそのように感じたのか、具体的な内容や理由」を自由記述にて回答を求め、記述さ

れた内容について、閉じ意味のまとまりごとにカテゴリー化を行ったところ、 【IVに関する危険性の再

確認】 【安全で確実な看護行為の定着】 【危険部位の回避】 【患者へ安心をもたらす】 【IVに対する自

信】の5つのカテゴリーが抽出された。

|今後の分析予定|

① ビデオデータの「チェックリスト」の評価を行い、プログラム進行段階における変化の有無を確

認する。

② 穿刺部位の変化の有無の解析

質問紙の結果では、危険部位を回避しているという 自己評価がなされていたが、実際に危険部位

が回避されているのかどうかの確認をする。
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2.各事業の実施状況と成果【IVナース】

2)組織変革に関する調査

①実施時期平成23年 8月5日.......8月31日

②対象者看護師師長、副看護師長、 IVナース推進者

③ 配布数 133名

④ 回収数 129部(回収率96.9覧) 有効回答 118部(有効回答 88. 7覧)

⑤ 質問紙内容

・属性(部署名、職位、部署の IVナースの認定取得率、部署において看護職員が IVを実施する

件数)

-質問項目 32項目 設聞に対し回答者本人の認識と回答者からみたスタップの認識

を質問。

⑥ 分析結呆

(( IVナース育成プログラムに対する認識》

|属性別の比較|

本人とスタッフの合世十 本人の阻融 スタ引フの置醐.

N 平崎点 当=5.0. 平崎点 当=5.0. 平崎点 当=5.0.

今年度より唖酔加の部署 15 174.21 93.2官 8.48 80.87 
n.5. 

tlt揖Eより..1.11(1.)音匹司E 白目 187.21 22.78 由6.56 12.35 自0.54 11.54 

事l<<l.完IJ

スタッフ 22 170.09 86.25 82.回目.... ... 
副看値師長 70 187.54 2.13 - I ... 97.25 1.09 I ••• 90.29 1.20 ・
理..富市長 22 195.00 4.33 官03.13 2.02 自2.48 2.45 

IVナース限定取得率珂IJ
約 0-20% 13 173.23 4.68 92.69 2.38 80.43 2.6 

書包20-50% 18 182.89 2.9 94.05 1.目t 88.39 1.74 
n.s. n.5. 

約 50-80% 52 188.13 3.42 97.40 1.79 91.19 1.72 

車垣島0-100% 30 187.63 4.43 96.52 2.37 90.21 2.23 

看瞳師による1自のIVの実施件数
ほとん~，J:い-10件 38 184.31 2.18 95.80 1.18 88.71 1.15 

『百.5. 円.5. n.5. 
的け件以上 74 199.56 8.58 98.82 3.94 94.58 3.87 

《第1回調査の結果》

-今まで取り組んできた部署のほうが今年度から取り組んでいる部署より肯定的な認識が高い

-職位が高い方が肯定的な認識が高い

.IVナース認定取得率では、スタップの認識では約0.......20覧のほうが、約50.......80到に比べ肯定的な認識

が低い。取得率と合計点には弱い相闘がある。

・今年度より参加している部署のうち、手術部は回答者本人とスタッフの認識ともに順位に大きな変

化がない。小児科では回答者本人の認識とスタップの認識には聞きがある。南5-2は総じて低い。

これらの部署のモチベーションをいかに高め維持していくことができるのかが、今後の課題と考え

る。=今日ナース取得推進会議の活用
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2.各事業の実施状況と成果【IVナース】

|医師・患者からの評価|

1.調査目的

静脈注射教育プログラムにより育成された IVナースが、臨床実践の場で静脈注射を実施することで

医療現場がどのような影響を与えているのか、チーム医療を提供する医師やサービスの受け手である患

者からの評価を得ることで、プログラム効果を測定する。

2.調査対象

1)各部署で実務を行う医師(研修医を含む) 146名

2) IVナースが静脈注射を実施した患者 113名

3.調査時期

平成23年 9月 13日'"'-'10月 3日

4.調査方法

1) 、2) ともに各部署の看護職員が質問紙をもとに聞き取り調査を行う。

5.調査結果

。医師への聞き取り調査結果

①静脈注射教育プログラム浸透状況

-知っている

・知らない

-知っている

・知らない

九州大学病院における採血および

静脈注射ガイドライン認知度 IVナース認知度

静脈注射を看護職員が行うにあたっては、九州大学病院における「採血および静脈注射ガイドライン」

の中で、教育等の安全な看護実践体制確立の下、 「一定の教育及びトレーニングを受けた看護職員が行

うことを基本とする」と明記されている。このガイドラインについて、医師の 66%は「知らない」と回

答している。看護職員は、ガイドラインに定められた教育を受けた上で IVナースとして認定されてい

るが、 IVナース制度の認知度は「知っている」が 70%を占めている。ただし、認識程度については、

「制度があることは知っている」というぼんやりとした理解から「静脈注射に関する講義・試験・実技

を行い、知識・技術を修得した看護師のことである」という正確な知識まで様々で、あった。

②IVナース評価

肯定的評価:127件

-きちんと知識と技術を持った看護師が静脈注射を行ってくれることは、とても助かっている(業務が楽になった)。

-処置のために患者を待たせる時聞が減るので医師・患者にとっても大変良いことだと思う。
-静脈注射の教育プログラムを受けて認定された看護師が静脈注射を実施することは、他の病院ではやってないし、

安心して任せられる。
-専門知識を身につけ看護業務にあたるようになるので、モチベーションの向上に繋がるのでは。診療のレベル向上
にも繋がると考える。

-業務を安心して任せられるので、医師にもこういう教育プログラムがあると良い。
-法律や院内基準に則って、教育を受け、合格した看護師が実施しているので、業務を任せても安心感がある。 IVナ
ースが IV、ルート確保を行うようになり、時間的余裕もできた。

否定的評価:10件

-手技は慣れれば上手になるので、実技試験を3症例以上しないといけないのは厳しいと思う。
-模擬試験問題をみたが、法律の問題もあり、必要だろうかと思った。

-他施設で経験を積み、実技上問題のない人でも講義・試験を受ける必要があるのは、時間のロスがあるので、飛び
級制度などを作つてはどうだろうか。
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2.各事業の実施状況と成果【IVナース】

その他意見:13件

・看護師が実施可能な範囲に制限があるので、実施可能範囲を拡大させてほしい
・IVナースだとわかるように、病棟内に明示をして欲しい。
・看瞳師が静脈注射できる範囲をガイドラインだけでなくわかりやすく提示してほしい。
-教育プログラムやシステムなどがあること自体を知らなかった。医師にシステムを知らせてほしい。
・できれば、採用時のオリエンテーションで実施してほしい。

2)患者さんへの聞き取り調査結果

肯定的評価:103件

-静脈注射の際、何故そうするのか、納得のいく説明をしてもらい、安心して佳せることができた。注射後の固定も
患者のことを考えてきちんとしてもらったし、後の輸液管理もそつなくしてもらい、安心できる.
-教育プログラムで認定を受けた看護師が行うことは安心感がもてる。
-実技だけでなく、知識が備わっていると感じると安心する。
-病院がきちんと毘めたということで、患者としては安心惑がある。
-良いことだと思う。技術が向上するし、看霞師たちのモチペーションもあがると思う。実際にあって良い制度だと
思う。技術を習得するにはきちんとした制度が必要。

否定的評価 :3件
-資格の有無に関係なく、 1固で血管内に入れてほしい。
.1固で血管肉に留置してくれるのであれば、医師でも看謹師でもどちらでも良い。何度も注射されるのは嫌。
-本来は医師の仕事であってほしいので、医師にやってほしい。

その他意見:7件
• IVナースのパッチを見ても、何のパッチかわからなかったので、前もって知らせてもらえたら、なおのこと安心だ
ったa
-入院時のパンフレツトに書いて、アピールしたほうが良い。
-入院してすぐにそういう説明がなかったので、あった方が患者は安心する。

平成23年度成果

医師・愚者さんからの聞き取り調査結果から、静脈注射教育プログラムによる IVナース育成は、臨

床実践の場においても肯定的に評価されている。医師からは、看護職員が IVを安全に実施できること

から、息者さんを待たせる時聞が減る、医師との業務連携がスムースになり、業務負担が軽減される等

の効果も得られている。患者さんからも教育を受けた看護職員が IVを実施することにより、安心感が

もてるとの評価を得ている。

聞き取り調査結果以外にも、病院に対する患者さんからご意見箱にも次

のようなご意見をいただき、九州大学病院として、 IVナースへの好評価を

得ている。

血管が細いこともあり、ひどい時には両腕、両脚を探っても注射(採
血、点滴等)ができず、今まで 1固で打ち終わったことがなかった。
今回九州大学病院に初めて入院したのですが、 4人の看護師すべて
がピッタリの注射でした。さすが九大病院だと思いました。
患者のためにも医療技術の向上に今後とも精進されることを祈っ

ています。(寄せられたご意見より一部被粋。)

[平成24年度の方向性課題 l

術院長宛
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静脈注射教育プログラムは、看護職員が静脈注射を実施するにあたり、必要な知識・技術を修得でき

るように系統立てて整備した教育システムである。看護職員に対する教育制度の必要性認識やプログラ

ムによる人材育成は進捗しつつあるが、取組み自体を、チーム医療を提供する医師やサービスの受け手

である患者さん等九州大学病院全体に知ってもらう広報活動が不足している。そのため、平成24年度

は継続して安心・安全な静脈注射が実践できる IVナース育成を推進させるとともに、ポスター作成等

広く情報発信していく必要がある。
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2.各事業の実施状況と成果【IVナース】

|(3)筆記試験苅策eラ一二ング模擬試験の活用|

平成22年度に開発した筆記試験対策 eラーニング模擬試験を平成 23年度も期間限定で公開した(平

成 23年 6月 18日'"'"'6月 29日、平成 23年 8月6日'"'"'8月 25日、平成 24年 3月 2日'"'"'3月 15日)。利

用対象者は筆記試験受験者 286名中 248名であった。(前述アンケート結果「③自己学習ツール活用状

況と評価」参照)

今年度は、開発した eラーニング教材の有効性を検証するために、平成 22年度の模擬試験問題利用

の有無と筆記試験合否の関係を分析し、筆記試験対策模擬試験の有用性の検討を行った。

実施内容

平成22年度静脈注射教育プログラムにおける「筆記試験対策用模擬試験問題」の利用の有無と合否

の関係をみるために t検定およびχ2検定を行った。

平成22年度の「筆記試験対策用模擬試験問題」は、 Web学習システムで、第 1回(平成 22年6月 19

日'"'"'7月2日)、第2回公開(平成 22年 8

月 28日'"'"'9月3日)と期間を限定して公開

した。

平成22年度 第1回模擬試験公開(7.2) 第2回模擬試験公開(9.3)

模擬試験受験の有無と合格者・不合格者

の比較を χ2検定を用いて行った結果、盤

擬試験受験者の合格率が有意に高かった。

また、合格者の得点比較では、筆記試験受

験者が有意に高かった白

これらの結果より、模擬試験受験をする

ことにより合格率や筆記試験得点が高く

なることが明らかになった。

o. 

o. 

槙拭受験 .模試未受験

槙試受験有無 p<O.∞02 

受験者数 179人

筆記試験 合格者数 111人

合格率

模擬試験
利用者 165人

利用率

本試験「合格」 87人

模擬試験利用 合格率
「有」

本試験「不合格」 47人

不合格率

本試験「合格」 24人

模擬試「錘験l利用
合格率

無」 本試験「不合格」 21人

不合格率

模擬試験だけを利用してみた人数 31人

95 * 「一一寸
自口

85 

日口

75 

合格者の平均点

模擬試験利用者のほうが、合格率や筆記試験での得点が有意に高い。

41 

277人

183人

62.0% 66.1% 

197人

92.2% 71.1% 

137人

48.6% 49.5% 

50人

26.3% 18.1% 

46人

13.4% 16.6% 

44人

11.7% 15.9% 

10人

.模試受験

(n=223) 

.模試章受験

(nゴ7口)

p=O.Ol 



2.各事業の実施状況と成果【IVナース】

平成23年度成果

第8回日本e-Learning大賞奨励賞受賞について

日本工業新聞社(フジサンケイビジネスアイ)主催のe-Learning Awards 2011は、新しいeラーニ

ングの可能性、新しい学習の可能性・学力向上に役立つさまざまなコンテンツサービスを表彰するため

に2004年に創設されたものである。この大会に本プロジェクトeラーニング模擬試験に関する取り組み

を応募し、第1次審査の書類選考(応募件数:75件)を通過、デモデータによる第2次審査を受け、キャ

リア形成・人材育成に寄与したとして、 「第8回日本e-Learning大賞」奨励賞を受賞した。

(応募内容要旨)

看護職員を対象!こしたeラ一二ング教材および学習促進のためのWeb試験を開発し、九州大学Web学習システムを利用した教材

配信やWebテスト実施・評価を行った。その結果、活用率が7-8倍となり、受講者の9害IJがeラ一二ンク、の有効性を認めている。また、

試験問題は、能力を適切に判定し、学習進行状況の指標とするために項目応用理論で分析し問題の精度を上げている。

li 
応募用紙

-盤~酎-::J.If鴻フ回タヲ必平副揖

E手ーニシ~創周防有・.. 
¥ 

e ラーニシグ弘イシターネヮト恵規治、れJ宏、 いつでもどζでも自分~-Ã'で掌習でt品川介

抱もる.暑毎週e.tま~(が~代劇"'fk'であるためeラーニシゲTま合理的危シλテム可制鏑泉Il~明

持で曾る。 この.J:;う~:fJ)ッNこ注目仏 閥均切餅こ e ラーニンゲlò:と1ん\.fl.t~姐劃%~Cみられる。九

州3見学病偽甘え 蜘句。修lò: e 手ーニング<<.n-としτ包慣とともに、 平成 22 年I!~) ~十一'Ã宵

JN.ブログラムz埠I!J;I;制対策lこe号ーニング種綴錦Mlo:期間限定で削 げら洩綬鋲駈澗1こk

り、eラーニングの利用契術玄鋲徹会開時期に7-8倦と叫j、利用方法知工夫jζkる有翁活用が

3IJi>るれ1白 筆家試験銭のプン与一ト割当::.9習がεラーニング4是鉱IIIW面倒こ活用し、711がeラ

ーニングの有効性畠~1:1.咽~.主t~ 7習が今後何受験制こeラーニング金制E慰 .1:1.唱。富島1t

鋭敏利用省切筆記獄電車合必$ま;fr11こ筒C，. e ラーニシグ利用釘切~iZ'効果晶風必られ止。

主主ι 浅緑鉱町ま、 相魅力4晴切に判定しt準君油開次況の樹海とするt~こ項目応各理盆(11明

R回 p(同elh色町y: IRl)守分野している。 IRl 也、 明臆カ.'や圏[:111のバラ;I.~lò:抱定す&テエト買E

舗でみる. i!iN拍子持JUif( .~方式 ・m・ñit)1こ.Itベ受島費者依桝主・子持依附主jこと

屯わ札方向こ不自E的に受験者切篭カ値と子刻、JJl自の費[:lI!lo:煎められる。この浬盆岳飼いて浪続

鋲敏4島外訴し適切必伺庖の会開&符い、信敏餌思の信網T主4是最Uιごと畠利用契衛官1上につfL

由につt~える.

1益金't..:t:豆般の漫悦w:孟lilIζI之 信契必知縄と筏街がれ必必れる.今包 IVナース菌f.l託プログラムで

のe手ーニング嘗線鋭敏:Q 入tf:..... 市σ:?w復調書量カ向上のtc!..l.剖こ;fr~曲活用主れJ'd::f司聞こ、

¥ア…こ鮒

第 8四日本e-Learning大賞

奨励賞

九州大学病院 看護キャ リアセンタ ー
看護実践カブロッサム附花プロジェク ト 属完

封プロジェクトの 「静脈注射1.!b・定ナース育成

プログラムにおける c ラーニング挨綬試験の

有効性Jは e-L刷 rningAwards 2011 フォーラム

実行姿員会ならびに日本エ1;折目。社主l!'i.の第8回日本

e - Learning 大~・において 厳正なる審1tの結釆

後秀であると認められ正した ここにその栄券を

ら 称え頑合の官をJ!'liり表彰します

乎，;;.2 3年 11月21日

平成24年度は筆記試験対策模擬試験の提供を行い、学習支援を行うと同時に、本試験に関して項目

応答理論を用いた検討を行い、本試験の精度を上げることを課題とする。

また、ホームページから IVナース講義のコンテンツを閲覧できるように、 eラーニング学習環境整備

を行い、他施設の看護職従事者の静脈注射に関する看護実践能力の向上にむけた学習支援を目指す。
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2.各事業の実施状況と成果 (IVナース]

|(4) IVナース取得推進者会議設置による育成促進体制の整備|

平成23年度実施計画

平成22年度プログラム実施時より、診療科、配属部署による静脈注射実施機会のばらつきがあり、

静脈注射教育プログラムの第4工程にある実技試験での r3症例の実施症例」確保が困難であることが

課題になっていた。そのため、平成 22年度は部署間交流等でプログラムの実技試験を他部署で実施で

きるよう調整を行った。患者の安全性や業務への支障を勘案し、綿密な部署間協議を行った上で実施し

ていたが、他部署で実技試験を行うことになったプログラム受講者からは「他部暑に出向いて静脈注射

を実施するので他部署に迷惑をかける、大変であるj といった率直な芦も多く寄せられ、受講者は負担

に感じているようであった。効果的プログラムとして継続運用していくためには、プログラム受講者の

不安感や負担感を軽減できるようなフォロ一体制も不可欠である。

そこで、平成23年度より各部署から rrvナース取得推進者」を選出し、プログラムを受講している
看護職員個別の課題ではなく、看護部全体で組織的に問題を共有した上で、問題解決する方策を検討し、

円滑なrvナース育成を促進できるよう rIVナース取得推進者会議」を定期的に開催するとととした。

実施内容

[IVナース取得推進者会腹1

日程 議事内容

1静脈注射教育プログラム、 IVナースの現状、今後の展望について

第1回
平成23年6月17日(金)

2園 IVナースの部暑での取組みの現状と課題のグループワーヲ
14: 00四 15:00 

3白その他

1. 10月末固までの IVナースの各部暑の進捗状況

2.IVナース各績調査結果報告
平成23年11月24日(木)

第2回 3悶グループワ-'.1
14 : 00~15 : 00 

圃前回会議以降の部暑での取組み、効果的だったこと、困難な点につ

いてディスカッション

※IVナース取得推進困難部暑の対策について臨時会議招集

(臨時)
平成24年1月13日(金〕

1.12月末固までの IVナース各部暑の進捗状況と自部署の現状と対策
11 : 00~11 : 40 

2今後の予定について

平成 23年度成果

静脈注射教育プログラムl士、看護職員が安全・安心に実施する静脈注射の質を担保するための取組み

であり、確かな知識、確実な手順・手技を確認した後に、確実な実践ができるかどうかを確認する実技

試験は欠かせないものである。実技試験は各部署での看護実践の中で行われるため、集合研修で提供し

ている講義や演習、筆記試験のように、同ーの環境を提供することができない。定期的に各部署より代

表者が集まり、グループワークを通じて、課題や部箸でIVナース取得を推進させる効果的な取組み方
法等情報を共有できたことは、各部署での方策の探究と部署聞の連帯感に役立つと思われる。

{平成時度の方向性課題 j
rrvナース取得推進者会議」で挙げられた課題や困難点を解決するために必要な静脈注射実技試験の
部署間交流や進捗許画を組織的に情報共有し、実施時に必要となる支援体制(所属部署長への交流実施

の承認許可等)を整え、 rvナース取得を推進させる。
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2.各事業の実施状況と成果【医療機器操作強化プログラム]

2〉インシデントからみた医療機器操作強佑プログラム

|平成22年度実施結果評価 ) 

平成22年度に実施した平成20年度、 21年度インシデントレポート報告内容の分析を行った結果、報

告者の職種は 9 割以上が看護職員、経験年数は 3 年目以上が 6~7 割を占めていた。インシデントの発

生状況は、輸液ポンプとシンリンジポンプにおいては「流量設定の誤り」が「開始・再開時Jに最も多

く発生しており、 「過量投与Jに至っている事などが明らかとなった。さらに分析を進めていく中で輸

液・シリンジポンプのインシデントに占めるヒューマンエラーの割合は 75~93% と高く、ヒューマンエ

ラ}の中でも、平成20年度は計画段階のエラ}であるmistakeが60覧で最も多く、平成21年度はmistake

と実行段階のエラーである slipがそれぞれ約 40咽を占めており、記憶段階のエラーである laspは、平

成20年度と平成21年度のいずれも最も少ないという結果であることが明らかとなった。計画段階のエ

ラーである mistakeをさらにRule-baseとKnowle匂e-base~こ分類したところ、 20 年度と 21 年度のいず

れにおいても、ほぽ同程度の割合で発生していた。情報処理過程からみたエラ}の分類では、入力エラ

ーが最も少なく、媒介エラーと出力エラーで約 80誌を占めていた。これらの結果は感覚や知覚の入力段

階ではなく、判断や操作のミスが原因であることを示している。患者の生命を脅かす「過量投与」の対

策として「教育Jと「操作練習や訓練Jの必要性が再確認された。

平成23年度実施計画

システム情報科学研究院情報知能工学部門(旧:デジタルメディシンイニシアティブ)教員に相談し

た結果、医療機器メーカーと協働したME機器の改良の検討という助言を得た。その後医療機器メーカ

ーと協議を行った結果、導入されている ME機器にすでに操作エラー防止の機能が備わっていること、

また販売されている医療機器に改良を加えるには厚生労働省の「製造承認」のとりなおしが必要であり、

開発までに長い時聞を有することが判明した。そのため、平成23年度はメーカーも含め、医療安全管

理部やMEセンターと連携した「医療機器操作強化問j を立ち上げ先述したインシデントレポートの分

析結果を踏まえて職員の教育プログラムを開発していくこととする。また、現時点における看護職員の

ME機器操作(輸液ポンプ・シリンジポンプ)に関する基本的な知識修得状況を調査する。この知識確認

は、 “医療安全全国共同行動 いのちをまもるパートナーズn のホームベージに掲載されている問題を

活用して実施し、この結果は教育プログラム評価の基準点として位置付け、さらに医療機器操作強化プ

ログラム内容(教育プログラムの実施方法・対象・実施内容)に反映させていく予定である。

実施内容

平成23年4月に医療機器操作強化恥(以下MEWGと略す)を次ページ構成員で立ち上げ、医療機器操

作強化プログラム開発に向け、活動を行った。

本WGの目的は「身体侵襲の大きい特定の医療機器(輸液ポンプ、シリンジポンプ、レスピレータな

ど)に関する医療安全を推進するための方策の検討、実施、評価を行う。」ことである。そのためにま

ず「医療機器を正確に安全かっ確実に操作できる人材の育成」を図ることを目指し、 I教育研修プログ

ラムの開発と実施、 E教育学習ツールの開発と提供、 illME機器の使用環境に対する検討、の 3つの具体

的方略の柱を掲げている。平成23年度は、これまでのME機器に関連したインシデントレポートの約7

割以上を占めている「輸液ポンプ・シリンジポンプj に焦点を当て活動を行った。

以下に具体的方略の柱である 3つの視点から実施内容を述べる。
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2.各事業の実施状況と成果【医療機器操作強化プログラム】

【医療機器操作強化附構成員】

職位 氏名所属

看護部長 中畑高子

教育
山口千夏

副看護師長

病院 南5階2病棟
高田順子

看護部 看護師

北6階2病棟
中屋純子

看護師

集中治療部・救命救急センタ
小林里沙

看護師

セプアイマネジャ
秋好美代子

看護師長
医療安全管理部

セーブアイマネージャー
安養寺美会子

副看護師長

医療技術部
臨床工学技士 一島博之臨床工学部門

看護師 白井ひろ子

プロジェクト事務局
看護師

吉川由香里
専属インストラクター

連携 テノレモ株式会社 平沢幸雄

I教育研修プログラムの開発と実施

医療機器操作強化冊における「教育研修プログラムJは、偶発的ではなく意図的に研修の学習効果

を高める方法論として活用されている「インストラクショナルデザイン」の基礎理論の一つである

iADDIEモデルJを基盤に展開している ADDIEモデルとは 研修設計におけるシステム的アプローチ

であり、A:Analyze (分析)、D:Design(設計)、D: Develop (開発)、 1:Irnplement (実施)、 E:Evaluate(評

価)の 5つの項目から構成され、研修をよりよいものに改善していくサイクルである。

「山〉

Revise 

ADDIEモデル (鈴木ら 2007) 

教育研修プログラムについて、ADDIEモデルの5つの項目に沿って概説する。
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2.各事業の実施状況と成果【医療機器操作強化プログラム】

1 A: Analyze (分析)

当院のME機器に関連した現状と課題を分析するために、今年度は大きく分けて2つの調査分析を

行った。

調査 1)平成22年度 (2010)の当院における ME機器に関連したインシデントレポート分析

調査 2)輸液ポンプ・シリンジポンプに関連した質問紙調査

|調査 1)平成22年度 (2010)の当院における ME機器に関連したインシデントレポート分析|

これは、平成20(2008)年度から継続して実施している分析を引き続き行っているものである。

以下に分析結果を示す。

①報告件数

2010年度は過去3年間において、最も報告件数が多

かった。しかしながら重度のインシデントは発生してお

らず、報告制度の意義を鑑みると、件数が多い事は推奨

されるべきことであり、むしろ良い傾向にあると考えら

れる。

②報告者の職種と経験年数

経験年数3年目以上が約 6割を占めており、これま

での傾向と一致している。

③ME機器の種類

。 10 20 30 40 50 60 

2008 (n=49) 

2009 (n=44) 

2010(n=79) 

圃輸液ポンプ 圃シリンジポンプ 固人工呼吸器 圃その他

④発生時間帯 (不明の場合は、発見した時間帯)

0% 20%  40争(， 60%  80%  

2008 (n=49) 

2009 (n=44) 

2010(n=79) 

置圃 08:00-16:00 ・16:00-00:00 圃 00:00-08:00  
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総インシデント報告件数 ME機器に関する件数

2008年度 3423 49 (1.43%) 

2009年度 3553 44 (1.24%) 

2010年度 2712 79 (2.91%) 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

2008 (n=49) 

2009 (n=44) 

2010 (n=79) 

70 

圃看護職1年目 圃看護職2年目 圃看護職3年目以上 園他職種

80 

2008年度と 2009年度は輸液ポン

プが最も多かったが、 2010年度

はシリンジポンプが最も多かっ

た。

100% 過去 2年聞と同様に日勤帯にお

ける発生が最も多く約半数を占

めていた。



2.各事業の実施状況と成果【医嬢機器揖作強化プログラム】

⑤発生時期
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2.各事織の実施総兄と掘属製【医療後鵠操作強{包ブログラふ}

⑧インシデントの結果{験被暗号ンプ・シリンジポ

ンプ〉

インシデントの結果として ri畠蛍投与Jが責決、多

くみられた.

Z閣e趣鑑唱陸• .IJ 

Z崎惨織・1Il.IJ
拍帥姐..，肱4

2属鳩 ...  ストップ

怠尉11続lVtトップ

却時注量λトップ

為偶蹄湖陣織4

2柑9"れ*4
加同組炉供*4

倉田揖融例陣離し

2割論線咽I¥V:I.

2・10韓併'喝事し
制情処噂.. 

100・骨骨.. 

m叩ぞ噂弛

。 5 ~O ‘S 10 25 30 lS 

-噂閣制色，r，J .ーリν酬~

位。10年度イシシデントレJ!(-ト分訴の鉱泉0*と制
1， 報告審の約8翻は省議機3&手目以上である。

2， 夢寄生時間併は日動中骨が最も多く約半数告と占めていた。

3， 線被・シりンジポンプiこ関するインシデントの発生状況は開始・湾関時が最も多い。

4， .. 液・シりンジポンプiこ関するインシデントの要量生要因は、流会設定の穣りが最も多い。

6， 験被・シりンジポンプiこ関するインシデントの結果は滋.投与が最も多b、
1， .........6， ~までの結果は、過重量 2 iJ俸と同様の結果がf持された。

6， インシデントの発生時期は年度ごとのばらつきがみられ、一定の傾向が伺えない。

間音量2>.隣諸長ポンプ・シリンジポンプに甥速した質問紙鱒剖
畠孟且!!:九州大学病院に勤務している着鎌職員の織液ポンプ・シりンジポンプiζ関する知事袋修得

状況や録作に関する現状および課題を明確にする

畠主主主:①対 象:着鰻職員lωo::t.(看鰻自事長や特殊部易会除外している)
②実緒方法:調査用紙を平成23年12月の教育協において劉着犠師長へ配布し、線道E

当日まで各線.の着官製管理室にて保管するよう依繍した。 12月-1JIに関倦

ナる各銭高普の病被逮絡会号事の機会を利用し、会織に出席した看餓験員会員に

一斉に配布し、 16分後に回収した。

③線変時期:平成23.t:手12月~平成z4年l月

盟主車笠:(1)着書長職としての通算経験年数、@事事聖書名、③鎗報提・シリンジポンプの鎌作集度、@鎗

詩聖域fンプ・シヲンジポンプ操作の自信の温度、⑤愉液・シヲンジポンプに対ナる学習の

必要性の偲録、@.液ポンプ・シリンジポンプに関守る知餓稽鰐問題22問

{⑥今回使用した知機織徳問題は、 “医療安全会国共同行動いのち令まもるパートナー

ズ"のホームページIr... 食してみる支援ツールの中の問題から抜事やして使用してい

る).この紋験問題結集は、得点化し会筒亘書事の場合は100点滅dまになるよう粛盤念

行い、分析惑と行った.
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2.各事業の実施状況と成果【医療機器操作強化プログラム】

1080名に配布し707名から回答があった(回収率65.46則。対象者の看護職平均経験年数(::!::

標準偏差)は、 8.78(::!::7.79)年であった。知識問題の平均得点は70.64 (+ 10. 65)点であった。

i 輸液・シリンジポンプの操作頻度

輸液ポンプは、対象

盟主盆墨:

者の約7割以上、シ

リンジポンプは約6

割に近い者が 1週間

に数回以上の操作頻
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| I  I I I 
ー・・・・・甲・・・・・司・・・・園田・・・・圃

ー動獅時ほとんど毎回 _1週間に敏回 ・ 月に・k回 ・ほとんどない

度であった。

量 輸液・シリンジポンプの操作に関する自信

輸液ポンプとシリンジ

ポンプのいずれも、約8

割の者が操作に関する

自信があると回答して

。輔

輸旗持~.....プの操作の自f冒 l 

シリンジポンプの撮作の自信 l 

209‘ 40蝿 60"‘ 809‘ 100輔

- 自f冨均~æ，る -まあ自信がある ・ あまり自慣がない ・ 自慣がない
いた。

温 輸液・シリンジポンプに関する学習の必要性

対象者の8割の者が、輸液

ポンプ・シリンジポンプに

関して学ぶ必要性がある

ことを感じていた。

1I  I I I I 
対~ブ'f:::闘する学習の必要性 圃圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 圃圃圃圃圃・

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

-必要と思う ・まあ必要と思う ・あまり必要と恩わない ・必要と思わない

iv 表経験年数および輸液・シリンジポンプの操作頻度や自信と得点の相関関係

程圏量年量生

経験年数 種働1('..... プ鼠作甑鹿 槍勧Hシプ鼠作の自信シリンジポシプ楓作編虚シリンジ司e"プ揖作の自信学習の必要性の毘脂 得点

ー.011

輸績ポンプ爆作掴底

蛸樹c.ブ像作の自信

シリンジポンプ録作麺度

吉川Jンジポンプ録作の自信

字曹の必要性の寵蹄

得点

ー.004 .218輔 -.027 .298輔 ー.149'"

.333'" .559" 298"" -.208'" 

.182" .759"" ー.445'"

.383- -.280'" 

ー.481'" ー.0口2

.023 

-.010 

.076
0 

ー.0目3

*相聞は5漏水準で有意。Spearman 相関関係分析

(相関関係分析の結果)

-経験年数が長いほど輸液、シリンジポンプに関する操作の自信がある。

林相聞は1見水準で有意。

-輸液、シリンジポンプの操作頻度が高いほど操作の自信がある。

-経験年数が長く、輸液、シリンジポンプの操作頻度が高く、操作に関する自信が高いほど、新

たに学習する必要性は感じていないが、知識確認問題の得点とは相闘が認められないことが明

らかとなった。
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2.各事業の実施状況と成果【医療機器操作強化プログラム]

v 知識確認問題からみえてくること

「輸液ポンプを使用した後は、清潔を保つため、アルコール拭きをするJという設問に対する

正答率は28.8唱であった。慣習的な行動が踏襲されていたことが伺える結果であると考えられ

る。

・1商数制御型のポンプについて、適切なクレンメの位置についての回答は、 89.舗の正答率であ

ったが、その理由に関する自由記載欄では「マニュアルに書いてあるからJrそう教わったからJ

「決まりだから」などの回答が多くみられ、正答率は全体の 18.舗と極端に少なかった。

調査 1)2)の結果から、輸液・シリンジポンプに関する操作は約7割以上の看護職員が、 1週間

に数回以上の操作を行っており、操作に関する自信はあるものの、 8害jの者が学習に対する必要性

を感じていることが明らかとなったo 平成17年以前の看護職員は、輸液・シリンジポンプを含む

ME機器に関してO]Tの中で学習し、日々の実践を通じて知識やスキルを修得していたが、自分が行

っている機器操作に関する根拠までは十分理解が得られていないこと、部署によりロ}カノレル}ノレ

が存在しており慣習的に部署における伝達や教育が行われていたことを裏付ける結果が得られた。

当院のインシデントの特徴である「過量投与」を未然に防ぐ取り組みとして、まずは正確な知識の

均てん化を組織的に図る必要性が確認された。以上のことから、 「輸液ポンプ・シリンジポンプを

安全に操作できる人材の育成」を行うための教育研修プログラムを考案し展開することとなった。

2 D: Design (設計)

1)輸液・シロンジポンプに関する教育研修プログラムの展開過程

調査結果で述べたように、当院においては、平成17年以前はME機器に関連した集合研修は実施され

ておらず、教育の機会や内容は各部署のO]Tに依存していたと言える。このため、看護職個々人の保有

能力(知識、スキル)にはばらつきがみられていた。さらに、現在の最新の動向と合致しない慣習やロ

ーカルルールの存在が露呈したことから、組織的に輸液・シリンジポンプの基本的な知識に関して、全

員に周知する必要性が浮上した。そこで、各看護単位より選出された「輸液・シリンジポンプ指導者」

を育成し、指導者が各部署において全看護スタップへ「部署内研修Jとして伝達講習を実施することで

効果的かっ効率的に、輸液・シリンジポンプに関する知識および操作技術の水平展開を行うこととした。

そのための方法として全看護職員が教育研修を受講し、輸液・シリンジポンプに関する知識および操作

技術の再確認および修得を行うために、 4段階から構成された教育研修プログラムを考案した(次頁表

参照)。

まず第 l段階として、テルモ株式会社が主催する「輸液・シリンジポンプ医療安全プログラム」セミ

ナーにME関メンバーである副看護師長2名が参加し、指導者を育成するためのスキルを養う、第2段

階は、当院において指導者育成研修を実施する際にブアシリテーターとして活動できるように、 MEWGメ

ンバーに対し先のセミナーに参加した副看護師長が伝達講習を実施し、メンバー全員で学習を行う。第

3段階は、 MEWGメンパーが講師やファシリテーター役を担い、各看護単位より選出された指導者となる

看護職員を育成する研修を実施する。第4段階は育成された指導者が各部署へ戻ったあとに、教育担当

副看護師長や看護師長と協同しながら、自部暑の全スタップに向けた「部署内研修」を実施するという

運びである。
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2.各事業の実施状況と成果【医療機器操作強化プログラム】

表 愉液・シリンジポンった関する教育研修プログラム展開概要

実施時期 研修名 開催場所 脂師 受園町生

輸液・シリンジポンプ医療安全プログラム
テルモメディカル 監修:武蔵野赤+字病院

M副ロメンバーである
.1段階 平成23年12月7目~自国 ヲラネックス 杉山良子先生

主催:テル宅練式会社
(神奈川県) 後援:医療安全全国共同行動 . 副看臨師長Z名

.2段階
平成23年12月四 槍液・シIJ~:;'陀，プ医療安全プログラム 九州大学病院 M聞 Gメンバーである
平成24年t月 伝遺講習 会継室 副看11師長2名

丸州大学病院
雌卦焔メンバー

.3段階 平成24年2月15日 輸液ポンプ・シIJン弥陀Jプ指噂者育成研修 スキルトレ一二Jグ
(テルモ練式会社)

センター

.4段階 平成24年3月四12月
崎浦(I"f(ンブ・シリンコポン訓=関する 九州大学病院

一捕した『叫
部署内研修 各部署

*4つの段階から構成され、前段階における受郁生が次段階での11師役となり伝達11習を行う.最終的には金者霞職員が教育研修を受111し、
愉液・シリン・河4ンコ均三関する基本的な知機と操作篠衡の再確包および修得を行う.

2)第3段階「輸液ポンプ・シリンジポンプ指導者育成研修」の設計

MEWGメンバー

還幽された看護・員
合計40名

1000名を超える看護職員全員を対象に、能力の均てん化を図るための方策として、 4段階の過程を

経て水平展開していくプロセスはすでに述べた通りである。各部署においてスタップ全員に伝達講習

を行う役割を担う「指導者」の育成が要諦として位置付けられる。この指導者育成研修の設計にあた

っては、対象が成人学習者であることを念頭に置き、中原が述べている成人学習者の6つの特徴

(p一胤RGE)を盛り込んだ内容とした。

-大人の学習者6つの特徴 (p一世RGE) 中原淳ほか「企業内人材育成入門」ダイヤモンド社 2011 p.39より引用

【P]L..eamersa陀 Practical (大人の学習者は実帯l的である) ・・・課題を解決する必要性を11.ーする.
【M]L..eamerneeds Motivati伺 (夫人の学習者lま動機を必要とする}・・・課題の解決を偲鵬し学ぶ必要性を隠腺する.確固たる動様が必要.

【A]L..eamersare削加畑脚(大人の学習者は自律的である) ・・・自ら学ぶカを持っている。自分で学ぶ道具、時間、手法を自ら探究できる。

【R]L..eamerneeds Relevancy(大人の学習者l玄関連性を必要とする)・・・仕事に役に立つ.意味があることを見出す。

【G]L..eamersare G甜-oriented(夫人の学習者l立目的志向性カ潤い)・・・問題解決や課題解決を中心に置いた鋼成にする必要がある.

【E】Leamerhas life Experience (太人の学習者は豊富な人生経験がある)

・・・①良い面→多〈の経験を積んでいるので太きな学習資源を持っている.

②恵い面→経酸至上主畿に陥り学習のレディネスを確保できないことがある。

これら成人学習者の特徴を踏まえた上で、指導者となる看護職員はもとより全看護職員を対象とした取り組

みとするため、動機付けを行い学ぶ必要性を認識してもらった上で、いかに個々の職員が能動的に参画し、

教育研修プログラムを展開していくことができるか、という点において最も注力して教育研修プログラムを

展開した。動機づけに関しては、ARCSモデル(注意[attentionJ、関連性[relevanceJ、自信 [confidenceJ、

満足感 [satisfactionJの4要素を援用し行った。具体的な方法論としては研修開始前の参加者に対する資

料の配布、研修前の質問紙調査(知識確認問題)、医療機器操作強化プログラムの傭敵図(後述・九州大学

病院看護部における輸液・シリンジポンプに関する現状と課題および今後の取り組み概要・)の配布などで

ある。さらに、当日の研修においても、導入部分で教育研修プログラムを展開することに至った背景につい

て丁寧に説明を行ったのちに、本題の輸液ポンプ・シリンジポンプの学習や演習を実施した。指導者育成研

修の内容は次表に示す。
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2.各事業の実施状況と成果【医療機器操作強化プログラム】

- 第 3段階「輸液ポンプ・シリンジポンプ指導者育成研修」研修内容

本研修は4つのphaseで構成している。

研修内容
【参加者】

・受講者 40名

オリエンテーション・アンケート ・ファシリテーター (MEWGメンバー)9名

導

入

ジ 2
ポ輸
ン液
プポ
にン
聞プ
す・

グループ内自己紹介(ペア+他己紹介)

医療安全と輸液ポンプ・シリンジポンプに聞する動向

輸液ポンプ・シリンジポンプに聞する当院の現状

輸液ポンプ・シリンジポンプの正しい使い方

輸液ポンプに関する正しい使い方と指導のポイント

休憩

シリンジポンプに関する正しい使い方と指導のポイント

【後援】

・テルモ株式会社 5名

【グループ構成】

・1グループ 6'"'-'7名

(1名以上のブアシリテーター配置)

.合計7グループ

【備品】
るシ
学リ ポンプを自由に操作する時間

・各グループに輸液ポンプ、シリンジポンプ各 2台ずつ設置

習ン

3 各部署肉研修の原案作成のガイダンス
，、部
向署 各部署肉研修の原案を作成(個人ワーク)
け内

t=. ー研
研修原案に関するグループ肉ディスカッション

準 修
備 実
効果的な指導方法・プレゼン方法について考える(質問コーナー)施

4 本日の振り返りと今後の予定
ま

と
め レポート作成&アンケート

指導者育成研修風景

3 D: Develop (開発)

1)第3段階「輸液ポンプ・シリンジポンプ指導者育成研修」の研修教材

本研修で活用する教材は、第 1段階の「輸液・シリンジポンプ医療安全プログラム」において配

布された教材を基盤に、当院の状況を勘案した教材(チェックリスト・PPT資料)を再作成した。

ただし、輸液ポンプ・シリンジポンプの基本的知識に関する DVD教材は、各部署における第4段階

の「部署内研修」でもそのまま活用することとし、伝達内容の標準化を保障した。

4 1: Implement (実施)

第3段階「輸液ポンプ・シリンジポンプ指導者育成研修」は平成24年2月 15日(水)8:30""16:45 

開催した。第4段階「部署内研修」に関しては、平成24年 12月までを期限とし、全看護職員が受講で

きるよう複数回の実施を行うことになる。なお、部署内研修の実施に際しては、 MEWGで全面的に支援す

る体制を整えている。

5 E: Evaluate (評価)

教育研修プログラムに関する教育効果測定は、第3段階「輸液「輸液ポンプ・シリンジポンプ指導者

育成研修」受講生と第4段階の全看護職員を対象に、下の表に沿って実施する予定である。

カークパトリックの「レベJレ4フレームワーク」 教育効果測定対象と測定時期

レベル 定襲名称 概要
第3段階 第4段階

各看護単位の指導者 全看護職員

1 Reaction 参加者の反応
研修当日

平成24年 10月
〈平成24年2月〉

2 Learning 参加者の知識やスキル習得状態
研修当日

平成24年 10月
〈平成24年2月〉

参加者の学習内容の活用状況 フォローアップ研修時
平成24年 10月3 8ehavior 

(職場での活用・行動変容) 〈平成24年7月〉

4 Results 参加者の行動変容によって得られた組織貢献度 ~ ~ 
堤宇一「はじめての教育効果測定一教育研修の質をたかめるために一」 日科技連 2010 p.p.56 
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2.各事業の実施状況と成果【医療機器操作強化プログラム】

目指しているコール・ビジョン

・輸液ポンプ・シリンジポンプを安全かつ正確に操作できる人材の育成

原則として看橿職員全員が

・当院における鴎液ポンプ、シリンジポンプのインシデントの特徴が脱明できる

・槍液ポンプ、シリンジポンプの安全使用に閲する注意点が脱明できる

とくに過量投与に至る原因について理解している

..液ポンプ、シリンジポンプ使用に対する苦手意識・不安が軽減する

九州大学病院看護部の

理念・基本方針

「患者さんに信頼される賀

の高い看護」

・安全で安心な看護

.高度な専門的知識と技術

ポンプ類機種変更
組織的取り組み方略2

-輸液ポンプ・シリンジポンプに関する

教育学習ツールの開発

①eーラ一二ング教材開発

•••••••• 

指導者育成

(各看護単位 1名)

•••• 
•••••••••• 

組織的取り組み方略1

・看護職員に刻する組織的な教育研修機会の提供

方法:各看護単位に指導者を育成し、指導者による部署

内研修の開催を行う

①輸液ポンプ・シリンジポンプに関する組織的取り組み

の必要性(全国的視野における動向〉の理解

②輸液ポンプ・シリンジポンプの安全使用に関する知識

や技術の再確認や修得

現在の状態

平成17年以前の職員教育はOJTに依存しており、個々の職員の保有能力(知識・

スキル)にばらつきがある

3年目以上の看護職員のインシデントレポート報告が多い

当院のインシデントの結果は最も危険と言われている『過量投与』が最も多い

各部署における望ましくないローカルルールの存在がある

輸液ポンプ・シリジジ

ポンプjこ関して組織

的に取り組む必要性

-九州大学病院看護部における輸液・シリンジポンプに関する現状と課題および今後の取り組み概要.
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2.各事業の実施状況と成果【医療機器操作強化プログラム]

E教育学習ツ}ルの開発と提供

目的:輸液ポンプ・シリンジポンプの正しい取扱いと看護上の留意点を理解し、手順に沿って安全に

薬剤投与できるよう、視聴覚教材の開発を行う。

この目的を達成するために以下の 2つの学習教材の作成に着手している。

1.看楼手順

当院では、教育担当副看護師長で構成される教育WGがあり、この教育恥で作成した「看護手順(基

礎編)Jが各部暑にファイリングし配置されている。現在、教育恥において輸液ポンプ・シリンジ

ポンプに関する「看護手順Jの見直しが終了しており、医療技術部臨床工学部門に内容の確認を依頼

している段階である。その後は、看護部教育委員会の承認を受け内容が確定した段階で、 e-ラ}ニン

グでいつでも自己学習ができるよう PDF化し九州大学院B学習システムへアップロードを行う予定で

ある。

2.輸液ポンプ・シリンジポンプの基本的操作を学ぶ視聴覚教材(動画)

従来、新人看護職員研修において、医療機器メ}カ}製造の視聴覚教材 (DVD)を活用してきたが、

当院で使用している医療用具と合致しない箇所があるため、当院の状況に即した視聴覚教材を教育恥

と共同し作成しているところである。現在は撮影が終了し編集作業に入っており、今年度中にはDVD

が完成予定である。 DVD完成後は、第ーの目的である新人看護職員研修で活用するとともに、看護手

順と同様に九州大学曹EB学習システムにアップロードを行い、全看護職員の自己学習ツールとして活

用を促進する。

E E 機器の使用環境に対する検討

輸液ポンプに関する安全機能としての音声ガイダンス機能が搭載されていることを再確認し、不用意

に本機能を停止させないことに加え、輸液セットの設定が「テルモ専用」と「汎用」の 2種類があるが、

必ず「汎用Jにして使用すること(設定を変更しないこと)を再確認した。

平成23年度成果

2008年度から実施しているインシデントレポートの分析を継続するとともに、今年度は看護職員 1080

名を対象に輸液ポンプ・シリンジポンプに関する知識修待状況や学習のレディネス(操作頻度や操作に

関する自信の程度および学習の必要性の認識)を調査し、各部署におけるローカルルールの存在や当院

における問題点と課題をより一層明確にすることができた。

全看護職員を対象に輸液ポンプ・シリンジポンプに関する基本的知識や操作技術の再確認や修得を行

い能力の均てん化を図るために、 4つの段階からなる教育研修プログラムを考案し、今年度は第3段階

である各看護単位より選出された指導者となる看護職員を育成することができた。

!平成岬度の方向性課題 l
平成23年度に育成した各部署における「輸液ポンプ'シリンジポンプ指導者」が自部署において部

署のスタッフ全員を対象に第4段階である「部署内研修」を企画し、平成 24年 12月までに実施する予

定である。このことにより九州大学病院の看護職全員が、輸液ポンプ・シリンジポンプに関する現在の

園内の動向と当院におけるインシデントの特徴、そして全国的に標準とされている輸液ポンプ・シリン

ジポンプに関する基本的知識の再確認や修得が期待される。これらの成果指標として、 l継続したイン

シデントレポート内容の分析、2平成23年度と同様の知識確認テストにより、評価を行う予定である。

また、医療機器操作強化鴨が掲げている 3つの柱である I教育プログラム開発、 E教育学習ツールの

開発、 illME機器使用環境に対する検討、の中のE教育学習ツールの開発をさらに発展させることを平成

24年度の重点課題としたい。
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

3)確実な看護実践能力定着のための新人看護師育成プログラム

【新人看護職員教育目標】

0日常生活援助の基本的知識、技術、態度を修得し、 安全・確実な看護ケアが実践できる。

Oチームメンバーの一員として部署における役割と責任を果たすととができる。

0社会人、組織人として責任のある行動がとれる。

• 
【分散研修 (OJη】 【集合研修 (0作Jη】

0配属部署の特殊性と業務内容を理解し、日常の看護業務が実践できる。

Oチームメンバーとしての役割を認識し、行動できる。

0看護実践に必要な基本的知識や技術、態度を修得する。

社会人、九州大学病院看護

部職員として組織と役割、

組織の一員であるζとを理

解し、チーム医療の実践に

適応する。

し、看護ケアを安全・正

確に実施できる能力を養

つ。

一

(平成22年度実施結果評価

仕事の悩みや不安を話し

合い、情報を共有しス卜

レスに対応できる能力

(ストレスマネジメン卜)

を養い、聡場における対

人関係作りや対処法の糸

口をつかむ。

1か月フォローアップ

0安全管理の基本的知議、 多重課題・時間切迫の状況 配属部署、シミュレーター

技術を学び、実際の看護 下で優先順位を考え、安全 演習では修得が困難な看護

ケアIi:活かす。 なケアを実践する能力を高 技術を病棟悶相E研修を通

C提供している看護ケア める。 じて経験し、技術修得の補

を振り返るとともに医療 完を行う。

事故の問題点と解決策を

考える。

平成 22年度教育研修プログラムでは、それまでの新卒看護職員の看護技術修得度状況を分析し、研

修時期の分散や技術到達の低い看護技術内容を研修内容に盛り込んだ。研修では講義による知識確認

に留まらず、 4""'5名の少人数グループに 1人の指導者を配置し、シミュレーターと臨床の現場で実際

に使用している物品を用いて看護ケアを実践する演習に変更し、実施した。

またシミュレーション研修やシミュレーション・トレーニングを提供することにより、平成 21年度

新卒看護職員の入職 12か月後の看護技術修得状況と比較して平成22年度新卒看護職員の入職12か月

後の看護技術修得状況は、看護技術修得度が高くなった。

一一平成21年度:N=77 一一平成22年度:N=78

1.環境整備技術

12.感染防止の技術

11.苦痛の緩和・安楽確保

の技術

10.症状・生体機能管理

術

8.与薬の技術

3.排池援助技術

4.活動、休息援助の技術

5.清潔・衣生活援助技術

6.呼吸・循環を整える技術

入職12か月後の看護技術修得度比較(平成21，22年度)
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平成22年度に提供した新人看護師育成プログラム検証結果をもとに、平成23年度プログラムとし

て、以下取り組みを計画実施する。

各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】2. 

平成23年度実施計画

(1 )教育研修プログラムの実施

(2)シミュレーション(多重課題・時間切迫〉研修の開催

(3) eラ一二ング教材開発

(4)ポートフォリオ導入

(5)看護技術修得度チェックリストの改訂・修得度チェックの実施

(6)入職2年目看護職員の部署閏(病棟閏〉研修の実施

(7)新人看護職員を育成する指導体制の強化

(8)新人看護職員の看護技術修得強化(シミュレーション・トレー二ング〉

|(1 )教育研修プログラムの実施|

( 実施内容 ) 

教育研修プログラム内容と看護技術到達度結果を分析し、その効果を検証した上で、効率的、かっ

効果的に技術修得を強化できる研修内容、時期を設定し、実施していく。プログラム内容精査により、

21年度入職 12か月後の技術等到達度より平成22年度結果では向上がみられたが、依然として「救命

救急の技術」領域の到達が著しく低い傾向がみられることから、平成23年度は、新たに「急変時の看

護」を集合研修として追加し、開催する。

平成23年度

より新規開催
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研修内容をeラーニング教材で振り返り学習

看&1実践カ シミュレーション ・トレーニング

ポートフォリオによる学習プロセスの可視化
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

①看護実践研修

【平成22年度プログラムと平成23年度プログラム実施内容比較】

領域別看護技術 研修肉容

平成22年度

集合研修での

演習提供時期

引即日…肉q 叩切実施 1・ゅ

0症状・生体機能
管理綾術

1苦痛の緩和・安楽
|安全な体位の保持

確保の技術

スタンダードプリコーション
(標準予防策の実施)

必要な防霞用具(手袋、コーグル、
ガウン等)の週択.

の規定に沿った適切な

4月実施

4，5月実施

平成23年度

集合研修での

演習提供時期

4月実施

4，5月実施

4月実施

実施している看護実践研修で演習可能な項目を看護技術修得度チェックリストの領域別項目に照ら

し合わせ、研修時期と比較した表を上記に示している。 iCVC挿入介助」についてはガイドラインに

おいて i2年以上の臨床経験を有する者が助手となりうることが望ましい」と明記されており、優先

順位が低いことから、 「経管栄養」や「勝脱内留置カデーテルの挿入、管理J i導尿J i吸引」の研

修時期を早めて実施するように変更した(表内ブルー色で示している)。今年度から新たに取組む集

合研修「急変時の看護」では、 i9.救命救急処置技術」領域の強化(オレンジ色で示す)を図るため、

1つひとつの看護技術の演習ではなく、患者急変時の対応を患者のアセスメントから救命救急措置の

実践、協力要請まで連続したストーリー性のある演習を提供し、患者急変時の実践に役立つよう工夫

している。

57 



2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

【移乗・移送】 【手指衛生・ PPE】 【輸液管理】

【醇吸を整える技術】 【I~\肺脳蘇生法】 【輸液ポンプ・シリンジポンプの使用法】

【口腔内・鼻腔内吸引、気管吸引】

【導尿、臆脱内留置力テーテル挿入・管理】 【経管栄養】

【看護必要度、静脈血採血】
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

[ 平成昨度成果 ) 

①新人看護職員看護実践研修提供時期評価

-早すぎる ・やや阜すぎる ・ちょうどよい ・やや還すぎる ・遣すぎる ・無回答

時期

4月

5月

手指衛生・PPE装着

接遇

移乗・移送

電算

輸液管理

看穫肥録

呼吸を聾える技術

口腔ケア

心肺脳蘇生法

スキンケア

輸液ポンプ・シリンジポンプの使用方法

肉服薬の安全管理

6月 l 口座肉鼻腔肉・気管吸引

8月 | 導尿・腸脱留置カテーテル掃入・留置

↓ | 経管栄養法

9月 | 静脈血採血

10月 l シミユレ-:"3ン研修

12月 I cvc揮入介助・ドレッシング交換

2月 | 急変時の看護

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

看護実践研修の実施時期に関する認識(N=95)

看護実践研修に参加した新卒看護職員に研修提供時期評価を調査した結果、研修時期が遅くなるにつ

れ、 「遅い」と評価する割合が増えてくる。

②研修のグループ構成 (4""'5人構成)Iこ対する評価

日% 20% 40% 60% 80% 

1グループの人数に関する満足度

59 

100% 

4-5人での少人数グループ制での研

修提供については、参加者全員が『満

足 (とても満足+満足)Jしている。



2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成]

③満足度の高い理由

研修受講者にグループ人数に満足した要因を記入してもらった結果、 r1人ひとりに丁寧な演習と指

導が受けられ、質問できる」ことや同じグループ内のメンバ}が指導や演習している場面を見学できる

ため、その姿を見て再度復習する、同僚聞でそれぞれの部署での実践状況などを話しあえるため「同期

との手技や情報共有がしやすい」ことが挙がっている。以下には記載内容の一部を抜粋している。

圃じっくり関わってもらえるから学びが多い。質問もしやすい

盟相敵できる。空き時間にいろんな部暑の話がきける。研修も何度か見学できて理解が深まる。

置質問などをしやすい。他の病棟ではどういうふうにしているのか聞くことができる。

・見学のみではなく、必ず1人ずつ実践できるため

置1人ひとりに適切なアドバイスがあり、質問もしやすい。

圃質問しやすく、必ず順番がまわってくるので体験できる。

'4-5人だと、ちょうど良〈自分の意見も言いやすいし、他者の意見も聞きやすい。

-医師役、患者役、看護師役を全員が経験できるので、患者さんの気持ちを考えたり、医師はどんな情報が

欲しいのかなど考えるきっかけにもなり、すごく学びが多くなっていると思います。

置みんな部暑が違うので、いろんなことが聞ける。講師の看麓師さんとの距離もちょうど良いと思う。

圃種良い安心感と緊張感がある

{平成時度の方向性課題!

平成23年度教育研修プログラムに関する受講者満足度、研修による看護技術到達度結果を分析し、

その効果を検在した上で、より効率・効果的な看護技術修得を強化できる研修内容、時期を設定・実施

していく。
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

②フォローアップ研修

( 実施内容 ) 

新人看護職員向け教育研修プログラムは、前述の看護実践研修とともに、入職 1か月後、 3か月後、 6

か月後、 12か月後と定期的に開催するフォローアップ研修を提供している。

フォローアップ研修では、 「新人看護職員同士が悩みや不安を話し合い、情報を共有し、ストレスに

対応できる能力を養い、職場における対人関係作りや対処法の糸口をつかむ」ことを目的に開催してい

る。研修では必ずグループワークの時間を設け、情報共有を図っている。また、 12か月後のフォローア

ップ研修では「事例検討」を設定し、新人の頃から意図的に、自己の看護を振り返り、看護観を深化さ

せる力の研鎖を目指している。

1ヶ月 3ヶ月 6ヶ月 1 2ヶ月

前回の振り返り 。 。 。
-感じていること -困っていること -困っていること -ζの1年で仕事を

クルーブワーク
-困っていること -悩んでいること -感動したこと 通して1番。に贋つ

-うれしかつにこと -成長し五三こと 五三こと{事倒検討〉

目標設定 。 。 。 。
フェイススケール 。 。 。 。
ストレスチ工ツク 。 。 。
ストレス 。 。
マネジメツ卜

グループワーク発表 ストレス対処法講義
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

平成23年度成果

フォローアップ研修時には、右図の

ようなフェイススケールを用いて、研
(人)

40 

修参加前後の自身の心身の状況をチ 35 

エツクしている。
30 

25 

研修参加前後を比較すると、ほとんど 20 

の新人が参加後にフェイススケール
15 

10 

が笑顔側に変化し、ストレスが軽減さ 5 

れる傾向になり、研修参加が新人看護
。

職員のストレス軽減の場として機能

している。

研修後は

2 3 4 5 6 7 

圃3ヶ月

研修前

圃3ヶ月

研修後

研修参加後の感想からも、定期的に同期と集合し、自分の体験談を共有することで、自分自身の振り返

りや、成長の気づきの好機となり、職場に来るモチベーション向上に繋がっている。また、ストレス状

況が心配な職員については、研修終了後、該当職員の所属する部署の看護師長へストレスが高いことを

報告し、部署でのケアや相談対応を依頼し、看護部全体での見守り体制を確保している。

フォローアップ研修

-うまくいかないことち多いけれど、一
人でできることや成長した点を毎り返る
ことで、これからの励みになったe

・同期で失!!!lゃうれしかったことを話ぜ
るこの時間ほとても太切だと思うe

・研修を行って、同費目の知り合いが質量え
る楽しみにもなるE

毎年実施している新人看護職員のフォローアップ研修参加時のフェイススケール調査結果より、入職

からの時間の経過とともに、職場や業務に慣れるのか、入職3か月時より 6か月時には心身にかかるス

トレスが軽減される傾向がみられたが、近年は入職から半年が経過しても、心身のストレス程度に変化

がみられない傾向がある。研修参加者の感想から、フォローアップ研修は悩みや不安を同期と共有し、

職務へのモチベーション向上へと変換させる好機となっているため、継続してフォローアップ研修を開

催し、新人看護職員の円滑な対人関係作り、ストレス対処法の獲得に寄与する。
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2.各事業の実施状況と成果[新人看護師育成]

|(2)シミュレーション〈多重課題・時間切迫〕研修の開催|

平成22年度より、本プログラムで新たに取組み始めたシミュレーション研修では、 「優先順位J

「安全な技術の提供」について、臨床実践において「出来るようになった」と新人看護職員自身が評価

していた。多重課題や時間切迫といった様々な要素を迅速にアセスメントし、優先順位を判断した上で

安全な技術を提供するという意識的な行動変容に繋がっている。また、受講者からの1ヵ月、 3ヵ月後

の評価として、 「先輩看護師に協力依頼できるようになったJ r優先順位を意識し行動するようになっ

たJ r演習場面を思い出し、溶ち着いて対処するよう心がけるようになったJ r困ったときなど、後か

ら先輩とどう行動したらよかったかを振り返るようになった」との評価も得られ、研修受講が臨床実践

での行動変容に繋がっている。また、ブアシリテ}タ}として参加した教育恥メンバ}である各部署

の副看護師長にとっても、新人看護職員の成長段階確認や具体的に必要とされている新人へのサポート

を把握する好機となった。

平成23年度は、平成22年度結果と反省を踏まえ、①l人あたりの演習回数を2固に設定、②J患者B

を教育担当副看護師長が担当、③/レ}ブロックを用いたチェック表とピデオによる演習振り返りを追加

し開催した。

実施内容

|シミュレーション研修『多重課題園時間切迫.111

1 目的

多重課題盟時間切迫の状況下で優先順位を考え安全なケアを実践する能力を高める。

2. 目標

1 )患者の状況をアセスメントし、安全に配慮した優先順位を考慮できる

2)必要に応じ先輩に応援や報告が出来る。

3)基本的な看腹技術が正確に出来る。

4) 自己の行動を振り返り、今後の課題が言える。

3.対象

新卒看陣職員 95名

4園日時

平成23年10月31目、 11月2園、 7目、由自 の4日間

5.場所

スキルトレーエングセンタ- 3階

6園構成(1グループ)

新卒看護職員2名(研修生)、技術評価者圃ファシリ子ーター(教育WG)

7.研修の流れ

1日をSつに分割、 46)(31日

10月31日{月) 11月2日(水} 11月7日{月} 11月9日(水)

10: 00-12 : 00 10 : 00~12 : 00 10: 00-12 :∞ 10 : 00~12 : 00 

13 : 00-15 : 00 13 : 00~15 : 00 13 : 00-15 : 00 13 :∞~15 : 00 

15 : 00-17 : 00 15 : 00~17 : 00 15 : 00-17 : 00 15 :∞~17 : 00 
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

1目、午前中の部の涜れ

時間 1・3グループ 時間 2・4グループ

10 : 30-10 : 35 1人目演習① 10: 40-10 : 45 1人目演習①

10 : 35-10 : 40 2人目演習① 1 0 : 45-1 0 : 50 2人目演習①

10: 40-11: 10 移動・振り返り① 1 0 : 50-11 : 20 移動・振り返り①

11: 10-11: 15 1人目演習② 11 : 20-11 : 25 1人目演習②

11 : 15-11 : 20 2人目演習② 11 : 25-11 : 30 2人目演習②

11 : 20-11 : 50 移動・振り返り② 11 : 30-12 : 00 移動・振り返り②

11 : 50-11 : 55 アンケート解散 12 : 00-12 : 05 アンケート解散

①30分のオリエンテーション

②各グループ1人目5分間の演習(演習終了後は部屋を移動し、チェックリストを元に自己評価)

③各グループ2人目5分間の演習

④グループで演習時撮影していたピデオを視聴しながら 30分の振り返り

⑤各グループ1人目5分間の再演習(演習終了後は部屋を移動し、チェックリストを元に自己評価)

⑥各グループ2人目5分間の再演習

⑦④グループで演習時撮影していたビデオを視聴しながら再度30分の振り返り

⑧終了

8.設定・シナリオ

・某内科(外科)病棟の2人部屋で、 11時30分の出来事。

• A患者:松田 清子氏 50歳 =。 プロジェクト事務局
脳梗塞後、左片麻輝あり。近距離歩行は可能であるが、転倒の既往あるため、トイレ歩行

時介助を行う必要あり。糖原病もあり、内服薬は看麓師管理中。食前薬あり。

• B患者:小柳宇美子氏 60歳時教育担当副看護師長

肝硬変にて胸水・腹水貯留、酸素2L/分流量、点滴施行中。

・先輩看護職員:ナースステーションにて勤務中 毒 プロジェクト事務局

=争患者Aへ食前藁を与藁するとこから開始

【演習①】
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

【演習②】
シミュレーションの状況設定②

ナースステーションにて配藁の準備

演習①に加え更に 1つ課題が加わる

患者Aが内服する直前に『患者Aの主治医より連絡あり 患者AにCTの検査を急逮入れたために

検査室ヘ至急搬送するよう指示が出た』と先輩看護職員より伝えられる。

|食前薬は検査が終わってからと判断、飲ませずに車椅子にて搬送準備をする。|

※NICU.手術部所属の新人看護職員には輸液交換を除いたシナリオを提示

9. 研修風景

【オリエンテーション】

65 



2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

【演習】

F 

【振り返り】
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

平成23年度成果

-シミュレーション研修(多重課題・時間切迫)終了直後アンケート結果

1 .演習時聞は適切だったか

ややそう思う|あまりそう思わない|そう思わない

31 4 。

4% 
-そう思う

-ややそう思う

-あまりそう思わない

-思わない

2. 演習課題は適切だったか

ややそう思う|あまりそう思わない|そう思わない

23 。 。

-そう思う

-ややそう思う

-あまりそう思わない

-思わない

3. 多重課題演習を行う時期は適切だったか

ややそう思う|あまりそう思わない|そう思わない

26 2 。

2% -そう思う

-ややそう思う

-あまりそう思わない

-思わない

4. 振り返りの時間に、自己の対応を客観的に考える

ことができたか

ややそう思う|あまりそう思わない|そう思わない

26 。 。

-そう思う

-ややそう思う

-あまりそう思わない

-思わない

5. 今回の演習で自己の課題に気づくことができたか

ややそう思う|あまりそう思わない|そう思わない

26 。 。

-そう思う

-ややそう思う

-あまりそう思わない

-思わない

6. 今後の看護実践に活かせる学びが得られたか

ややそう思う|あまりそう思わない|そう思わない

13 。

1% -そう思う

-ややそう思う

-あまりそう思わない

-思わない
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

7. 今までの部署で多重課題・時間切迫下に置かれた 1 o.今回の演習の感想・気づいたこと

ことはありますか ・多重課題・時間切迫下に置かれた時、患者さんへの

1% 

ほとんどない

-よくある

・たまにある

・あまりない

・殆どない

説明や患者さんの訴えを聴くのが不十分になりがちだ

と分かりました。

-自分でするべきところと、先輩に依頼するところの

判断が難しいけど、必要だということ、しなければな

らないということがわかりました。頼んでいいところ、

頼むべきところ、優先順位を考えて、すぐあわてない

ように行動したいと思いました。

・優先順位をつけて接するということの重要性を感じ

ました。部署でも動きを考えながら、働いていきたい

と思います。

8. そのとき落ち着いて対応できましたか

• CTの前に血糖降下剤を内服させてしまい、知識不足

であったo 多重課題の中で、うまく患者さんに声かけ

が出来ていなかった気がする、また先輩ヘ適切に助け

を求めることができなかったo
まあ あまり

できている | できていない

10 78 

ほとんど

できていない

7 

-できている

-まあできている

-あまりできていない

-殆どできていない

-実際に病棟でもよく起こり得る状況設定で、自分の

対応を客観的に見ることができ、他の方の対応も一緒

に見て、振り返りすることができて、自分の課題につ

いて考えることができました。楽しかったですo 今後

病棟でも生かしていきたいです。

-自分を客観的に見る良い機会だった。たくさんの気

づきを得られたので、日々の業務に生かせるように努

めていきたい。

-今回の演習で録画された映像を見て、自分自身の行

動パターンを客観的に考える機会があって良かったと

思う。多重課題の中でも落ち着いて、優先順位を考え

ることができるようになりたい。

• NICUという特殊な部署なので、大人の患者との対応

9. 判断に迷った状況について相談できる同僚や先輩 やコミュケーションも慣れていないので、とても緊張

はいますか しました。でも病棟ではどのように業務を行っている

あまりいない

1% 

のか、多重課題、時間切迫の際にどのように優先順位

を考え、アセスメン卜するのか少しわかることができ

ました。まだまだ焦って十分なアセスメントや協力の

依頼ができないので、これからも勉強していきたいと

思います。

・いる | ・難しかった。けれど、このようなシミュレーション

・何人かいる | 研修は初めてだったので、今までの研修と違い、一人

・あまりいない | で本当の動く患者さん相手での看護を実践でき、イメ

・いない | ージもしやすかったし、自分がどのような行動をとる

のか客観的に見ることができ、とてもためになった。

など
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

1 1. '7ァシリテーター・患者役を行った教育担当副看瞳師長の意見及び感想

【現在の新人看霞鴎員の成長度把握】 13件

-患者を看る視点がまだまだ育っていないと痛感した。

• 1年生が個性を持って成長しているのを感じた。

-新人看護師はとても素直で、患者の訴えに対して丁車に対応していたと感じた。

-新人にとってはちょっとしたζとでも、多重・複雑な問題となる己とがよくわかった。

-新人が普段どのような対応の仕方をしているのがわかった。

【演習や撮り返りによる成長度】 10件

• 1回目は緊張して、多分普段はできているであろうことも忘れてしまっていたが、 2回目には意見交

換後の意見も取り入れてできるようになっていた。

-受講生が1回目より 2回目の実技がよ達していく変化が分かりやすかった。

-演習 1回目より 2回目と患者把握、援助は良くなっていた。

-考えていたよりは1回目から対応できていた。更に2回目には対応への判断が早くなっており、上達

の早さに驚いた。

【ビデオ視聴による撮り返り効果]6件

-ピデオによる振り返りは効果的だったのではないかと思う。

-ピデオでの振り返りが、より客観視できてよかったと思った。

-ピデオはもう少し音声が聞き取りやすいとよいと思った。

【患者からみた看聾職員の行動】 5件

-看瞳師の表情や態度などがよくわかった。

「ちょっと待って下さい」と冒われた待ち時間が不安だなと感じた。

-看護師の表情の変化が間近に見えてよくわかった。

-患者の視界から看護師がいなくなることが思ったより不安につながることを感じた。

【標題の把握・今後の教育指噂への役立ち】 9件

• 1年目の教育の参考にしたい。

-新人が自分たちの見えないところで、こういう戸惑いや集りを感じていると思うと、普段もっと声を

かけてあげないといけないと感じた。

-課題をみつけることができたので、自分の病棟でもしっかりみていきたいと思った。

-半年が経った現在も臨床の場においてフォローが必要であり、郁署内でもふり返っていき、教育に活

かL..1:こい。

-他部署の 1年目を知ることも太切なことだと思った。

-副看護師長としては病棟内の人間関係の聞整も重要と改めて感じた。

-いつでも相餓・報告しやすい職場っくりに努力したい。

-不安やパニックになる新人スタッフにどのように声をかければよいか、その後指導すればよいか考え

るきっかけになった。

以上の結果よりシミュレーション研修は、ほぽ9割の受講生が時期や課題の適切度は高く、研修目

的を達成できたと認識している。研修に参加した教育担当副看護師長からも新人看護職員の成長度が

把握でき、今後の指導に役立つとの意見が多く聞かれ、研修評価は高く肯定的であったと考えられる。
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

-多重課題・時間切迫場面に関する対応の変化(研修前・ 1ヵ月後・ 3ヵ月後)について

昨年同様研修前・ 1ヵ月後に「多重課題・時間切迫場面での対応」についてループリックを用いた

アンケート調査を実施、分析を行った。その結果、 「多重課題・時間切迫場面での対応」の全ての項

目について、研修前より 1ヵ月後にできている割合が有意に高くなっていた。また3ヵ月後において

も研修前と比較すると全ての項目について有意に高くなっていた。

多重課題場面の対応の変化{研修前・1カ月後・3カ月後)

安全に毘慮した優先順

位争~Ifi*

落ちついた対芯

実践での活か♂

<1ヵ月後の変化に関する自由記述分析結果〉

安全な看護技術提J

ニーズ!こ沿った対t

優先順位の判断 :40件

-患者さんの理解度などをアセスメントし、優先順位を考えるようになった。

-優先順位を考えて行動するようになった。

他スタッフへの相譲・協力依頼:35件

-先輩に仕事を頼めるようになった。

4・3力月後

4・1ヶ月後

+ 研修前

*p<O.OOOl 

-時間切迫の場面で、先輩に仕事を依頼でき、協力を求めることができるようになった。

冷静な対応、状況把握:11件

-多重課題下で、以前は先輩から落ち着くように言われ指示を待っていたが、現在は一度落ち着き自分

で考える余裕ができた。

-多重課題・時間切迫の場面ですぐに「どうしよう」と焦るのではなく、その場の状況をできるだけ把

握しようと観察できるようになった。

自分の行動を振り返る :4件

-多重課題に対応する場面があった際に、自分なりに振り返るようになった。

-自分の看護実践を客観的に振り返ることが多くなった。
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

<3ヵ月後の変化に関する自由記述分析結果〉
優先順位の判断:30件

-優先順位を意識しながら、日々の業務に取り組むことができるようになったと思います。

-何を優先すべきか日頃から考えて行動するように心がけています。

他スタッフへの相醗・協力依頼:42件

-以前より適切に判断し、先輩にも要点をまとめて援助を依頼できるようになった。

-スタッフへの協力依頼が必要に応じてきちんとできるようになっていると思う。

冷静な対応、技況把握:15件

-以前よりは落ち着いて業務に取り組めるようになった。

-多重眼題の環境下で落ち着いて考えようとすることができるようになった。

自分の行動を振り返る :8件

-必ず自分ができなかったことを追及し、その原因を考え振り返るようになった。

-目の前の状況に対応することが精一杯だったのが、自分の行動をカメラで客観視することで、どの様

にして自分の行動を振り返れば良いのか分かり、振り返りを心がけるようになった。

課題の明確化 :4件

-自分の標題を明確化できるようになった。

-自分の課題を明らかにしようとしていること、また課題だと思うことを勉強したり、一人で解決でき

ないことは相談している。

その他 :4件

-アセスメントしようとする顕の動きととっさの行動(ケア・処置)が同時にできるようになってきた。

-頭の中で、一日の業務を経時的に考えられるようになりました。

-自分が看たことのない重症な患者を自分に担当させてもらおうと以前より思うようになった。

-時間の整理をするようになった、一日の行動計画をたて聞整するように心がけている。

更に研修から 1ヵ月が経ち、実践の場で変化したことに関する自由記述を同じ内容ごとに分類した

結果、 90件の記述があり、 【優先順位の判断 (40件)】 【他スタップへの相談・協力依頼 (35件)】

【冷静な対応・状況把握 (11件)】 【自分の行動を振り返る (4件)】の4項目が抽出された。また

3ヵ月後では 101件の記述があり、【優先順位の判断 (30件)】【他スタッフへの相談・協力依頼 (42

件)】【冷静な対応・状況把握(15件)】【自分の行動を振り返る (8件)】【課題の明確化 (6件)】

【その他 (4件)】が抽出された。

新人看護職員は、研修後より多重課題・時間切迫場面に遭遇した際、 【優先順位を考え】、一人で

は対応できないと判断した場合、直に【他スタップへ相談・協力依頼】をし、 【落ち着いた対応】を

心がけ、安全に看護ケアを実施、 【振り返り】も行えるようになっていた。また、 「自分が他スタッ

プに頼り、患者の安全を優先的にということを学び、周囲のスタップも同じ状況になると考え、自分

も手助けにならなければと感じるようになったJ、 「常日頃より優先順位を考えて行動することによ

り、動線が短くなり、時間内に仕事が終わるようになった」と多重課題・時間切迫場面に限らず、日

常業務においても意識や行動の変化を自覚している看護職員が多くいることがわかった。よってシミ

ュレーション研修は、多重課題・時間切迫時の対応を元にプログラムしたものであるが、多重課題・

時間切迫場面に限らず、日々の看護実践でも学びを有効に活かせていることがわかった。

これらは昨年度と比較するとかなり研修効果があがっており、今年度プログラム変更を行った4点

(①各人2回の演習②シミュレータを使用せずに教育担当副看護師長が患者役を担う③ビデオ視聴に

71 



2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成]

よる振り返り④演習時のチェックリスト・アンケート用紙にループリック使用)が有効であったと恩

われる。

{平成M年度の方向性課題)

平成23年度シミュレーション研修(多重課題・時間切迫)終了後のアンケート調査分析結果より、

平成23年度研修プログラム内容は、 22年度研修プログラムと比較して、研修評価が上昇しているこ

とから、平成24年度の研修プログラム内容は平成23年度同様の実施内容を継続実施することが効果

的である。

平成23年度プログラムでは、演習内容振り返りにビデオを活用し、自分が実際に行った演習を視覚

的に振り返ることで、自己の看護実践を客観的に評価できるように工夫を行った。研修参加者評価か

らピデオでの振り返りは効果的であるため、演習後の振り返りを重視し、今回振り返りに有効とされ

たピデオ撮影の充実化を図るため、研修環境として撮影時カメラに集音マイクを整備する。

また、振り返り時のピデオ視聴に加え、ブアシリテーターだけでなく、患者役からの評価やコメン

トも加えて研修参加者に伝達するなど、様々な視点からのアプロ}チができるよう工夫を加える。

平成23年度プログラム時には、シナリオにある「輸液交換J業務が日常業務として実施する機会が

ほとんどないNIαJや手術部所属の職員には、過度の緊張を与えないよう演習項目から「輸液交換」を

除くなど配慮した上で演習実施を行ったが、特殊部署に所属する職員の日常業務で起こりうる「多重

課題・時間切迫」のシナリオを再検討した上で効果的な演習を実施する。
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|(3) eラ一二ング教材開発|

eラー二ング学習環境整備

圃穣轟轟輔輔曹司

実施内容

2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

新人看護職員向けの研修

e弓ーエンq
a臥，t時ロン司Fンマ睡明，.，供:C<J!~II

eラーニング教材は九州大学Web学習システムを利用し、 IDとパスワードをもっ九州大学病院看護

部看護職員に限定して配信している。平成24年 1月現在、 Web学習システムでは、動画97、テスト

10、テキストコンテンツ 49、合計 156のコンテンツを配信している。これらの Web教材を用いて効果

的な看護技術研修を行うために、学習理論に基づくインストラクショナルデザイン (ID)によるシス

テム的なアプローチを試みた。

1.分析の段階(受講者の状況把握)

eラーニング学習を円滑に導入するために、

平成23年度新卒看護職員を対象に入職時にPC

保有状況を調査し、 66%が自宅でeラーニング

学習が可能であることを確認した(左下図)。

通信機器保有状況の把握は 12月にも実施し

た(右下図)。その結果、 12月調査時には、パ

ソコン保有者が 9割と増えてきており、自宅

での eラーニング学習環境は整ってきている。

スマートフォン保有者も増加しており、今後

スマートフォン対応の学習コンテンツを作成し

環境整備を行っていく必要がある。

入職時のPC保有率:66%→入職から 9か月後のPC保有率:91. 7%に上昇

eラーニング教材を視聴できるネット環境
整備済みPC保有の有無(N=99)

I~ソコン

スマートフォン

j-padなど
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成]

2 設計の段階

受講者(新人看護師)の準備状況に適した eラーニング教材・研修内容・導入時期・導入方法など

を設定した。

3 開発の段階

受講者の準備状態に適した教材へ編集した。効果的に、魅力ある教材にするためにコンテンツの長

さ、興味ある内容、演習への動機づけにつながる内容等の工夫を行った。

4.実施 ( r看護実践研修5 (採血)J rcvc挿入介助J r急変時看護Jにて実施)

1)胃eb学習利用方法の説明

入職時オリエンテ}シヨンにて、資料を配布し利用方法を説明し、HPにも同様の手順書を添付した。

PCを保有していない職員には、部署または九州大学病院附属図書館のPCからの視聴も可能である

ことを説明資料内に明記した。

2) eラーニング事前課題の周知

看護実践研修5(採血)では、はじめて eラ}ニング事前課題を取り組んだため、事前学習を提供

するにあたり、①看護師長会議での説明資料配布による情報提供、②教育WGでの説明資料配布と各

部署での新人への事前学習指導依頼、③7月開催 r3か月フォローアップ研修」時に新人看護職員

に事前学習内容の説明を行った。 SSO-KIDによるログイン認証やPCに不具合が発生して視聴できな

い看護職員には、 eラーニング教材を DVDに焼きつけ、視聴できるように準備を行い、全新人看護

職員が事前学習を終え、研修に臨んだ。

以下に eラーニング事前課題を活用した演習内容を示す。

|平成23年度看護実践研修5r採血J

対象者:95名

日程:2011 年 9 月 7 日 ~8 日

eラーニング事前課題について:

-演習内容:新卒者研修「採血」

・コンテンツ:講義形式「静脈血採血(基礎編:22分)J r静脈血採血(実践編:16分)J 

.デモンストレーション「準備:2分J r実施:自分J r片付け:1分」

-演習前 (1か月半)にeラーエング事前学習のインフォメーションを実施。

• eラーニング履歴に学習記録がない者は演習を受講できない。

受講状況:

・演習5日前にすべてのコンテンツを受講しているものは0入。何らかのコンテンツにアクセスし

ているものはお名であった。

-対象者95名中 20名l士、システムにログインできず、 DVDにで事前学習を完了させた。

・演習当日までに75名 (78.9%)は、曹eb学習システムで事前学習を完了させた。

システム上の問題点:

・トラッキング(学習履歴)は、前日 0時までのデータしか反映しない。

-使用するコンピュータによって視聴時聞が正しく記録されない (Macは記録されなかった)。

・部署にある PCはパージョンが低く、 DVD視聴ができない、システム不具合が頻発する (HisKite

は、回線利用状況により、速度やエラー頻度がまちまち)。
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

|平成23年度 看護実践研修6rcvc挿入介助・ドレッシング交換J I 
演習日程:12月 20"'21日(火・水)

事前課題 :7つの eラーニング学習教材を閲覧後、ミニテストを受験する(期限:12月 15日まで)

1. 事前学習課題受講状況

事前課題期限までに 97

名中 95名がアクセスして

おり、残り 2名に声をかけ

演習前までに全員がアクセ

スしていた。

2. ミニテストについて

今回の研修ではミニテス

ト(プレテスト)を受験し

事 叩テ」叩山融問|こ関す硝師 三

看護費践研惇副の事前課題てサ。
全問正解するまで実施レてください。

h 笠Q但空ム立旦坐歪塾量 茎
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てくることを課題とした。10問100点満点の試験をWeb学習システム上に準備し受験状況を確認した0

・受験回数は、平均2.9回 (1回 7回)で、あった。(図 l参照)

・最低点平均は60.0点であり、全員が 100点をとるまで学習していた。

-演習後に同様のポストテストを実施した結果、平均89.3点(最高 100-最低50)であり、事前学

習を活かし演習できたと考えられる。

3. 学習環境について

• Webアクセスは、 89名 (91.7%)ができたと答えており、前回採血研修時 (37.4%)から比べWeb

学習のアクセスに関する問題は減少していた。

• Web学習を行った場所(図 2参照)は、 「自宅」が今回は90名 (91.0%)で、前回調査時 (77.9%)

に比べ増加しており、自宅での学習が増加していた。一方部署での学習は、前回 (28%)から今回

(13.4%)では 15ポイント減少していた。

11 
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<その他のコンテンツ作成および活用について>

平成23年度は、より臨床実践に役立つ eラーニング教材開

発を推進させるため、教育WGと協同で看護技術に関する

DVDを作成した。作成したDVDは4月開催の「看護実践研

修 1 (移乗・移送)J内で講義の一部として活用した。
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

平成23年度成果

以下、インストラクシ

ョナルデザイン (ID)の

評価の段階も含め本取組

の成果を報告する。

-とてもそう思う ・まあまあそ到Eう ・あまり恩わない ・金〈恩わない

。% 20" 40" 的弧 80" 1ω% 

eラーニング学習に関す

る認識に関するアンケー

トを研修後に実施したと

ころ、ほぽ全員が肯定的

な評価となっており演習

の事前学習に eラーニン

グを取り入れることで知

識や技術の向上に役立て

られると感じていた。

eラーユング学習教材lま
使いやすかったですか

事前に学習することで

漬習に役立ちましたか

あなたの集務に必要な

知識を与えましたか

あなたの看檀技術の向上

に役立てますか

研修目的に沿っており、

理解を深めるものでした

今後も活用しますか

今後の研修にeラー=ン
を活用したほうがよい

採血 量二

αc.t:レッシング

嫁血

αc.t:レッシング

銀血

cvc. t:v':lシング

保血

αc・ドレッシング

標血

αc.t:レツシシグ

銀血

cvc. t:レッシング A 

銀血 畠

cvc. t:レ':1シング
ー

eラーニング学習に闘する毘醸

-事前学習に eラーニングを取り入れることは、有効であるという答えが大半であり、採血以外のコ

ンテンツは今回閲覧しなかったものの、今後も活用したいと回答しているものが 9割を超えている

ことから、 eラーニング活用のきっかけになったと考えられる。

• Webテストを受けることは、重要な点の確認につながっており、受講生全員が満点を取るまで学習

していたことから、演習後の試験でも高得点を取っており、 eラーニングの活用により確実に知識

が身についていることが確認された。

-初回のWeb課題受講の際は、 Webへのアクセスがスムースできなかったものが半数以上いたことか

ら、入職時よりパスワードの認証等おこない、 Web学習にアクセスできる環境を確認しておく必要

がある。

• eラーニングをお

こなった場所は、

自宅が最も多か

った。部署でのイ

ンターネット環

境が安定しない

ことが影響して

いることが考え

られるが、自宅は

落ち着いて学習

できるため、どこ

でもアクセスで

きるインターネ

【自由記述 cvc挿入介助演習より】
事前学習により学びが漂められた(潰習に取り組みやすかった)17件

-事前!こeラー=ングで学習していたので、演習でイメージしやすかったです。

-事前に学習しておく』とで、研修の瞭、改めて振り返る』とができるので良いι思う.
-技術の手順や講義を事前に視聴することで研修の障に理解しやすかったです。

-事前に映像として学習できるので分かりやすい.

eラー=ンゲによる効果的な学習 8件

-忘れたり分からなかったところがあったら、再捜聴して学習できてよかた。

-自分のペースで学習できるのでとても良いと思います。

-自分が空いている時聞に何度も勉強できるのはすごく良いと思います。

-自宅でできる点がとても助かりました。

7ストの活用 4件

-テストは難しかったですが、繰り返す』とで学習になりました。

-問題の解説があったら良かったです.

.100点まで繰り返し行えたので良かった。

-テストがあったので、事前学習の醸の講義の要点がつかみやすかった。

ット学習の利点が生かされたと考える。
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

Web学習の利用者数は、Web学習システムでのeラーニング教材提供を開始した平成22年度と比べ、

平成 23年度は視聴人数、回数が飛躍的に増加している。 23年度は、事前学習課題として eラーニン

グ教材視聴を活用したことがその大きな要因となっている。

eラーニング教材の有効活用を促進するためには、教育教材を整備するだけでなく、事前課題を設

定するなど、学習のきっかけづくりも必要不可欠で、ある。

EE置
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新人研修の事前課題に eラーニングを取り入れることで、演習内容が理解しやすくなったという意

見が多く、演習の学びを深めるために eラーニングは有効だ、ったと考える。平成 24年度も引き続き研

修での eラーニング学習の活用をすすめ、その評価を行いながらより効果的・効率的な演習を検討し

ていく。その際、新人看護職員の情報機器活用状況を把握しながら、 Web学習システムへの認証等、

スムースな導入ができるよう早期の対応が必要である。また、スマートフォンやタブレット端末等の

所有者が増えてくることが予測されるため、端末の種類に合わせたコンテンツ作成も視野に入れて行

っていくことが重要である。
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

|(4)ポートフ方リオ導入|

九州大学病院看護部では「主体的に学びを深め、自己のキャリア開発ができる看護職員を育成」す

ることを教育方針の1っとして掲げている。

新人看護職員の主体的学び、自己キャリアの形成に意識的に取り組めるよう、ポートフォリオを導

入し、キャリア構築を支援する。

実施内容

新人看護職員は、研修で配布された資料や自己で学習した資料をファイリングするとともに、院内

外研修参加の記録、研修の学習履歴を可視化できる成果物として残し、ポートフォリオを蓄積するこ

ととした。本年度活用したポートフォリオ様式は、神奈川県看護協会 rJIB聞大キャリア」を参考に作

成、導入した。

ポートプオリオの目的は以下の通りである。

①参加した研修履歴の保存:

院内で提供される研修に留まらず、看護職とし

て、社会人としてのキャリア形成のために積極的

に参加した院外の研修、学会セミナーや、プロジ

ェクトで提供しているシミュレーション・トレー

ニング参加歴等を履歴として保存できるように様

式を準備した。蓄積したポートブォリオを、部署

の教育担当副看護師長に定期的に見せ、 「自分が

どういう研修やセミナーに参加し自己研鎖に励ん

〈卸署名 X名鯛

目院崎外研修セミナー学金そ由他奉加民銀

研修・ヒミナ-. ，，~名 碕田町

《・・・名 X~納
院内研修事加包鰻

研修毛 主情@

ト... ~ 

十... ~ 

ト+- ~ 

+- ... ~ 

十... ~ 

+ ... ~ 

+- ... ~ 

+- ... ~ 

+ ... i 

でいるのか、将来に向けどういうキャリアを目指しているのか」を情報共有することで、先輩看護師

からの助言を受け、キャリア実現に繋げる。

②研修目標管理:

新人看護職員向けの教育研修プログラム参加時に、 「自分は何を目標に

参加するのか」を事前に記載した上で研修に参加し、参加後は「研修に参

加して学んだ内容Jr研修で分からなかったことや、今後研鎖すべき課題J

をシートに簡素にまとめ、研修参加後は、記入したポートフォリオを、部

署の教育担当副看護師長や先輩にみせ、情報共有する。

研修参加の目標設定と研修での学び、今後の課題を明確にすることで、

研修参加による自己の成長を客観的に評価するとともに、その過程を通し

て自己教育力を高める。

③1年後の目標管理:

新卒看護職員は、看護職という専門職従事者としてのキャリアをスター

トするとともに、社会人としても新たなスタートにつく。 1日でも早く r1 

人前の看護師」として成長したいと考えるが、入職からしばらくは、看護

業務だけでなく、部署や人間関係に慣れるまで、様々な不安を抱え、自己

成長評価が否定的になりがちである。そこで、入職時に r1年後の自分」

を目標設定し、目標実現のために自分が何をすべきなのか記録する。設定

した目標や目標達成状況を随時振り返りながら、自己の成長を自己評価し、

自らが抱える課題を可視化する。
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

平成23年度成果

平成24年 2月に開催した「急変時の看護J終了後に、新卒看護職員 95名を対象に、質問紙調査に

よるポートフォリオ評価を行った。

-とてもそう思う ・そう思う ・あまり思わない ・思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

研修前の目標設定が積極的研修参加に繋がるか

-とてもそう思う ・そう思う ・あまり恩わない ・思わない ・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

研修目標管理シートを活用した副看護師長からの指導

は学習支援に繋がるか

新卒看護職員の

8割以上がポート

フォリオによる

研修目標管理を

肯定的に評価して

いる。

ポートフォリオを活用した研修目標設定では、 8割以上が「積極的な研修参加に繋がった」、ポー

トブォリオで副看護師長と情報共有したことで、 「指導や助言を受け、学習の支援に繋がった」と評

価している。

新人看護職員のうち 43.2% (95名中 41名)が「研修の要点をまとめることで、研修の振り返り、

頭の整理ができる」と評価しており、研修での学びを可視化できる成果物として記録することが、研

修効果を高めることに繋がっている。

また、 29.5% (95名中 28名)は、 「研修シートで情報共有することで、 OJTでの指導を得られる。

研修での学びが深められる。」と評価しており、集合研修参加後に、各部署の先輩に確認してもらう

だけでなく、先輩からのコメント・アドバイスを得ているようである。

ポートフォリオによる研修目標管理は、自身の学習状況の振り返り資料として蓄積されるとともに、

情報共有により、新人看護職員の成長段階の確認や集合教育では学びきれなかった課題や悩みを部署

で共有し、 OJTや自己学習での助言に繋がるツールとして機能している。(以下記載内容の一部抜粋)

要点をまとめることで、研修の振り返り、頭の整理ができる。 (41件)

-研修後ポイントを振り返ることで、学びが深まったと思う。また自己の課題も明確になると思う。

-自分で振り返る機会があることでしっかりと身につくと思うから

・研修後にポイントを自分で思い返してまとめることで、もう一度振り返りができる。

提出してみてもらうことで、自分の課題や不安をプリセプターや副師長さんにも知ってもらえてフォローしてもらえる。

-ポイントを記入する己とで研修肉容の学びを復習するζとになり、そのポイントが頭に入ってきやすい。理解が深ま

ると思うので。

-研修前に目標を書くことで、どういうことを学ぶのか明らかになると思うことと、ポイントを書くことで振り返りになった

から。
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

研修シートで情報共有することで、OJTでの指導を得られる。研修での学びが深められる。 (28件)

-プリセプターが主に指導して下さるが、富IJ看護師長と看護実践についてディスカッションできる良い機会になる。

-毎回丁寧にコメントを下さいます。肉容の撮り返りを評価してくれますい足りないところやもっと勉強したほうがよい

点など教えてくださいます。

・自分がどのような学びをしたか振り返ることができ、副看護師長さんからも一言もらえることで今後気を付ける点を

明らかにできる。

-副看護師長さんがその研修の肉容に対して質問されたりするので、研修の撮り返りにもなるし、自分が病棟ではそ

の処置をどのように効率よくやれるかを指導してくださるので助かる。

-部署で行う時はどのような点に気をつければいいのかコメントをもらえるので学習したことを業務に活かすことがで

きる。

-副看護師長さんが毎回、レポートの感想やその研修の肉容に対するアドバイスを添えて返却してくださるので、十

分な振り返りになって役立っていると思う。

-自分の学びを再評価してもらい、新たな発見に気づけたので。

。% 20% 40% 60% 80% 100% 

ポートフォリオの自己学習への有用性

ポートブォリオを紙媒体でファイリングし、蓄積することで、将来的には自己の成長過程を客観的

に評価できる成果資料となることを期待している。研修目標管理としての評価は高いことと比較する

と、ポートフォリオを蓄積することに対してやや低い評価をしている看護職員も見受けられる。

自由記載の中には、 「看護実践研修だと目標設定がしやすいが、フォローアップ研修など研修目的

が抽象的なものは目標設定がしにくかったJ i日々業務で、することが多くあるので、時聞に追われ

ている」との意見も寄せられた。技術研修など研修効果が技術修得度などで可視化しやすいものでは、

成長度を自己で客観的に評価できるが、フォローアップ研修などストレス対処法を学ぶ研修では、職

業人としての情緒コントロールや円滑な対人関係を構築する対処法を学ぶことが目的となり、数値的

に客観的な評価が困難であること、また、看護職従事者としてのキャリアをスタートさせ間もないこ

ともあり、蓄積したキャリアを振り返るまでには至っていないことが評価に影響しているようである。

[平成岬度の方向性課題)

平成23年度は、新卒看護職員を対象にポートブォリオを導入し、運用・効果検証を行った。キャリ

ア形成という視点からみると、単年度の導入結果からの効果検証は不可能であるが、研修目標管理で

は、ポートブォリオは積極的な研修参加や各部署での教育・指導に繋がると評価されている。新人看

護職員に対する継続的な教育支援としての効果が期待できるものであることから平成24年度新卒看

護職員に対してのポートフォリオの活用を継続する。また、本プロジェクトのキャリアパス構築で導

入したキャリアナピゲーションシステムでは、研修参加履歴が保存でき、一部機能をカスタマイズす

ることで、ポー トブォリオ機能を全て網羅することが可能なことから、順次キャリアナピゲーション

システムへ機能を移行し、効率的な運用を図る予定である。
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

|(5)看護技術修得度チェックリストの改訂・修得度チェックの実施|

平成23年度は、従来使用していた看護技術修得度チェックリストの①評価基準の改訂②チェック項

目の精査を行い、新たな看護技術修得度チェックリストを作成後、看護技術修得度チェックを行う。

実施内容

①評価基準の改訂

従来の看護技術修得度チェックリストでは、精神運動領域の看護技術修得状況評価(実践経験の有無)

のみを確認しており、所属する部署で経験する機会がない場合には、看護技術修得の向上が把握できな

いという課題を抱えていた。そのため、評価基準を自主演習や部暑での研修を通した認知領域での評価

(シミュレーターや実践で使用する物品を用いて、看護実践を行うための必要物品の確認や、看護手順、

ケアを演習することで、円滑な看護実践の事前準備や学習ができているかどうか)についても確認がで

きるよう改訂を行った。

【従来の評価基準】 【改訂された酔価基準】

4:経験有り、十分に実施できる。

3:経験有り、不十分で説明を受ければ実施できる。

2:経験有り、不十分で実施は困難である。

1 :全く経験がない。

②チェック項目の精査

d 
4:一人でできる

3:指導のもとでできる

2:演習でできる

1:知識としてわかる

従前の 112項目の看護技術修得度チェックリスト項目は、昨今の臨床実践現場において、実施頻度が

非常に少ない項目も含有しており、平成 22年度外部評価委員会において、新人看護職員の看護技術修

得度把握のツールとしての妥当性に懸念があるとの指摘を受けていた。そこで、九州大学病院看護部教

育WGにおいて、再度、厚生労働省の示す領域別「看護技術についての到達目標」と、九州大学病院に

おける新人看護職員が修得することが望ましい看護技術項目とその到達度を勘案した項目精査を行っ

た。

その結果、 14領域 112項目から構成されていた看護技術修得度チェックリストは、 14領域99項目に

精査された。平成23年度は改訂された看護技術修得度チェックリストを用いて、平成23年度新卒看護

職員の入職時からの看護技術修得状況の把握を行った。また教育WGでは、九州大学病院新人看護職員

として入職から 1年以内に経験し修得を目指す項目とその到達段階をまとめた。下記に改訂版看護技術

修得度チェックリスト、 1年以内に経験し修得を目指す項目には宮崎印と目指す到達評価基準を記載して

いる。

領蟻 到達目標

【改訂版看瞳技術修得度チェックリスト】

項目
醤号
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

.救命救急処置
技術

到達目標
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

4死亡時の看護

上記に示した「到達の目安」を入職l年後の看護技術修得目安として領域別にレーダーチャート化した

結果を示す。

12.感染防止の技術

11.苦痛の緩和・安楽確保

の技術

10.症状・生体機能管理
術

1.環境整備技術

8.与薬の技術

3.排池揖助掠術

4.活動、休息援助の技術

5.清潔・衣生活援助技術

6.呼吸・循環を整える技術

平成23年度改訂看護技術入職1年後の修得目安
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

平成23年度成果

指導のもとでできる

①平成23年度新卒看護職員看護技術修得状況把握(全99項目〉

酉 一人でできる

演習でできる

<入職時 (N=95)>※調査項目は f14.死亡時の看護」領域の2項目を除く 97項目で調査
知識としてわかる
未配入

10日li

80冒

喧自由

40世

20冒

側

12  3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 3哩 333435363738384041 42 43 44 45 48 47 46 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 85 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 60 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 81 92 83 94 95 96 97 88 99 

醐醐/食事・揖燈介助 1 I 油・休息/締・酷糟助 11 呼吸・鯛 | 直亘~I 与聾 11 輔拙 11 蹴・生剛健管理 亡重量コ| 脚防止 l 安全防止 l死亡時|

<入職6か月後 (N=95)>※調査項目は f14.死亡時の看護」領域の2項目を含む99項目で調査

1001 

80首

-
制踊

Z倒

。覧
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 1司 17 18 19 20 21 22 23 24 25 28 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 3738394041~~<<~<<O<<<<~~~~~""~"~80~~ßM~ 自由 87 68 89 70 71 72 73 74 75 78 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 81 82 93 94 95 98 97 98 

醐醐/食事・按齢助 I1 活動・休息/糊・挫糟鋤 11 呼吸・伺 咽量~I 鴇 11 綿綿 11 齢・生糊箇管理 |仁量量口| 融防止 l 安全防止 巨亘訂

<入職12か月後 (N=95)> 

1001 
平成23度新卒録用者入駿12か月後者11銭術習得度自己・他者評価(N=95)

801 

801 

401 

201 

01 

12  3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 18 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 3咽 4041 42 43 44 45 46 47 46 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 80 61 62 83 84 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 88 87 88 89 90 91 92 9岨 9495 98 97 98 99 

融醐/食事・椿断助 1 1 醐・休息/清潔・雄輔助 H 呼吸・側 団亘~I 鴇 11 救命制 11 症状・生体雌管理 |仁亘亘コ| 鵬防止 1 安全防止 匝E
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

②平成23年度新宰看護職員看護技術修得状況 (14領域別・時期比較〉

ー一入・時(N=95) -一入・8か月後(N:95) ー一入臓12か月後(N=95)

12. ..防止の技術

11普摘の・和・安自慢確保
の技術

1環境聾備技術
2 食事媛助雄衛

4目活動、休息援助の技術

5.清海・衣生活11助枝街

1009‘ 

1.'‘ 

&.，‘ 

4.'‘ 

，.，‘ 

.，‘ 

-ー人で守曹晶

-指尊のもとでで脅る

...置でで曹る

-知機とLてわかる

入風時(N=9司 入聴Sか月後(N唱}入慮Uか月後(N=9耳

D 症~.生体.飽
街 て ー『声剖 ーX/76呼吸・慨聾える技術 11 時期別看謹技術修得状況

8.与臓の捻衡

平成23年度新牢看護職員入職1年聞の看種設備修待状況

1 :知識としてわかる
3:指導のもとでできる

2:演習でできる
4:一人でできる

入聴からの時間経過とともに、全14領域の看護技術修得が拡大し、入職から 12か月後には 「一人でできる』
評価が69.8%1こまで向上している。

③新卒看護職員看護技術修得状況(年度比較〉

ー一平成21年度:N=77 -一平成22年度:N=78 -一平成23年度:N=95

11.苦痛の緩和・安楽確保

の技術

1.環境整備怯術

4.活動、休息撞助の技術

5.清潔・衣生活tI助技術

入職12か月後の看直接衛修得度比較{平成21，22，23年度}

④入職 1年後の到達目安と平成23年度新卒看護職員到達状況の比較

ー- 1年後の到達目安 ー一平成23年度入職1年後

12.感築防止の技術

11普痛の温和・安楽確保

の技術

10.症状・生体傷能管理

術

1.環境盤備技術

4.活刷、休息撮助の技術

5.清潔・衣生活援助技術

a与薫の技術

入職t年債の到達目安(平成23度入.1年後との比較〉

l平成24年度の方向性隈題)

本プロジェクトを開

始した平成21年度以降、

入聴から 12か月が経過

した新卒看護職員の看

霞掠術修得状況は、年々

拡大傾向にある.

23年度は、集合研修に

「急変時の看霞』を新規

に実施するζとで、 課題

であった「救命救急の技

術』の向上に繋がった。

青のレーダーは前述の

看謹技術修得度チェッ

クリストでの到達評価

基準をもとに作成した

到達目安を、赤のレーダ

ーは平成23年度新卒看

護職員の入職12か月後

の到達度を示す。

「死亡時の看護』を除〈

13領域で到達目安に近

い看麗技術修得に至っ

ている。

新人看護職員の成長段階把握の基礎資料、新人看護師育成プログラムの効果測定指標として活用し、

新人看護職員の基本的看護実践能力の効果的な定着と持続的な質の向上を図る。
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

|(6)入職2年目看護職員の部署闇(病棟聞〉研修の実施|

平成23年度実施計画

教育研修プログラムの改善により、平成22年度新卒看護職員の看護技術修得状況は、平成21年度新

卒看護職員と比較すると、修得の時期、程度ともに向上していることが明らかになったが、 i6.呼吸・

循環を整える技術J i9.救命救急処置の技術」等特定領域の看護技術については、配属されている部署

で必要とされる看護技術ケアの差異により、実践はもとより、研修以外で見学する機会もないまま 2年

目を迎え、技術向上の対応策が整備されていない現状であった。そこで、平成 23年度は入職2年目看

護職員を対象に「部署間研修」を計画・実施することで、九州大学病院新人看護職員の技術修得が乏し

い看護領域技術の継続的補完を行うこととした。

一一入職時(N~851 -一入職6か月後(N~811 一一人職12か月後(N~781 -一入職18か月後(N~721

t環漉聖備槍術

4 活動、休息優助の鏡街

S与.の観情

平成22年度斬卒者直職員入職からの看臨技術修得状混変化

入職から 18か月
経過しても技術
修得が低〈、 E属
部暑では経験不
可能な看置技術
領域

なお、前述の看護技術修得度チェックリストの改訂に伴い、入職2年目看護職員の技術チェック時か

ら評価基準を下記のように、認知領域での評価ができるように変更して実施している。

1 :全〈経験がない 2:経験有り、不十分で実施困難
時 1:知識としてわかる※ =争2:演習でできる※

3:経験有り、不十分で説明を受ければ実施できる 4:経験有り、十分に実施できる。
=辛3:指導のもとできる※ =争4:一人でできる※

※平成23年度8月調査時期より評価基準変更

実施内容

1.目的:自部署で経験できない看護技術やケアを学び、臨床看護実践能力の向上に活かす。

1)配属部署で経験できない看護技術について経験し、指導のもとできるようになる。

2)配属部署で実践できない看護技術について見学を行い、知識や実践方法の理解を深める。

2.対象:新卒2年目看護職員(平成22年度に入職した新卒看護職員)

3.方法:平成23年 8月に新卒2年目看護職員を対象に看護技術修得度チェックを実施する。

修得度チェックにより、 ICU/救命 ICUや手術部で実践可能な看護技術項目について、 i1 :知

識としてわかるJ i2:演習でできる」評価基準にある看護職員を洗い出し、前述実践可能部

署での研修に参加させる。
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

研修先部署で経験・見学可能な看護技術・研修方法は以下の通りである。

手術部 ICUI救命 ICU

• CVC挿入介助 -人工呼吸器管理の見学
-気管挿管の介助 -患者の状態に応じた体位ドレナージ
-尿カテ」テノレ留置 -樽癒予防のための枕やクッションを使用した体圧
-ガーゼの出血量測定 分散

経験・見学可能な
-点眼 -無菌操作

-輸血の準備・実施・管理 • CVC挿入部の観察・ドレッシング交換

看護技術項目 -樽癒予防のための体圧分散 -輸液ポンプ・シリンジポンプを使用した適切な速
度での輸液滴下
-輸血の準備・実施・管理
• JCsを使った意識レベルの把握
-口腔内・鼻腔内吸引
-気管吸引

1 日あたり 2~3 人程度 1 日あたり 2~3 人程度

研修日程
半日ずつ2日間 見学が主だが、指導を受けながら実践できる技術に
(1日日午前:見学 ついては実施
2日目午前:指導を受けながら実践)

研修時期 平成23年 11月~平成24年2月の平日(※部暑の都合による)

平成23年度成果

新卒2年目看護職員 72名全員を対象に入職 18か月の看護技術修得度チェックを実施した結果、72名

中65名 (90.3%)が2年目部署聞研修の該当者であることが判明した(残りの7名については部署間

研修先で実践可能な看護技術項目が r3:指導のもとできるJ r 4 : 1人でできる」レベルにあるため、

研修対象者から除く)。該当者の中から、各部署の看護師長と本人が相談の上部署間研修に参加を希望

しない職員(就業継続の意思がないなど)を除く 2年目看護職員が平成23年 11月より、順次部署間研

修を開始した。

手術部、 ICU/救命ICUへの研修参加者は以下の通りである。

研修参加予定人数

研修参加実績

手術部

53名

53名

Icul救命ICU
51名

49名

研修参加者には、事前に研修参加の目標を 1人ずつ設定した上で研修に臨み、参加後はその達成状況

を確認している。

手術部での研修参加者は、 53

名中 52名 (98.1%)が目標を達

成できた、 Icul救命ICUでの研
修参加者は、 49名中 47名

(95.9%)が目標を達成できた

と研修を評価し、参加者による

評価が高い研修となった。

-達成できた ・ほlまできた ・あまり達成できなかった ・達成できなかった

手術部研修(n=53) 

ICUI救命ICU研修(n=49) 

。!括 20% 40% 60% 80% 100% 

部署間研修目標達成状況
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各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】2. 

①【手術部】見学及び実施できた項目
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②【ICU】見学及び実施できた項目
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部署間研修では、事前に経験または見学可能な看護技術項目をリストアップ(上記園内の*のついた

看護技術)していたが、実際の研修では、リストにない多種多様な看護技術項目を経験・見学すること

ができている。研修参加者の感想では、経験できる看護技術の相違にとどまらず、 「所属している部署

との必要とされる看護ケアや看護提供体制の違いを身を持って学習できたJ i日頃実践機会のない【急

変時の対応】や【モニタリング】 【医療機器操作】の重要性を再認識したJ i病棟では実施する機会が

少ない看護技術について実践現場そのものを見学することで振り返ることができ、病棟で実施する場面

があった時に、学んだことを活かしていきたいJi術前・中・後の一連の流れを知ることができたので、

この体験を術前オリエンテーションや術後の看護につなげていきたいJi手術前・後を見学することで、

観察視点がよく理解でき、病棟看護につなげることができると感じた」など寄せられている。

集合研修においても部署では経験できない看護技術演習を提供しているが、実践の場を体験すること

は、演習以上の学び、効果をもたらすようである。
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一一入1118か月笹川=721

2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

一一入臓24か月後(N=ωl

4 活副.休息橿圃陶雄街

5.滑事・衣生活橿助笹傭

8.与聴の健衛

「救命救急の技術』

「死亡時の看瞳」領域

の技術修得が拡大

平成22年度新卒看護職員『郁署間研修』後の看護技術修得状混変化

今年度部署間研修に参加した 2年目看護職員の研修参加前(入職 18か月)と研修参加後(入職 24か月)

の看護技術修得状況を比較すると、特に i9.救命救急の技術J i14.死亡時の看護」領域での技術修得

度が大きく変化している。

一-20年度入職者{酔106) 一一22年度入職者(悼691

11.普痛の鍾和・安東檀保
の緩衝

1環境聾備技術

8.与棄の技術

2.食事媛助技術

当院における看瞳技術修得

の低い領域の技術修得改善

に繋がっている。

4.活動、休息恒助の鏡衛

5.清環・衣生活撮助技術

入職2年目看護師看護技術修得度比較(20年度・22年度)

研修実施に限らず、部署での勉強会等で看護技術修得支援が行われているため、必ずしも部署間研修

のみが要因となっている訳ではないが、本プロジェクト採択前に入職した新卒看護職員(平成20年度

入職者)と部署間研修に参加した新卒看護職員(平成22年度入職者)の入職2年目の看護技術修得度

を比較(上記グラフ参照)すると、平成 22年度入職者の看護技術修得度が高くなっており、本プロジ

ェクトによる看護技術修得支援の取組み事業が効を奏していると思われる。このことより、部署間研修

は当院の課題である看護技術修得の低い i6.呼吸・循環を整える技術J i9.救命救急の技術」領域の技

術修得に効果的なものであるととが実証された。

[平成24年度の方向性課題)

部署間研修は、平成 23年度からの新たな取組みであったが、参加者には目標達成度の高い効果的な

研修として評価されている。研修参加者にとっては、経験・見学できない看護技術項目の実践機会とし

ての研修としてだけでなく、手術部、 ICU/救命 ICUでの業務の流れ、日常業務で実践できない看護技術

やケア技術の実践力の必要性を再認識する機会にもなり、職務へのモチベーションを向上させる効果が

得られた。これらの結果から平成 24年度は部署間研修対象者を 2年目看護職員全員に拡大し、提供す

る。 また、 多様な看護技術実践機会がある手術部、 ICU/救命 ICU部署職員も、一般病棟で提供している

看護ケアや看護提供体制を経験し、業務の流れや患者さんとのコミュニケーションを学ぶため部署間研

修を実施する。
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

|(7)新人看護職員を育成する指導体制の強化|

自一一一ωE-E、1 l' 
副看護師長 骨 教育担当副看護師長 冊 副看護師長

看護師長

看護部

九州大学病院看護部は、プリセプターシップを導入しており、上記図のように支援体制を整備してい

る。プリセプターは「新人看護職員を受け入れ、良き理解者、支援者となり、自律した看護職員への成

長を支援するJ r看護実践者としてのロールモデルとなるJ r効果的な看護実践に必要な技術を修得で

きるよう学習支援を行う」役割を担いながら、プリセプターという指導者役割を修得していく。

平成23年度からはプリセプターが新人看護職員の孤立した指導者とならないよう、プリセプターの

相談役、部署スタップとの連携調整役としてエルダーを配置した。エノレダーは、プリセプターシップが

効果的に機能し、円滑な関係性の保持、部署全体での新人看護師育成ができるよう支援を行っていく。

平成23年度実施計画

平成22年度に引き続き、新人看護師育成支援のための指導者を育成する「プリセプター研修J r教

育担当者(教育担当指導者)研修」を実施する。

( 実施内容 ) 

【平成23年度プリセプター研修】

日程 時間 担当 方法 揖置肉容及びグループワ-1)内容

.r組車障の教育システム』

.rブリセブ事ーシッブの概要」

8 ，30-1 U由 前積 .r斬人宥震師研修の概要」
第1圃 初11年3月刊日

。日]
演習 .r新人看護師の緩衝修得状況」

グループワーヲ -アイスプレイヲ「自己紹介・他己紹介』
-グ，レープワーヲ「自分が新人だった頃を思い出してみよう』
-グループワーヲ発表・まとめ

.rキャリア開発とプリセブ豊一」

鴨唱庫
.rやる気を生み出す教育とは」

8，30-12，曲 .ZI)ササイズn筈えは本人が持っている』
第2圃 2由11年3月22日

(0.5日)
演習

-ヱウザザイズnr相手に伝えるってムズカシイ・・・」
グループワ-1)

-個人・グループワーヲ『プリセプ事ーと」て冊目績を考えてみよう」

-まとめ

-プリセブ事一自己評価
-看iI技術修得.!lチヱツヲ衰について
-斬人の研修経過について

教育看護師長 帯橿
-教育担当者・プロセプ子ィアンケート結果より

第S回 四11年7月刊日
8，30-1&，1回

教育副看護師長 演習
.3か月フォロ-7ップ研修より

何回)
プロジェoト事務局 グループワーヲ

.rストレスマネジメント』

看軍師白井ひろ手
.r新人を理解するために」
.r効泉的な闘わりについて」
.rリ-~.ーシップについて」
-演習・ゲJレープワーヲと務担

-プリセプ;.ー自己評価・ストレステエツヲ
.6か月フォローアップ研信より

8，30-12，曲 醜. -グループワ-I)H困っていること・憎んでL、ること』
算4圃 国11年10"'7日

(0.5日〉 グループワーヲ
『こんなことしたら、こうかわってきたよ」
『成功例・うま〈いったこと』

-タループワ-1)2rプリセブ子ィの成長したところ、成長してきていると己ろ』
-グループワ-1)発表・まとめ

-新人者祖職員アンケート結果報告
.rプリセプティの成長について鍍り返る』

8，30-12，凹 情‘ .rブリセブ事ーとしての一年間を撮り返る」
第5園 2012年2月10目

(0.5日〉 演習 .r一年前の自分のゴーJレシートの評価・ひと皮む付先私たちJ
グループワ-1) .r次年度に向けて.朝日からこれを頑張ります IJ 

-グループワーヲと発表
-まkめ

合計 23五時間

92 



2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

【平成23年度教育担当者研修】

目的:

1 .看陸部の新人教育方針に基づき、各部暑で実施する研修の企画、運営を行うための知識、技術、姿

勢、態度を学ぶ。

2.各都暑におけるプリセプターへの助言及び指導、また新人看瞳師への指導、酔価を行う。

日程 時間 担当 方法 目標及び肉容

川本利息手教授

申畑高子看護部長 1訴人看護鵬員研修における教育担当者の役割

111固 2011年E月17日
8:30-16・30 敏育担当副看謹部長 情畠 2J1J遠目標の理解と殴定

教育看護師長 演習 3教育に闘する知識
敏宵副看謹師長 4各部暑の新人敏育計画について

教育担当より報告
d灘1田敏育担当者研修の握り返り
②酒蔵部の教育理念・教育方針について

③今後の研修に闘して

教育担当副看護部長 @瀞'.血採血について

第2固 2011年8月14日
13:00-16:30 

教育看護師長
報告 ⑮年自の看盤技術修得度チヱックについて

教育剛看護師長
GW グループワーク
①蹄暑の新人教育計画の現状と検討

②白鶴暑の新人採用者の状況
@漸卒者の研修後のポイントや謀題lまどうしているか
.表・意見交換

第3固 2011年7月12日 13:∞“15:30 

第4回 2011年10月11日 13:∞ー14:00

①各役の現状と課題

第5固 2011年11月8日 13:∞-14:∞ 敏育看鐙師長 GW 
@漸採用者の敏育計画の進行状況と経過修正

敏育IlJ宥麗師長 @湖帳台敏宵と部署敏宵の連動
④(※箪7圃のみ)目J暢達成の評価

.6固 2011年12月13日 13:∞-14:∞ 

117回 2012年2月14日 13:∞-14:∞ 

合計 175時間

平成23年度成果

【平成23年度 プリセプターシップ研修】

平成23年度におけるプリセプターシップ研修の特色として以下の3点がある。

F 今年度の本研修の特色

1 .学習転移モデルを援用レた研修計画

2.協調学習による学びの促進

3.プリセプターが自らの成長を実感出来る内容とする

1 .学習転移モデルを援用レた研修計画

昨年度の本研修の受講生から「講義で聞いた内容が実際に活用出来なかった」という感想が寄せられ

ていた事を鑑み、今年度は「教育とはあくまでも“支援"であり、人材育成という活動の主体は成人学

習者の特徴を持つ学習者自身であるJことを主眼に置き、学習転移モデル(Learningtransfer model: 
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

下図参照)を援用した一年間の研修プログラムを計画した。本研修では、講義による「知識伝達」、演

習による「知識修得」を行い新人指導の場における「知識の応用」が可能となるように配慮し、 「知識

の伝達」と「知識の修得」にとどまらず、現場で実践できるように目標を定め実施した。具体的には、

リーダーシップやコミュニケーション・コーチングスキルに関する演習を繰り返し行い、知識を修得し

「理解する」だけでなく、演習の中で「わかった」と実感してもらうことを重要視し、体験型演習の時

間を大幅に拡大、 Q]Tにおける学びの積極的な活用促進が図れるような配布資料の作成等を工夫してい

る。

知識創造

亡ゴ〉 同ITr日a識n伝srn達ission Invention 

ι 
知識修得 |仁二判知識応用
Internalizatio I . ~ I Transfer 

学習転移モデル (Lave2000より一部修正)

中原淳 編「企業内人材育成入門」ダイヤモンド社 2011 p.74より引用

2.協調学習による学びの促進

本研修における協調学習は①リーダーシップやコミュニケーション・コーチングスキルに関する演

習、②実践の中で感じている困難や課題解決を行うグループワークにおいて活用した。負担が強いと

されているプリセプターの役割を、初めて担う職員の不安と緊張は計り知れないものがある。同じ立

場にいる仲間と同じ目線で意見や情報の交換を行う中で、不安の軽減を図ること、そして課題に対す

る新たな解決の糸口が発見できることを期待して取り組んだ。そのため、年聞を通して固定したグル

ープメンバーで、研修に臨んで、もらうこととし、初回にはファシリテーションスキルの一つである「ア

イスブレイク」を取り入れ、場のデザインを丁寧に作り上げた上で、お互いをよく知り合うところか

ら開始した。

3.プリセプターが自らの成長を実感できる内容とする

初めてプリセプターとして役割を担う職員が、この役割を遂行する中で自分自身の成長を自分なり

に捉え、今後の看護職としての生き方や後輩指導に反映できるように支援を行った。初回には、自ら

の新人時代の体験を想起してもらうとともに、プリセプターとしての一年後の目標を各人で設定して

もらった。さらに講義の中で、この役割が受講生のキャリアデザインにどのような影響を及ぼすのか、

肯定的側面について概説し、自分なりの意味を見出しながら能動的に関わっていけるように働きかけ

た。 研修最終日にはプリセプターとしての一年間を振り返り、目標の達成度と成長できたと思う点

について言語化することを行った。ここでも、この一年間で役割が終了して終わりというものではな

く、教育や指導という営みが今後も脈々と永続的に続いていくこと、そのためのスタートラインとな

る一年だ、ったことを意図的に伝達し お互いの成長を学びあう場として設定した また成長した点に

ついては、自由記述と経済産業省が提唱している「社会人基礎力 (3つの要素/12の能力要素)Jの
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

中から、この役割を担う中で成長したと思う能力要素と今後の課題であると考える能力要素を選択し

てもらい明確化した。

【平成23年度 プリセプターシップ研修の評価】

1 .社会人基礎力の視座からみたプリセプターの成長と課題

初めてプリセプターの役割を担い、本研修に受講した看護職員に対し、経済産業省が提唱してい

る「社会人基礎力」の要素の中の成長したと思う点と課題と考える点を選択してもらった。この社

会人基礎力とは、平成 18年に経済産業省が「職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくため

に必要な基礎的な力 (3つの要素/12の能力要素)Jとして定義づけたものである。その内容を以

下に示す。

く社会人基礎カ> 3つの能力/12の能力要素

前に出す力(アクション)

主体性・働きかけ力・実行力

考え抜く力(シンキング)

課題発見力・計画力・創造力

チームで働くカ(チームワーク)

発信力・傾聴力・柔軟性・情況把握力・規律性・ストレスコントロールカ

成長した能力要素

30 

25 

20 

15 

10 

。
時や dpや ややや ややややも.や

今 4争ー移 fø-J'_~."'" Áf"'''.&~炉今 W;fy"<'w.~V .".  ~争今令 保母~. 1やや令 λ
今~

~V ，+V lf.'・J
ペ〉
:t' V 、t-r 

課題である能力要素

F

D

a
斗

司

4

n

u

n

E

F

D

a

斗

4

E

-

-

a

E

4

4

E

4

4

E

4

 

。
野6や♂ ~~'x+1>..:i..~1> ~fø~~.予必修ダポJγ「争 〆令惨 争や脅;ダ令。/

貯 f.'> 
十
V 、t
十

本研修の受講生の中で 最も多くの人が成長したと捉えている社会人基礎力は 「チームで働く力」

であり、その中でも「傾聴性」が最も多かった口逆に課題であると捉えている社会人基礎力は「前に出

す力」であり、その中の「働きかけ力」が最も多い結果であった。

2.研修の感想〈自由記述〉

研修最終日に、 「一年を通して研修で心に残ったことJ I研修で学んだことを実際に活用出来た場

面や状況J Iプリセプターの役割を担当して良かったと思うこと」を自由記述にて回答を求めた。記

述された意味の内容ごとにカテゴリー化を行った。

1 )一年聞を通して研修でI~\に残ったこと

記述は全部で 79件みられた。分析の結果、 「演習やグループ。ワークを通じた学び(38件)J I演

習の内容と実際に実践できたこと (21件)J I新人看護職員の普段は聞けない声をきけたこと (20

件)Jの3つのカテゴリーが抽出された。
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成]

2)研修で学んだことを実際に活用出来足場面や状況

記述は全部で 46件みられた。 r研修で学んだコミュニケーションスキルの活用 (18件)J rグ

ループワ}クで出された意見や他部署の取り組みの実践(13件)J r自分一人ではないという安心感

(8件)J r新人の心理的状況を考慮した関わり (4件)J r自分自身の援り返りの為に研修内容

を活用 (3件)Jの5つのカテゴリーが抽出された。最も多かった「研修で学んだコミュニケーシ

ョンスキルの活用 (18件)Jにl士、存在承認や経過承認の積極的な活用やポジティブフィードパッ

夕、効果的な伝え方など、研修で学んだスキルを実際の指導場面で多用したことが伺える記述が含

まれていた。

3)プリセプターをレて良かつだと思うこと

記述は全部で 135件みられ、全員が記述をしていた。 r自己の成長に繋がる (37件)J rプリセプ

ティの成長が嬉しい (33件)J r頼られ役に立っている実感がある (22件)J r看護師としての

自分を振り返り初心に戻れる (12件)J r先輩への感謝を再確認できる (8件)J r教育や指導の

大変さが理解できる (7件)J r周囲のことが把握できるようになる (5件)J r新な自分の一面

を発見できる (5件)J r人脈と人間関係が深まる (5件)J r過去の体験の意味付けができる (1

件)Jの9つのカテゴリ}が抽出された。自由記述の中でこの設問に対する記述が最も多く、これ

は受講生一人一人がこの役割を担う中で、肯定的な側面を理解し前向きに取り組んできた結果であ

ると推察できる。またこれらの記述は、着実に看護職として、また指導的立場になる職員としての

成長を遂げていることを示唆する内容であった。

3.まとめ

平成23年度 プリセプターシップ研修は1.学習転移モデルを援用した研修計画、 2.協調学

習による学びの促進、 3.プリセプターが自らの成長を実感出来る内容とすることを念頭に置き展

開してきた。平成 22年度の反省点である「実践での活用が困難」という内容の感砲は皆無に等し

い状況であった。ただし、人を教え育てることに関しては、数多くの困難があることや時聞を要す

ることもあり、困難感が全く払拭されているとはいえない。しかし負担感ばかりに注目がされがち

であるプリセプターの役割を通して得られるもの、その先にあるものを提示し成長できる実感を意

識してもらう研修プログラムは、プリセプターを担う看護職員にとって集合研修としての効果が発

現されたと考える。
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平成23年度成果

2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

) 【平成23年度教育指導者研修】

1 .第1回教育担当者研修〈講義・演習〉参加による教育担当者変化

1 )教育担当者とレての認識

教育担当者としての認識n=23

- ょ〈竃解していた ・少し理解していた ・ どちらともいえない・あま世理解していなかった・ 全〈理解して~\l障かった・末恒入
{で曹t::) (で曹的 (できなかった) (で曹なかっ却

役割(前)

〔後)

当院の敏育理念や〔前)

人材育成の考え方について(後}

教育担当者としての(前)

知隙・技術..努(後}

自部署に制する(前〕

教育システム上の標掴(後)

2)後輩の育成や指導

-文ル‘にそう且っていた

.損36bU唯1Mt<:
{且念唯凶

やゆがいがあ晶〈前}

【割国

自骨が蔵畢でき畠【前】

暢舎であ晶f畳〉

闘切がもて畠f前〉

(.， 

育成や指埠について(1)n=23 

-少しそう血合ていた
【且ラ1
・圭<-tヨa.，耳、畠かった
[且h塩~，)

3)感想・意見

.!!'ららと晶、走者い

・車凪λ

育成や指導について(2)rF23

・式凶=ぞう且。ていた ・少しそ号阻ヨ旬、た . !!'ちらと弘、呈I:~'
t且う) (皿ヨ1

-時代に応じて指導する体制も変化していくことが大切だとわかった。指導する側の姿勢がスタッフで遣うので、
今後は統ーをはかりたい。更に2年目からの教育の充実がとても重要だと感じた。

-新人教育は部署スタッフ全体で関わることが非常に太切なことだと感じた。「意図的に関わっていく」という言葉
が印象的(ドキッとした)だった。今後は努めて意図的に関わっていくようにしたい。

-教育担当の役割がとてもよく理解できた。現在の看護教育の扶況、看護学生、新人看護師の特性や背景が理
解でき、自分の認識を変えていかなければと思った。意図的にということの重要性をとても感じた。

-現在の学生の教育プログラムと自分が学生であった頃のギャップの大きさに篇いた。自分の考え方を衰えて、
今の教育にあった部暑での教育、新人への接し:方をしていかなければならないと思った。

-教育していくことの重要性については理解したが、自身の知識や技術が求められている肉容に追いついてい
ない。指導教育するからにはスペシャリスト並みの情報を収集しておかなければならないが、現実的には時
聞が足りない。教育のために使う時聞をどこから捻出するか難しい。

-スタッフ全員へ範の教暗育に迷体う制こにと対はす現る場認で識多をく周、ど知うさ解せ決るしこてといをけまばずよ行いいのたかい方と思っがたあ。れプばリ知セプりたタ一以外の人が
指導に関わる 法 い。今のところ
技術チェックリストなどを活用して『見学のみJr実践できる」といったレベルのことはスタッフが把握できるよう
にしているが・・.

-自分自身がうけた教育・指導と比べてしまいがちになるが、改めて時代、教育環境・課程の違いに気付かされ
た。自分自身意図的に関わるζとの大切さを学んだ。私は『箸にも棒にも・・・」の新人だった。でも先輩方に厳
しく優しく(ちょっとのことでもほめて〈れました)育てていただき今日があります。

97 



2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

2.全研修(第7回研修〉終了後の教育担当者による自己活動評価

1 )新人教育研修の目標達成や評価

平成23年度教育担当者研修では、初めて教育担当者となる各部暑の副看護師長を対象に研修を行っ

た。第 1回研修会では、看護部長、教育担当副看護部長、保健学科教員による「教育担当者の役割J i看

護教育に関する知識J r学生の理解や教育背景J iカリキュラムJ i教育評価」等、各部署における新

人看護師育成のための年間教育計画の立案に必要な知識を講義形式で聴講することで、教育担当者とし

ての知識、技術、姿勢、態度等モデル像をつかみ、 2回目以降のグループワークを通じた実践的な教育

計画立案・実施・評価活動を行うことで、教育指導者として成長することを目指した。全研修終了後の

新人教育研修の目標達成や評価では以下内容がグループワークで報告され、情報共有がされた。

• 1年間の期間を区切り達成目標を決めてプリセプターを中心に取り組んできた。技術面ではかなりス

テップアップしているが社会性などの指導が十分できていない。

-研修レポ}ト(ポ}トフォーリオの一部)を取り入れたことで、研修に対して意見やアドバイスがで

きた。

-集合教育の中で技術面はかなり修得できてきた。部署特有の看護技術についても指導はできている。

.部署特有の内容の技術は集合研修では難しいので今年度スケジューノレを立案し実施したことが良かっ

た。

-目標は年開通して概ね達成できている。徐々に重症患者も担当できるようになり先輩看護師に報告で

きるようになった。

-例年に比べて成長が早いと感じる。

・エノレダーの役割がはっきりしないところがあったが、アンケート調査の結果を参考に次年度に活かし

ていきたい。

2)ポートフォリオを活用レた新人看護職員報告一教育担当者〈教育担当副看護師長〉指導による新人

学習支援

67% 

-大いに
そう思う
・少しそう思う

-どちらとも

いえない

・あまり
そう恩わない
・全〈

そう思わない

・未配入

ポートフォリオを活用した新入学習支援

については、 77%が評価している。

評価の具体的理由は以下内容が寄せられ

た。

・目的を持って研修に臨める。研修後振り

返る機会が持てる。

・目標や課題を知ることで指導がしやすい。

・研修で何を学び、どう考えたのかわかっ

研修目標管理シートを活用した指導は新人 |てよかった。発言の少ない新人の学習支援

の学習支援に繋がるかn=39 |の手助けとなった。

-新人の学習に対する姿勢や意識を知ることができ、終了後は指導内容や修得内容をみることができ教

育に活かすことができる。

-新人は研修でのポイントを詳しく書いている。書くことで理解が深まると思う。

・新人が考えていることがわかる。その場で意見が言える。

-振り返ることの必要性が理解できたが、実際の評価は、その場にならないと把握できないと思った。

・進行度や性格的な判断力、対応力がわかるので指導に活かせると思う。
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2.各事業の実施状況と成果[新人看護師育成]

【ブリセプターシッブ研修]

例年受講生の中に、プリセプターではない職員が数名含まれているので、研修受講の前提条件として

「研修受講年度にプリセプターの役割を担う看護職員」に限定して実施する必要がある。新人看護職員

が入織してくる前に事前研修が開催されることから、このような事態が発生しているのであるが、研修

による学びや効果を期待するためには、前提条件の徹底が重要であると考える。研修の運営に関しては、

グループディスカッションや演習時間を十分確保するために、研修前に事前課題を提示し研修参加者が

自分の意見を持参した上で研修に臨むなどの対策により改善でき、より効果的な研修の運営が実現でき

るものと思われる。また研修内で発表される、各部署における新人育成に関する「知Jを研修の場のみ

で終わらせるのではなく、継続して集積していくことで、新人育成に関する当院看護部の「知」が蓄積

されていくことが考えられるのでこの点も検討課題としたい。

[教育担当者研修】

教育担当副看護師長はこれまでも、新人看護職員の集合研修やクリニカルラダ}別の研修にも教育担当

者として参加・協力をし、部署の教育や指導に活かすという役割があったが、 24年度は教育担当者自身

が、研修の企画や運営に直接的に関わり、効果的な研修を目指し集合研修と部暑での実践の連携を図る。

また新人看護職員の教育指導、プリセプターやエルダーへの支援などの活動を継続していく。
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

|(8)新人看護職員の看護技術修得強化(看護実践力シミュレーション・トレー二ング)I 

新人看護職員の看護実践能力向上の自己学習環境の 1っとして看護実践力シミュレーション・トレー

ニングを提供している。トレーニングは当プロジェクト専属インストラクタ一指導のもと、シミュレー

ターを活用した演習を行うことで、看護技術実践の振り返りや実践経験のない看護技術を演習し、看護

実践の向上に役立てるものである。

実施内容

昨年度より開始した「シミュレーターを活用した看護技術自主演習」の実施状況や利用者のアンケー

ト結果を検討し、今年度より「看護実践カシミュレーション・トレーニング」と改名した上で提供する。

昨年度参加実績や、参加希望の多かった日勤後参加できるよう、トレーニング可能な時間帯を曜日限定

で拡大した。

ジミュレーション・トレ一二ンヲ
目的 :看護暗員が、自主的に医費用シミュレーターを周いて学
習することによコて、臨床の看護実躍力の定着・向上
目指すe

苅象 :全看護職員

窟所 :スキルトレーニンゲセンター

日時 :月.2kの10:(泊""_'1，7:00金の10:(泊 ...._，19:α〉
1回1コースにつき1時間の学習

人数 :同コース3人まで司 (事国インストラクター1名のもと〉

学習費用 :トレー二ング4暗固まで有料

演習内容についても需要に応じて改編、更にフィジカルアセスメントに関しては、患者の状態をアセ

スメントした上で、必要に応じた処置を講じた上で報告までを行うシミュレーション形式でトレーニン

グする「患者急変対応コース」を増設した。このコースを全て終了した者には「修了証」を授与した。

【平成22年度演習項目】

【演習可能な看護技術項目】

Aコース(①静脈注射②採血)

Bコース(①皮下注射②筋肉注射③中心静脈注射ケア)

cコース(①体位変換②寝衣交換③全身清拭④部分浴⑤洗髪
⑥口腔肉の清潔⑦義歯の脱着)

Dコース(①導尿@漉腸③腸洗浄④摘便⑤直腸内与薬
⑥人工匹門のケア)

Eコース(任灘素吸入②気管内切開患者のケア③胃憲
④経管栄養:経鼻胃カテーテル)

Fコース(①IAED(I)心肺蘇生)

Gコース(①フィジカルアセスメント)
※基本的に1回の自主演習で1コースについて演習・指導

(但し希望によりコース肉項目の削除・追加は相談応)

※基本的に1回1コースのトレーニングが可能
~， !~~~~.?~):~~~花プロジェクト (コース肉項目の削除・追加は予約時相談応)
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

平成23年度成果

シミュレーション・トレーニングや各種集合研修に活用しているクリニカルスキルトレーニングセン

ターを管理している医療系統合教育研究センター教員、事務員との連携により、シミュレーターを活用

しやすいよう保管・整備した。また看護部入職時研修よりシミュレーション・トレーニングについての

広報を行い、院内の実践報告会では実際にシミュレーターを披露し参加の呼びかけを行って、利用拡大

を図った。

【23年度利用者累計数 (4/1-2/29)】

【部署別利用者数】 【トレーニング項目別利用者数】

部署名 人数(人) トレ一一ング項目 1年目 2....4年目 5年目以降 計(人)
ウエストウィング 35 静脈注射 。 3 。 3 
南棟5階-1 3 採血 3 。 4 
南棟5階-2 2 皮下注射 7 3 11 
|南棟7階-2 13 筋肉内注射 8 3 12 
南棟8階 cvc挿入部ケア 3 5 
|南棟11階 7 体位変換 。 。
北棟6階-2 寝衣交換 。 。
北棟7階ー1 9 全身清拭 。 。
北棟7階-2 4 部分浴 。 。 。 。
北棟8階一1 2 洗髪 。 。 。 。
北棟8階-2 10 導尿 6 2 3 11 
北棟10階 2 尿道留置カナ---T)J;挿λ 6 4 3 13 
北棟11階 13 涜腸 3 。 4 
総合外来 11 摘便 3 。 。 3 
合計 113 直腸内与薬 。 。 。 。
【経験年数別利用者数】 人工虹門のケア 。 2 3 

酸素吸入 。 3 。 3 
経験年数 口轟腔・気管内吸引 6 5 3 14 

1年目 27 経管栄養 2 4 7 
2年目 22 フィジカル(呼吸) 3 11 11 26 
3年目 17 フィジカル(循環) 3 14 7 24 
4年目 6 心電図・+ー誘導 2 13 18 33 
5年目 7 AED.心肺蘇生 2 3 6 
6年目以降 34 急変対応総合 。 。 2 2 
計(人) 113 合計(人) 55 75 56 187 
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

【アンケート結果】 22年度 (6/1-3/31n=65)と23年度 (4/1-2/29n=63)の比較

トレーニング利用時間

。10 20 30 40 50 

その他(日夜勤勤終終夜了休勤了後後前日)・IVF・| I 
.22年度

.23年度

トレーニング時開設定

。 20 40 

短い

妥当である

長い

インストラクターの指導

。 20 60 40 
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.22年度

・23年度

80 

.22年度

・23年度

トレーニング日時設定

o 10 20 30 40 50 

少ない .22年度

・23年度

60 

.22年度

・23年度

80 

.22年度

・23年度

トレーニング利用動機(複数回答可)

o 10 20 30 40 50 

自らの希望

プリセプターと話し合って

師長・副師長に言われて

今後の利用希望

。 20 40 60 

行いたいと思う

どちらでもよい

行いたくない

.22年度

・23年度

80 

.22年度

現在のままでよい

多い

トレーニング料金

。 20 40 

.22年度

・23年度

.23年度 | 人工呼吸器管理 死後の処置・・・等

トレーニング物品

。 20 60 

トレーニング実施直後の意見・感想より

楽しかった、分かりやすかった、勉強になった、有意義だった:41件

-とても分かりやすかったです。自分の振り返りとしてシミュレーション・トレーニングをして良かっ

たです。

課題が明確になった、質問しやすく疑問点が解決した:13件

-病棟ではゆっくりと時聞をとって指導が受けられず、質問しづらい時もありますが、沢山質問できて

良かったです。

40 

実践への役立ち

o 10 20 30 40 50 60 

とても役立った

役立った

あまり役立たなかった

全く役立たなかった

※導入して欲しいトレーニング項目

気管内挿管介助

腹水・胸水穿刺時の介助
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2.各事業の実施状況と成果【新人看護師育成】

学習意欲が高まった、実践へ活かしたい、役立った、:10件

・苦手意識のあることに意欲をもてる機会になりました。すぐ実践できなくても太切にしたいです。ど

んどんこのトレーニングを病棟スタッフに広げたいと思いました。

皮下注射を安定して慌てずに出来るようになった (1年目)

筋肉注射時の観察・確認を注意して行うようになった (1年目)

吸引前に注意して確認することをしっかり確認して行えるようになった。 (1年目)

尿道留置力テーテル挿入時の観察ができるようになった (2年目)

呼吸音聴取や呼吸状態の観察を注意して行うようになった (3年目・ 20年目・ 33年目)

心電図モニター使用時、波形を注意してみるようになった (3年目・4年目・ 26年目)

おかしいなと思う ζとがあったら自ら呼吸・循環のアセスメントを行うようになった (1年目・7年目)

平成23年4月から 2月末時点の延べトレーニング時間は 154時間、今年度新規利用者は66名、更に

2回以上のトレーニング利用者は22名で約33%のリピート率となっており、昨年度(約 25%) と比較

すると 8%上昇している。またトレーニング後のアンケート調査より、今年度は金曜日を日勤後もトレ

ーニングできるよう時聞を拡大したために、その枠で43%の利用が見られ、演習日時設定の満足度も昨

年より上昇している。更に参加者全員が実践へ役立つたと答えており、トレーニング内容の満足度も高

く、トレーニングの利用動機も昨年度では45%が「自らの希望」であったが、今年度は63%へ上昇し

ている。これらの結果よりシミュレーション・トレーニングが徐々に周知され、意欲を持って実践力向

上を目指す自律した職員が増えてきていることが推測される。また、部署より新人看護職員の看護技術

修得に関する相談を受け、部署に出向いて看護師長や副看護師長より情報収集し、臨床現場での状況を

把握、トレーニングで不得意とする看護実践項目を個人の実践力に応じて補完し、精神面のフォローも

実施した例や、実践で起きた事象を共に振り返り、基本に戻ってトレーニングを実施した例もあった。

(平成岬度の方向性課題)

平成23年度は、演習提供できる時間の拡大、フィジカルアセスメントの細分化とシミュレーション

形式での演習等の改編を行った結果、参加者満足度 ・看護実践力両方の向上に貢献するトレーニング内

容となった。トレーニングの提供開始から 2か年が経過し、シミュレーション・トレーニングや専属イ

ンストラクターの活動は浸透しつつあり、各部署での Q]Tでは体験や演習できない看護技術の補完や育

成相談先として、重要な役割をこのトレーニングや専属インストラクターは担っている。意欲的な参加

者ニーズに対応するためにも、今後トレーニング内容の拡充に努める。特に、演習希望の多かった九州

大学看護職員看護技術修得度の低い「患者急変対応コースの強イ包」を図る。また、個別に相談を受けて

いる「トレーニングの企画・実施方法を、各部署で計画している新人育成プログラムの参考にしたい」

という要望に対応し、シミュレーション・トレーニングと各部署の新人育成プログラムとを融合させ、

「部署教育一集合教育ーシミュレーション・トレーニングによる自己鍛練」が横断的に連携し、新人育成

や、育成を担うスタップの指導力向上に役立てる。

専属インストラクターは、指導者としての資質向上に向けて、様々な学会活動にも積極的に参加して

いるが、九州大学病院での看護ケア指導を精錬するため、認定看護師による院内認定看護師育成プログ

ラムに参加し、指導方法を学び、院内で統ーした指導・後輩育成に努める。

また、本プロジェクトの成果を広く地域へ浸透させるためにも、院内看護職員だけでなく、看護学生

や院外看護職員に向けてシミュレーション・トレーニングを企画・準備を行い、受け入れ態勢を整える。
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2.各事業の実施状況と成果【実習指導者育成】

【基本的看護実践能力育成プログラム】

4〉実習指導者育成プログラム

平成23年度実施計画・実施内容

平成23年度各部署で初めて臨地実習指導者となる看護職員 28名を対象に九州大学保健学科看護学専

攻教員及び教育学部教員と協同で実習指導者研修会を開催する。

【実習指導者研修会開催目的】

・看護教育における実習の意義及び実習指導者としての役割を理解し効果的な実習指導ができるよう

必要な知識を習得する.

・自己の看護観の再構築と実習指導者像の形成を目指す

【平成23年度九州太学病院実習指導者研修会年間スケジュール】

回劉月日|科目 講師 目標および内容

ガイダンス | ①実習指導者研修会の目的・目標・意義を理解する
実習指導者経験談 実川習本指利導恵者子経教験授者 (実習おi導者のモチベーションを高めるためのグ、ループワークを行う)

(<)~'Jノヤ、 ②実習指導者としてロールモデルをもち，実習指導に対する自己の考えを構築する
5月25日 |ぃ~d布/

(水) I 看護師の教育課程について，その概要を指定規則・指導要領の視点から学び，

看護教育課程 実習指導につなげる
実習指導の原理 川本利恵子教授 ・看護教育課程(指定規則，指導要領，手引きなど)

教育計画とその内容

学習の理論や形態について理解する

-学習理論と教育方法
教育方法① ・様々な学習場面と教師の役割

6月7日 田上哲准教授 ・学習意欲と学習の指導・支援
(火)

教育の具体的実践について理解する

教育方法② ・教育の計画・実施・評価と人間理解

-教育実践における学習者と教師

実習評価の意義と方法を理解する.さらに実習指導の際に用いる評価用具について

理解する

意義と方法

・評価用具の長所と短所

)日記F 藤野成美講師 |カンファレンスの意義や方法を理解する

-効果的な実習カンファレンス

11月1日

(火)

2月29日
6 I 
(水)

元兼正浩准教授

人間の発達と教育課程における心理的な特徴について，青年期を中心として理解する

学習の理論やプロセスを心理学的側面より理解する

看護と教育の異同について理解し，教育の原理から組織経営へという視野の拡大をめざす

看護と教育，看護教育制度，看護師・教師の専門職性，教育とは何か，

人間の可塑性，生涯学習社会への移行，非営利組織の原理，

マネジメントマインド， リーガルマインド，等

看護過程 | 長家智子准教授 |看護過程各段階における指導のポイント

実習指導計画 新小田春美准教授

まとめ
教育担当

実習指導の進め方について理解する

実習指導計画・指導案の意義

学生が担当する患者の選定・決定

看護実践場面を通じた指導・助言・評価

実習指導についての総括

-意見交換(グループワーク)

【研修会タイムスケジュール】

13 : 00""'-'14 : 00 

14 : 00""'-'14 : 10 

14 : 10""'-'15 : 10 

15 : 10""'-'15 : 20 

15 :20""'-'16 :30 

合計

前半講義 (60分)

休憩

後半講義 (60分)

休憩

グループワーク (70分)

3時間 30分

1年間合計 21時間
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2.各事業の実施状況と成果【実習指導者育成】

第1回 実習指導者研修会の様子 第6回 最終回「まとめ」発表の様子

実習指導者経験談 川本利恵子教授講義

【 平成23年度実習指導者研修会の評価 】

平成23年度における研修会は、平成 22年度の本研修に対する受講生の満足度が高かったことから、

昨年と同様に講義とグループワークを取り入れた構成で、年間を通じ 6回にわたり開催した。本研修の

評価は、受講生を対象とした自記式質問紙調査と最終回の発表内容を総合して行った。質問紙の内容は

1.研修会の運営や内容、 2.実習指導に関する認識と知識の変化の有無、 3.教師効力尺度、 4.感想、(自由

記述)である。以下にその内容を示す。

1 .研修会の運営に関する評価

研修会の運営について、平成 21年度~平成 23年度ごとの評価結果を以下に示す。

再司事台目寺再司(H21)

再司事台目寺再司(H22)

再司事台目寺再司(H23)

萄牙僧吾目寺再司(H21)

奇牙侮毎日寺再司(H22)

石牙侮毎日寺再司(H23)

時司偉量接頁居室(H21)

時司偉量家頁居室(H22)

時司偉量接頁居室(H23)

0%  20%  

研修の運営について

40%  60%  80%  100%  

圃 非常に満足 圃 満足 圃 どちらでもない 圃 不満足 圃 非常に不満足

Kruskal-Wallis test (Scheffe) 本 p<_05 事事p<_01

「開始時間J I研修の時間J I開催頻度」のいずれにおいても、年度を追うごとに満足度が向上して

いた。開催頻度は6割を超える者が満足と回答していたが、頻度に関して研修の感想レポートにおいて、

いくつかの意見が記載されていたためこの点は後述する口

グループワークや教育学の講義について

1I  I I I I I I I I I 
看護以外の教育学に聞する講義について E ーーー

七上上上上上上上上上」
グループ『フークによるメンバーとの情報共有について 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃

0%  10% 20% 30% 40予{， 50予{， 60% 70予{， 80予{， 90争{， 100争4

-非常に満足 ・満足 ・ どちらでもない ・ 不満足 ・ 非常に不満足

また、今年度は「グループ。ワークによるメンバーとの情報共有」や「看護以外の教育学の講義」に

ついて質問したところ、 8割以上の受講生が満足しているという結果であった。
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2.各事業の実施状況と成果【実習指導者育成】

2.実習指導に関する認識と知識の変化

本研修の受講生を対象に、研修が開始する前(平成23年 5月)と研修終了後(平成24年2月)に質

問紙調査を実施し、実習指導に関する認識と知識の変化の有無について調査した。

1)実習指導に関する認識

本研修の受講生は、一年間の研修と実践を通して、臨地実習には教育的な意義があること、実習指

導者には重要な役割があること、学生の指導を行う事は当然の義務であること、実習指導に関して自

分に必要な能力、実習指導は自己の成長の機会になっていること、などの認識が向上していることが

明らかとなった。また実習指導者の役割を担う前(研修受講前)に比べて、否定的な感情(憂欝感・不

安感)が有意に減少していた。

実習指導に闘する盟昆(研修前後の比較)

実習は教育的な意穣がある(前)

実習は教育的な意書量がある(後)

指導者は重要な役割がある{前)

指事者は重要な役割がある{後}

指噂は当然の穣務である(前)

指事は当然の義務である(後)

研修は意義がある{前)

研修は意義がある{後〉

自分に必要な能力を理解している(前)

自分に必要な能力を理解している(後)

成長できる様会である(前)

成長できる栂会である(後)

研修以外でも学習していきたい{前)

研修以外でも学習した{船

学生と関わることが楽しみである(前)

学生と関わることが楽しみである(後)

責任が重いので憂穆である{前)

責任が重いので憂'である{後)

指場事者の役割を担うのは不安である{前)

指導者の役割を担うのは不安である{後)

N=27 

.，
 
.，
 
.，
 

「
E
E
」

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

-太いにそう思う ・そう思う ・どちらともいえない ・そう恩わない ・全くそう恩わない ・未阻入

対応のないt検定 本1)(.05 榊 pく.01 判事p<.OOl
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2.各事業の実施状況と成果【実習指導者育成】

2)実習指導に閲する知識

実習指導に関する知識に関して理解度をたずねたところ、すべての項目において有意に (p<.0001)

理解度が上昇していることが明らかとなった。しかし、 「看護過程の指導のポイント」と「指導案作

成の方法」に関しては、研修後も理解が得られた者は約6割未満にとどまっており、平成22年度も

同様の傾向を示していることから、これらの項目の理解度が得られるよう検討する必要があると考え

る。

指喝事者の役割倒的

指導者の役割{後}

研修の目的・意.，前1

研修の目的・意‘{後}

現在の教育現種情的

現在の教育課程(後}

教育的な闘わり方{前}

教育的な関わり方(後}

実習における評価の意稽・方法倒的

実習における評価の意畿・方法{後}

実習におけるカンファレンスの意健・方法t前}

実習におけるカンフアレンスの意‘-方法(後}

現代の学生を理解するために必要な知醜川町

現代の学生を理解するために必要な知誠{後}

看憧過程の指導のポイント{前}

看霞過程の指導のポイント{後}

指噂東作成の方法{前}

指導案作成の方法{後}

実習指導に聞する知蹄〈研修前後の比較)
N=27 
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申1)(.05 申申1)(.01 串本申p<.001

3. 臨地実習に刻する教師到力尺度

本研修会の受講生が、初めて実習指導者としての役割を担い実践していく中で「臨地実習における

学生の学習にどの程度効果的な影響を及ぼすことができるかという信念」に関する変化の有無を明ら

かにするために「臨地実習に対する教師効力尺度(坪井ら J 2001) Jを用い、研修前後における比較

を行った。実習指導に対する教師効力尺度 28項目を 4件法で測定し、合算したものを教師効力得点

とし、さらに下位因子別に比較を行った。
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2.各事業の実施状況と成果【実習指導者育成】

ョーE 高野咽.宵tr唖.'~if吉 Eす.150唖民自市安宿 ::b~弓~.....oコ'宮，.

豆拝金勾4圃E 唱圃1l.!J・H 画書;;; N=27  

E掴噛主唱吉町布哩"...，.]

有野咽..官官

高野令歯医喧-=

72.77 

86.12 

由寸~O::>右主L、叫食~

8.32 

7.19 
ロ<.0001

事量 有野0・F宵町喧RI二草SIナ~唾園陸自市実地 ::b~宅~J:由~0::>___"'1:立E旦弓子男U".aoI昆帯宙皇畏
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E或ヨユtτPヲr~ュ_，~看E書院宣唱Ii:~~~自信日

高野引.宵町 ・2.19 2.28 

高野引.事園t 16.07 1.74 

E司雷置重ヨ健民禽宵邑::b 看E-J'舌F司司~喧!r~自 f冒ヨ

高野咽由吾首町
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石野咽.壇画監 官2.31
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p<.ロロ01
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「教師刻力」結果まとめ

本研修会の受講生は、研修会

に参加し、実習指導を実践レて

いく中で、研修後には有意に教

師刻力が上昇レ (pく∞1)、7
つの下位因子についても全ての

項目で有意に得点が上昇してい

た(0<.05)。

4. 実習指導者が研修で獲得した知識を活用した指導揚面〈指導内容〉

平成22年度と同様に、研修会の最終回は 1年間の総括として「講義を受講して得られた知識の振

り返り」と「得られた知識をどのような場面で、どのように活用したかという点についてグループ討

議を行い発表を行った。次頁の表は、発表された内容の一部である。

5.実習指導者研修会を終えての感想

以下は、実習指導者研修会の終了日に行ったアンケートの自由記載欄に記載された内容の一部である。
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2.各事業の実施状況と成果【実習指導者育成】

-講義を受講して得られた知識の振り返りと活用場面(活用内容)

科目 1..で得られた知埠・印象に揖っている肉容| 喪臨に活用した場面や指導肉曹

1-カリキュラムの変更 卜どーまで学んだかを確包する

看瞳教育陣程 卜書風看置ではな〈“看置輔"を学んだ学生 卜学習資料を蝿供する

..~芋調周O'.>'~垣量

lili曹E担"'.0'.>冨平4商

カンフ7レンスの
指導方法

事k咽菅周E湿E
lili曹曹担!U.O'.>D震垣璽

ヲ皇官膏司E週J.M JiII

相町筒E量量畢亘

教育方法

園理E恒量生量E鋼管αコ尋!;_~H"周Eαヨ場司書量4包

-聖士重量刊宵""0'.>置IH包
プロセスを省き連〈ー楽に

-自分の塑E持ちを理解できない、表現できない

.憎む完が乏しい

(.=..' 

写 f ポジテイカ「ド'竺二五三う

手 f 傾曜と闘槍づけ←~こう
『掴喝事者の4圃性を出して良い」

宥瞳の専門珊削ま多樺な価値檀を持つ人を対象tζ
するので、自己の専門知蝿だけでは植韓な問圃
を解旗することは困難である。 E幅広い教書と高虚
な告倫理E・rrr::.;!J邑づく判開fカを謁邑めら;h.てし、る.

(臨床実習の目的》

・宥檀f二対する闘心、意欲を高める

・聞わりを量量じて対.. を理E借草することを学$.

-宥置の専門的思考過程としての看檀過程在展開
する軽量禽をもっ

-.e.:舗の主主術項目は出来るだtナ糧E食させる

-ほめて育てる

圃目立事力宇唱E昼食

-個男'川主を考慮する

-.，芭問'ーる

・個々に合わせたヨミユZ ケーーション

①『目的』や『志田』を雷語化してもらう.
cz)学生にとって恒が重要か.学生の心を惹き・つけるか.
@ポジティヲなフィードパ型タを意臓して揖喝事を行う.でき
ている師分は宮町薫にして伝える.

ール評価の時『二過度な緊張を与えずに閏わりを持つ己とがで
きた.処置や弔問直計聞の場面において.

"*1.姶，ごは掌生主体
温窓E貝見.rは志吾否壬兎定E
る.掴意E見をまとめる一→+噌曳気Eて角~の噂き
自分の体蹟を衰えて、看瞳観巷対云える.自分・の眉目昼過程
を伝える。→学生の聞の失民主やまちがいはOK

《学習活動を促進する裏固.，
申個司A、事幸信主
圃なかなか積極的『二.IIl幸町ζ聞わっていけない学生t二は患
者と学生がうま〈聞われるよう聞伺昼間整を行う.
申司吾ヲー，司E一一三，ョュ，
・官官固できていなかったところができたらほめる
.良い気づきをした時ほめる
申宇習の転移
・患者の反応に戸惑った時は実生活に置き換えて考えさ
せる
申 v号首ィ司、^(畠障面帽主食窟昆〉 司E薗官v対膏一一ト四3圭IIUil
申宇習環境
-.IIl者と学当三の聞をとりもっ
-学生から希望があれば書痛の貸出をする
・カルテからの情報だけでなιなるベ〈患者のところへ行
き制町輔M又鋪l"1Jーる
ー病棟の雰囲気、スタッフの阻度『二liiiHI置する
申学習方法
-一つ一つの橿勘前には目的や方法‘必要鞠晶をまずロ
聞で質問する
申学習圃...
-~量重香E耳，UIうえ~1.、。-..)、-..)、α) :;1::11:二世旨#ヲ1t宅ご'::S-)レ巷~~
める
申&fJl傭冒・分画己
-苦手なことは人形を使って融曹〈新生児の入浴等〉
申その他
・望号膏縄開J.著書』説書宇のスタセジヲとも聞わってもらい靖国Fえる場島
直Zを地.母>T

.... 目的を念頭『二置きながら・・・

・噌畠当=.0:コ到適量レへ・』レtζ吾自r:.tヲ1tて揖量調事骨rJillをnてまと
・スタッフ、教員とも連慣して抱擁することを，[:，.掛けた

。帥事例，
-患者指噂のためのパンフレvト作成時に患者さんのニー
ズ tこ合った向層別こなってL、なかった

‘' ・学生が得ている情報の確包

リ電ンフレ型ト作成時tこ至ったアセスメントの確盟..... 
・学生fこ情報担集やアセスメントについてのアド，電イスを
ず干し、個別性を踏まえた，電ンフv-;.tトを作成できた
草生の考えを確置Eし、なぜそのようr::.宥えたのかを聞き出
す三とで、血者のニードに即した看誼過程を実蹟するζ と
ができた.

(!II且客..修司E

外，邑的動機付け

司色曹E重量魯昆
-ーー-ー-ー

--，.温択は草生主体で行っている

内発的動横付Iサ 1-洗鍵
-賞罰 ・興暗闇.[:，.

-粛.ofj匙 ・華町肯Ii!.

・耳竜宮号量白羽睡 ・週E民!tJIIJ視睡

噌色奮寄掴E省"0'.>事量事寺・『司」ニ

E参学生が失敗

=0>肩棟で普局tf予っている方法を教え、学生はできるように
なった.
=。学金三とともに方法tこついて考え‘実昆ーする方がよかっ
た.

自由記述の内容からは、初めて実習指導者という役割を担う事になり、不安で一杯であったが研修会

に参加し、講義の受講やグループワークのディスカッションを通じて、臨地実習に関する知識の整理や

獲得を行うことで不安が軽減している様子が伺えた。また研修会の内容に関しては、現代の青年期の心

理や教育原理・教育方法、現在の看護教育課程など、実際の臨地実習指導に関わる内容のみならず、臨

地実習を取り巻く多角的な視点から構成され、系統立てられた教育カリキュラムに対する満足感が非常

に高く 、全体的に好評価を得ていた。 また開催頻度については、一年間を通じ、定期的に開催されたこ

とに対する満足感があるという意見と、看護学生を受け入れる前に講義を全部受講しておきたいという

意見に分かれていた。
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2.各事業の実施状況と成果【実習指導者育成]

平成23年度成果

半成23年度各部署で初めて樋地実習指導者となる看護職員 28名を対象に九州大学保健学科看護学専

攻教員及び教育学部教員と協同で実習指導者研修会を開催し、路地実習指導者を育成することができた。

育成された実習指導者は、一年間を通じて研修会に参加しながら臨地実習指導を実践する中で、臨地実

習に関する認識が肯定的に変容し、知識や自信の向上がみられていることから、実習指導者研修会の効

果が確認された。

|平成岬度の方向性課題)

毎年、初めて実習指導者の役割を担う事になる看護職員が存在することから、継続して実習指導者研

修会を実施していく予定である。実習指導者研修会の教育カリキュラム内容や研修の運営については、

九州大学保健学科看護学専攻教員とともに再検討をする予定である。
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2.各事業の実施状況と成果【実習指導要項開発】

5)実習指導要項開発プログラム

平成23年度実施計画

平成 22年度より開催している実習指導者会議において実習指導要項を作成し、平成 23年 10月から

の看護学臨地実習で運用を始める。

実施内容

1. 九州大学病院における実習指導者会議

(目的)

九州大学病院看護部における実習指導者会議は、当院を実習病院とする九州大学医学部保健学科看

護学専攻及び他大学の教育カリキュラムに基づき、実習内容及び実習指導に関する事項について研究

討議し、併せて実習指導者の相互の研鎖により資質の向上を図ることを目的とする。

(構成員)

(1) 看護部長

(2) 教育担当副看護部長

(3) 教育看護師長・副看護師長

(4) 教育委員会看護師長

(5) 教育担当副看護師長

(6) 実習指導者

(7) 看護キャリアセンター看護師

(8) 保健学科看護学専攻教員

(会議の開催)

原則として毎月第4金曜日 (14:00""'" 15: 00) 

2.今年度の活動内容

1) 平成 23年度「実習指導要項」が完成し、第 6回実習指導者会議(平成 23年 9月 16日)にお

いて配布を行った。 I実習指導要項」の内容については次頁を参照。

2) 平成 23年 10月から開始される看護学臨地実習において運用を開始している。

3) I実習指導要項」の効果的な運用を図るための具体案について意見交換を行い、積極的な活用

を推進している段階である。

4) 平成 23年度終了時には、 「実習指導要項」使用後の意見や感想、を総括し、平成 24年版への改

定に向けて取り組む予定である。

eee@⑪~ 

看護学生

J Rら
苫三 看

言付 言
看
護
教
員

看護部
医学部
保健学科

実習指導者会議の開催(実習指導要項作成)

九州大学病院実習指導者育成研修会の実施

看護教育運営委員会
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2.各事業の実施状況と成果【実習指導要項開発】

平成23年度成果

【平成23年度実習指導要項の内容】

目次

I 九州大学病院における実習指導
E 臨地実習における役割
1 実習指導者(専任〉 ・病棟スタッフ・管理者・教員の役割
2 実習時期別の教員・実習指導者〈専任〉 ・病棟スタッフの役割

E 保健学科の『看護基本技術』到達目標と実習で経験出来る該当部署のマトリックス
N 基礎看護学実習 I 
1 実習目標・行動目標・実習内容
1 ) 外来
2) 病棟

V 基礎看護学実習 E 
1 実習目標・行動目標・実習内容

VI 成人・老年看護学実習
【急性期看護学実習】
1 受け持たせたい患者と経験させたい処置・検査
2 実習目標・行動目標・実習内容
1 ) 病棟
2) C C U 
3) 手術部
4) ICU/赦命ICU

【慢性期看護学実習】
1 受け持たせたい患者と経験させたい処置・検査
2 実習目標・行動目標・実習内容
1 ) 病棟
2) K C U 
3) 外来化学療法室

VII 小児看護学実習
1 受け持たせたい患者と経験させたい処置・検査
2 実習目標・行動目標・実習内容
1 ) 病棟
2) N ICU / G C U (半日・ 2週間〉

四 母性看護学実習
1 受け持たせたい患者と経験させたい処置・検査
2 実習目標・行動目標・実習内容

医 精神看護学実習
1 受け持たせたい患者と経験させたい処置・検査
2 実習目標・行動目標・実習内容

X 悶産学実習〈選択コース〉
1 受け持たせたい患者と経験させたい処置・検査
2 実習目標・行動目標・実習内容
1 ) 病棟
2) NI C U/GCU(1日〉・実習指導者会議規定・平成23年度 実習指導者会議構成員一覧

《実習指導要項の外観》 表紙 裏表紙

|実習指導要項|

2011 

九州大学病院看纏部
l..6 I 

112 

A4サイズ・両面印刷にて合計76ペー

ジ(はじめに及び目次を含む)。

透明ルーパーファイルを使用しファ

イリングしている。

病院内の全部署と九州大学保健学科

に配布しているが、 PDF化した全文を

eーラーニングIこアップロードしてお

り職員はいつでも閲覧・出力が可能。



2.各事業の実施状況と成果【実習指導要項開発】

【実習指導要項に関するアンケー卜調査】

今年度より運用を開始している「平成23年 実習指導要項」に関する活用状況と改善点や課題につ

いて現状を把握し、次年度に向けた改訂の際の基礎資料とすることを目的として、平成23年度におけ

る当院の実習指導者72名を対象に、実習指導要項の活用に関するアンケート調査を平成24年2月に実

施した。質問の内容は、1.実習指導要項の存在について、 2.実習指導要項の活用の有無と程度、 3.実習

指導要項を活用したことによる実習指導上の変化について、 4.感想や意見(自由記載)である。

*結果

実習指導者71名より回答を得た(回収率98.6先)。

1.実習指導要項の存在について

回答者全員が実習指導要項の存在を知っていると回答していた。

2.実習指導要項の活用の有無と程度

実習指導要項の内容ごとに、活用の程度について4段階で回答を求めた。

各領域の実習目標・行動目標・実習内容

各領域の受け持たせたい患者と経験させたい処置・検査

看E質基本技術到遺目標と実習で経蹟出来る該当部署

実習指司事者・病棟スタッフ・管理者・教員の役割の表

実習時期別の敏員・実習指導者・病被スタッフの役割の園

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

-多いに活用した ・まあまあ活用した ・あまり活用しなかった ・活用しなかった N=71 

最も活用されている項目は、 「各領域における実習目標・行動目標・実習内容」であった。一方、

最も活用されていない項目は「実習時期別の教員・実習指導者・病棟スタップの役割の図」であった。

3実習指導要項を活用したことによる実習指導上の蛮化

実習指導要項が完成し、実際に活用したことで現れたと思われる実習指導上の変化について4段階

で回答を求めた。

0%  10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

具体的な翼宮内容の明確化

看護技術体蹟の積極的な促進

実習指噂の不安の軽濡

役割の明確化による負担の軽漏

スタッフの協力の揖舎の増加

-とてもそう思う ・そう思う ・そう恩わない ・全くそう恩わない ・呆記入 N=71 

最も変化したこととして、回答者の約8割以上が「実習内容が明確になった」と回答していた。続

いて「看護技術体験の積極的な促進」が図られるようになったと回答している者も約8割近く存在し

ていた。また、約半数の者は、「実習指導に関する不安の軽減」と「役割の明確化による負担の軽減」

につながったとしていた。 rスタッフの協力機会の増加」は、約4割にとどまっていた。
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2.各事業の実施状況と成果【実習指導要項開発]

4実習指導要項を活用した場面や活用レなかった理由

1)実習指導要項を活用した状況や場面について (自由記述の一部抜粋〉

今まで腰昧だったものが文章化されて明確になったので各役割のス事ッフに仕事を依頼しやすかった。実際に技術をしてもらう上でど

こまでやらせてよいのかが分かりやすかった.

書量樟ス者ッフに提申した。協力が得やす〈なった。

受け持たせたい患者圃経験させたい処置圃検査は明確なところを理解していなかったので援助してもらう前にどこまで学生が可能なの

語、チエッイ?を行う事ができた@

大学側が握事した実習目概圃行動目標をもとに作成されているのでどのようなことを指講すればよいかや注意点が理解しやすかった。

何壷経験してもらったらよいのかが分かりやす〈参考になった。

ホワイトボードに提示L全ス事ッ7がいつでも確認で曹晶ようになっている。実習時の宥瞳技術項目や実習評価の参考に使用した。

実習指導を行うのが初めてだったので、学生が実習に来品前に具体的な役割行動がわかったのがよかった。看櫨技術や援助を行う際に

指根にで幸役立った.患者選定の時にも役立った.指導や学生の関わり方について知晶ことがで曹参考になった。

分担がわかると相談や報告をしやすい。マトリッヲえや経験させたい処置圃検査は一覧になっているのでわかりやすかった。

要項の実習肉容をみて、どのような目標をもって実習に臨むのか把握する必要があ晶と患った.

積棟ス'Jッ7は主に実習中の役割をみて学生由情報や意見を提供して〈れた。実習前、実習終了後も指導者における役割があることを

確認した.

見事ッフへの依頼の際に活用。学生が希望する処置の確認(対応)に活用。指導の要点の確認に活用した。

患者さんへ受け持ちを依頼すると曹や受け持ち患者選定の際の参考になった.

師長やス'Jッ71ζ依頼すベ脅か迷うと曹、見学曲、実施fJ'、迷うと曹に見直すことがで曹た。で書るだけ経験出来る項目は経験出来るよう

に閥聾できた.喪習前・中に目標を確認し指導にあたることができた。

到達自棋に関してはどこまで到達させてよいのか確認する際に活用出来た.病槙の特掠性でも晶ると思うので積極的に活用した.

実習指導者として病棟ス事ツフとどのような役割で実習者がスムーズに実習を行えるようにするために活用した。マトリッ?スは当部

署で経験出来る項目が少ないので実習生が経験出来るように活用しています.大部分が見学実習であるため体験実習については全員が

軽量産出来るようにしています。

短期聞の実習であるため目標が到達できるように確認し活用しています。

実習前に病棟で見事ッフに見せて実習指導要項の活用や実習への協力を伝えた。翌日のケア剛検査などを照らし合わせ実習期間肉に経

験させるべ曹肉容を整理で曹た。

2)実習指導要項を活用レなかった理由について(自由記述の一部抜粋〕
院内研修で「実習指導者の役割Jについて考える機会があり、ある程度理解していたため、あまり活用していなかった@

経験させたい処置圃検査は実習担当者は肉容を熟知していたので、あえてみる』とがなかった。

何年か続けて実習指導者になっていたため大まかな把握ができていたためe

参考にはなるが実際は学生の考えをまとめる」とで精一杯。経験させたい処置闘検査は実習期間中に経験になる症例が

いなかったので活用しなかった。

ある程度頭に入っていたので役割の表や圏、あまり活用しなかった@経験させたい処置剛検査は要項を作成するときに

実習指導者聞で話し合っており共通認識がすでにあったのであまり活用しなかったe

病糠ス告ッフに任せることがないため活用しなかったa 経験出来る該当部暑のマトリッ'Jスもその時有で実施できる技

術は様有であり結局その都度保健学科の先生方に聞いて行っていたのであまり活用していないa

5感想や意見等 〈自由記述の一部抜粋〉
学生，、の関わり方がより明確になった。

実施させてよい看護行為させてはいけない行為が一目で分かりやす〈なった。

要項ができたことで各病樟での役割が明確になったことで指導者が行うこと、また看護師長、冒l師長、病棟見事ッフまでの役割在確認
できた。

明確でないことで色々と戸惑う事も多かった。病棟の実習指導者となった際に文章化したものがなかったので不安が強かった。不安が

軽減することにもつながった。

初めての実習指導だったのでイメージをもつことができた。

見事ッフ向指噂の依頼をしやすくなった。

実習指導への責任をより強〈感じるようになりました.プレッシャーでも晶り、頼れ晶ものでもある気がします。

壊現があいまいなところがあり実践しに〈いところが晶りました。

喪習に応じた内容を把揮するのに助かりました。

行動目標圃実習肉容圃留意点など細かく書かれており分かりやすい。

自分が実習指導でなかった時は学生に指導するのに自信がな〈その自信の撫さから積極的に指噂に関わることがなかったので、今回の

喪項はそういった学生との

関わり(ス'Jッフ)もわかるように書いてあるので臨み合わせなど豊行いス事ッフの協力がさらに得られ充実した実習になればよいと

思いますa

表現などが理解しに〈い文章が事い。文字ばかりでポイントがつかめない.
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2.各事業の実施状況と成果【実習指導要項開発】

感想意見等つづき

内容の密度が温〈充実しているので指導者となる人は初めての場合などは方針や具体的な指導方法を考えるのに役立つと考えられるが

内容が多いので指導者以外のスタッフにはなかなか詩みづらかったように思います。

病院・病棟は閉じ職業を目指す後輩を育てるために重要な教育の場だと思います.現場でもその認識をもっと誰もが考えられるように

指.者の育成や病棟スタッフの認憶の変化と協力が必要だと思います。指導要項をもとにそれを病棟の乗務の一郁として確立できるよ

うにさらに改町を行っていくことが大事だと思います.

実習の役割l表をスタッフルームに貼用することでスタッフが意識できるような環境づくりには努めることができた。以前よりもスタッ

フが協力的にはなってきているができているとまではまだ言い雛いと思う。これから少しづっ意識泊痛められるよう要項を置く位置な

ども検討していきたい.

スタッフヘ周知する方法が援しい.今後の課題、困った時にきちんと文章化されているものがあることは心強いです.

とても使用しやすく要項ができたので太変使いやすく役立っています.

実習前など準備や実習途中での振り返りに使用して心構えや実習の涜れをつかむことができて良いです.

数年おきに見直し修Eが必要だと思う。

作成したことが学びにつながりました.

もう少し行動目標や実習肉容が具体的だったら良いのかなと思いました。漠然としすぎて分かりづらい、活用出来なかった部分があっ

た。しかし初めて指導者になる人にはこういう指針となるものがあったほうが心強いと思う。

【看護学生!こよる臨地実習!こ対する評価】

平成23年度より臨地実習に関する評価の一環として、九州大学病院における看護学臨地実習を体験

する看護学生を対象としたアンケート調査を実施した。なお調査は無記名であり、回答内容が成績等に

影響しないことを文書にて説明し、回答用紙の回収をもって同意を得た。

調査目的:九州大学病院において臨地実習を体験した看護学生の臨地実習に関する認識を調査すること

により、当院における臨地実習のあり方を検討する資料とする。

調査対象:九州大学病院において臨地実習を体験する看護学生で下記のいずれかに該当する者

①九州大学医学部保健学科3年生 ②A看護大学2年生

調査期間:平成23年 12月~平成 24年3月

調査方法:病棟における臨地実習の最終日に、看護学生へ配布し約5分間の時間を設定後回収する。

結果:九州大学医学部保健学科3年生より延べ204名、 A大学より 20名の回答があった。

(平成24年2月末現在)
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Il!:骨量轟II!tnてL喰

自国 1lI晶 岨島 副島 目崎 凶附

-柑 l論τはま晶 ・品て昧晶 ・品て鴎械い ・全〈畠てはまら草い ・章I!A
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2.各事業の実施状況と成果【実習指導要項開発]

実習に対する感想等の自由記載の一部掠粋

晶りがとうご乱、ました。指導者さんには土〈さんの学ぶ機会を与えていただ曹、ケアの揖術だけでな〈一人一人の車者さんについて深〈考えることがで曹ました智

指噂書さん足止外の唖趨師書ん方にもT軍な措噂をいただき揺しかったです.晶りがとうご吉弘、ました.

とても勉強になる指導をしていただけて摘しかったです.舗担裡"と“恒別性"を特に大聞にしてこれからも頑彊ります.

闘いコた車は特に畠りません。指導者の方だけで立〈他の署11師の方も親哩に韓えていただいてとても勉強になりました.大聖指世話になりました.

どうも晶りがとうご乱、ました.この喪曹を活かして今笹も聾力し;たいと思います.

畠りがとうご乱、ました.今回の学び、睦験音量して車へいかして頑彊ります.

車曹指噂書以外の署趨師さんも鵬(>1こ指噂してくださり裏目の晶晶実曹となりました.ご描噂晶りがとうございました.

自卦の考えたケアプラン菅直〈評{揮してもらい、よりよいケアプランの!I!血がで曹るようにアドバイス割いただき、勉強をすすめやすかった.学生のことをよくみて

考えて〈詰寄っていることが揮日伝わってきた.

置聞にわかりやす〈替えてくれるだけで怠ιこういう場合はどうすると思うかと輯たに考え芋びを探める櫨金壷与えてくれることも晶った.
学生の車彊立どについても盟持ち世わかってくれ晶掴事者古んで畢和して〈れたことで置のちからも臨けました，

轟晴らしいサポートをしていただ曹本昌に晶りがとうございました。とても昆い聾習をす晶ことがで曹ました.

署捜師さん壷員が宇生の計画について聞いてくれたり、アドバイス費して〈れたので、一日一日が克聾した聾習になりました.

聾習指事者書んもそれ以外の署麗師古んも.とても睡し〈酷心でとてもよかっ士です.本当に郎、翼置となりました.晶りがとうござL、ました.

質問者どにもとてもT車に書えて〈世さったので野Jの晶碑置となりました.晶りがとうございました.

情報醜聾用のパソコンをで曹たら晶と一台融u、と思いました。

色々 な樟査や揖繍の緩肢をさせていた詰きました.そのために輔極的に勉強ができました.

署謹輔さんたちは皆輯切に指噂して〈詰寄りまし.t::.cすースステーションの罪圏艶が明晶〈とても轟曹しやすかったです.

車者への関わり方や署謹ケアの目的、担拠、注意車牢どを酷心に揖轟Lていただきました，

鞠品の隠置闘などが晶れ，;(指噂者さんの手を蝿わせ晶ことが金主〈牢晶のかなと思いまし在。

この舗埴で畠胃をして今まで看護の遭に轟むことに封して違いが畠った自分に対して『こういう看護師になりたL、Jという看護師轟音示していただいた

指噂書さん、購瞳スタッフさん回出品、が晶りました.本当に晶')がとうご吉弘、まし払

{平成時度の方向性課題)

「平成23年実習指導要項J完成時には、作成途上段階であった「基礎看護学実習 1Jの内容を網

羅し、 「平成23年実習指導要項J活用後に出された意見や改善点等を実習指導者会議において検討

しながら「平成24年実習指導要項Jの完成を目指す。その際に、看護学生から寄せられた意見に関

しても病院看護部や実習指導者会議で情報を共有しながら、実習指導環境の改善に向けた検討を行って

いくこととする。

また本要項をいかに看護職員全員に周知・浸透させ活用することができるのか、その活用方法につい

て実習指導者会議構成員と意見交換を行いながら、効果的な運用を目指していくこととする。
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2.各事業の実施状況と成果【教育指導者養成・人事交流】

【3】教育指導者養成・人事交流

-・・・E霊童圃・・・・ -・・・置窪翠E・・・E
(平成問度実施結果評価 ) 

1年間の教育に閲する
研修による教育技術習得

I I 
0ソンパ浮腫外来での看護ケア
0専門分野での実践カブラッシユ
アップ

人事交流後の効果

看護駿員教育の中心的役割を
果たす教育マインドをちった
教育指導者として活動

人事交流後の効果

基礎教育へのフィードバック
.教育方法の改裳

平成 22年度は、看護教育に関する円滑な連

携、看護学生の教育の質ならびに臨床看護の

質の向上を目的に「看護教育運営委員会」を

新たに設置し、教育や研修の交流を図った。

人事交流では、看護部副看護師長 1名が保

健学科への 1年間の人事交流活動を行った。

保健学科教員の人事交流では、リンパ浮腫

外来での 14日間の臨床看護職員と連携した

看護ケアの提供、 3名の教員による延べ 9日

間のブラッシュアップ研修を行った。

看護教育運営委員会設置により、実習や講義、研究に関する連携体制が強化されたとともに、定期的に

意見交換の場を設けることで、スムースな情報交換や協力体制が促進された。また、新たに新人看護職

員を指導する「教育担当指導者」を育成する教育担当者研修を保健学科教員と連携して開催することと

した。

看護基礎教育課程で習得する看護実践力と臨床現場で必要とされる看護実践力のかい離から生じる

リアリティショック、新人看護職員の離職、そして臨床現場での教育担当者の負担増大という従前の課

題を保健学科とともに解決すべく、 「看護学生は看護基礎教育でどういうことを学んでいるのかJ I教

育担当指導者に求められる役割J I職場適応とメンタルケアJ I部署での受け入れ態勢整備J I部署に

おける新人看護師育成年間計画の立案」を研修を通じて学び、教育計画の実施、進捗状況を情報共有し

た。また、研修に参加している教育担当指導者(合計 18名、延べ 25回)は保健学科で講義を担当し、

実際の臨床現場で活躍する看護師のロールモデルとしてキャリア像を示した。

保健学科から臨床現場でのブラッシュアップ研修に参加した教員は、研修結果を基礎教育にフィード

バックしている。以下には平成 22年度ブラッシュアップ研修参加教員の看護基礎教育課程へのフィー

ドバック状況をまとめている。

研修場所

研修方法

研修日程

南棟3階
(CCU) 

看護スタッフについて

看護ケアの実施、

検査治療の見学

3日間

移植対策室

移植コーディネーター

について

業務内容の見学

4日間
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外来化学

療法室

外来科学療法室にて

子どもの診療場面と

看護について見学

2日間



2.各事業の実施状況と成果[教育指導者養成・人事交流]

【平成22年度人事交流者1]

九州大学大学院医学研究院保健学部門宮園真美

I研修後の教育課程での実践内容1
ブラッシュアップ研修後の教育課程での実践内容を、講義、実習、研究において述べる。

1.講義

担当する「急性期看護論J r周手術看護援助論」において、 Cα]研修で実際に学んだ具体的な身体

アセスメントの内容や各検査・処置、薬物療法などの学習内容を導入した。例えば、講義内で身体ア

セスメントについて説明する際に、重症心不全や心タンポナーデの患者の事例を参考して、データや

徴候などを提示して援助を考えさせるように活用した。

2.実習

本年度の実習では、 「成人老年看護学実習(急性期)実習」と「総合実習」を担当するが、 ccuに

おける看護の専門性を学ばせるために、両実習とも ccu実習を組み込んでいる。患者中心の正確で丁

寧な看護を、実習の中で学んでほしい教材として選定できたと考える。

3.研究活動

研修において現場の看護師の循環器疾患患者への QOLに関する思いを学ぶことができた。その学び

を基に、循環器疾患患者の QOL向上を目指した看護について、学会発表を行った。また、卒業研究で

は学生が興味関心のある循環器疾患患者の QOLを研究テーマとして指導することができた。

【効果圃成果1

1.講義

講義を受ける 2-3年生は急性期看護に関しては全く体験がなく、急性期症状を呈する患者に接

した体験もない。そのような学生には、ベ}パーベイシェントではなく実在の患者に類似したデ

ータを提示し実際に行っている看護を語ることが、学生の「わかる」学習につながる。学生によ

る講義評価でも、 「実際の事例や看護については興味深く学習になる」との声が多い。事例を通

しての学習には学生も積極的である。

2.実習

本年度の「成人老年看護学実習(急性期)実習」および「総合実習」は、これから実施となるた

めその成果はまだ不明であるが、学生の興味関心の高い分野であり、教員としても ccu看護で学ベる

内容を精選して実習準備できている。

3.研究

卒業研究においては、循環器疾忠患者の QOLをテ}マに2名の学生を指導した。学生にとって看護

研究は初めての体験であるが、教員が同テーマで研究しており、ブラッシュアップ研修において最新

の情報を得ているため、文献のみを基にした研究より看護実践に近い研究テーマで看護研究を学習す

ることができた。看護研究は看護の実践に寄与するものであるという研究に対する意識の基礎作りに

も貢献したと考える。卒業研究担当学生は、いずれも卒業研究テ}マに関連した病棟へ就職し活躍し

ている。
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2.各事業の実施状況と成果【教育指導者賛成・人事交流]

【平成22年度人事交流者2]

九州大学大学院医学研究院保健学部門金岡麻希

I研修後の教育課程での実践内容1
1.看護教育への活用

移植コーディネ}タ業務l土、医学知識を必要とし、さらに長期に渡って患者を生活者としても支援

する必要がある。そのため九州大学病院では、臨床経験豊かな看護師が移植コーディネータとして活

躍している。

看護教育では継続看護の重要性が植われている。しかし実際の臨地実習はケアユニット単位で行うた

め、学生が継続看護について十分に理解できていないことも稀ではない。そこで継続看護のさらなる理

解と、長期に渡って患者を生活者として支える看護を学ぶことを目的に、平成23年度より総合実習2

単位(看護学専攻4年生対象)の実習領域に移植対策室を追加した。

2 移植対策室での総合実習実施の成呆・効果

平成 23 年 8 月 2 日 ~5 日の 4 日間に渡り、看護学専攻 4 年生の学生 l 名が九州大学病院移植対策室

にて総合実習を行った。

移植コ}ディネータは比較的新しい職種である。そのため学生は移植コ}ディネ}タについて事前

に深く知ることはなく、漠然とした状態で実習に臨んでいた。しかし実習での経験を経て、移植コー

ディネータが、患者ひとりひとりの背景に深く入り込み、家族間の調整、そして移植医療チームの協

働を推進など、より高度な看護実践を行っているとの理解に至っていた。また周手術期に限らず、術

後も長期に渡って外来で経過観察をし、あるいは患者が外来受診できない場合は、電話相談などに対

応し、長期に渡つての看護を実践していることを学んでいた。看護職者の活躍の場は多岐に渡ってい

るが、共通していることは「患者・家族にとっての最善の看護(関わり)Jであると再認識していた。

さらに学生は、卒業後を視野に入れ、まず病棟で技術を身に着け、そのスキルを生かしてキャリアを

高めたいとレポートしていた。

今回の移植対策室での総合実習により、まさに学生は看護の専門性と自らのキャリアを考えること

ができていた。
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2.各事業の実施状況と成果[教育指導者養成・人事交流]

【平成22年度人事交流者3]

九州大学大学院医学研究院保健学部門藤田紋佳

I研修後の教育課程での実践内容1
外来化学療法室で治療を受けている小児がんの子どもと家族の現状と看護について学ぶことを目的

として、昨年度外来化学療法室で、外来化学療法を受ける子どもと家族の診療場面に同席し、子ども

や家族の状況を見学した。

見学した中で、必ずしも子どものいる臨床現場が、子どもを主体とした機能・構造となっているわ

けではないことや、限られた環境においても、子どもと家族の状況をアセスンメントし、最善の利益

を考えた看護実践が重要であることを学んだ。また、入院中の看護を実践する上でも、退院後の生活

を見据えた支援の重要性を痛感した。そこで、外来化学療法を受ける子どもと家族の状況の実際を見

学したこれらの現状を、具体的に学生に伝えることで、退院後の小児がんの子どもと家族の状況を含

むアセスメントの視点において、学生理解の促進につなげることができると考えた。教育内容は、以

下の通りである。

臨地実習では、入院中の小児がんの子どもを受け持っている。学生は、当然のことながら、自の前

の子どもの状況ばかりに関心がいき、退院後(将来)の生活を見据えたアセスメントの視点が欠けて

いることが多く見受けられる。そのため、情報収集・アセスメント・看護計画立案における指導時に

は、入院治療後、イメージしにくい外来治療継続中の子どもと家族の状況を具体的に伝えるようにし

た。その内容としては、退院が終わりではなく、退院後も定期的に採血・化学療法・検査等が必要で

あること、外来の度に学校や幼稚閤(保育園)を休んで来なければならないこと、退院後の子どもの

症状管理は、家族(発達段階によっては子ども本人)が行わなければならないこと、退院後も再発の

不安を抱えながら、親や子どもは過ごしていること、入院していた時との子どもの表情の違い等につ

いて具体例を用いて指導を行い、学生の理解が深まるように意図的に教育的関わりを行った。

【効果・成果1

これまでも、実習指導において、退院後あるいは将来の生活を見据えた看護の視点について、教育

を行ってきた。しかし、医療の進歩は目覚ましく、また家族や子どもの置かれている状況も多様化し

ている現状がある。また、学生の実習期間も限られており、この中で小児がんの子どもと家族の状況

を理解し捉えるには、難しい面もある。このような現状の中で、実際に退院後の子どもと家族に関わ

ることのできない学生に対して、退院後、外来で継続治療をしている子どもと家族の状況を学生に伝

えることにより、退院後の子どもと家族の退院後の生活におけるイメージ化が図れ、アセスメントの

視点として組み込むことにつなげることができたのではないかと考える。これは、実際に小児がんの

子どもを受け持った学生の指導に際し、関わりの中での学生の反応や、記録内容(指導内容より、担

当児に置き換えて修正したアセスメントや計画内容)等から変化を感じることができた。

限られた実習期間の中で、自の前の小児がんの子どもと家族の全体像と生活している場を捉えるこ

とは学生にとって容易ではない。しかし、退院したら終わりではなく、退院後も治療を続けながら成

長発達を遂げていく、子どもに対するアセスメントの重要性を、今後も教育の中に反映させていきた

いと考える。
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2.各事業の実施状況と成果【教育指導者養成・人事交流】

( 平成問度実施計画 ) 

教育指導者育成として、千葉大学「教育-研究一実践をつなぐ臨地実習施設の看護学教育指導者研修」

への参加者の選定や福岡県主催実習指導者講習会への参加対象者の選定を継続して行い、院外での教育

指導者養成のために研修参加を促進させる。

人事交流では、下記看護部一保健学科聞の人事交流研修を実施する。

対象者 T〉-ζJミ川チじでf，ノ+ミ「jtヲEお三T 期間

看護部
修士修了の

0講義、大学院ゼミへの参画

保墨 科

0学部卒業研究の指導

副看護師長等 O実習委員会への参加
1年間

0実習指導への参加 等

保健学科 特定の資格を持つ リンパ浮腫外来で、の
1回/週

易 保健学科教員 | 看護ケア提供

看護部
保健学科教員 各分野での看護実践 一定期間

看護教育運営委員会設置による看護部・保健学科聞の連携体制強化により、人事交流は教育力を向上

させる実践の場であるという共通認識のもと、講義等の教育交流も意識的に実施する。具体的には、教

育担当者研修を受講した教育担当指導者や、実習指導者研修に参加した実習担当指導者に学部での講義

を担当させ、教育指導者としての実践機会を計画的に提供する。

また、大学病院の看護職員の責務の 1つでもある看護研究について、従前は病棟単位で、課題として

毎年課してきた。共同研究の依頼や研究に関する調査依頼、研修指導に関する相談や依頼はそれぞれが

個別に相談し、系統立てられた看護部・保健学科聞の研究支援体制が確立していなかった。そこで、今

年度より「教育研究推進WGJを設置し、看護職員が「自発的に研究に取組み、自ら研究する看護実践能

力」を向上させる研究支援体制の整備と看護研究を円滑に進める支援体制の効率化を図る。

1 )教育指導者養成

実施内容

平成23年度は、千葉大学「教育-研究一実践をつなぐ臨地実習施設の看護学教育指導者研修」へ副

看護師長 1名を参加させた。

次ページからは研修参加者の実践報告をまとめている。

121 



2.各事業の実施状況と成果[教育指導者養成・人事交流]

実施報告

|平成 23年度教育ー研究一実践をつなぐ臨地実習施設の看護学教育指導者研倒

く研修期間>

平成 23 年 5 月 16 日(月)~平成 23 年 7 月 29 日(金)

平成 24年 3月 2日(金)

く研修場所>

千葉大学大学院看護学研究科(千葉県千葉市中央区亥鼻 1-8-1)

く研修目的>

南棟5階l病棟

副看護師長徳田淳子

臨地実習施設等において看護学生の看護実践を直接指導する看護学教育指導者である看護師が必

要な能力を高め、変化する個々の臨地の状況に合わせた看護学教育指導の在りかたを考察し、臨地と

基礎教育機関の連携・協働の充実を図ることを目的とする。

く研修の科目区分>

1.看護学教育実践指導の基礎

2.看護学教育実践指導の方法

3.看護学教育実践指導の展開

く授業科目〉

1.看護学教育実践指導の基礎

1)看護理論と看護実践の組織における調整力強化演習 (IPE.IPW、チーム医療、カンファレ

ンス演習)3)看護学教育方法 1 (看護系大学の看護学教育、臨地実習の位置づけや考え方、学

生の成長支援)4)看護管理論(病院と行政)5)看護学継続教育論6)問題解決学演習

2.看護学教育実践指導の方法

1)看護学教育方法II (ナラティブ、看護実践のリフレクション)2)看護学教育方法演習(臨

地実習事例の教材化演習、教材化事例のロールプレイング)3)臨地実習実践指導演習(看護基

本技術1.担当領域の学内演習と臨地実習へ参加)

3.看護学教育実践指導の展開

自施設で研修成果を生かした活動が展開できるよう課題の設定と計画立案(まずは病棟内のス

タップ聞の連携や情報共有、体制づくり等を中心に行うものから検討)。

く研修の学び>

私は看護系大学のカリキュラムで学んでおらず、院内・院外の臨地実習指導研修の受講経験もなく

実習指導に対する苦手意識を持っていた。今回、研修の機会を得て、臨地実習指導に関する知識を深

め実践で活かそうと臨んだ。授業の様々な場面で学生指導と後輩育成を重ねて考え、部署におけるニ

ーズや私自身の看護や指導を振り返ることができた。そして、臨地実習体制で漠然と感じていた事を

見直すことができた。

授業は、看護学教育実践指導の基礎から始まりこの中で、医療を取り巻く状況の変化が看護学生の

臨地実習に影響を及ぼしていること、看護系大学のカリキュラム、学生の成長過程など、看護学生の

背景を知ることができた。その後、教育実践指導の方法へと授業が展開され、ナラティブや臨地実習

事例を教材化する演習、千葉大学看護学部の学生実習の参加により、学生に対する理解がさらに深ま
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ていった。学生の学習過程や、教員の学生左の関わりや臨地との連携の実際を、普段と違う角度で見

ながら学生の能力の高さに驚き、同時に学生に関する知識を得ることで臨地実習指導に対する苦手意

識が幾分か払拭された。私達は看護計画を達成することが目的である。看護実践の過程で、学生が学

習目標を達成できるように調整をし、看護者としての役割を実践で示しロールモデルとなることが学

生の学びにつながるのではないかと研修を終え感じている。

また、授業の多くは、日ごろの看護実践について振り返る内容であった。看護理論では事例を一人

の理論家の理論を使ってグノレ}プに分かれ検討し、リフレクションの授業では記述し可視化し客観的

にメンバーと振りかえった。どれも看護実践が広がるものであった。苦手分野のチーム医療やカンフ

アレンス演習では、メンパ}の意見を聞き日頃の実践を振り返ることができた。問題解決学について

は、各自でK]法を使用した演習を行い、漠然と気になることや問題を可視化しながら図に表してい

った。メンバ}の中には新たな問題に気づけた者もいたが、私は唆味な結果となり学習効果としては

不十分だったと思うが、問題解決するときに活用できる方法だとわかった。

今回の研修では、授業の中にグル}プワ}クや演習が多く取り入れられていた。共通の問題意識を

持つメンバーと互いに尊重しながら話し合い、 J思いや考えを言葉にすることで、他者からと自分自身

の気づきから学びが深まることを体験した。自分の意見を述べることは私は苦手であるが、グノレ}プ

ワークや演習は有意義なものであった。

く取り組みの実際>

今回、研修を終え自部署での取り組みとして「チームで取り組む臨地実習指導~役割の明確化とリ

フレクションの習慣化を通して~J というテーマを上げ計画を立案した。千葉大学の母性看護実習に

参加し教員と指導者の役割分担を示してある資料の存在を知り、これを活用し教員やスタップと共有

することで円滑な指導運びとなっていることを学び、自部署でも活用したいと考えた。そして、研修

の学びを部暑のスタップへ伝達する学習会の開催と、看護実践や学生指導の振り返りを自ら働きかけ

ることを課題とした。

学習会を開く前に、スタップへアンケート調査を行い臨地実習指導に対する苦手意識をもっている

スタップが多いことがわかった。当初の計画では母性看護実習が始まる 10月までに学習会開催を予

定していたが、私自身の準備不足で実習期間半ばの開催となった(同じ内容で3回開催、参加者計 17

人)。この場でスタッフの様々な考えや意見を聞くことができ、学生指導担当者の協力も得て参加型

の学習会となった。

また、実習指導へ意欲を高めてもらうこと、気軽にスタップ同士で話し合い、日ごろの実習指導を

振り返る場となることを目的とし、実習指導場面のロールプレイをスタップへ呼びかけ行った(1園、

参加者 13人)。実習指導の意欲向上へつながったかどうかは不明だが、この会の終了後、数名の若

いスタップと実習指導について話が弾み、他のスタップからはこのような話せる場があってよいとい

う意見が聞かれた。

教員、学生指導担当者、他スタップとの役割分担については、この研修期間中に院内の実習指導要

項が新たに作成されその中に示されていたため、これを参考にさらに具体的な物を作成しようと計画

した。しかし、今年度の当部署の学生指導担当者は指導者として l年目であること、私自身が近年は

母性看護学生に関わることが少ない業務に配置し、指導者だったころとは実習指導体制が若干異なる

ことなどから、具体的に何から進めるべきか分からず実行できなかった。そこで今年度は、院内で新

たに作成された実習指導要項をスタッフが活用して指導できるような調整と、詳細な役割分担の内容

の検討までとした。具体的には、この指導要項の関連個所を抜粋してスタップが閲覧しやすいように

設置し、参照について声をかけた。
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今年度は学生指導担当者や教員とコミュニケーションをとる機会が増え、指導担当者の業務配置や

日程の調整など、現在も取り組み中である。

<今後の課題>

1.学習会の内容の活用について、学習会に参加したスタッフへアンケート調査を行う

1)結果を考察し(アンケート配布中)、次年度へつなげる

2)次年度は、教員との連携強化のため教員の学習会の参加を働きかける

2.教員・学生指導担当者・他スタッフの役割分担の具体的内容について検討する

1)スタッフへ実習指導要項の活用状況と役割分担のニーズについて聞き取る

2)教員と実習指導担当者へ内容の検討の協力について働きかけ、院内の実習指導要項を基に検討

する

3.看護実践能力が互いに向上できるよう、普段から後輩と看護業務について気軽に相談し話せる職

場の雰囲気をつくる

1)学生指導や看護実践の振り返りを私から声をかける(取り組み中)

4.次年度は実習指導者会議等に参加し、自部署以外の実習指導体制の現状を把握する

人事交流では、 ( 1 )看護部から保健学科への 1年間の人事交流、 (2)保健学科から看護部への人

事交流を年間計画に則って実施した。また保健学科と看護部間の人事交流については、看護教育運営委

員会で随時検討を行い、研修できる部署や時期、時間を制限せず、参加しやすいよう調整を行った。

次ページからは(1 )看護部から保健学科への 1年間の人事交流、 ( 2)保健学科から看護部への人

事交流、 ( 3)教育研究推進WGの具体的内容について記載している。

( 1 )看護部から保健学科への 1年間の人事交流

看護部から保健学科への人事交流

病棟スタッフ

として勤務

(修士修了の

副看護師長等)

人事交流後
教育マインドを持った

教育指導者として活動
看護基礎教育の運営

大学教育環境の理解

講義・演習・実習参加

(TAや指導、講義担当)
-看護部教育WGへの参画
.実習指導者会議参画

.教員と臨床現場を繋ぐ相談窓口、

調整役
ゼミ参加 -新人看護師育成支援

立
案

委員会・学会参加
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|看護職員人材交涜計画の概劃

1. 5か年での到達目標と取組計画

1) 臨床から保健学科への l年研修を終えた者(教育指導者)が6人以上いる。

2) 保健学科で講義をする看護職員が 30%増加する。

3) 看護学生の看護実践能力卒業時達成度を教育担当者等看護職員が教員と一緒に確認する。

2.研修内容

1) 学内オリエンテ}ション

目的・九州大学医学部保健学科看護学専攻の組織運営体制を知る。九州大学医学部保健学科看護学専攻

において、看護学生が学ぶ環境を知る。

方法・資料に基づき、lJlJ紙スケジュールの内容で進行する

2) 大学教育について

目的・九州大学医学部保健学科看護学専攻における、看護学教育の教育理念や教育目標、カリキュラム

の実際、教育組織等について理解する。

方法・集中講義。 2週間 (10日間) 0 () 11本利恵子が担当)

3) 講義・演習の教育的価値について

目的:九州大学医学部保健学科看護学専攻における、看護基礎教育の内容を理解する。

方法:科目名『生活環境とコミュニケーション(一年生uw生活援助技術(二年生uの、講義・演習に
参加する。

4) 看護学臨地実習の教育的価値について

目的 九州大学医学部保健学科看護学専攻における、臨地実習目標達成のための指導方法や運営方法に

ついて学ぶ。

方法:領域実習に参加し、教員と共に実習指導や運営に参加する。

科目名『成人看護学急性期実習~ w成人看護学慢性期実習~ w老年看護学実習』、 『地域看護学

実習』。

5) 卒業研究の教育的価値について

目的.九州大学医学部保健学科看護学専攻における、卒業研究の指導方法の実際や運営方法について学

ぶ

方法.卒業研究の4月に集中講義に参加し、その後は一人の教員のゼミに参加し、卒業研究指導や運営

に参加する。

6) 大学院ゼミへの参加について

目的:九州大学大学院医学系学府保健学専攻修士課程(看護学専攻)における、大学院ゼミに参加し、

キャリアアップの過程を知る。

方法.大学院に参加し、指導の実際に触れることによって、看護専門職としてのキャリアアップの具体

的方法を理解する。

3.研修環境について

1)身分について

九州大学病院の看護師としての身分

2)研修時の居場所と研修必要物品について

保健学科本館4階に居室を準備する

机と椅子、ロッカー、本棚、書籍、文房具類の準備
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[年間研修スケジュール]

学期 研修内容 学年 期間 担当者/担当領域

4月 学内オリエンテーション 2日間 川本利恵子担当

諸手続、大学組織運営について

各種委員会について

大学の 1年間の流れ(学年暦)

入学式、オリエンテーションの見学

居室の準備と整理

講義「看護教育課程について」 2週間(10日 川本利恵子担当

「大学教育課程についてJ 間)

「大学院教育課程について」

「演習・実習について」

「教育と評価にって」

「卒業研究などについて」

教育方略:WEBシラパス入力の実際 川本利恵子担当

学生の福利厚生について(担任業務)

実習委員会の参加

5月 授業科目『生活環境とコミュニケーシ 1年生 1学期 基礎看護学講座

ョン』授業参加と演習指導

授業科目『生活援助技術』授業参加と 2年生 l学期 基礎看護学講座

演習指導

伊都キャンパス講義見学 1年生 臨床看護学講座

大学院ゼミの参加 大学院

講義指導案の作成

卒業研究(学部)の指導 4年生

実習委員会の参加
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自月 授業科目『生活環境とコミュニケーシ 1年生 l学期 基礎看護学講座

ョン』授業参加と演習指導

授業科目『生活援助技術』授業参加と 2年生 l学期 基礎看護学講座

演習指導

大学院ゼミ参加 大学院 臨床看護学講座

演習指導 2年生

卒業研究(学部)の指導 4年生

実習委員会の参加

7月 授業科目『生活環境とコミュニケーシ 1年生 1学期 基礎看護学講座

ョン』

授業科目『生活援助技術』 2年生 l学期 基礎看護学講座

講義体験 2年生 臨床看護学講座

大学院ゼミ参加 大学院

卒業研究(学部)の指導 4年生

実習委員会の参加

8月 試験期間(試験問題の作成方法、採点、

成績入カの方法)

学会参加(研究発表)

実習委員会の参加

9月 実習委員会の参加

実習準備・計画の立案

実習オリエンテーシヨンの見学

各種委員会の見学

10月 看護学臨地実習 3年生 2学期 臨床看護学講座

実習指導の見学

実習委員会の参加

11月 看護学臨地実習 3年生 2学期 地域精神看護学

講座

実習指導の実際

実習委員会の参加

12月 看護学臨地実習 3年生 2学期 臨床看護学講座

実習指導の実際

実習委員会の参加

1月 看護学臨地実習 3年生 2学期 臨床看護学講座

実習指導の実際

実習委員会の参加

2月 看護学臨地実習 3年生 2学期 臨床看護学講座

実習指導の実際

実習委員会の参加

3月 実習の総括 3年生 2学期 q 

研修成果のまとめと発表
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実施報告

【人事交流者】 九州大学病院看護部 看護師 大村由紀美

1 学内オリエンテーションおよび大学教育に関する集中講義(4月)

看護学教育に関する検討会(厚生労働省、文部科学省)の資料等をもとに、カリキュラム改正の経

緯と内容、大学卒業時の看護技術の到達目標、看護学教育の動向と課題について学習した。学生の特

徴、保健学科での教育の特色と環境(Web学習システム、問題基盤型学習/PBL:Pr油 1embased 1earning) 

について情報を得たD

2. 講義・演習への参加(4月-7月)

基礎看護学領域3科目(生活環境とコミュニケーション49.5時間、生活援助技術54時間、看護管

理・教育論 19.5時間)、臨床看護学領域5科目(成人看護学概論 15時間、老年看護学概論3時間、

慢性期看護論 16.5時間、老年看護援助論4.5時間、周手術期看護援助論 15時間)の計8科目 (177

時間)の講義・演習に参加した。主に看護基礎教育の内容や学生の学習習得度について理解し、対象

に合わせた教育計画の立案や教育技法について学んだ。 1年生の成人看護学概論では、 「生活ストレ

スと看護」について川本利恵子教授の指導のもと、指導案を作成し 2コマの講義を担当した(写真 1)。

2年生の生活援助技術の演習では、学生への指導を補佐した(写真 2)。

写真 2 7ィシゃカルアセスメントの演習風景

3. 看護学臨地実習への参加

1)老年看護学実習 (4年生、 4/26"'-'28) : 原土井病院及び原土井病院関連の保健福祉施設、栄光病

院(ホスピス)の見学実習と学内でのまとめに参加し、臨床看護学教員とともに実習指導した。

2)基礎看護学実習 1(2年生、外来5/26・6/16・7/7・7/14、病棟6/30・7/1、学内まとめ 7/21)

外来実習では、眼科、外来化学療法室を、病棟実習では、 ccu、南棟8階病棟を基礎看護学教員と
ともに担当した。患者とのコミュニケーションや看護技術が確実に実施できるよう指導した。

3)在宅看護学実習 (4年生、 5/30"'-'6/10) : 地域看護学教員とともに、そよかぜ訪問看護ステーシ

ョンでのカンファレンス(中間・最終の 2回)に参加した口また、帰学日や最終日の学内でのまとめ

に参加し、アセスメントの視点や看護計画についての助言、実習記録の指導を行った。

4)総合実習 (4年生、 8/1"'-'8/12) : 看護キャリアセンター、感染制御部、医療安全管理部を臨床看

護学教員とともに担当し、実習記録、カンファレンスを通して学びが深まるよう指導した。

5)地域看護学実習 (3年生、 8/29"'-'9/16) : 福岡市南区保健福祉センタ一、早良区保健福祉セン

ターを地域看護学教員とともに担当した。学内での事前学習の支援や状況に応じて実習施設に出向き、

カンファレンスや健康教育のデモンストレーションへの参加、実習記録や地域看護診断の指導を行っ

た。
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2.各事業の実施状況と成果【教育指導者養成・人事交流】

6)成人・老年看護学実習 (3年生、急性期 10/3"-'11/25、慢性期 11/28"-'2/3) : 急性期看護学実習

では手術室、 ICU・CCU、南棟6階病棟、南棟 10階病棟を、慢性期看護学実習では北棟8階 l病棟・

2病棟を臨床看護学教員とともに担当した。実習記録の指導では SOAPの書き方、アセスメントの視

点を中心に指導した。看護計画の立案については情報不足の項目や具体的な計画例を提示し助言し

た。看護サマリーの指導では、経過の要約の仕方、専門用語の使い方について指導した。効率よく

情報収集が行えるよう電子カルテの使い方を指導した。

7)基礎看護学実習II (2年生、 2/27"-'3/9) :南棟 10階病棟を基礎看護学教員とともに担当予定。

4. 卒業研究ゼミへの参加
|急性期看護学実習事例発表会の様子|

4月の社会調査法の集中講義に参加後、 5月より川本利恵子教授のゼミに計9回参加し、文献検討、

研究課題の設定、研究計画の立案等の指導方法を学んだ。 11月 16S， 17日には臨床看護学講座の卒業

研究中開発表会、 12月 12日には看護学専攻の卒業研究発表会に参加した。

5. 大学院ゼミへの参加

臨床看護学講座の大学院ゼミ(修士、博士課程合同)に計 10回参加し、ディスカッションを通して、

研究手法やプレゼンテーションの方法について学んだ。 9月 27日には修士課程2年生の中開発表会、 1

月31日には博士課程3年生の学位審査の公開発表会に参加した。

6. 会議や委員会活動

実習委員会(計 11回)、九大病院看護部との実習連絡会議(1回)、ブロッサム教育研究推進WG(計

8回)、 SPWG (計 12回)、看護学分野会議(計 11回)に参加した。

7. その他

1)看護研究サポート

九州大学病院北棟8階l病棟の看護師4名に対し、中尾富士子講師とともに看護研究のサポートを

行った。研究計画を検討し、研究方法や調査票作成、分析方法等の指導を行った。院内看護研究発表

会の抄録、パワーポイントの作成について指導した。外部発表に向けサポートを継続している。

[人事交流の成果]

1. 看護基礎教育への効果

主に講義・演習、実習

指導を通して、臨床経験

を活かし教育的視点から

学生に関わった。成人・

老年看護学実習時の実習

指導に関して、学生から

一定の評価を得た。精神

成人・老年看護学実習における学生からの評価(自由記述)n=19 

緊張している中、病棟に居てもらうことで安心感があった、精神的支えになった(8)

質問しやすい雰囲気で疑問に，思ったことは何でも尋ねることができた(6)

実習記録を毎日丁寧に見てコメントをもらい参考になった、うれしかった(5)

看護展開について看護師の視点からの助言が役に立った(4)

指導が具体的、分かりゃすい(4)

病院や病棟のことをよく知っていた、カルテの使い方を教えてもらい助かった(4)

解決方法、資料を示してもらい勉強がしやすかった(3)

頑張っているところを認めてもらいもっと頑張ろうと思った(2)

学生の意見を尊重した上で助言や訂正をしてもらえ看護計画を自信を持って進めることができた

やさしく丁寧に教えてもらし、学生が実習しやすい雰囲気で良かった

129 
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的支援や細やかで具体的な双方向性の指導、成長を認める関わりが求められているといえる。臨床看

護師が教員として関わることで、学生はより具体的で実践的なスキルを学習することができ、看護実

践能力の向上につながると考える。

2 臨床現場への反映

1) 実習指導体制の充実に向けて

学生の学習習得度、実習に対する準備状況の把握や具体的な実習内容について学んだことで、今後

の実習指導体制を考える手掛かりを得た。

実習担当指導者は業務と兼務しながら実習指導する場合や実習指導のみに専念できる場合等、各部

署の勤務体制により様々であるが、密に学生に関わる体制を整えることが学生とのコミュニケーショ

ンが取りやすく、より充実した実習につながると考える。また、実習記録の添削等を勤務時間外にす

る場合が多いため、実習担当指導者の負担を減らす配慮も必要と考える。

学生が学内演習や臨地実習で経験できる看護技術は少ない。安全を確保しつつ実習中に少しでも経

験できるように、事前に各学生の学習習得度を確認し、各病棟で経験できる看護技術とのすり合わせ

を行い、実習担当指導者と教員の共通認識のもとに指導体制を整えることが求められる。また、学生

は慣れない環境で実習し緊張することが多いため、各部署での学生の居場所を提供すること、実習し

やすい雰囲気作り等の部署全体の受け入れ体制をさらに充実させることが求められる。

学生との関わりを適して、指導者としての在り方について考える機会を得た。学生は一人ひとり素

晴らしい個性や能力をもっており、臨地実習等を経験し自らの看護観を深め大きく成長する。単に知

識や技術を教えるだけでなく、学ぶプロセスや成長するプロセスを支援する、共に学び共に育つ姿勢

で関わることが大切であると実感した。今後l士、実習指導者研修や実習指導者会議等へ参加し、実習

担当指導者のサポート、実習指導要項の修正と効果的活用等を検討し、臨床現場と保健学科との連携

がさらに円滑にいくよう調整役となって活動したいと考える。

2) 継続教育について

大学での教育には時間的制約があり学生の卒業時までに習得できる看護実践能力と就職後に求め

られる能カには耳障離がある。そのため、継続した卒後教育が必要である。身に付けた教育技法を臨床

での継続した卒後教育に活かしたい。教育的な視点から新人看護師の育成プログラムに関わり、教育

担当指導者とも連携して活動していきたい。

3 臨床現場と看聾基礎教育との教育連携強化

1年間の聞に、講義、実習、会議等の場で保健学科の多領域の教主主と関わる機会を得た。教育現場と

臨床現場の情報交換ができ、様々な関係性が築けたことで今後の連携がよりスムーズになると考える。

病棟看護師の看護研究のサポートを保健学科教員と連携して行ったことで、研究の質の向上が図られ、

病棟看護師のキャリアアップにつながったと考える。今後も、学生や新人看護師の教育、臨床看護研究

の指導等で保健学科教員と連携して取り組んでいきたい。

!平成時度の方向性課題 j
次年度は、看護部に戻り、実習指導体制や新人看護師教育の体制作りに参画して現行の教育プログラ

ムを推進し、看護実践能カの向上に向けて教育指導者としての役割を果たしたい。

院内での臨床看護研究のサポート体制を整えていくことが課題であるが、保健学科教員との連携を取り

ながらサポートメンバーとして活動し、大学病院の看護師として研究の成果を外部に発信していけるよ

う共同研究や質の高い研究を推進していきたい。さらに、人事交流のこれまでの活動や大学病院へ戻っ

た後の活動についてまとめ、成果を外部へ発表できるよう取り組みたい。
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(2)保健学科から看護部への人事交流

特定の資格を持つ
保健学科 l e 保健学科教員 | 
看護部 1

保健学科教員

①リンパ浮腫外来での看護ケア提供

実施報告

【人事交流者】

リンパ浮腫外来で、の

看護ケア提供

各分野での看護実践

九州大学大学院医学研究院保健学部門講師中尾富士子

【人事交流内容】

1 .部署

九州大学病院リンパ浮腫外来

2. 目的

1回/週

一定期間

1 )種々の原因からリンパ浮腫発症の危険性がある者や、リンパ浮腫で、あると診断された患者に

対して、外来で、複合的理学療法を用いた治療や日常生活に関する教育を行うこと。

2)セラピストである教員のリンパ浮腫治療に関する知識と技術の洗練化を図ること。

3)リンパ浮腫治療について、病院勤務の臨床看護師兼リンパ浮腫治療セラピスト共に、常に最

新情報を確認しエピデンスに裏付けされた方法を取り入れ、患者のニーズにあった治療が提

供できるように継続した知識と技術のブラッシュアップを行うこと。

3. 内容

1 )九州大学病院リンパ浮腫外来にて、医師からリンパ浮腫と診断され、浮腫に対する治療や浮

腫の悪化防止のための教育が必要で、あると判断された者、かつ、外来でセラピストからの治

療や教育を受けることを了解している者に対する複合的理学療法に基づいた治療。

2)リンパ浮腫セラピストである看護師が行う治療場面に同席し、日常生活において浮腫のコン

トロールに必要な事を守れない場合などの治療困難例や、症例数が少ない対象者への介入の際

に患者の個別性を尊重した治療方法に関して看護師から相談を受けた場合の支援。

4. 方法

1 )九州大学病院のリンパ浮腫外来にて、医師よりリンパ浮腫と診断を受け、セラピストによる

治療や日常生活方法に関する教育をうけることを了承した者に対して治療的介入を行う。

2)リンパ浮腫セラピストである看護師と協力し、受診者の身体計測、複合的理学療法における

リンパドレナージを実施する。特に、終痛などの症状により日常生活に支障をきたし、浮腫の

悪化防止のためのセルフケアへも影響を及ぼしている場合は、症状緩和を目的としたリンパド

レナージを実施する。

3)リンパ浮腫セラピストである看護師の問診や患者教育の実践の場に同席し、治療困難例等の

場合には相談し検討を重ね、また必要時には文献等を用いて助言を行う。

4)海外におけるリンパ浮腫患者に対する看護や、看護系学会に関する情報を紹介し、エピデン

スに基づいた看護介入ができるように支援する。
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5白日程

火曜日(平成 23 年 4 月 ~12 月まで 10 日程度1

6.結果

1)セラピストとしての知識と控衝の貨の保置への効果

外来を受診した患者の多くは、婦人科に関連した続発性リンパ浮腫患者であった。両者の協働により、

患者に対する最新の確固とした治療が提供できると共に、セラピスト自身にとっても治療のエピデン

スを高められ、それがセラピストとしての活動に対する自信につながるなどの効果があったと考える。

2)教育と臨床現場の連機への効果

セラピストである教員は、この外来で行う実践を通じて自身の知識と技術の洗練化を図る事により、

大学院「がん看護専門看護師課程Jでの技術教育に反映することができた。また、患者が抱える具体

的な問題等を把握できることから、患者のニ}ドにそった看護の提案が可能となった。

3)看盤学の国際化への推進

今年度は、外来で共に活動している看護師兼セラピストと共に下記の研究について発表した。国際学

会へ参加したことにより、リンパ浮腫への看護介入に関する状況を収集する事ができた。その他、海

外のリンパ浮腫患者に対する実践者や研究者らと共に交流を図ることにより、将来に向けての実践・

研究両面に対する協力依頼を行うことができた。

平成23年度成果

前述 r6.結果」にまとめているように、リンパ浮腫外来での看護ケア実践により、最新の治療に関

する知識・技術の洗練化ができ、セラピストとしての看護実践能力向上とともに、修得した内容を大

学院教育へフィードパックした。また、臨床現場で活躍している看護職員とともに国際学会で学会発

表を行うことにより、教員自身のスキルアップに留まらず、協同で研究に携わることにより、臨床看

護職員に対しても、看護ケアの科学的根拠や科学的視点からの振り返り等、研究に関する看護実践能

力向上に寄与した。

以下に学会発表概要を記載している。

41" Biennial Convention Sigma Theta Tau International Honor Society of Nursing (平成

23 年 10 月 29 日 ~11 月 2 日まで米国テキサス州グレープヴァインにて開催)にて発表した。

タイトノレ:

The outcomes of program based on Complex Decongestive Physiotherapy for 

the patients with lymphedema at an outpatient setting in Japan. 

著者名

Fujiko Nakao1)， Akiko Tomioka1}， Rieko Kawamoto1)， 

Hiroko Shi田 da"，Emiko Mayumi 2)， Tomoko Matsuda')， Hiroko Matsumoto"， 

Takako Nakahata')， 

1) Kyushu University Graduate Schoo1 of Medica1 Sciences 

Department of Health Sciences， 3-1-1 Maidashi， Higashi-ku， 

Fukuoka， Japan 

2) Kyushu University Hospital 
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②保健学科教員のブラッシュアップ研修

平成23年度は九州大学保健学科看護学教員よりの研修希望計画に基づき、保健学科 5名の教員が下

記研修場所、方法、日程にてブラッシュアップ研修を行う。

発達看護学

講座教員

基礎看護学

講座教員

臨床看護学

講座教員

発達看護学

講座教員

臨床看護学

講座教員

研修場所

小児外来外科

ICU 

移植対策室

感染制御部

高度先端医療

センター

医療安全
管理部

CCU 

医療連携

センター

がんセンター
(緩和ケアチーム)

11 研修方法

医師の診療に同席し、

退院後の生活管理等に

ついて話を聞く

担当看護師とともに

看護援助を実施

移植コーディネーター

について

業務内容の見学

感染管理担当の

活動見学

治験業務活動見学

セーフティマネー

ジャー活動見学

看護ケアの実施

及び
検査治療等の見学

業務内容 ・役害IJ見学

介入場面に同席・見学

緩和ケアチームの役害1]

および活動の実際に

ついて学ぶ
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2.各事業の実施状況と成果[教育指導者養成・人事交流]

実施報告

E 藤田紋佳幽発達看護学車座助教

1 研修希望都署目北棟5階一小児外科外来

1 )研修目的

生体肝移植手術を受けたd患児と家族に対する外来における継続管理について学ぶ

2)研修内容

①医師の診察に同席し、退院後の生活管理等について話を聞く。

3)研修日時

①平成 23 年 6 月 22 日(水)~ 平成24年3月(予定)

②毎週水曜日 10 : 00-13 : 00 

2 研修希望部署:ICU 

1 )研修目的

小児生体肝移植を受けた患児の術後の看護について学ぶ。

2)研修内容

①ICUにおいて、日勤スタップの一連の看護援助を担当看護師と共に実施する。

3)研修日程

平成23年8月3日(水)、 4日(木) 8 : OO~ 17 : 30 

3 研修希望部署:移植対策室

1)研修目的

*8月2日(火)に小児外科での生体肝移植予定

生体肝移植術を受けた患者の術後の継続管理、またその場面での移植コーディネータの役割を学ぶ。

2)研修内容

①肝臓・牌臓・門脈・肝臓移植外科外来での移植コーディネータの業務内容と実際の介入について

見学する。

3)研修日程

平成23年7月初日(水)、 7月21日(木)の肝臓・牌臓・門脈・肝臓移植外科外来日

(8 : 30~17 : 00) 

4研修結果

小児生体肝移植を受ける子どもと家族の現状と看護を学ぶことを目的として、移植対策室、 ICU、小

児外科外来で研修を行った。

移植対策室では、生体肝移植手術を受ける子どもと家族の移植に向けての調整や、その場面における

看護職(移植コーディネータ)の役割を学ぶことを目的に、見学を行った。生体移績に関しては、コー

ディネーターが、外科医、麻酔科だけではなく精神科医や病棟看護師など、レシピエントとドナー及び

その家族を取り巻く多職種と連携を図り、コーディネートしていた。レシヒ。エントが子どもの場合は、

子どもの発達段階によって、移植に対する説明(ブレバレーション)が継続管理の視点からも重要であ

り、家族を含めた支援の重要性を学んだ。 ICUでは、生体肝移植後の子どもの看護(集中治療)につい

て学ぶことを目的として、生体肝移植術後の子どもの管理について学んだ。 ICUでは、子どものみの入

院となるため、手術後の状況変化に対して、子どもの不安を取り除くための声かけや、痛みなどの苦痛

軽減に対する関わりの実際を学んだ。また、家族やドナーである親への面会時の対応など、集中治療の

場における家族支援について学んだ。小児外科外来では、移植手術後の子どもと家族に対する外来にお

ける継続管理について学ぶことを目的に、診察場面に同席し、退院後の生活管理等について話を聞いた。
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2.各事業の実施状況と成果【教育指導者賛成・人事交流]

子どもの場合l士、移横時期(発達段階)によっても、関わりが異なってくる。特に思春期は、自我同一

性の確立の時期であり、親や周囲の関わりによっては、免疫抑制剤の怠薬など、乳幼児期にはみられな

かった問題も生じうる。親子関係や子どもの発達段階、移植に至った経緯によって、子どもと家族の考

えかたはそれぞれ異なっていた。子どもの場合、移植後の期聞が長く、またこの間の管理が将来にも影

響する。したがって、子どもと家族の長期的ωLの視点を含めた支援の必要性を痛感した。
以上より、移植前から移植後のフォローアップ迄継続的な支援について学んだ。この学びをもとに、学

生の理解が深まるように具体例を用いて意図的に教育的関わりを、主に実習の場で行ったo 特に生体肝

移植という、家族の中に手術患者が 2人も存在する手術においては、子どもだけではなく、ドナーやド

ナ}ではない家族にとって最善の利益とは何かを考えるように関わると共に、移椋前からの調整や生体

ドナーの存在によって成り立つ医療であることを伝えた。さらに、移植がゴールではなく、移植後に短

期・長期的に起こりうる問題(身体的だけではなく、心理社会的側面を含めた発達課題に伴う問題)に

ついても具体的に説明を行い、学生が、子どもと家族の全体像のイメージ化が測れるように努めた。

【研修による効果圃成果1

生体肝移植は、日本における歴史は浅く、特に子どもの場合は、年間 150例程度と数も少ない。しか

し、学生が実際に実習する現場では、臓器移植前あるいは移植後の子どもと家族に関わる機会がある。

限られた実習期間の中で、移植医療に対する全容を学生が把握することは難しいが、移植前から移棟後

の継続的な看護の視点について具体的に伝えることにより、入院中のことだけではなく、退院後そして

発達段階に応じた長期的視点を見据えた、アセスメント・計画立案・看護実践・評価につなげることが

できたのではないかと考える。これは、学生の関わり後の学生の反応や記録(入院中だけでなく、退院

後も疾患管理を子ども・家族なりに生活に取り入れていく必要性やきょうだい支援等)より効果が得ら

れたと考えられる。今後は、講義の中でも、高度医療を受け、成長発達していく子どもとその家族に対

する継続的な看護について、教育に反映させていきたいと考える。
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2.各事業の実施状況と成果[教育指導者養成・人事交流]

E 原田博子.基礎看護学前座准教授

1 研修希望部署:感染制御部

1 )目的

感染管理を実践する確立された組織において、各部署との連携・調整を通しての組織横断的な活動

の実際について学び、基礎教育に活かす。

2)内容

感染制御部における感染管理担当者の実際の活動を見学する。

3)日程

平成23年8月 15日(月) ・16日(火) ・17日(水)の3日間 (9: 00-16 : 00) 

但し、 8月 15日(水)の午後 (13: OO~16 : 00)は、医療器材サプライセンターでの研修

憾染制御部研倒

4)研修結果

平成23年8月 15日(月) ・16日(火)9時-16時30分

平成 19年医療法の改正により、感染管理も安全管理のなかで検討することが示されている。本大学

では、平成24年度より基礎看護教育のなかで「安全管理」の講義が開始となる。その中で感染管理に

ついても教育が重要だと考えているo そのため、大学病院にて専従の管理者が配属されており、部門

として確立された割曙で行われている組織的な取り組みを教員が学ぶことがまず、第一だと考えた。

実践を学ぶことにより、学生教育に役立ち、さらに学生の卒業後のリアリティーショッタを防止する

ためにも意義があることだと考え研修を希望した。

研修項目:感染管理のマネジメント

感染管理に関する組織的活動

「実施状況j

感染制御部の組織図とその活動

情報収集の項目とその内容

院内認定看護師(感染管理)育成について

感染制御部コア会議の参加

5)研修参加による効果・成果

1.情報収集項目には、サーベランスによるものと抗菌薬の使用状況がある。 SS1， VAP、UTI、

血流BS I、耐性菌ラウンド、 ICTラウンド(手洗い 'PPE、針刺し・医療廃棄物、 ou t b 

r e a kなど)などによる。速乾式アルコールや手洗い液の使用状況調査これらの結果は、情報収

集の上、とりあえず対策の指示と部内での協議ののち、結果を病棟へ返してきちんとした対応が取

られている。さらに、その対策はデータや論文をもとに行われていた。

2.院内認定看護師(感染管理)育成プログラム:大規模病院では特に、院内全体に感染対策について

周知するにはリンクナースの存在が不可欠であり、その教育プログラムを検討し統ーした内容で育

成することは重要である。

3.感染制御部コア会議の参加:週1回火曜日実施。感染症の1週間報告(菌種)とその対応内容、血

培報告、薬剤j耐性菌ラウンド、カルベベニム長期耐性について、病院全体で実施している研修内容

の検討などを行い、その結果を課題として「院内感染予防対策委員会」へ提案されている。

4.感染制御部の師長の役割:①制御部の業務の企画立案及び評価に関すること②職員の院内感染防止

に関する意識の向上や指導に関すること③専門的見地による院内防止対策に関すること
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6)平成24年度の展望置課題

今回感染制御部での活動を経験したことから、各部署での対策が組織として根拠に基づいたもので

あることをより深く認識することができました。そのことを新カリキュラムの教科目「医療安全」 の

感染対策の中で生かしていきたいと考えています。さらに、既存の教科目「基礎看護技術」や「看護

管理」でも学んだ内容を演習や講義に生かす予定です。しかし、実際にその内容を盛り込むとなると

理解が不十分な面もあり、さらに今後も交流させていただきたいと思っています。

|医療器材サプライセンター研修|

4)実施内容

8月 17日(水) ・18日(木)中央材料部研修 9 時~16 時 30 分

看護マネジメント実習では、物品管理について重要な内容と考える。さらに、院内で器材を滅菌す

るという部門は病院の心臓部でもあり、滅菌の精度は完全でなければ医療に多大な影響を及ぼす。し

かし、実際の教科目の中で学生は、様々な機材がどのような工程を経て、治療や診断・ケアに使われ

るかというプロセスを学ぶ機会は少ない。中央材料部は、全国大学病院の中でも最大のベッド数をも

っ九大病院の滅菌からその供給を行っている。そのプロセスを研修することより、看護マネジメント

実習の内容をさらに充実させることを目的としている。

研修項目聞各部門からの回収と供給の仕組み

洗浄・セット組み、パック・滅菌・保管の実際

「実施状況J

1.洗浄室・セット組み・滅菌室(保管庫)における器材の流れとその業務行程

2.回収器材と滅菌器材の流れ

3.中央材料部における労務環境

5)研修参加による効果置成果

1.洗浄消毒・乾燥を実施するウォッシャー・ディスインフェクター4台、チューブ洗浄や手洗い洗浄

エリアは別(意外在エリアを占有しており、複雑な器材が多く使用。職員はゴーグルとマスク着用)

セット組みエリアは、単品パック・コンテナがあり、コンテナはパーコードによる管理が実施され

ている。滅菌室l土、エアーシャワーで職員が塵挨なども持ち込まないようにされている。すべてが

ノ号ーコードにより、コンテナ棚か各部署への払い出しか仕分けられている。カストは全部で800個

あり、手術室から緊急手術の場合ノ号ソコンによる遠隔操作にてコンテナを自動でコンテナ棚から出

すことができる。

2.回収は、手術室からと各病棟などからの 2ルートあり、とくに各病棟から返却のカートはカート洗

浄機を使って洗浄される。供給も同様手術室では専用カートにて払い出しされる。

3.労働環境:室温は滅菌室 26"Cパック室30"C(熱処理による影響)立位での作業であり、さらに、

使用するコンテナ (12から 17Kg) ・かご (3園 7Kg)は一つ一つが重く、重労働である。また、機械

のあたる音や洗浄・エア}・アラーム音などが常時鳴り響いている。

4.その他:セット数の不足に伴う補充、各部署でその場でとれる汚染物を除去しないことによる作業

ロス、セット内容を現場で把握できていないため、不足物の連絡をするとサプライでなくしたので

はないかと言われる等問題がある。また委託職員の教育や人事管理も細かく行う必要がある。

6)平成24年度の展望圃課題

サプライで洗浄滅菌されるまでの過程を知らないままに現場で物品管理は難しいと考える。もし、

可能であれば、看護マネジメント実習においてサプライの実習も組み入れたい。

物品管理の供給から回収までという視点では、 SPD部門の研修も可能ならば行いたい。
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2 研修希望部署:高度先端医療センター

1 )目的

治験を逸脱なく実施するためには、看護技術における原理原則を遵守することや担当部暑との協同

が重要であり、治験についても基礎教育で教えるべきだと考えている。今回、治験の実際について学

び、基礎教育に活かす。

2)内容

高度先端医療センターにおける治験業務の実際の活動を見学する。

3)日程

平成23年9月 1日(木)・2日(金) ・5日(月)の3日間 9: 00-16 : 30 

4)実施内容

9月5日(月) ・6日(火)高度医療先端センター研修 9時-16時30分

治験を逸脱なく実施するには、看護師の観察やもれのない検査や与薬が必須である。そのため、治

験が逸脱なくできている病院の看護師は質が高いと評価もされる。さらに、 CRCは薬剤師や看護師か

ら育成されている場合が多くある。とくに治験では、生活の中で患者の協力や参画が重要である。そ

のため、その内容を分かりやすく説明することができるが看護職のCRCだと考えている。ドラックラ

グ・デバイスラグを少しでも減少させていくために、 CRCの活動は重要であり、そのことを学生の教

育の中で教えることは重要であると考えている。

「実施状況J

1. CRCの業務の実際と育成

2.治験導入から終了まで

3.CRCに求められている役割と課題

5)研修参加による効果・成果

1. CRCが治験にかかわることにより、逸脱を最小にし、患者の負担を減らし有害事象の早期発見がで

きる。新GCPにより、倫理性や科学性がより重要視されるようになった。治験に同意された患者に

は、医師から CRCの立場や役割を紹介してもらう。だが、あまりにも患者から信頼されると治験の

流れに慣れてしまい、もとの通常診療の流れに戻るのが困難でクレームのもとになる。 CRCは7年

程度配置される。病棟で夜勤リーダーができるくらいの看護師、主担当と副担当のベアで受け持つ。

また、慣れるまでは1階の窓口業務なども担当する

2.治験導入は、まず事前ヒアリング・試験依頼者との打ち合わせ→プロトコール審査をセンター長と

百人部会で行う。デザインが良いかどうか等 IRB→CRCへo 導入が決まれば、 EDCの入力方法のレク

チャー。患者の本来の治療を理解し、これから実施する治験を理解したうえでCRFをどうアレンジ

するか。病棟へ渡すベーパーをどうするか検討し、病棟でスタートアップミーティング。(病棟に

もリサーチナースを配置)外来では窓口にいて、愚者の来院とともに、診察前面接と診察後面接を

実施する。その情報は医師へフィードパックする

3.CRCには、知識技能とコーディネーションカが求められる。最近ではグローパルの場合が多く、語学

力が求められる。さらに、依頼者から海外で製造された心電計や試験管もまとめて送られるためその

使用法に慣れることが重要。

6)平成24年度の展望 E 標題

学生は、今までの教科目の中で、治験やCRCのことを知る機会はわずかである。様々な分野での看

護師の活騒をしることは、学生の視野を広げるうえで重要である。また、治験実施率をあげるには、
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看護の質の高さが不可欠である。今は、 CRCの持つ知識やコーディネーションカは、一般臨床であっ

ても求められる時代である。とくに卒業後は、大学病院で勤務する当大学の学生には、その知識を持

つことが重要であり、学生の時からその基礎的な能力を育成することが課題である。

3目研修希望部署:医療安全管理部

1)目的

医療安全管理を実践する確立された組織において、各部暑との連携・調整を通しての組織横断的な

活動の実際について学び、基礎教育に活かす。

2)肉容

医療安全管理者であるセーフティマネージャーの実際の活動を見学する。

3)日程

平成23年9月 12日(月) ・13日(火) ・14日(水)の 3日間 9 : 00~16 : 00 

4)実施内容

9月 12日(月) ・13日(火) ・14日(水)安全管理部研修 9 時~16 時 30 分

平成 19年医療法の改正により、安全管理については医薬品等の安全・医療機器の安全に分けて責

任者をおき取り組むことが定められている。本大学では、平成24年度より今までは「看護管理Jの

中で行っていた内容から「安全管理Jのみに特化した講義が開始となる。そのため、大学病院にて専

従の管理者が配属されており、部門として確立された部署で行われている組織的な取り組みを教員が

学ぶことがまず、第ーだと考えた。実践を学ぶことにより、学生教育に役立ち、さらに学生の卒業後

のリアリティーショックを防止するためにも意義があることだと考え研修を希望した。

「実施状況J

L安全管理部門の活動の実際

2.医療安全管理部会

3.インシデントレポートと院内ラウンド

5)研修参加による効果 z成果

1.9時から医療安全管理部のメンバーの打ち合わせ(月曜日は全員の PHS・時計の時間合わせ)イン

シデントレポートを副看護師長が読み込み、看護師長にその内容を報告・相談。内容によっては午

後3時から院内ラウンドし、現場の状況やインシデント実際を部署の看護師長と確認。(コンセン

トの色の表示方法、インシュリンのパイアルの保管方法、アリクストラの現品確認など)

2.9月 14日14時から。各職種が出席することにより、いろんな立場から lつの事例に対して意見を

出すことにより客観的な立場での解決策に結び付く。さらに、安全に関する情報が共有でき今後に

役立つ。安全システム各グループから報告。医療安全研修計画の確認。

3.インシデントレポートや全国で報告された事例から、様々な取り組みが行われ院内に周知されてい

る。(カテーテルピンチ、左右取り間違え、気管内チューブの偶発的抜去等)電気コンセントの識

別エリアの確認図を全部署に掲示する等、九大独自の取り組みについては、施設係の協力も必要で

ありコストもかかるため他部門との連携が必要となる。さらに、服薬管理については、患者を身体

面・行動面・環境・機能障害からアセスメントし服薬のレベル別対策について独自に作成されてい

た。さらに、その開発過程では、看護師としてどの様な援助という視点で開発されていた。その内

容は、各部署でしっかり定着しており、複雑な服薬管理が安全に患者のセルフ能力に合わせて実施

されていたことと繋がった。
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2.各事業の実施状況と成果[教育指導者養成・人事交流]

6)平成24年度の展望置課題

新カリキュラムで開講予定の医療安全科目では、とくに最新の取り組みを学生に教育する必要があ

る。さらに、それは知識だけでなく意識や行動を変えるきっかけとなることも理解しておくことが医

療安全のために重要である。さらに、大学病院での医療は高度で先進的であり、地域の病院では未実

施のことが多い。そのため、地域病院以上に質が高く安全で安心な医療が求められていることを学生

に理解させたい。
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E 宮園真義.臨床看護学前座薗師

1 研修希望部署:i菊棟3階 (CCU)

2 研修目的

2.各事業の実施状況と成果【教育指導者賛成・人事交流]

充実した看護教育、看護研究に資するため、看護体験やスタッフとの交流を通して臨床看護の現状を

学ぶ。

3目研修内容

1) CCUにおける l日の流れを知る。

2) CCUでの看護アセスメントと実践を学ぶ。

• PCI (冠動脈インタ}ベンション)後の看護ケア

• ICD植え込み術後の看護ケア

• IABP (大動脈ノ勺レンパンピング)、 PCPS(経皮的心肺装置)における看護ケア

3) 日常生活援助(清潔ケア、体位変換、感染予防など)を実施する。

4) CCU特有の治療、検査、処置内容を見学する。

4 研修方法

看護スタップについて看護ケアの実施および検査治療等を見学する0

5 研修日程

平成24年 2月

6 研修結果

1) CCUでの看護アセスメントと実践を学ぶ。…劇l症心筋炎患者及び心不全増悪患者を通して、重症

心疾患患者への看護の実際を体験することができた。その他、転入・転棟前後の援助、電子カルテ記

入・活用方法の実施などを通して看護アセスメント方法の再確認を行った。

2) 日常生活援助を実施する。-一日の受け持ち患者を設定し、個別性に合った保清、体位変換、感

染予防、与薬等の援助を実施した。

3) CCU特有の治療、検査、処置内容を見学する。…救急蘇生場面やカーディオパージョン(不整脈

を1同調律に復帰させることを目的として直流通電する方法)などの特徴的な看護場面を見学した。ま

た、心臓再同期療法中 (CRT圃D埋め込み)の看護、 BiPAP装着中の看護の実際を見学、体験した。

【研修参加の成果・効果1

1)講義内容への反映…担当する急性期看護論において、 CCU研修で実際に学んだ具体的な身体ア

セスメントの内容や各検査・処置、薬物療法などの学習内容を導入することができている。学生が

机上の学習から実習へ関連させて「わかるJという体験を得るため、実践での体験を生かして教授

できている。

2)実習への反映…昨年に引き続き同研修を継続しているため、看護の専門性を備えた看護師の役割

の中で学生に伝えるべき教材の選定が明確に行えていると考える。特に、急性期看護においては知

識に裏打ちされた正確な技術が重要である。今後も研修で学んだ内容を精還して、学生の技術や看

護アセスメント能力を向上させる実習に活かしたい。

3)研究活動への反映…虚血性心疾患患者の日常生活指導に関する研究に関しでは、現場の看護師

の思いを聞くことができており研究を継続できている。また ICD(埋め込み型除細動器)挿入中の患

者のQOLについても、現場の看護師の生の声を聞くことができ、今後の研究の示唆を得た。

【今後の展望や標題]今後も本プロジェクト研修のような優れた取り組みに積極的に参加し、臨床と教

育の架け橋になることで、よりシームレスな看護教育を目指すことができると考える。また、臨床に

おける優れた看護や卒後教育の実際を他へ公表する際や、研究における協働については今後も継続し

て参加していきたい。今後も教育への寄与並びに臨床と教育の連携に貢献できるよう努めたい。
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2.各事業の実施状況と成果[教育指導者養成・人事交流]

W 漬田裕子.看護学専攻発達看護学准教授

1 研修郁署:医療連携センター

2 研修目的

NICUや小児医療センターから退院する患児の在宅にむけて、病棟や医療連携センターなど他職種も含

めた連携・コーディネートの現状について知る。

3目研修内容

医療連携センターの業務内容・役割について見学するとともに、具体的にNICUや小児の事例につい

ては、実際の介入場面に同席し見学する。

4 研修日程

平成23年 11月21日(月)、 12月9日(金)

5幽研修結果

H23年 10月から H24年3月までの間で、小児医療センター、 NICU(GCU含)入院中の子どもの退院支

援や在宅支援状況について、病棟と地域医療連携室の連携の状況を見学させて頂いた。

H23. 10 月初日1O:05~ 1O :20 : 

地域医療連携室の北6-1病棟との定例訪問(ラウンド)に同席し、 1か月以上入院している患児の

状況確認、退院にむけての問題等を共有した。

H23園 11月21日15・00-16・00:地域医療連携室と NI∞の在宅カンブア(退院調整)に参加

H23. 12 月 19 日 15 ・ 00~16 ・ 00: :地域医療連携室と NI∞の在宅カンブア(退院調整)に参加

NICUの在宅カンブアレンスでは、地域医療連携室の看護師やソーシヤルワーカー、小児科医、 NICUの

看護師や心理士、看護師長が参加し、長期入院中の子どもの状況、親の意志や在宅にむけての準備状況

が確認され、在宅支援にむけての方向性が共有されていた。

報告者は、オブザーバーとしてカンファレンスに参加させて頂き、連携の現状を知ることができた。ま

た、子どもの状況として、気管切開や人工呼吸器装着など、高度な医療的ケアが家庭でも要求される場

合が多く、退院支援だけではなく、高度な医療的ケアが必要な子どもを家庭で育てていくためのフォロ

ーや継続支援が求められていることを痛感した。

6今後の展望・課題

上記の内容は、オブザーパーとしてのカンファレンスへの参加で、現状把握の段階であり、成果を出

せるまでには至っていないが、今後は子どもと家族への継続支援にむけて、筆者の現在の活動(学生ら

との在宅療養児への訪問・交流等活動)とも絡めて、病院と地域診療所等をつなぐ試みに発展させてい

きたいと考えている。

また、現在、入院中の子どもと家族に対する在宅支援を目的とした、冊子「おうちで子どもを育てる

ために(仮)Jを別途助成金で作成中であるが、その内容を検討するにあたっても、カンファレンスの

参加によって、ヒントを頂くことができた。

さらに、看護学生に対する講義、実習において、重い病気や障がいがあり、高度な医療的ケアを要す

る子どもの在宅療養支援について、現状と今後の課題、看護の担うべき役割について、より現実的に学

生が課題に取り組むことができるような講義等の組み立てに活用していきたいと考える。このことは、

時間はかかっても、今後の臨床現場への実践に多少なりとも還元できるものではないかと考える。

142 



2.各事業の実施状況と成果【教育指導者賛成・人事交流]

V 中尾久子.看護学専攻臨床看護学教授

1 研修郁署:がんセンター(緩和ケアチーム)

2 研修目的

緩和ケアに関する臨床での看護、医療チーム活動の実際を学び、充実した看護教育、看護研究に資

する。

3目研修内容

緩和ケアチームの役割および活動の実際(カンフアレンスや病棟ラウンド等)について学ぶ。

4 研修日程

平成24年 1月初日(月)、 2月6日開)、 2月27日(月)、 3月5日(月)

5固研修結果

【ブラッシュアップ研修参加後の看陣基礎教育課程へのフィードパック1

・学部教育「看護倫理・ターミナルケア論Jの講義計画の中に緩和ケアでの研修の成果を取り入れるこ

とができるようになった。

・大学院教育「医療と生命倫理J r看護倫理Jの講義計画の中に緩和ケアでの研修の成果を取り入れる

ことができるようになった。

【看護基礎教育課程へのフィードパック成果圃効果1

・学生や大学院生の教育に緩和ケアチームでの実践活動を通して得た教育内容を反映することができ、

緩和ケアに関する関心がこれまで以上に高まった。

-卒業研究で緩和ケアに関するテーマに取り組んでいた学生では、緩和ケアチームの活動を学ぶこと研

究内容を高めることができ、卒業後に看護師として勤務する際の看護観や死生観などを深めることが

できた。
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2.各事業の実施状況と成果[教育指導者養成・人事交流]

平成23年度成果

平成23年度は、 5名の保健学科教員が宮部署でのブラッシュアップ研修に参加した。研修参加後は、

教育内容の最新化、実習内容の精選化、臨床実践に即した看護研究指導等に研修実践内容をフィードバ

ックすることで、看護基礎教育の質向上に貢献している。

また、本プロジェクトにおいて、教育プログラム開発として取組んでいる教育担当指導者や実習担当

指導者の育成で、プログラム研修参加により指導者としての資質を向上させた後、保健学科での講義を

担当する指導者実践の場を意図的に提供している。看護教育運営委員会や、教育研究推進鴨設置によ

り連携体制が強化され、教育交流の場が増えたことにより、協働開催している研修で育成された教育担

当指導者 10名が延べ 10回学部での講義を担当した。平成 23年度はさらに実習担当指導者5名が新た

に学部での講義を担当している。臨床看護職員の看護研究に対する保健学科教員の支援では、平成 21

年度:3件、平成22年度・ l件に留まっていたが、平成23年度では、 8件に増加した。

教育指導者実践により、指導者は、看護基礎教育と臨床実践を連続的に指導できる看護実践能力を向

上させ、教育者としての素養を養っている。

また、看護学生にとっては、臨床で活躍する看護職員の臨床実践経験に基づく講義を受講することで、

臨地実習や臨床現場のイメージが捉えやすくなる効果が期待できる。講義を行った看護職員に、臨地実

習の際に実習指導者として指導してもらえる、自分の目指す看護師像として身近に相談や話を聞くこと

もできるため、学生のキャリアパス構築にも貢献している。

|平成M年度の方向性課題)

教育指導者育成として、千葉大学「教育ー研究一実践をつなぐ臨地実習施設の看護学教育指導者研修J

への参加者の選定や福岡県主催実習指導者講習会への参加対象者の選定を継続して行い、院外での教育

指導者養成のための研修参加を促進させる。

人事交流では、平成 22年、 23年度に引き続き、看護部から保健学科への 1年間の人事交流、保健学

科教員の臨床現場でのブラッシュアップ研修を実施する。教員のプラッシュアップ研修については、九

州大学に留まらず、他教育機関の教員の研修参加も呼びかけ、地域の看護基礎教育での看護実践能力の

向上への貢献を目指す。同時に本プロジェクトで育成した教育指導者や教育担当指導者、実習担当指導

者に積極的に講演や講義などを実践させ、地域還元を目指す。
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2.各事業の実施状況と成果【教育指導者賛成・人事交流]

(3)教育研究推進WG

[ 平成昨度実施計画 j 

I目的と成果目標】

教育研究推進恥は本事業の中核である人事交流を研究分野において実行することであるが、具

体的には積極的に双方の研究を支援するための方法と将来の看護分野のリーダとなる人材に求

められる研究能力を育成するために、基礎看護教育での研究基礎能力に関する教育指導ができる

臨床の指導者を育成するための企画運営を行うことを目的とする。

研究分野の人事交流の成果目標は、大学教員の臨床場面での看護研究数の増加、研究研修の受

講者を毎年コンスタントに輩出することと学会などでの研究発表を行うこと止する。

【具体的目標1

1. 保健学部門看護学分野と病院看護部における共同の看護研究を積極的に推進する。

2. 病院看護部における研究基盤体制を構築し、研究的視点で看護の現象を分析できる看護専

門職を育成する。

実施内容

【運営方法と実施概要1

教育研究推進恥は、目的目標の実行するために保健学部門看護学分野と病院看護部双方から、委

員を選出して、 l 回/1~2 か月の頻度で会議を開催した。

1. 保健学部門看護学分野と病院看護部における共同の看護研究を積極的に推進するために、

平成23年度は協力して行っている研究の現状を実態調査し、スムーズに協力して行うための

支援と承認のための申し合わせ事項合作成した。

2.病院看護部における研究基盤体制を構築し、研究的視点で看護の現象を分析できる看護専門

職を育成するために、平成23年度l士、臨床で活躍している看護職員が自発的に看護研究を行え

るよう、看護研究の目的、看護部における看護研究の基本指針を整理した上で、看護研究支援体

制として「九州大学病院看護研究コース」開設に向けた検討を行った。研究コース受講により、

看護研究方法の基礎知識を学ぶことで、臨床実践の中で見出した研究的疑問を解決する方法を身

につけ、学会発表でのディスカッションや論文発表を通じて、研究成果を臨床現場や社会に還元

する機会を得て、臨床看護実践カの向上を目指す。
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2.各事業の実施状況と成果[教育指導者養成・人事交流]

平成23年度成果

【会議実施報告1

1 教育研究推進附構成委員と会議開催状況

委員会は、表 1に示すように保健学部門看護学分野と病院看護部における事情や課題を提案

し、共有することで看護研究の交流を積極的にスムーズに推進できるよう、双方の所属の委員

を均等に組織構成した。

表2に会議日程と審議内容を示した。

表1 教育研究推進附構成員

所属 臓位 氏名

医学研究院保健学部門 船長

臨床健康支援看護学領域 教授
川本利恵子

医学研究院保健学部門
講師

臨床健康支援看護学領域
中尾富士子

医学研究院保健学部門
講師

広域生涯発達看護学領域
藤野成美

医学研究院保健学部門
助教

広域生涯発達看護学領域
末次美子

医学研究院保健学部門
助教

臨床健康支援看麓学領域
金問麻希

教育担当
松本裕子

副看護部長

人事交流者 大村由紀美

南5階1病棟 山下春江

看護部

北3陵病棟 馬場チエミ

北6階1病棟 重松博子

プロジェヲト事務局
藤野ユリ子

看謹師
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2.各事業の実施状況と成果【教育指導者賛成・人事交流]

表2 会議日程と内容

困 数 日 時 問蟻題

0教育研究推進WGメンパー自己紹介

第 l回
平成23年5月12日(木) OWG活動内容の確認

10 ・ 00~11 : 00 0臨床の看護職に対する研究指導について

0臨床看護職の保健学科学部教育への参加について

0第1回会議議事録について

0相互協力の現状報告

第2回
平成23年8月16日(木)

0現状報告を受けて検討事項

。九州大学病院看護研究支援体制について
11 : 00~12 : 00 

0倫理審査について

。九州大学病院看護部の看護研究のあり方についての方針

0保健学科からの調査協力依頼について

第3回 平成23年7月14日(木) 0第2回会議後の経緯説明

11 ・ 00~12 : 00 0倫理委員会について

0共同研究の組j織化について

平成23年 10月6日(木)
。九州大学病院看護部の看護研究・発表会の歴史

第4回 0九州大学病院看護部の看護研究に対する理念・方針
11 : 00~11 : 45 

0保健学科から看護部への研究協力依頼方法について

。看護部への調査協力依頼方法について

第5回
平成23年11月29日(木) 0臨床看護研究に関する指針について

13 : 00~14 : 00 。看護研究コースについて

0シミュレーダーの学生利用について

平成24年1月17日(木)
0保健学科看護学分野から看護部への調査依頼方法について

第6回 0臨床看護研究に関する指針について
13 : 00~14 : 00 

0臨床看護研究コースについて

0臨床看護研究に関する指針について

第7回
平成24年2月14日(火) 0臨床看護研究コースについて

13 : 00~14 : 00 0研修コース募集内容と応募様式について

0研究コース基礎編の研修内容と講師の決定
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2.各事業の実施状況と成果[教育指導者養成・人事交流]

【活動成果1

1. 目標1.に対して、保健学部門看護学分野と病院看護部における共同の看護研究を積極的に

推進するために、平成23年度は協力して行っている研究の現状を実態調査し、スムーズに協

力して行うための支援と承認のための申し合わせ事項(表 1)を作成した。

九州大学大学院医学研究院保健学部門看護学専攻教員が、臨床能力や研究能力を最大限活用して発揮

し、看護研究に取り組む環境を構築するために、研究協力依頼方法について申し合わせ事項を定める。

将来的には、病院側との共同研究がとして発展することを目指すので、九州大学病院看護職員が共同研

究者となるよう研究組織を検討する。そのために、九州大学病院看護職員の研究計画書作成時での参画、

倫理申請書の策定、倫理委員会での審査の出席などの機会を積極的に支援する。

【表1.保健学科から看護部への研究協力依頼方法1
1. 病棟へ研究協力依頼の打診

2. 看護部へ研究協力依頼

(提出書類)

，研究依頼文書

・研究計画書:研究目的、研究方法、協力内容、研究組織、同意説明文書、同意書等含む

3. 病棟へ調査協力依頼

病棟看護師長へ研究協力依頼に関する具体的内容について相談

(提出書類)

・研究計画書:研究目的、研究方法、協力内容、研究組織、同意説明文書、同意書等含む

4 看護部・病棟へ研究計画書(最終版)の提出

(提出書類)

・研究計画書:研究目的、研究方法、協力内容、研究組織、同意説明文書、同意書等含む

5. 研究開始

倫理委員審査承認後、審査結果を看護部長(教育担当副看護部長) ・病棟師長へ報告し開始

6. 調査修了の報告

調査終了後、看護部・病棟師長へ報告

(提出書類)

'研究調査報告文書、研究成果報告書

2圃 目標2.に対して、平成23年度l士、まずこれまでの九州大学病院看護部の看護研究に関する研究

支援体制の課題を抽出した。その結果、九州大学病院看護部の看護研究に関する理念・方針の改

正を行い、その理念・方針に基づいた看護研究支援体制の構築を行った。

1 )九州大学病院看護部の看護研究に関する研究支援体制の課題

九州大学病院看護部は、看護研究に関する研修と成果発表を、看護職員のキャリアアッププログ

ラムの一環として位置づけてきた。クリニカノレラダーの進行に組み込まれているため、受講に関して

も条件がある。これらの背景による影響かどうか断定はできないが、看護研究に関する能力育成が系
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2.各事業の実施状況と成果【教育指導者賛成・人事交流]

統的に育成されにくく、自主性に欠ける面があり、総じて看護研究に対して受動的な取り組み状況が

課題である。

2)九州大学病院看護部の看護研究に関する理念・方針の改正

(1)理念の改正

九州大学病院の看護職員は、看護部の理念及び基本方針にもとづいて、専門的で高度な医療が行

われる現場で日々進歩する医療に対応できる知識と技術をもち、患者に信頼される質の高い看護を

提供する役割を持つ。その役割を果たすために、看護職員一人ひとりが、研究的視点や科学的思考

を持ち、看護実践における課題を研究的に探究し、成果を患者ケアおよび社会に還元することとし

た。

(2 )指針の改正; r義務Jから「自主性尊重jへの移行

本来研究とは、研究渚が自己を通じて主体的に研究疑問を解決していく学習プロセスであるため、

平成23年度より、臨床看護研究への取り組みはクリニカルラダーの進行に関わらず自主性を尊重

するものとした。

3)看護研究支援体制の構築

自主性を尊重した取り組みにするため、表2に示す看護研究支援体制の骨子を策定し、研究コ}

スを開設した。

表2.九州大学病院看護研究支援体制

1 九州大学病院看護研究コースの目的

1)看護研究の一連の流れを学習・体験し、研究方法の基礎を身につける

2)研究的態度眼科学的思考ができる能力を高める

3)看護の現象に関し、研究的視点を持つことができる

2 対象

看護研究方法を学び、研究成果を学会や論文等での発表を考えている九州大学病院看護職員

3 指導体制の構築

1)看護研究指導者のリスト作成

研究テーマに沿った適切な指導者へ配置するための人材活用を検討する

大学教員:専門分野、研究テーマ、研究手法等

病院職員:大学院卒業者、学会発表経験者、研究業績等

2)現在進行中の研究テーマのリストアップ

現在進行中の研究テーマの洗い出しを行い、指導内容の選定、指導方法の検討を行う

・進行中・行き詰っている研究

・研究支援で行って欲しい内容

.困っている内容

・現在相談できる研究指導者の存在

4 教育研究推進路の成果・評価指標

-倫理審査申請件数、大学院への進学率、学会発表件数、論文採択件数など
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2.各事業の実施状況と成果[教育指導者養成・人事交流]

(1)看護研究に関する研修コースの開設

臨床看護研究に関心を持ち知見を深めたいと考えている看護職員を対象に、研究歴を持つ看護職

員や九州大学大学院医学研究院保健学部門看護学分野の協力を得て、看護研究コースを開設し、看

護職員の臨床研究能力の育成を支援する。看護研究コースは2コース開設する。

①看護研究コース(基礎編)

1年間定員 20名で看護研究に必要な基本的講習を受講後に研究活動を実施し成果発表を行う。

研究活動の一部は、下記の (2)で行われることもある。

②看護研究コース(実践編)

研究テーマを持つ基礎編修了者あるいは大学院(修士課程)修了者が、研究窓口を通して指導者の

紹介、研究活動のサボ}トを受け、成果発表を行う。一部の修了生は、下記の (3)を行うことで、

成果を得ることもある。

(2 )九州大学大学院医学研究院保健学部門看護学専攻の実施する看護研究への参加

九州大学大学院医学研究院保健学部門看護学専攻の職員が九州大学病院をフィールドとして取

り組む看護研究に、九州大学病院の看護職員が、研究協力者として参加し、その分野における最新

の知見や研究方法について、参加型学習を行う機会を得る。

(3 )九州大学病院看護職員と九州大学大学院医学研究院保健学部門看護学専攻職員との共同研究

九州大学病院看護職員と九州大学大学院医学研究院保健学部門看護学専攻職員の両職員が、それ

ぞれの臨床能力や研究能力を最大限活用して協働し、共同研究として看護研究に取り組む。

!平成24年度の方向性醐)

1.平成24年度は、平成23年度に企画した看護研究支援体制を実施するとともに積極的に成果発表

を行う。

1 )看護研究コースの実施・評価

看護研究支援体制として創設された看護研究コース(基礎編)の計画を実施する。また実施後に看

護研究コース(基礎編)の評価を行うとともに、看護研究コース(実践編)の企画内容の再検討を行

い、確定する。

2)看護職員への看護研究に対する啓蒙

看護研究への取り組み指針を「義務Jから「主体性尊重Jに移行させたことにより、看護研究への

意欲の高い職員のみが活発に研究に取り組み、看護研究に関心の低い職員は看護研究に対し消極的に

なる可能性がある。看護研究は看護専門職としての成長に必要な過程であるため、看護研究に取り組

んでいない職員に対しても、看護研究への啓蒙や動機づけを行う必要があるため、看護職員に対する

啓蒙について看護部教育担当部署と検討を行う。

(仔卜看護研究コースで学会発表や論文掲載などの成果を出す、研究コース参加者が研究協力者として

他職員を研究メンバーに入れる、新卒の卒業研究発表会を企画する等。)

2.平成23年度に開始した看護研究支援体制とその成果の評価のための目標水準を設定する。

平成23年度の許画進行状況に照合し、具体的な研究発表数等の数値目標を設定する。
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2.各事業の実施状況と成果【キャリアパス構築】

【4】刊アパス構築 | 
九州大学病院看護部のキャリアパス構築支援では、従来からクリニカルラダーシステムを活用した看護

実践能力の明確化、人材育成、キャリア開発支援を行ってきた。

下記に示す通り、クリニカルラダーレベルを基盤とした研修を参加することによって看護実践力向上を

目指す教育研修プログラムを活用している。

5年目
以上

3......4 
2字国

1......2 
2手目

-E翠翠ヨ・

レベルW

医療チームにおいて看謹の立場で
リーダーシッブが発鐸できる

レベルE

審議実践の寝で
リーダーシッブが発揮できる

-~ 1J=1J)v51f圃

-地起草医療に必要な
マネージメント能力
.問題解決能力

-等

・司慣例綾討日

-署窓倫理
・スキンケア (実桟縁日)
.リーターシッブ

・君臨脱1・2
-・寄与

・医療安会

-事例検討 I
-繍尿病患者の理解とケア

.栄養管理

・スキンケア (笑銭編 1)

・・ 等

-呼{Ibl.循環管理(基礎割高}

・スキンケア(基礎編)

-緊急時の対応

・シミュレーション研修

・医療安会1・2
・フォローアッフ研修

.看護実誌研修

-君翻E入臨 書研修
.新銀用者含同研修

. . ・等

キャリアパス構築で、の課題として、クリニカルラダーシステムを運用し、教育方針として「全看護職員

はクリニカルレダーレベノレEまで取得すること」という内容は定めていたが、到達目標時期など可視化で

きる数値化には至っていなかった。また、 1，100人を超える膨大な看護職員の個人キャリア形成を支援す

るための体系的な支援システム構築や具体的な支援実施には至っていなかった。

そこで、平成23年度は、看護部教育理念の見直しに合わせて、 「クリニカルラダーレベル Iは入職 1

"'"'-'2年以内、レベルEは3"'"'-'4年以内、レベルEは5"'"'-'6年以内での取得」と到達時期目標を明文化し、教

育方針に明記することで、到達目標の明確化・情報共有の徹底を図った。

本プログラムでは、キャリアパスナビゲーションシステム開発により、看護職員 1人ひとりが確実な看

護実践力をもっ看護師として成長した後に目指すキャリアに向けて目標管理、自己実現できるよう支援す

る。

-・三回目芸主主a~a￥'If司舗面五!~a長忌三11・R・-

レベル別研修

(日本看護協会)

認定看護師管理者研修

管理者研修

認定看護師 専門看護師

企経済的 全長期研修制度
支援 による支援

福岡県看護実習指導者講習会

院内認定看護師育成研修

専門看護分野研修

ブリセプター研修
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2.各事業の実施状況と成果【キャリアパス構築】

本プロジェクトで取組む「キャリアパスナビゲーションシステム開発」では下記に示す3本柱から構成

されている。

匡瞳到
聡員基本情報登録

研修申込み、参加履歴
管理
看護技術習得度チ工ツク
クリ二力ルラダ
自己評価

個人目標管理
アンケ 卜回答

.年間研修計画登録
・研修申込管理、参加状況管理
.看護筏術習得度

~ 結果管理
主ミミ，，;;，lll、 .クリ二力ルラヂ管理
sf'叶11 ¥・目標管理

oll~ー ・叶H ・・キャリアモデル管理
アンケート集計

i崩囚ーーー ー

.年間研修スケジュル
・所属部署の看護技術習潟度
チェック結果

・クリ二力Jlラダ他者評価
・看護部、部署目標共有
・キャリアモデルデ タ閲覧
.アンケ ト集計結果

キャリアナピゲーションシステムイメージ

キャリアパスナビゲーション

システム開発

キャリア

ナビゲーション
システム

開発

キャリアパス

構築支援
復帰支援

|キャリアパスナビゲーションシステム開発タイムスケジュール|

<キャリアナビゲーションシステムの開発>
〆 "'-1' ¥・7
平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

導入システム システム仕様 システム開発 システム運用、
システム
運用、検証、

検討 検討 一部導入 検証、改善 改善
¥ ¥ 

<キャリアパス構築支援>

一 首 平成1-1平キャリアパス
ロールモデル ロールモナル

明示、ロール 提示

¥情報収集tm検討 情報収集
<復帰支援>

平成23年度
平成24年度 平成25年度
情報提供開始 復帰支援

情報収集
復帰支援 プログラム

データベース
プログラム 運用、検証

作成 検討

(平成昨度実施結果評価 ) 

平成22年度は、システム開発準備段階として、新たに設置したナピゲーションシステム開発WGでキャ

リアナピゲーションシステムの開発仕様の検討、キャリアパス構築支援に必要とされている機能や情報を

整理するための基礎資料の収集を行った。

平成23年度実施計画

平成23年度は、看護職員の看護実践能力、キャリアを一元的に管理でき、かっ管理部門や看護師長と

個人が双方向性を持って情報共有をしながら目標や情報管理のできるキャリアナピゲーションシステム

を開発し、一部稼働させるロまた、職員のキャリアパス構築や育児休業から復帰する際に必要とされてい

る情報や支援を提供するためのニーズ調査を行い、システム構築の基礎資料を得る。

また、新人看護職員には、試験的に「新人看護師育成プログラム」取組み一環としてポートフォリオに

よる研修管理、目標管理を導入し、早期からのキャリア形成の意識づけを行うロ
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2.各事業の実施状況と成果【キャリアパス構築】

(1 )キャリアナピゲーションシステムの開発

l 実施肉容 ) 

検討したキャリアナピゲーションシステム仕様をもとに、看護師のキャリア支援システムを導入した。

導入に際しては、全看護師長、各部署からシステム利用方法を伝達できる看護職員を複数名選出し、複数

回に亘り操作説明会を行った上でシステムを稼働させた。

平成23年度 平成24年度 平成25年度

闘員プロファイル 9 1 各看檀職員による職員情報の入力 〉
ト一月。
月 斬率看瞳・員:入・時、入職帥明、ロか月千云吾〉

雪量聾価修得度チェック

ナ
撮シ 2年目看瞳・員:入臓刷、月、24か月チェック 〉
ス

い|
ピ ト作ナ
ゲ 説ム 1月~研修報告

明.1(申込みa飽l主動fJ
院内 ソ.‘ 会入 管竃システム肉研修

ナ ヨ
開 . システム活問}

ピ 研修 ::，.， 催稼
研修申込み・研修報告 〉

ゲ
ソ.‘ 働

一L
看護協会 ス 研修申込み・研修報告

ナ
シ

外部 シム 参加胆E保存ヨ
ス開

ン 7 ー発 運用Jレール ¥ 看護部、委員会、部署目標共有 〉
シ 目標管理 ム W
ス 仕 G 明確化 運用開始
T 様に 』

ム クリニカルラダー のお
検 lナ 一 カスタマイズ 運用開始

マネジメントラダー 射る 明確化

一
中・長期キャリア計画 システムでの中・長期キャリア曹理 )

トー
検肘 キャリアモデル提示

キャリアモデル〈ベストナース〉
」ーーー

ローテーション希望調査 運用開始

e7f(ートフ君リ/.t(俊樹〉 検討予定
、
J 

平成23年度成果

導入したキャリアナピゲーションシステムを稼働し、 1，100人以上の看護職員 1人ひとりが培ってき

たキャリアの証明でもある研修参加履歴や各職員が持っている資格や看護実践力をシステムで一括管

理できるようになり、個人キャリアや組織的な看護力を可視化することができた。また、従前は紙媒体

で運用していた新人看護職員の「看護技術修得度チェック」をシステム上で実施することにより、配布

や回収までの時間や集計作業がなくなり、教育看護師長、副看護師長の業務負担軽減と効率改善に繋が

った。

試験的に導入した「新人看護師育成プログラムJ取組一環としてのポートフォリオは、学習履歴を保存

し、自己の成長過程を客観的評価資料として記録ツールとしての役割や、自己課題の発見、部署の先輩と

の情報共有の媒体として活用された。その結果、課題解決に向けて自ら目標を設定し、先輩からの助言を

もとに目標を達成するための方策を発見し、目標を達成していく過程を実践することで自己教育力の向上

に繋がっている。また、先輩看護師は、自部署の新人看護師が集合研修でどういう内容を学び、どんな悩

みや課題を抱えているのか、ポートフォリオを通じて知ることができ、ポートフォリオにコメントや助言

を書いてフィードパックすることで、集合研修後のフォローを各部暑で行い、 O]Tや部署教育で継続的に

指導できる体制へと繋がっている。
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2.各事業の実施状況と成果【キャリアパス構築]

(2)キャリアパス構築支援

実施内容

キャリアパス構築支援として、平成23年度より新たにクリニカルラダーレベルの取得期間を「看護部

の教育理念と教育方針Jに明記し、看護職員全員に周知徹底を行った。

従来から実施している教育プログラム提供による看護実践能力の質の向上と定着やキャリア支援に加

えて、看護部管理部門や各部署の看護師長が看護職員 1人ひとりのキャリア実現を組織的に支援するため

に、どういう情報やシステムを共有化する必要があるのか、実際に支援を行う看護師長を対象に、質問紙

調査を行い、システム開発の基礎となる情報収集を行った。

|[看護師長苅象 キャリアナピゲーションシステムに必要な情報・機能lこ関する質問紙調査結果】|

対象者:32部署看護師長 アンケ}ト期間:平成 23 年 5 月 24 日 ~6 月 10 日

1.キャリア支援に必要な情報(複数記入) 2.キャリアナピゲーションシステムに欲しい機能

キャリアプラン・キャリアパス 20 「なりたい看護師」に関する情報が得られる機能 9 

学歴・職歴 16 研修や学会履歴機能 6 

資格取得履歴圃計画 14 参加できる研修選択機能 4 

院内・院外研修参加履歴 11 資格取得状況 3 

研究発表履歴 9 eラーニング管理機能 3 

属性 6 院外活動機能 2 

学会入会・参加 4 語学資格 2 

健康状態 3 キャロア適正診断機能 2 

セミナ}などの参加希望 2 進学情報検索機能 l 

ライフイベント設計 2 資格検索機能 l 

勤務成績 2 学会発表内容閲覧機能 1 

語学力 2 資格紹介機能 1 

キャリアモデノレ l 人事管理情報 l 

キャリア適正 1 教育計画 l 

委員会活動履歴 1 先輩のキャリア紹介 l 

業務外活動 1 相談機能 1 

研修スケジューノレ 1 マネジメントラダー 1 

指導履歴 1 自己研鎖啓録機能 l 

成長段階確認機能 l 

文献検索機能 1 

委員名簿登録機能 1 

自宅PCからみられる機能 l 

平成23年度成果

看護師長を対象とした質問紙調査の結果、看護職員のキャリアを支援するためは、 「学歴・職歴J r資

格取得履歴・計画J r院内・院外研修参加履歴J r研究発表履歴」等職員の看護師としてのキャリアの歩

みに関する情報が必要不可欠であること、システムにはキャリア支援に必要となる情報を入力・管理でき

る機能とともに、将来キャリアモデルに関する情報が得られる機能が求められていることが明確になった。

調査結果で必要不可欠と考えられている情報の管理機能を前述のキャリアナピゲーションシステムに組

込み導入し、各看護職員の培ってきたキャリアを可視化させた。

154 



2.各事業の実施状況と成果【キャリアパス構築】

(3)復帰支援

実施内容

平成 19年度文部科学省『社会的ニーズに対応した質の高い医療人養成推進プログラム:女性医療人き

らめきプロジェクト』において、平成21年に本院看護部看護職員 1，119名を対象に「女性医療人の健康

と働きがいに関する調査」が行われている。その中の一部でワーク・ライフ・バランスの観点から「仕事

をより充実するための施設、サービス、制度に関する希望」を尋ねた先行調査から、仕事と育児の両立支

援(制度・施設の充実)と同様に休業後の再教育制度のニーズが高いことが明らかになっている。

短時間勤務制度

院肉保育所

始業・終業時聞の繰上げ・繰下げ

子どもの看病のための休暇制度

育児休業制度

時間延長型保育所

介霞休業制度

フレックスタイム制度
所定外労働(夜勤)の免除の制度

病児保育

再就職制度(育児・介瞳休業後など)

育児に要する経費の補助措置

亘保晶
介護サービスの費用の助成
子どもを親や親戚に預ける

院外の保育所

男性労働者育児参加促進制度
介置の必要な人を施世に入所させる

ワークシェアリング制度
介躍の適所サービス{デイサービスなど)

ホームヘルプサービス

。 100 

介護の必要な人を在宅で家族や親戚で看てもらう 固・・・・ 85
ペピ-:"ツタ一派遣 同・・・ 抱

200 

225 

日ぷ
145 

137 

130 

130 

300 400 

87 

344 

333 

328 

308 

26 

26 

仕事をより充実させるために希望する施般、サービス制度

500 

424 

平成21年度 九州大学女性医療人きらめきプロジェクト報告書調査結果より抜粋、作図

ナピゲーションシステム開発WGでの検討から、結婚・出産後も看護職としてのキャリアを継続してい

くためには、両立のための制度・サーピスの充実も必要不可欠であるが、同時に職場に復帰した際に、看

護職従事者として安全・安心な看護ケアを提供できるよう、休業中の看護実践能力の補完をサポートする

ことも重要であること、本プロジェクトは「看護職員の看護実践能力の持続的質の向上」を目指した取組

みであることから、看護実践能力の維持・向上に向けた職場への復帰支援サポートに注力したプログラム

開発を行うこととした。

平成23年度は復帰支援プログラムを整備するにあたり、どういうプログラム内容が必要とされている

のか把握するため、以下ニーズ調査を行った。

キャリアナピゲーションシステム【復帰支援】ニーズ調査結果

1 .調査目的

看護職として育児休業から復帰する際、安心して復帰できる、看護実践力の維持・向上に向けた支援プ

ログラムを開発するため、育児休業取得者を対象にニーズ把握調査を行い、プログラム開発に向けた基

礎資料を得る。
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2.各事業の実施状況と成果【キャリアパス構築】

2.調査方法

九州大学病院看護部に所属し、平成20年度以降第1子の育児休業取得後に職場復帰した看護職員及び

平成23年9月時点で第1子の育児休業取得中の看護職員に質問紙調査票を配布し、回答を得る。

( 1)調査の対象:①平成20年度以降第1子の育児休業取得後に職場復帰した看護職員 同名

②平成23年9月時点で第1子の育児休業取得中の看護職員 36名

(2)調査方法:

①所属する部署の看護師長より調査票及び回収用封筒を該当者に配布してもらい、回答後、個人が特定

されないよう回収用封筒に封入、封かんをした上で看護部へ院内便で返送する。

②往復郵送法

(3)調査主体:

看護部 ナピゲーションシステム開発WG

3.調査結果

( 1)回収率

61. 5% (91名中 56名)

(2)回答者属性

宵体取得時までの
平鈎育児休業

平均臨床経駿年
取得期間

数

(N宝=惇56) 8.1 1年2か月

育児休業中
8.3 1年4か月

商品融事著
8.0 1年

(3)育児休業取得後の復帰支援ニーズ

--.計(N=珂 4ト育児休業申(n=28) ..，炉育児休業復帰者(n=28) 

20.0% 

10.0% 

胤 ee/!fdgfcpr/fd//ぷ♂
属性別..  :支温三ーズ比厳(.散回答〉

復帰支援では、育児休業取得後に復帰した看護職

員、休業中の看護職員ともに『匡撮安全・感染防

止対貸』や『電子力ルテの使い方J r標血桂衝の

復冒』等の要望が高い傾向がみられる。

「採血』と「救命措置」の2項目についてのみ、

復帰した看護職員ニーズは、休職申の看護職員ニ

ーズよりポイントが高い。

156 

表僅帰支援ニーズ(複数回答)

幻
一
引
一
部
一
ゆ
一
川
一
同
一
叩
一
叩
一

g
一4
7
1
6
一2
=町



(4) eラーニングによる復帰支援プログラム

活用意向

eラーニングによるプログラム活用意向
(N=S6) 

2.各事業の実施状況と成果【キャリアパス構築】

(5)復帰支援プログラム開催時の参加意向

無回答'，1

プログラム開催時の参加意向(N=S6)

【復帰支援プログラムニーズ聞査結果まとめ】

復帰支援プログラム開催日程では、 r1-2目』で r3時間』程度での開催ニーズが高い。

・プログラム内容では『医療安全・感染防止対策』や「電子力ルテの使い方Jr採血技術の復習』等のニ
ーズが高い。実障に育児休業から復帰した看麗職員からは『救命措置』のニーズも高かった。

-復帰支援プログラムや、 eラーニングでの復帰支援プログラムは、回答者の9割以上が開催時には活用

するとの回答を占めていた。

-復帰支援プログラム参加の可否は、子どもの預け先や保育者の確保の有無に左右させるようである。プ

ログラム開催時には、開催スケジュールを早めに案内をした上で、必要に応じて庇児サービスを提供で

きるようなプログラム開催の工夫が必要である。

・日時が固定されず、自分の手の空いた時間に自由に利用できる eラーニングでの復帰支援プログラムの

提供もニーズが高い。

平成23年度成果

従前より育児休業中職員の復帰に向けた研修支援は明文化されているが、実際の参加はほとんどなく、

活用が進んでいなかった。今年度実施した復帰支援ニーズ調査結果を基礎資料として整理し、育児休業取

得者や復帰者が必要としている復帰支援内容をどのようにプログラム化していくか、ナピゲーション開発

WGで検討を行った。ニーズの高い具体的な看護技術の手技や手順の復習については、本プロジェクトで

提供している「シミュレーション・トレーニング」を利用し、トレーニングが提供可能なタイムスケジュ

ールを各自が確認の上、自分の好きな時間に希望する看護技術の復習を行えることとした。また、医療安

全・感染対策についての「いつ、どこで何の研修があるのか」といった情報は、九州大学で導入されてい

るWebメ}ノレ rActi ve MailJで随時配信されていることから、育児休業中の看護職員も自宅から自分の

r Acti ve MailJにログインし、配信された情報を確認することで最新の開催日時を確認することが可能

である。既存のメ}ルシステムを活用して研修などの参加促進を図ることが可能であることが明らかにな

った。
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2.各事業の実施状況と成果【キャリアパス構築]

(平成M年度の方向性醐)

平成23年度導入したキャリアナピゲーションシステム機能の一部l土、九州大学病院看護部で運用する

には一部機能変更が必要であることが判明した。そのため平成24年度は、機能変更が必要な「個人目標

管理」や検討中である reポ}トフォリオ」機能の追加などを再度精査し、システム機能のカスタマイズ

を行う。平成23年度導入し、運用ノレールを徹底している「看護技術修得度チェックJ rクリニカルラダ

ー、マネジメントラダーJ r研修管理J機能については、キャリアナピゲ}ションシステムでの運用に移

行し活用する。

キャリアパス構築支援で必要とされる職員情報は、キャリアナピゲーションシステム機能として導入し、

情報の可視化、共有化が可能となっているが、ロールモデル機能については、平成 23年度に具体的にど

ういうモデルを紹介するのか等を明文化し、平成24年度よりキャリアナピゲーションシステム上で紹介

していくこととしている。

復帰支援では、ナピグ}ションシステム開発聡でまとめた復帰支援プログラムを効果的に提供してい

くため、九州大学病院看護部ホームページやパンフレットを作成し、復帰支援プログラムの情報提供を行

い、プログラムへの参加を促進させる。参加者にとっても利便性の高い効果的なプログラム提供により、

育児・介護休業取得者の休職中の看護実践能力の補完を支援する。また、スムースな職場復帰のため、実

際の臨床現場をシャドーで見学し、休業取得前の所属部署や休業後に配属される可能性のある部署の、業

務や現場の変更事項を同僚と情報共有できる研修システムを構築する。
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2.各事業の実施状況と成果【キャリアパス構築】

(4)看護学生時からのキャリアパス構築

実施目的

本事業のキャリアパス構築は看護職として学生時より主体的に自分で学び、思考し、キャリアが積める

ようにモデルを示すことにより、キャリアデザインを自分でできることを目的としている。

具体的にはクリニカルラダーによる看護職員教育プログラムを基盤に、質の高いジェネラリスト、スペ

シャリスト、看護管理者、看護教育者の 4つの分野を目標にキャリアパスを構築することを目標としてい

るが、キャリアパス構築のためには看護の学習を始めた時からの動機づけが必要である。つまりキャリア

パス構築の種(シーズ)を蒔き、芽(プロッサム)を育てることが、本事業の根幹となるが、看護基礎教

育時代でのモデ、ルを示すことによる種(シーズ)と芽(プロッサム)の育成が非常に重要である。

実施内容

1.講演会目的

米国の看護の現状と課題を知ること、またスペシャリストのモデルをみることによって、自分の将来を

みつめ、看護を学ぶ看護学生や新人看護師が、将来のキャリアパスを構築するために役立てることを目的

とする。

2.開催日時:平成24年1月10日(火) 1 0 : 30""' 1 2 : 00 

3.講師および講演テーマ

Kathleen Nokes ~ Future of Nursing in the United Statesn 

ニューヨーク市立太学ハンター・力レッジ校にて看護学士、コロンビア大学にて看護学修士課程修了。ニ

ューヨーク太学にて看護学博士号取得。現在、ニューヨーク市立太学ハンター・カレッジ教授。

専門:国内外のHIV/AIDSに関する看護、がん看護、地域公衆衛生。

宥霞実鼠カ向上に向けたキャリアパス構.

FUTURE OF NURSING 

IN THE UNITED STATES 
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2.各事業の実施状況と成果【キャリアパス構築】

【Nokes教鰻講演資料】

• Malerials adapled by 

• Kalhleen MトJokes，PhO，RN，FA州
HunterCollege， CUNY 

-knokes@hunter.cunv_官lu

Kyushu University， Jan， 2012 
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centered care in a health care systemwhere 
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achieving success 
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• Supported by many non-nurses 

• Written by many non-nurses 

• F ull report available for download 

• httpJlwwwiomedu/Repoバs/2010汀he-Fulure-of-Nursi時
Leading-Change-Advancing-Health_aspx 

• Nurses should praclice 10 Ihe full exlenl of Iheir educalJon 
and lraining 

• Nurses should achieve higher levels of educalion and 
lraining Ihrough an improved educalion syslem Ihal 
promoles seamless academic prog陀sSlon

• Nurses should be full partners， wilh physicians and olher 
health care professionals， in redesigning health care in Ihe 
Uniled Slales 

• E百ecliveworkforce planning and policy making require 
betterdala colleclion and informalion infrasl川clure



2.各事業の実施状況と成果【キャIjアパス構築】
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2.各事業の実施状況と成果【キャリアパス構築】

鈴木 美穂 『アメリ力で看護師NP(ナースプラクティショナー)として働く』

東京医科歯科大学医学部保健衛生学科看護学専攻卒業、同校老人看護学博士前期課程修了。東京医科大学

病院に勤務したのち、渡米。ニューヨーク大学にて看護学博士号取得。

現在、メモリアル・スローン・ケタリング・がんセンター骨髄移植科ナースプラクティショナー。

ニューヨーク市立大学ハンター・力レッジ看護学部非常勤講師。

4.参加状況

九州大学医学部保健学科看護学専攻 2・3• 4・年生と大学院生および病院看護職員約 150名程度の参加

があった。参加者は真剣にメモを取るなど、熱心に受講していた。

平成23年度成果

そのうち、九州大学医学部保健学科看護学専攻および大学院生の参加者のうち98名より、アンケート

を得ることができた。

1 .講演の満足度 Cn二 98名〉

Fig.1に示すように、満足、かなり満足が

50%であり、成果が示された。

自由記述においても、 「これまで、専門職と

して、海外で働くことや、専門職としての

自律した活動がイメージできた」、 「誇りを

持って看護職として進みたい」などの意見が

記載されていた。
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講演会の満足度
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Fig. 1 満足度



2.各事業の実施状況と成果【キャリアパス構築】

2.項目別満足度 Cn=98名〉

講演内容は興味深かったか、理解できたか、講師の説明はわかりやすかったか、講師の話のスピードは

適切であったか、通訳は役!こ立ったか、配信資料は講演会の理解促進に役立ったか、講演会を通じて有用

な情報が得られたか、講演会の時期は適切だったか、将来の進路選択!こ役立つ内容だったか、看護への聞

J~\が深まったか、今後ちこのような講演会を期待しているかなどの 11 項目について、とてもそう思うか

ら全く思わないとの回答を求めた。その結果をFig.21こ示レた。

全ての項目において満足度は高かったが、約80%の者が、講演の陶容は興味深く、看護への関山も深

まり、将来の進路指導に役立つ内容であったと返筈レていた。また、今後ちこのような講演を期待してい

るかという聞いに期待レているとやはり 8割近くが返筈レていた。

0% 10% 20".4. 30% 40% 50% 60% 70% 80% 9切"100% 

1.講演内容は興味深かった

2.講演内容を理解できた

3.講師の説明はわかりやすかった

4.講師の話のスピードは適切であった

5.通訳は役に立った

6.配付資料は講演会の理解促進に役立った

7.講演会を通じて有用な情報が得られた

8.講演会の時期は適切だった

9.将来の進路選択に役立つ内容だった

10.看護への関心が深まった

11.今後もこのような講演会を期待している

Fig.2 項目別満足度

-とてもそう思う

・まあそう思う

・あまり恩わない

・全く恩わない

キャリアパス構築事業の目的は、学生時より主体的な学習とキャリアデザインができるためのモデル提

示であるが、今後も国内外からモデルとなる看護職の講演会を積極的に企画していく。講演会では、単発

的な動機づけになるので、動機づけされた芽を継続的に育成していくことが課題である。

今後は、講演会だけでなく、その時に交流会の場を設け、その後も継続して関わりが持てる内容に拡大

していく。
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2.各事業の実施状況と成果【広報活動】

【5】広報活動

1 )平成23年度看護実践力ブロッサム開福プロジェクト講演会開催

1.開催日時:平成23年 12月4日(日) 13 : 00"""16 : 40 

2.講演会開催目的:

看護実践カプロッサム開花プロジェクト取組みの進捗

状況を報告するとともに、シミュレーション機器を利用し

た教育研修について、実際のシミュレーション演習を含ん

だ講演会を開催することで、シミュレーション機器活用研

修の組み立て方や教育方法を学んでもらい、各病院におけ

る教育プログラム作成の一助とする。

3.参 加 者:47施設 187名

4.アンケート回答:147名

5.アンケート回収率:78.6% 

6.アンケート結果※以下N=147とする。

講演会終了後、参加者からの質疑を「質疑回答」にまと

め、参加施設に発送し、講演会では解決しなかった疑問の

フォローを行うとともに、本プロジェクトホームページ上

にその資料を掲載し、情報発信している。

(1)参加者属性
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看議実餓力ブロッサム閲花プロジ工クト

性別

所属施設の病床数
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(2)講演会参加きっかけ(複数回答)

20 40 60 

テーマに興味があった 168 

上司・友人に誘われて 67 

自分の業務・学習に役立ちそうだった 166 

講演講師にひかれて

80 

2.各事業の実施状況と成果【広報活動】

(3)講演会評価

-とても良い ・まあまあ良い ・普通 ・あまり良くない ・その他 ・無回答

基調講演会

ブロッサム

報告会

-・・・・・1. ， I 

2 

4 

その他
0% 20% 40% 60% 80% 100% 

講演会参加きっかけ
講演会評価

(4)ブロッサム講演会内容で自施設取組みに参考となったこと(複数回答)

。 20 40 60 80 100 120 

新人教育 3 

シミュレーション教育内容や企画立案

情報収集、知識獲得の機会となった

研修内容の設定や研修企画立案

教育担当や教育指導者の育成

無回答

その他

自施設で参考となった講演内容(複数回答)
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2.各事業の実施状況と成果【広報活動]

2)学会などでの報告・発表活動

①平成23年度学会等発表実績

開催日時
発表学会名 発表形式

開催場所 発表内容

平成23年 Global Learn Asia Pacific 2011- 教育プログラム開発静脈注射教育プログラム

3月28日目 Global Gonference on learning and ロ潰田 fAnalysisof Intravenous Injection Nurse 

4月1日 Technology Develop岡田tProgram On I i ne園田kExa四lin.tionlogs using 

オーストラリア メルボルン Item Response TheorYJ 

平成23年 第自国日本国&8医学教育研覧会 教育プログラム開発新人看護師育成プログラム

2 5月28日 大阪市立大学 あべのメヂィツヴス 口演目「新人看越職員シミュレーシヨン研修の有効性の検

ピル 討j

3 
平成23年 第 13回日本医療マネジメント学会学 教育プログラム開発 医療機器操作強化プログラム

6)l 24日 術総会みやζめっせ E 京都会館 示説 明E機器に関連したインシヂントの分析」

4 第15回日本看護管理学会年次大会
教育プログラム開発.静脈注射教育プログラム

平成23年
口演 「静脈注射認定ナース育成プログラムの評価と課題』

ト一一一 B)l 26日~ 「先をよむJ

5 京まプラザホ子ル
教育プログラム開発実習指導者育成プログラム

8月27日
示説田「看霞職員における実習指導の認識に関する検討J

交涜集会 「看護実践能力の向ょを目指した教育ブログラ

6 日本看護学教育学会第21固学術集会 ム開発ー静脈注射教宵および新人看護師宵
平成23年

「看護の専門職制を高める看護学教 成プログラムを中心!こーJ
ト一一一 8月30自由

育j 教育プログラム開発実習指導者育成プログラム

7 
8月31日

大宮ソニッヲシティ 示説田「臨地実習指導者が『実習指導者』という役割を担

う中で認識している困難の肉容J

平成23年 41st Bienni.1 Convention Sig聞a The outo醐 esof progr.冊 basedon C聞 plexDecongestive 

8 10月29日~ Theta Tau I nternati onal Honor Physiotherapy for the patients with Iymphedema at an 

11月2日 Sooiety of Nursing outpatient .etting in Japan. 

9 
平成23年 日本看麓ザミット 口演"看麓実践カブロッザム開花プロジェヲトについて

11月1日 「新人研修から生涯教育へ』

第B回日本e-le.rning大賞
教育プログラム開発巴静脈注射教育プログラム

10 
平成23年

示説 「静脈注射認定ナース育成プログラムにおけるeラ
11 )l 21日 Japan e-Learning Awards 2011 

ーニンゲ模様鼠駿の有効性」

平成23年
第31回日本看護科学学会

教育プログラム開発'実習指導者育成プログラム

11 12月2田町 示説 「看護職員の実習指導における教師効力と関連する
高知県民文化ホール

要因の検討』12月3日

平成24年 福岡県新人看麓職員研修責任者研修 教育プログラム開発新入者醸師育成プログラム
12 
2月16自 フォローアップ公開発表会 ロ演岨「多重課題・時間切迫のシミュレーシヨン研修』

②「看護師の人材費成システムの確立」採択太学との交流

開催日時 主催者 概要

平成23年
1 東京医科歯科大学構院 『看麗師の人材養成システムの確立」中間評価に向けた情報交換金
8)l 8目

平成23年
文部科学省大学改革推進事業『看護師の人材養成システムの確立』

2 11月2日~ 岡山大学病院
「公開フォーラムJ rネットワーヲ強化会議」

11月3日
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2.各事業の実施状況と成果【広報活動】

【学会等での口演発表実績】

① 1 : Global Learn Asia Pacific 2011--Global Conference on Learning and Technology 

~1喝f~ "I--~.-、司曲、.~
... .íí r"4- ド.'-'喝目白~.

Analysis of Intravenous Injection Nurse 

Development Program Online Mock 

Exami nation Logs 

Using Item Response Theory 

Yuriko Fujino， RN， MSN 

Hitoshi Inoue. PhD 

Kyushu University， Japan 

Iv匂r.29. 2011 Global L.eam 

Background・3
The nursing depa比mentofKyushu 
University Hospital s匂はedon the Nursing 
Blossom Project in 2009 after being selected 
underthe SuppoはforU nivers ity E ducational 
Reform by the J apanese Gov巴mment

、.1'，，- ・~-日目』四e_-.r...._ー・・・_.】.

The Item Characteristic Curves (ICC) Result 
TIle ICC of questions in section 9 

Conference Inf:ormat1on 

阿0陪 Inrormationon Global L，田 「円

τa ble of Conte n ts 

Autho:rs 

{> The ite111 ditticlJlty 
showsげthequestion is 
easy or difficu仕.

+州T朴刊h】児削leit比t川 is“附則cri川州i / 
shows how w司，'，rellan ite111】 . Discl'imination 

can differentiate abilities : t .例
between邑xa111inees. -，.，. 

:1_.-・""'-ιv

1"・M・山叫』制
一・一一

Diffic凶W
・
.崎

'Gf，obal Leari四 AsialPaciifiic【Glloba:1Leam) 2011 

Melboumer Aus1tralia 

March 28， 2011 
ISBN 1-B80094-.85-1 

Siew-Mee Barton， Johin Hedber'g & Kalr.suaki Suzl.Iki 
AACE 

cYJ 

YlJriko Fl.Ijino， I町田huI..!niver.si町 HoslPiital，Japan; Hitoshi Irwue， Kyushu Un~vers.i ty， Japa日;阿ichilko

τal"laka， Takako Nakahata， KylJshu Uniiver.sitry Hlospiital， Japan 

Abstract 

τi1e I"IU悶 ingdepartmelilt of KyushlJ Universit:y Hlospital is involved il1 the Nursi 日9 日~ossorn project to 

irnprove l1ursil'1g knowledge and s.kiUs. As a pa比 ofthis pmjed， the hospital dev巴lopsIV日日目e
programs. Nl.Irses are ce此旧日CIiin-hospital as IV n日目esby passililg wriitten and pracbical examsョ此er

receiving Ilectures. AII IV日l.Irseexaminees ar，e requiired to log ii円 toal"l E-leamil1g sγstem to take 

online moclk exams Iberore a吐empbing the writle日 exam.市hepl.lrpose of this res巴ヨrdlis to ascertヨin
the validity of tihe online巾 ocik息県amsand improve tihem 回 evaluateab'ili1i:ies of 1i:he nm吉田 more

accurately. We used Item Response Theory (IIRT) for the anarrysis. l1he sample comprised 388日U悶 es
taldng the online mock exams. The reslJlts of th巴 日目to円linernock exam were analyzed throl.lglh IIRT 

and oOlillseqlJenl:ilry 30 ql.lestions out of 60 were mocliflied. As a resurlt， when an司yzing1the seco 日donline 
mock exam，出edi師叩l旬 paraffilete目 werereduced whille the discr~minëlt!On paramete悶 tendedto 

mureヨse.. 
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2.各事業の実施状況と成果【広報活動】

①-2:第 8回日本M&S医学教育研究会

テーマ : 新人看護師シミュレーション研修(多重乱垣 ・時間切迫)の実施と効果

I.はじめに

臨床現場において、看護師は複数の患者を受け持ち、業務が多重になる上、限られた時

間内に対応しなければならない状況に多々遭遇する。そのような状況の中で看護師は適切

な判断を行い、患者に安心 ・安全な看護を提供しなければならない。しかし、新人看護師

の業務上の課題や共通の悩みとして、優先順位の判断力の未熟さが挙げられていた。そこ

で、昨年度より多議課題 ・時間切迫持の疑似体験をすることにより、自らを振り返り、今

後の課題を明確にできることを目標にシミュレーション研修を実施、その効果を検証した

のでここに報告する。

II. 目的

平成 22年度より新人看護職員 79名に実施した多重課題 ・時間切迫におけるシミュレー

ション研修が、実践の場にもたらす効果を評価する。

ill. 方法

1.研修対象者

平成 22年度入職した新人看護職員 79名

2.研修内容

院内にて報告された新人看護師によるインシデン トレポートや看護職員が直面した多

課題場面を参考に設定したシナリオで演習、振り返りを実施。

3.評価方法

研修直後 ・1ヵ月後 ・3ヵ月後のアンケート制査

IV.結果

多重課題場面での対応の全ての項目で3回の時期に有意差は見られなかった。しかし 「優

先順位Jr安全な技術の提供」は直後よりも、 1カ月、 3カ月後にできている割合が高くな

っていた。しかし、「優先順位jや I看護判断」の得点は他の項目に比べ、全体的に低い傾

向にあった。また研修から 1ヵ月過ぎて実践の場で変化したことに関する自由記述におい

て、「協力依頼Jr優先順位の判断Jr冷静な対応Jr先輩に相談 ・綴り返って考えるJの 4

項目が抽出され、行動変容が見られていた。更に研修でファシリテーターとして参画した

教育担当面IJ看護師長も、新看護職員の成長段階や理解度を把握でき、肯定的な指導へ変容、

V.考察

新人育成計画に役立てることが出来ていた。

病棟における複数患者の受け持ちの中で起こる多重課題 ・時間切迫のもと、「患者の状況

のアセスメントJr自己の力量判断Jr看護ケアの優先順位判断Jr他スタッフへの適切な協

力依頼Jができるよう看護の振り返りと 「気づくカ」を研鎖し、安全なケアを実践する能

力を高めることを目的に行ったシミュレーション研修は、参加した新人看護職員だけでは

なく 、この研修に関わった教育担当高IJ看護師長にも行動変容が見られ、実践の場で良い影

響を及ぼすことができたと思われる。

研修方法

2.研修内容
研修時期:平成22年11 月 8~10日

構成。グループ〉
研修生2名+教育担当副看護師長

シナリオ:

研修風景 評価方法

1. 多重課題・時間切迫揚面の対応(態
度・優先順位の判断・アセスメント・協
力依頼・安全な技術、多重課題時の適切
な判断〉を4件法にてアンケート調査レ
だ(研修直後.1力月後〉。

2. 研修1ヶ月後に看護実践での変化の自
由記述を求めだ。

• 
新人看護職員シミュレーション研修の有効性
について

考察

優先順位の判断行 6件〉
• r優先順位の判断」や「多重課題時の適切
な判断」能力の向上

を位甑先優/、なでη
 

だすなに順たれらえ与
、

J

f
時

時
・
ー

た
・
・

っ
た
〈

杭
一
川
崎

に
か
』
副
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醐

印

紙

の
る
富
町

駅

担

治

多量課題を抱えた伏飯田時.暫ち省いて判断言るよう以前より曲が廿るように
なった・・

先輩に相談・撮り返って考える (11件〉
多量標題のとき怯.一人で鋸決世'0'.先輩に相槌じながら行劃するようにωが
廿るようになったー ー警

句 <0田 *<001 IIψ・盟問一一 I 1 1，!ì ~月町吋引ヲ…

• r自己の力量判断J r他スタッフへの適切
な協力依頼」ができる行動変容
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2.各事業の実施状況と成果【広報活動】

①-3:第 15回日本看護管理学会年次大会

静脈注射認定ナース育成ブロク‘ラム
の評価と課題

本研究の背景・目的

く研究目的〉

-プログラム参加者の認識や知識修得状況から
プログラムを評価し課題を様討する。

一参加者の通識と知識修得状況仁着目して

九州大学病院 書護部

山崎雅代

IVナース育成プログラム

IVナース育成プログラム
(筆記試験〉

-60分の筆記話験

-講義内容全般カ吃滋盟

-80点以上が合格
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く青票〉
平成14年 『静脈注釘は露療の補問業務の範留である』行政解釈皇室更
辛成16年 rA太字病院におηる探血及び静脈注討のガイ ドライン』
平成21写 上記ガイドラインの殻訂

「安全仁実施する静脈注射教膏プログラム」

→静脈注射認定7ース(1V"jース〉育成プログラム
ヰ IV 直鰻血管に刺入する静脈注射

IVナース育成プログラム

2.実技演習
(専属インストラクター、教育担当

国吾輩師長による指導:3時E

1)準備

Q)指示室の醤認

告患者への説明 也必要鈎昌

2)実施
G)輔入方法 .，角度、針の籍ち方

舎固定方法 也記録

3)後片儲け

考察

-参加者は、 プログラム段唱が進むことで理解や
必要性の認識を深めてい疋o IV"jースプログラ
ムを段階的仁行う意義力苛産認された。

・実接試議後に静脈注射に関する不安を軽減し、
手技の自信を高めていた。実技詰験で客観的に
評価され、IV"jースに認定されることは、不安
軽減 ・自信向ょにつながっていたo

・認定在進めるだめには、実按試験の対象患者や
評価蓄の確保が課題であるc

.曹司買力 .，..，目叫..ヲ-0-9.1"'''
"'-.11' 



2.各事業の実施状況と成果【広報活動】

①-4:日本看護学教育学会第21回学術集会

~\l/'e. ・Z問問ロけム臨ヲロ伊豆件
山田山 いい

交流セッシヨン9 平成23S3J;31自〈水)14.00-15.30
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↓
平成21年度文部科学省大掌改革推進事量採択
「看護師の人材葺成ンステムの濯立j

看護実践力ブロッサム開花プロジェヲト

事業推進責任者ー看護部長中畑 高子

IVナース育成プログラム
フローチャー卜

lfi. シミユレーシヨツ研修
(多重課題 ・時間切迫)

目的:多重課題・時間切迫の状況下で優先順位

を考え安全なケアを実践する能力を高める

目標:

①患者の状況をアセスメントレ、安全に配慮しだ

優先順位を判断できるよう、自己の行動を娠り

返り、今後の課題がわかる

②必要に応じ先輩lこ応援依頼や報告が出来る | 

タイミンクがわかる | 

点 字本的な看護閥均征確に出来る......開剛山

プロジェク卜目的

九州夫学病院看護部と九州大学医学部保

健学科看護学専攻が連携し、教育プログ

ラムや教育体制を開発・整備すること

で、 看護学生の看護実践能力の質を保証

し、看護職員の看護実践能力の質の持続

的な向上を図り、生涯を通じて看護職と

して活躍することができるよう、キャリ

アパス構築を支援する。

ψ"忠 70.......70"..'

eラ一二ング教材作成
(コンテンツ作成〉

平成22年度作成しだ主なコンテンツ

・新人看護職員向けの研修曜、r・IVナース育成プログラムでの講義・IVナース筆記試験苅策・模擬試験公開
現在73件のコンテンツを公開中

1) ..醐 70..岨7a~..'
一白

フォローアップ研修
【目的】

悩みや不安を話し合い、情報を共有し

ストレX仁苅応できる能力を重量い、

職場における苅人関係作りや

苅処$;の糸口をつかむ。

【開催時期】

入職後→1今日・ 3今日
ゐヶ同・ 12ヶ目
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2.各事業の実施状況と成果【広報活動】

①-5 :日本看護サミット

看護基礎教育と現任教育の連携が課題
一看護サミット・シンポ

2' いいね ・ 司， .DII 極~ ~

沼岡市で閉幕した日本看穫サミットは初日の11月1目、『新人研修から生涯教育へJをテ

ーマに、厚生労働省医政局の岩，畢和子看陸銀畏を座長とするシンポジウムが聞かれた。

新人看経駿研修の努力義務化から2年目を迎えたが.免許取得前の基礎教育と現任教育

の連携が繰題として浮かび上がったほか.生涯教育の意義を指摘する意見も出た.

シンポジストの一入、九大附属病院の中畑

高干看護部長は、同病院が参加している「看

箆実践力ブロツサム開花プロジェヲトJ(文部

科学省の裕助車業)について鋭明した.

間プロジェヲトは、新人署肢蹴や教育指導

者の貨の向上などを目指すというもの.同病

院では開始後、多重鐸題を想定したシュミレ

ーヲーやeラーニングの活用などにより、宥11

段術の習得度を改善した.だが‘救命救急や 18 得飼南町

呼吸循環を整える投術などは依然として低

〈、 2年目以降の課題となっている.

一方、臨床心埋土と連機して行っている新人君股膿への悩み相践については、最近では

就職後6か月以降もストレスの度合いは下がらず、新人宥t量聡の般職率は不安定なままと

いう.中畑宥i量部畏は今後の傑題として、マ教育機材の自主的な，舌用マ2年自の看掻飾

の自立マ教育指導者の育成マ基礎教育との連機ーの4点を挙げた.

虎の門病院の宗村美江子副院畏(宥腹部畏)は‘ジェヰラリストの看掻飾によるキャリア

ンステムの構築について講演した.同病院では、患者中心の宥績を提供するジヱネラリス

トを養成するため.入門‘中級.上級の各コースを段定し、キャリアの段階(ラずー)に連動

する継続教育を実絶。また.魅力的な肴極飾像を示すため、最上位のラダーに遣した看護

師による看援実践に関する事例報告などの機会を股けている.

宗村副院畏l立、専門性の高い署値師だけでなく『大多数を占めるジェネラ，)ストが、スペ

シャリストを適切に活用できる存在として、 キャリア発達していく意穫はとても大きいJと指

摘.その一方で、保周する署箆飾の教育背景がさまざまなことから.r平均的な再教育を実
施しているのが現状Jとして、基礎教育と現任教育の連携を今後の繰越とした.

看護サミットでの講演内容は『医療介護CBニュース』や『福岡県看護協会ニュース』に取り上げられた。

上記は「キャリアプレイン医療介護CBニュース (http://www.cabrain.net/news/article/newsID/35876.html)Jより転載

下記は「福岡県看護協会ニュース よかナースふくおか Vol.96 2012 新春号」より転載

-5~)~[iヨ 11・- I新人研修から生涯教育へj

看護職の臨床実践能力向上には、教育と医療機関の連携が重要である。新人

看護師研修制度が2年目を迎え、また保助看法改正による新課程の教育が開始

されようとしている今、教育や現場はどう変わろうとしているのか、今後の展望

を明らかにする。

まず基礎教育の立場から佐伯和子氏は、臨床に適応できる知識・技術を持ち自

己研銭ができる実践者の養成には、全ての看護師に基礎教育4年の大学教育を

保証することが重要であると述べた。

次に中畑高子氏は、平成21年から開始した新人看護師育成プログラムによる

技術修得度の変化や特徴を述べ、さらに2年目看護師の自立度の弱さや現場の

教育力の必要性が課題であることを明らかにした。

宗村美江子氏は、質の高い看護サービスを提供するジエネラリストに焦点、を

当て、彼女らに必要な能力を整理し体系的な仕組みを構築する必要性を述べた。

さらに井本寛子氏は、分娩施設の閉鎖や集約化、産科医師不足により、助産自市

が再び自律したケアを提供できる体制整備を早急に行う必要性を語った。

最後に阿部まゆみ氏は、英国での専門職の生涯学習支援WBL(WorkBased 

Learning)によるキャリア開発を紹介し、生涯教育のあり方を提言した。

5名の発言を受けて座長の岩津和子氏は、一人ひとりが現場で変化を起こす強

さを持ち、その取り組みを共有すること、また国民から支持される仕組みづくり

が重要であると締めくくった。

(文責.企画委員佐膝 香代)
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各事業の実施状況と成果【広報活動】2. 

看護職員における実習指導の認識に関する検討

白井ひろ子'J .野成安1 川本利恵子ZJ 蔵野ユリ子'J
山口千夏1】 山崎雅代'J 松本裕子1】 中畑 高子'J

母親弘 九州大学欄 間実践問ツサム開花プロジェヲド】
三 占 全 九州大学大学院医学研究院保健学部門 看護実践カフロッサム開花ブロジ:I:?I-'J

【学会等での示説発表実績】
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専門最僻霊

金量査左法
職位、実習指導者経験の有無、実習指

導者研修会(院肉外の研修を含む)受講
の有無、専門最終学歴などの属性に関

連した質問項目と実習指導に対する坪

井らの教師効力尺度から構成される無
記名の自記式質問紙調査を実施した。

金量査畳盟
2010年12月

金金量亙法
分析はSPSS18.OJを使用し、基本統計量

及びSpearmanの順位相関係数算出、
Mann-Whitney検定、 Kruskal-Wallis検定

を行った(有意水準p<.05)。

【考察】

今回の調査において、看護実践を積み重ねる中で学
生に指導する機会をより多〈もつことが、実習指導に

おける教師効力感が増加することが示唆された。

また、実習指導者研修会の受講経験が教師効力感に

関連していたことから、実習指導者研修会の教育プロ
グラム内容の検討の必要性が示喰された。

金盆翠飽E虚
研究の趣旨、匿名性の確保、任意性の
尊重等を書面で説明し、質問紙の回答を

もって同意を得た。なお、本研究は所属

機関の倫理審査委員会の承認を得て実
施した。

本研究は、平成21年度文部科学省大学改革推進事業採択『看護師の人材養成システムの確立」

看護実践カブロツサム開花プロジェクトの取り組みの一環である。

白井ひろ子" 蔵野成義司 川本利恵子.ZJ ] 

藤野ユリ子叫 松本裕子叫 中畑高子'J
、...， ~ ， 

九州大学痛院 看護実践カブロツサム開花ブロジェヲド}
九州大学大学院医学研究院保健学部門 看護実践カフロッサム開花プロジJ::?I-'J
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書官掴噂における 皇官掴噂における固蝿 -.4・7 .000 
祖師抽カ得点

揖曹掴噂者自橿腫 273 .000 

，、ーヂレfネス 1掴 .000 

R ・4.
圃聾揖み田量 .4.・

霊園掴骨折 ...間隔・ m・曲。d

教師効力と有意な相聞がみられたのは、年齢(1=.3471.看庫副経蔵
年散骨=.3柑 L実習指尊者としての経験年数t開 3&51.ハーディネス
(1=.2711、実習指噂上自国撞(r=円帽吋であった.教師効力と実習指
導上回困難を属性別に比較したと乙昌、性別.a位.実習指導者由
経験、学生を指導し;た経酸、実冒指事者書官会田受章に有意な差
がみられた1褒21.

教師効力量従属賓教とした重圃蝿分析の結果、「実習指導上田園
量(~~.踊ηJr実習指導者由経験ゆ有鋸伊良273lJ rハーディネス
"=.日OIJが聞連(RZ'=.咽 &1していた【褒31.

句メ舗帽01*p(OOln.u:tipti酬

学生司教育に効果的唯影響を及ぽす個念としての教師団出力l忠実習指事者とιての経敵国積み重ねとともに、
高ストレス下で健康を保つζkができる性格特性であるハーディネスが国連していた.実育指導者として町役割
遂行にl主、軽践の蓄積とともに実習指導壷自分自成長にプラスになるといラハーヂィネス壷高める取り組みが効
果的であることが示喰された.

本研究は、平成21年度文部科学省文学改革推進事業採択「看護師の人材養成システムの確立」
看護実践カブロッサム開花プロジェヲトの取り組みの一部である.
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痛棟章務と実習指噂が兼務であるこ剖こよる負担感

太掌との実冒指噂体制に関する適梅園畳の不備

痛棟スーツフ止の連揖地酒瞳

前任の実習指尊者からの引き纏曹体制由晴立されていない

太学や看護部が企画する実習指導者研修と実習指導者が期待する研修の阻睡

実習指事者の教育内容と評価に対する平安

実習指導能力に対する不安

学生の未熟な盲動や態度への戸曜い

学生のコミュニケ』ション能力の低さ

学生の実習に対するモチペーショシの障害への長重

実習指事者自身が理想としている指車内容と実際に実践している指畢肉曹とのギャッブ

大学側や病棟ス事ッフの板棟みによる負担感

血者のケ71:置怪をもつことの重要性

インフォームド・コンセントの障しさ



2.各事業の実施状況と成果【広報活動】

③専門誌等での論文発表

執筆代表者 表題 掲載誌

Analysis of Intravenous Injection Nurse Develop鵬 nt
Proceedings of Global Learn Asia 

藤野ユリ子 Program Onl ine Mock Examination Logs using Item 
Pacific 2011 (p. p. 1969-1977) 

Response Theory 

新人看護職員シミュレーション研修の有効性の検討
日本M&S医学教育研究会Journal

2 吉川由香里
of Japanese Association of 

-研修直後と 1か月後アンケートの分析よりー Simulation for Meddiacl Education 
Vo.4 2011 (p.p.48-51) 

『看護管理』 第21巻第4号

3 中畑高子 文部科学省『看護職キャリアシステム構築プラン」紹介! 2011年4月 10日発行医学書院

(p. p. 332-335) 

「静脈注射認定ナース育成プログラムにおける eラーニ 第8回日本 e-Learning大賞 抄録
4 藤野ユリ子

ング模慢試験の有効性』 日本e-Iearning大賞事務局

【雑誌掲載論文要約③ー 1】

【雑誌掲載論文要約③-2】

Analysis of Intravenous Injection Nurse Development Program Online 

Mock E.xamination Logs using Itcm Respon田 Thcoη
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I. ~じめに

多くの鮪入港績8・良は.“瓜!Jl1・に鈍いて11'政.."を受け縛ら，:1務を時関内iζ錫‘L

必け仇ぱ"ら"い挟l!<で戸(1いながら息，/)'ヶァ"爽‘している.このよう必多.. 県尼・時

間切迫状艇での適切な判断ノ'，t:育成すること""的にシミョレーシ省ン餅修t:行。た.今

副業困匡したシミsレーション餅修の..-1か月後にアンケートを，.，aし.その省鋤位t:・
制したので・e寸る.
U. J1t必
1 対.， 平成n節度編入者穣臓員7・(，
2 僻修内曾

量草!l畠平成2zlf~ 11 JI.主主i主 シサ"オは霞内にて徹"'~れた衡人審縄師lニ
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3 評価方法 多酒食緑町a・時間切迫・画面の対応t・Er 優先順位内判断 アセスメント
・・カ依鍋安全な銃術多..型車縛の適切な明断)".件ulにてアンケー ト綱食した{情

.lI!(tt.， *月後).~た、 I .，. Jl・で隠務理1-'値踏での定化の自白血途"求めた.

蝿結果および考勝

多重民組 時開切迫.衝の対応について.併修".と 1.刈畿の勾之島抽u比依した結集
f優先噺位の判断， 1多鼠鼠旭"の趨切々情瞬』は."tfl.，.JHtに41.に高(/，うていた
(.，<0今回>.r~金ItI主IIfÐ・e・~， r踊)J依鋼』は肉定的に."ヒしても、た..111)1慢の自由'"
途舎内8ごとに分.した抽果， 62 停の包途があり、場2・実偵の変化として魁aした内容~

Lて 『脇力量鋼，r優先順位の判断"訓~1t/dlJt.J r~.に何様 ' liIり返って考える』 の 4

項Uが楢幽された.僻修畳淘復より、民JJ依唖の'"貫性tlllfL、9佐賀に鮒a隠し々がら.
冷傍伝鋤応 優先周回償金考える署甥実殿内賓化しているニとが考えられた.('輔文7-)
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2.各事業の実施状況と成果【広報活動】

( プロジェクト広報活動吋成果 ) 

平成 23年度は、自施設を会場とした 2回の講演会、学会での交流会 1回の合計3回の講演会を主催

した。講演会を開催することにより、九州大学病院看護部が実践している「看護実践カブロッサム開花

プロジェクト」活動内容を広く地域の臨床看護や看護教育に携わる人たちに情報発信した。特に今年度

は、各施設での新人教育や研修企画が可能となるよう、研修の組み立て方や教育方法を実践的に体験で

きる講演会開催を心がけた。また、本プロジェクトが取り組んでいるプログラム開発の進捗状況や学問

的検討を加えて実証した効果を看護系学会で積極的に発表することで、プログラム開発に関する情報発

信を行った。その結果、静脈注射教育プログラムに関して、民間の教育研修を提供している企業よりプ

ログラム詳細についての問い合わせや、本院におけるシミュレータ一等の教育施設や教育指導体制を見

学・視察し、自施設での教育体制整備の参考にしたい、 eラーニング教材作成・導入について具体的助

言が欲しいとの相談を受け、他施設での看護実践力向上に向けた取組み実践支援に貢献している。また、

前述の取組みについて実践論文の寄稿を依頼されており、取組みの有用性が高く評価されている。

本プロジェクトでは、講演会開催や学会での発表に留まらず、平成 21年度の採択初年度より毎年、

年度毎のプロジェクト取組みの報告書を作成している。報告

書は、看護職に従事している関係者に限らず、誰が読んでも

「どういう目的のためにどういう取組みをしているか、その

結果がどう社会に役立つのか」ということがわかるよう国民

視点を意識してまとめ、製本した後、全国の看護系大学、大

学病院に送付している。報告書を読んだ九州内の施設からは、

「自病院での IVナース制度化の参考資料として利用した。」

との声が寄せられ、プロジェクト取組み成果を地域に貢献し

ている。

また、本プロジェクトで開発した eラーニングを活用した模擬試験は、取組みが評価され、日本工業

新聞社主催の日本e-Learning大賞で「翠盛童」を受賞した。
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第 8四日本e-Learning大賞

奨励'貨

九州大学病院 肴授キャリアセンタ -

fJ"ti笑減カプロッサム附.ttプロジェク 卜厳

官プロジ).1トの f静脈注射認定ナース育成

プログ?ムにおける cラーニング核擬試験の

有効性J(j e-Learning f¥ wards 201 1 7本ーラム

実行長員会tらびに 日本工業新聞社主催の第8四日本
c-Learning大官において 駿正tる審交の結釆
俊秀であるとt2められまし た ここにその栄誉 を

称え頑者の官を贈り表彰Lます

平成23年1l月21日



2.各事業の実施状況と成果【広報活動】

3)プロジェクト専用ホームページの更新

平成22年3月に公開を開始した本プロジェクト専用ホ」ムページ(以下町という)は、プロジェク

ト活動を情報発信し、社会全般に向けて広報するととを目的に開設した。

HPでは、年度初めにその年度の活動計画と前年度の活動報告を更新し、毎月当プロジェクトでの活動

を「新着情報」で報告するととで、九州大学病院看護部の看護職員教育実施状況を分かりやすく知って

もらうことを，心がけた。

HPトップページには、本プロジェクトで開発したeラーニング教材を提供している九州大学Web学習

システムヘリンクさせ、活用する際、百Lや該当ページを検索しなくても、すぐにログインできるよう、

利用促進の工夫を講じている。また、設置しているお問い合わせフォームを、看護実践カシミュレーシ

ョン・トレーニングの予約にも活用することで、いつでも参加予約ができるようにしている。

【ホームページアカウント状況】

|月平均訪問数|平成23年度
月間訪問数| | I (1日あたり)I累計

18.7 I 562 
23.3 I 1，284 
50.0 I 2.784 
25.0 I 3.558 
33.6 I 4.601 
32.9 I 5.621 
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【ホームページ利用状況分析】

...J..ιム_10，564訪問数

」ムムー 4，466ユーザー数

品.U....L..29，801ページビュー数

捌嶋崎‘""2.82訪問別ベージビュー

回向崎蜘凶 00:02:11平均サイト滞在時間

刷柚舟剛帥 45.05%直帰率

蜘M剛噌句 40.94%新規訪問の割合

• 41.02% New Visitor 
4.日3訪問数

• 58.98% Retuming Vi引tor
6.231訪問委主

平成23年度は、 4月から 2月までの聞に累計10，564のアクセス件数があり、そのうちの58.98%は複

数回即にアクセスしている。

ページ ページビュー激 ページビュー重量(%) / 

1. I ~ 10，829 _ 36.34% 
eラーエング

2. le_learninglindex htn叫 ♂ 5，833 • 19.57% 新着情報

3. lapplmoduleslinformationJdetaJI 凶pヲst剖)'Id=81 E事 1，526 I 5.12% 関連資料の

4. lapplmodulesluploaderl E事 1，481 I 4.97% 闘賞が多い。

5. lapp加。duleslaction/detail.帥p @ 1，200 I 4.03% ¥ J 

6. Iprojectlindex html ♂ 1，164 I 3.91% 

7. Igreetinglindex.html 。 561 I 1.88% 

8. lapplmodules/actlonJ E事 502 I 1.68% 

9. IprojecUproject02 ht叫 E事 397 I 1.33% 

10. IprojecVproject03 ht町ー 。 376 I 1.26% 
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2.各事業の実施状況と成果【広報活動〕

最も閲覧されているページは、 「看護実鵠カプロッサム開花プロジ忌クトj のトップベージであり、

次いで reラーエングシステムj、 「新着情報J、 「関連資料Jの順になっている。

平成23年度は、新人看護師育成プログラム内の事前銀題としてeラーエングを活用したことが起因

となり、 reラーニングシステムJの利用率が高くなっていることが推測される。
月平均1，000件近くのアクセスを得ているが、院内の看護職員に限定して提供している eラーニング

システム以外でも、 f新著情報j 、 f関連資料jへのアクセスが多くなっていることから、本プロジェ

クトからの情報措信や、関連資料に掲載している 21年度、 22年度の報告書などが閲覧されているよう

で、本プロジェクトへの高い関心が伺える.

参照元

1. kango.hosp.kyushu-u.ac.jp 

2. hosp.kyushu-u.ac.jp 

3. kyushu-u.ac.jp 

4. mext.go.jp 

5. gp-portal.jp 

6. azby.search.nifty.com 

7. search.goo.ne.jp 

8. google.co.jp 

9. kango.hosp.tohoku.ac.jp 

10. lYebsearch阻kuten.co.jp

訪問数訪問数(%)

3，2必_58.42% 
1，188 • 21.39% 

820 • 14.76% 

81 I 1.46% 

33 I 0ω%  

30 I 0.54% 

18 I 0.32% 

12 I 0.22% 

12 I 0.22% 

9 I 0.16% 

本プロジェクト HPへたどりつくまでの経路〈参照元〉では、九州大学病院看護部や九州大学病院、

九州大学からのアクセスが大半を占めている。特に、九州大学痛院や看護部ホームページには、本プロ

ジェクトのパナ}やリンクが準備されており、九州大学病院として取り組んでいる事業であることがわ

かりやすいよう、パナーからすぐに本プロジェクトへ繋がるアクセシピリティを担保している。
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2.各事業の実施状況と成果【評価】

【6】本年度の取組み評価

1 )中間内部評価

平成23年 12月 13日に、第9回看護キャリアシステム運営実行委員会と合同で本年度のプロジェク

ト活動中間内部評価委員会を開催した。内部評価委員会では、年度初めから 11月末までのプロジェク

ト事業進捗状況を報告するとともに、それまでの事業成果やその評価方法について討議を行った。

事業進捗状況報告は、年度初めに計画した年間スケジュールに沿って各取組み事業が概ね計画通りに

推進していることを報告した後、各取組み毎に実施計画、実施状況、それまでの成果や分析事項の説明

を行った。

報告事項に対して、内部評価委員よりは、 「前回報告時に質疑に上がった事項や疑問を解決しようと

取組み改善がなれている点が良く分かる内容になっている。 j との評価を受けた。その一方で、中間報

告時点では、事業の多くが実施途中で、アンケート結果などの分析にまでは至っておらず、報告内容が

まとめられていないことから、調査結果からどういうことが導き出されるのか分析までをまとめること

が不可欠であるという指摘を受けた。

文部科学省補助金事業として支援を受ける 5か年を過ぎても継続してプログラムを実施していくため

にも、プロジェクトで取組んでいる「シミュレーション・トレーニング」が集合教育と部署教育とを繋

げる継続教育として、いかに効果的であるのか根拠を示し実証することができれば、大学病院限定で実

施可能なプログラム開発ではなく、地域社会で普遍的に使えるものになるので、し、かにプログラム化・

評価していくことも肝要であるとの助言を受けた。

各取組み事業成果・評価についての学術的な分析については、臨床側の看護職員が不得手とする分野

であることから、保健学科教員等研究を専門とする委員会メンバーからのアドバイスを受けながら、精

度の高い分析を行っていくとともに、地域社会の看護実践能力向上に寄与する普遍性の高いプログラム

開発を意識しながら各取組み事業の在り方を検討することとして中間内部評価を得た。

【内部評価委員会開催風票】
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2.各事業の実施状況と成果【評価]

2)年度末内部・外部評価

平成24年2月9日に、第 10回看護キャリアシステム運営実行委員会と合同で本年度のプロジェクト

活動に対する外部・内部評価委員会を開催した。委員会では平成23年度本プロジェクトの取組み事業

についての活動実績や成果を可視化させた上で報告を行い、評価を受けた。

平成23年度外部・内部評価委員会には、下記に示す外部評価委員 l名と看護キャリアシステム運営

実行委員会メンバーでもある内部評価委員が出席した。

[外部評価委員]

所属 職位 氏名

西保健南福女祉学院学大部学看護学科 教授 飯野英親

所属 職位 氏名

委員長
中畑高子

看護部長

教育担当 松本裕子
副看護部長

病院 教育
山崎雅代

看護部 看護師長

教育
山口千夏

副看護師長

情報担当
杉本明美

看護師長

医学研究院保健学部門 副委員長
) 11本利恵子

臨床健康支援看護学領域 教授

医学研究院保健学部門

臨床健康支合援教看育護研学領域 教授 大池美也子
医療系統 究センター

医学研究院医学教育学部門
医学教育学 教授 吉田素文
医療系統合教育研究センター

医学研究院保健学部門
講師 藤野成美

広域生涯発達看護学領域

医学研究院保健学部門
助教 末次美子

広域生涯発達看護学領域

委員会では、平成23年度 1年間の取組み事業を報告書形式でまとめ、各取組み事業について、今年

度からの新たな取組みを中心に報告を行ったo プログラム開発では、学問的視点を用いたプログラムの

設計、プログラムによる効果・成果の科学的検証を取り入れ事業を推進させたことを報告した。

静脈注射教育プログラムの病院内の認知度が低いことについて、外部評価委員より、 「大学病院に勤

務する医師i土地域の基幹病院等への異動が頻繁にあり、一度限りの広報活動では情報が行き渡らず、本

プロジェクトでの取組み自体を知らない可能性の高い。そのため、積極的に広報活動を行うことが必要
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2.各事業の実施状況と成果[評価]

である。 J.J::いう指摘を受けた。指摘に対し、静脈注射教育プログラムによる IVナース育成は、ある

程度の育成者数が確保されてから広く周知徹底を行うことを計画しており、 24年度より積極的広報活動

に着手する予定であることを説明した。

新人看護師育成プログラムで実践しているシミュレーション・トレーニングについて、実施した実績

や成果報告だけを情報提供されると、どの施設でも簡単に導入可能だと思われがちであるが、実際に導

入や運用を開始するまでには、実績や成果報告には表出されない課題や困難点が数多く存在し、その問

題を打開しながら実践している。その困難や苦労点も合わせて情報提供することは、各施設が取組む際

に事前に検討すべきことが明確になり、導入の際に最も必要とされる内容であるため、情報提供の際に

は具体的な困難や苦労も含めると、より身近で導入しやすいプログラムとなるのではないかとの助言を

得た。

「看護師の人材養成システムの確立Jを目的とした『看護実践カブロッサム開花プロジェクト』は[教

育プログラム開発] [教育指導者養成] [人事交流] [キャリアパス構築]の4本住を中心にプロジェ

クト事業を推進させている。取組み事業の目的は4本柱を中心とした取組み事業を通して、看護師のキ

ャリアパス構築を支援することであるため、生涯に亘る幅広いキャリアパスを示し、看護職に携わる専

門職としてのキャリアをナピゲ}ションできるものになることが期待されているとの総評を得た。また、

本プロジェクトで開発するプログラムは、成果や効果を広く他施設や地域医療現場で活かしてもらう汎

用性や事業の持続性が求められており、取組み事業を本院の看護職員に限定して実施するのではなく、

外部施設や地域の医療従事者も参加できる開かれた参加型事業としての開催を検討し、完成されたプロ

グラムの提供に留まらず、構築段階からも公開することで地域医療に貢献することも重要であり、今後

の課題として指摘された。

外部・内部評価委員会での指摘事項や助言をもとに、次年度からは広報活動や汎用性も含めた事業の

推進を計画・実施していくこととし、委員会で報告した資料を加筆修正することで、平成23年度看護

実践カブロッサム開花プロジェクトの活動について外部評価を得た。
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2.各事業の実施状況と成果【評価】

本プロジヱクト取組みによる効果

【看護実践力ブロッサム開拓プロジェクトに対する九州太学病院看護職員の認識】

平成23年9月、当院全看護職員に対して看護部教育システムに対する認識調査の中で看護実践力プ

ロッサム開花プロジェクトで具体的に取組んでいる「シミュレーション・トレーニングJ i eラーニン

グ学習環境整備」に対する認識を調査した。

-非常に思う ・かなり思う ・まあまあ思う ・あまり思わない ・恩わない -受講 ・未受講

O!届 20% 40!陣 ω% 80% 100" 

.人看霞職員の敏育研修は克撫，ている

'.1
'
)::'初円ダーによる研修倒置由篭っている

シミュレーションを用いた敏育は盤情討もえい晶

シ墨::LV-ショントレ_-ンゲを受けてみ払、

eラーニング学習環境は盤っている

eラー=ングを活用したい

九大看護職員のプロジェクトに対する認識 シミュレーショントレー=ング利用

その結果、中央化傾向があるものの、 7割以上の看護職員が肯定的(i非常に思うJ iかなり思う」

「まあまあ思う」を含める)に認識しており、プロジェクトによる制度の充実を評価、利用を希望して

いた。

シミュレーション・トレーニング利用者割合は全看護職員のうちの 28%であるが、前述トレーニング

は平日 3日間(月曜日・水曜日・金曜日)、主に日勤時間帯に提供していること、参加は自分の時間を

活用した自主演習であるという特性を鑑みると、 4人に 1人が整備した学習環境を有効に活用し、専門

職業人としての自樟した看護実践能力向上に励んでいることがうかがえる。また全職員の 7割以上がト

レーニング利用に意欲的であることから、ニーズに対応したシミュレーション・トレーニングを継続し

て提供していくことは、効果的な学習ツールとして看護実践能力向上に貢献できると考えられる。

-よく活用 ・何度か利用 ・未利用

eラーニング利用状混

看鼠技衛研修

クリニカルラダー研修

Wナース模様鼠験

看護手順

醜演会

新人看霞研修

。 1日o 200 300 4日o 50日 600

544 

4VO 

447 

78 

200 

今後霊園ーしたいeラーニング敏材(複数回答)

時間や場所を制限されないeラーニング学習教材は、全職員の 8割以上が実際に活用しており、看護

職従事者によっての効果的な学習ツールとして浸透しているようである。今後受講したい eラーニング

教材は「看護技術研修」、 「クリニカルラダー研修Jの順に多くなっている。
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2.各事業の実施状況と成果【評価】

【他部門教育プログラムへの貢献】

本プロジェクト取組み事業採択により、看護職員教育に貢献する学習環境整備が大幅に進んでいる。

その成果・効果の一例として、静脈注射教育プログラムで育成された IVナースが確かな知識・技術・

手技を持って静脈注射を実施することで、医師の業務負担軽減、患者からの信頼向上など臨床現場の質

向上とチーム医療の推進に寄与している。医療機器操作強化プログラムでは、過剰投与による患者の生

命危機を防ぐ医療機器操作技術を向上させ、高度な医療を担う大学病院看護職員を育成する体系的プロ

グラム開発に着手している。

本プロジェクトは、九州大学病院看護部単独ではなく、保健学科看護学専攻を筆頭に、教育学部、情

報基盤研究開発センター、医療系統合教育研究センター、病院多部門多職種と連携したプログラムの開

発、学術的分析・評価・改善を行いながら体系的プログラム構築を目指している。こうした取組みゃプ

ログラム内容の有効性が院内でも浸透し、臨床教育研修センターが主催する「研修医採血演習」を当プ

ロジェクト専属インストラクターや教育担当指導者が指導者役割を担うなど、合同での演習開催や、医

療技術部のスタッフの教育研修として新人看護実践研修3I口腔内・鼻腔内吸引、気管吸引」に参加す

るなど、チーム医療の一環として医療従事者育成の教育研修でも連携をしている。

【医療技術部スタッフの研修参加風景】

以下、 「研修医採血演習」の概要を示している。参加者全員が提供された研修内容に高い評価をして

おり、 「もっと早い時期にしていただけたら臨床で困らなかったj等の要望が寄せられた。

1.研修開催日時

平成 23年 6月 16日(木) 10:00""""12:00 

2.研修場所:北棟2階多目的室

3.演習参加実績

演習時間 参加者実績

10 : 00""""10 : 30 研修①(第1グ、ノレープ) 5 

10 : 30""""11 : 00 研修②(第2グループ) 3 

11 : 00""""11 : 30 研修③(第3グループ) 6 

11 : 30""""12 : 00 研修④(第4グループ) 4 

合計参加者数(単位:人) 18 

4.研修タイムスケジュール

設定時間 内容

10分間
演習の流れ説明

デモンストレーション

物品準備

20分間
腕モデルを利用した採血演習

九州大学病院規定に沿った廃棄破棄

アンケート回答
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2.各事業の実施状況と成果【評価〕

【研修医擦血清宮風景〕

「研修医採血演習J

会場

5.演習参加者アンケート結果(回答 18入)

症例数 N=18

.0人 ・0押 10人集m・10押 3白人畿圏. .30岬 50人余.
，1幽 I 11 

わかりや守さ

。 書 s 書 12 15 ;11 
演習についてN=18

-よい ・ややよい ・どちらともいえない ・やや.い

全体的な終{I

.，専向車E

:a.内容

:a・時間障の長d

..TIII鯵
。 3 s 事

..L.W..j 

島且』

12 15 18 

研修に参加した18人の研修医全員から適切な指導、

研修肉容であり、実践に役に立っと評価されている。

182 

首蓄しif

•• 工
11 

。

演習指導者の脱明 N=18

-よい

15 1轟

泊膏狸解度創=18

4; 9 12 1S 1.11 





九州大学病院看護部看護キャリアセンター

TEL/FAX 092喧 642-5553

E-MAIL blossom_kailくa_project@med.kyushu-u.ac.jp
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